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富
士
山
は
、
そ
の
秀
麗
な
山
容
と
広
大
な
裾
野
を
も
つ
火
山
と
い
う
自
然
環
境
を
背
景
に
、
山
岳
修
験
の
霊
場
や
富
士
講
等
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
も
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
十
五
年
六
月
に
は
念
願
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
富
士
山
を
め
ぐ
る
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
を
総
合
的
に
解
明
す
る
た
め
に
、
山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
委
員
会
を
設
け
、
平
成
二
十
年
度
以
降
、
四
年
間
を
単
位
と

し
て
各
分
野
に
分
け
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

同
二
十
七
年
度
を
一
区
切
り
と
し
て
第
二
次
調
査
を
総
括
す
る
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
た
保
全
状
況
報
告
書
に
反
映

さ
れ
る
な
ど
、
富
士
山
の
登
録
や
そ
の
後
の
保
全
に
あ
た
っ
て
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
継
続
さ
れ
る
調
査
・
研
究
の
指
針
と
な
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
同
調
査
の
中
で
は
、
膨
大

な
デ
ー
タ
の
僅
か
な
部
分
し
か
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
考
古
・
歴
史
・
民
俗
部
会
が
合
同
で
実
施
し
た
御
中
道
の
調
査
は
、
文
字
・
図
像
資
料
の
掲
載
に
限
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
本
年
度
は
、
そ
の
成
果
を
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
調
査
・
研
究
活
動
に
位
置
づ
け
、
内
容
を
補
足
・
再
整
理
す
る
こ
と
で
、
富
士
山
の
も
つ
歴
史
や
文
化
の
特

質
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

調
査
・
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
報
告
会
や
企
画
展
等
の
中
で
公
開
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
本
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
書
が
富
士
山
の
総
合
的
な
調
査
・
研
究
の
い
っ
そ
う
の
深
化
を
は
か
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
本
調
査
・
研
究
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
三
月

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー　

所
長　

秋
　
道
　
智
　
彌
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凡
　
　
例

・
本
書
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る
、
富
士
山
御
中
道
の
調
査
・
研
究
報
告
書
で
あ
る
。

・
本
調
査
は
、
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
本
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
に
よ
る

調
査
・
研
究
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。

・
本
調
査
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
実
施
し
た

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
（
第
二
次
調
査
）
の
中
で
、歴
史
考
古
民
俗
部
会
が
合
同
で
行
っ

た
御
中
道
の
調
査
成
果
を
も
と
に
、
平
成
二
十
八
年
度
に
は
静
岡
県
及
び
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
と

共
同
で
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
本
書
の
編
集
は
、
堀
内
眞
（
本
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）・
三
浦
さ
ゆ
り
（
同
職
員
）
が
行
っ
た
。
ま
た
、

執
筆
は
、
第
一
部
の
第
一
章
を
村
石
眞
澄
（
山
梨
県
教
育
委
員
会
学
術
文
化
財
課
文
化
財
指
導
監
）、

第
二
章
を
大
高
康
正
（
静
岡
県
文
化
・
観
光
部
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
整
備
課
准
教
授
）、
第
三
章
を

赤
池
栄
人
（
本
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）、
第
四
章
と
第
二
部
の
資
料
を
堀
内
眞
が
分
担
で
執
筆
し
た
。

・
掲
載
し
た
写
真
は
、
主
に
調
査
参
加
者
が
撮
影
し
た
も
の
を
用
い
た
。

　
　
　
　
　

表
紙　

絵
葉
書
「
富
士
山
五
合
目
天
地
之
境
」



山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
の
経
緯
と
方
針

　

山
梨
県
で
は
、
富
士
山
が
有
す
る
世
界
的
な
文
化
遺
産
と
し
て
の
学
術
的
な
価
値
を
高
め
る

た
め
、
富
士
山
を
め
ぐ
る
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
を
総
合
的
に
調
査
・
研
究
す
る
山
梨
県
富
士

山
総
合
学
術
調
査
研
究
（
以
下
「
総
合
学
術
調
査
研
究
」
と
い
う
）
を
平
成
二
十
年
度
以
降
推

進
し
て
き
た
。
こ
の
う
ち
平
成
二
十
年
度
か
ら
同
二
十
三
年
度
ま
で
は
、
県
教
育
委
員
会
学
術

文
化
財
課
を
事
務
局
と
し
て
実
施
し
（
以
下
「
第
１
期
」
と
い
う
）、
ま
た
平
成
二
十
四
年
度

か
ら
同
二
十
七
年
度
ま
で
は
、山
梨
県
立
博
物
館
を
事
務
局
と
し
て
実
施
し
た（
以
下「
第
２
期
」

と
い
う
）。

　

第
１
期
で
は
、
世
界
遺
産
富
士
山
を
構
成
す
る
二
十
五
か
所
の
構
成
資
産
で
育
ま
れ
た
信
仰
・

芸
術
に
関
す
る
研
究
（
い
わ
ば
「
点
」
の
研
究
）
を
実
施
し
、
こ
の
成
果
は
、
平
成
二
十
三
年

七
月
に
文
化
庁
に
提
出
し
た
推
薦
書
原
案
を
作
成
す
る
段
階
で
大
い
に
寄
与
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

ま
た
第
２
期
で
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
イ
コ
モ
ス
勧
告
等
を
踏
ま
え
て
、

富
士
山
周
辺
の
巡
礼
路
の
特
定
を
通
し
た
各
構
成
資
産
間
の
結
び
付
き
に
関
す
る
研
究
（
い
わ

ば
「
線
」
の
研
究
）
を
実
施
し
、
こ
の
成
果
は
同
二
十
八
年
一
月
に
日
本
政
府
が
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
た
保
全
状
況
報
告
書
に
反
映
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
巡
礼
路
の
未
特
定
区
間
に
関
す
る
研
究
を
継
続
す
る
必
要
性
に
加
え
て
、

世
界
遺
産
富
士
山
の
価
値
で
あ
る
富
士
山
の
信
仰
文
化
が
、
構
成
資
産
や
巡
礼
路
を
拠
点
に
し

て
、日
本
列
島
各
地
に
普
及
・
定
着
し
て
い
っ
た
変
遷
に
関
す
る
研
究
（
い
わ
ば
「
面
」
の
研
究
）

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、「
点
」
か
ら
「
線
」、「
線
」
か
ら
「
面
」
へ
と
展
開
し
た
富
士
山

の
信
仰
文
化
を
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
し
、「
構
成
資
産
全
体
の
集
合
と
し
て
の
価
値
や
巡
礼

に
関
連
す
る
種
々
の
部
分
の
機
能
が
、
よ
り
理
解
さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
な
情
報
提
供
を
行
う
」

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
、
イ
コ
モ
ス
勧
告
等
の
指
摘
へ
の
対
応
を
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
、
保
全
状
況
報
告
書
に
は
、
長
期
的
な
展
望
の
下
に
調
査
研
究
を
実
施
し
、
そ
の
成
果

を
計
画
的
・
段
階
的
に
情
報
提
供
戦
略
等
へ
と
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
性
が
記
さ
れ
て
お
り
、

世
界
遺
産
富
士
山
の
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
研
究
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
山
梨
県
で
は
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
、
同
年
六
月
に
開
館
し

た
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
）
に
学
芸

員
を
配
置
し
、
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を
事
務
局
と
し
て
継
続
し
て
総
合
学
術
調
査
研
究
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
委
員
会
（
以

下
「
委
員
会
」
と
い
う
）
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
委
員
会
の
下
に
各
専
門
分
野
別
に
部
会
を

設
け
、
各
部
会
の
部
会
長
を
務
め
る
委
員
会
の
委
員
及
び
各
部
会
に
所
属
す
る
調
査
員
が
調
査
・

研
究
を
実
施
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
第
２
期
の
事
務
局
で
あ
る
山
梨
県
立
博
物
館
、
及
び
自
然
科
学
の
分
野
に
お
け
る
富

士
山
研
究
の
拠
点
で
あ
る
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
資
料
・
設
備

等
の
活
用
や
学
芸
員
・
研
究
員
を
引
き
続
き
調
査
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
で
総
合

学
術
調
査
研
究
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
静
岡
県
が
実
施
す
る
富
士
山
関
係
の
調
査
・

研
究
と
も
連
携
を
図
り
、
情
報
交
換
や
共
同
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

　

調
査
・
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
委
員
会
に
お
け
る
協
議
を
踏
ま
え
て
、
本
年
度
か
ら

基
本
テ
ー
マ
「
富
士
山
文
化
の
広
が
り
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
設
定
し
、
こ
の
基
本
テ
ー
マ

の
も
と
で
各
部
会
が
個
別
テ
ー
マ
を
決
め
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
調
査
・
研
究
の
成
果
は
、
報
告
書
の
刊
行
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
座
の
開
催
等
を

通
し
て
公
開
す
る
ほ
か
、
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
企
画
展
、
及
び
山
梨
県
が
計
画
を
進
め
て
い

る「
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
！
富
士
講
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
呼
ば
れ
る
富
士
山
麓
を
周
遊
す
る
ツ
ア
ー

の
醸
成
等
の
事
業
活
動
に
も
随
時
反
映
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

－ 1 －

山梨県富士山総合学術調査研究の経緯と方針



平
成
二
十
八
年
度
活
動
記
録

【
委
員
会
】

○
第
１
回
委
員
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
（
水
）

・
場　

所　
　
　

山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

・
内　

容　
　
　

富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
の
実
施
体
制
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　

課
題
の
整
理
、
及
び
方
針
案
の
検
討

○
第
２
回
委
員
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
八
日
（
土
）

・
場　

所　
　
　

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

・
内　

容　
　
　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
　

研
究
紀
要
・
報
告
書
刊
行
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
方
針
検
討

【
自
然
環
境
部
会
】

○
第
１
回
部
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
（
金
）

・
場　

所　
　
　

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

・
内　

容　
　
　

先
行
研
究
に
係
る
文
献
リ
ス
ト
作
成
の
方
針
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　

文
献
の
収
集
と
活
用
に
向
け
た
整
理
を
検
討

【
歴
史
考
古
民
俗
部
会
（
文
書
班
）】

○
資
料
調
査

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
（
金
）

・
場　

所　
　
　

山
梨
県
立
博
物
館

・
内　

容　
　
　

右
左
口
区
有
文
書
及
び
長
沼
家
資
料
の
調
査

○
第
１
回
部
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
四
日
（
金
）

・
場　

所　
　
　

山
梨
県
立
博
物
館

・
内　

容　
　
　

富
士
山
信
仰
関
係
の
古
文
書
調
査
及
び
資
料
解
読
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
区
内
を
中
心
と
し
た
富
士
講
関
係
資
料
の
情
報
収
集
を
検
討

○
第
２
回
部
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日
（
水
）

・
場　

所　
　
　

山
梨
県
立
博
物
館

・
内　

容　
　
　

富
士
山
信
仰
関
係
資
料
の
概
要
報
告

【
歴
史
考
古
民
俗
部
会
（
考
古
班
、
宗
教
考
古
班
）】

○
資
料
調
査

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
八
日
（
水
）

・
場　

所　
　
　

静
岡
県
富
士
宮
市
内

・
内　

容　
　
　

御
中
道
の
現
状
調
査

○
第
１
回
部
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
八
日
（
金
）

・
場　

所　
　
　

帝
京
大
学
文
化
財
研
究
所

・
内　

容　
　
　

巡
礼
路
及
び
信
仰
関
係
遺
跡
に
関
す
る
調
査
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　

富
士
北
麓
地
域
の
遺
跡
分
布
調
査
を
検
討

○
第
２
回
部
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日
（
木
）

・
場　

所　
　
　

帝
京
大
学
文
化
財
研
究
所

・
内　

容　
　
　

平
成
二
十
九
年
度
以
降
の
調
査
計
画
の
検
討

【
歴
史
考
古
民
俗
部
会
（
民
俗
班
）】

○
第
１
回
部
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日
（
木
）

・
場　

所　
　
　

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

・
内　

容　
　
　

河
口
（
富
士
河
口
湖
町
）
の
御
師
住
宅
所
蔵
の
什
器
類
等
の
調
査
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　

藤
野
木
（
笛
吹
市
）
や
船
津
（
富
士
河
口
湖
町
）
等
の
調
査
を
検
討

【
有
形
文
化
財
部
会
】

○
資
料
調
査

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日
（
金
）

・
場　

所　
　
　

休
息
山
立
正
寺
（
甲
州
市
）

・
内　

容　
　
　

立
正
寺
所
蔵
の
絵
画
及
び
彫
像
の
調
査

○
第
１
回
部
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日
（
金
）

・
場　

所　
　
　

休
息
山
立
正
寺
（
甲
州
市
）

・
内　

容　
　
　

資
料
調
査
に
お
け
る
成
果
の
内
容
確
認

【
文
学
部
会
】

○
第
１
回
部
会

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
日
（
土
）

・
場　

所　
　
　

山
梨
英
和
大
学

・
内　

容　
　
　

過
去
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
活
用
し
た
研
究
報
告
会
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　

地
元
俳
諧
、
和
製
漢
詩
等
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
検
討

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

○
「
富
士
山
と
熊
野
三
山
―
世
界
遺
産
と
な
っ
た
山
岳
信
仰
の
霊
場
―
」

・
月　

日　
　
　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
八
日
（
土
）

・
場　

所　
　
　

富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

・
主　

催　
　
　

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
、
富
士
河
口
湖
町
教
育
委
員
会

・
講　

師　
　
　

石
田
千
尋 
氏
、
時
枝　

務 

氏
、
辻
林　

浩 

氏
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第
一
章
　
御
中
道
の
変
遷

村
　
石
　
眞
　
澄

は
じ
め
に
―
富
士
山
を
巡
る
三
線
―

　

御
中
道
は
、
昭
和
五
十
二
年
の
春
山
遭
難
を
機
に
、
国
土
地
理
院
の
地
形
図
か
ら
大
沢
越
場

が
削
除
さ
れ
、
大
沢
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
ま
た
現
状
で
は
、
平
成
二
十
八
年

春
の
雪
崩
等
に
よ
り
侵
食
さ
れ
て
御
庭
か
ら
大
沢
へ
至
る
道
が
寸
断
さ
れ
、
所
々
に
設
置
さ
れ

て
い
た
道
標
も
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
御
中
道
を
巡
り
大
沢
の
縁
に
立
つ
こ
と
す
ら
困
難
に
な
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
御
中
道
は
、
富
士
講
の
信
者
に
と
っ
て
富
士
山
頂
上
に
加
え
て
修
行
の
場
と
し
て
不

可
欠
な
巡
拝
路
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
御
中
道
に
つ
い
て
、
文
献
や
絵
図
で
確
認
、
地
図
上
で

の
判
読
、
現
地
踏
査
を
行
っ
た
の
で
そ
の
成
果
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

植
物
学
者
に
し
て
登
山
家
で
あ
っ
た
武
田
久
吉（
一
九
三
一
）は
、富
士
山
を
廻
る
三
線
と
し
、

山
頂
の
噴
火
口
を
巡
る
「
御
鉢
廻
り
」、
中
腹
を
巡
る
「
中
道
廻
り
」、
麓
を
巡
る
「
麓
の
一
周
」

を
示
し
て
い
る
。「
御
鉢
廻
り
」
は
現
在
で
も
登
頂
し
た
折
に
多
く
巡
ら
れ
て
い
る
道
で
あ
り
、

「
中
道
廻
り
」
は
こ
こ
で
報
告
す
る
御
中
道
の
こ
と
で
あ
る
。「
麓
の
一
周
」
は
、
内
八
海
や
外

八
海
を
巡
拝
す
る
「
八
海
巡
り
」
と
「
木
立
境
」（
１
）
で
あ
る
。

一
　
御
中
道
の
も
つ
意
義

中
道
巡
り
の
成
立　
『
富
士
山
道
知
留
辺
』
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）（
岩
科
小
一
郎
一
九
八
三
）

で
は
、
中
道
巡
り
は
役
小
角
が
始
め
、
古
く
は
山
の
中
腹
を
道
も
定
め
ず
廻
っ
た
と
伝
説
的
に

語
ら
れ
て
い
る
。「
八
葉
九
尊
図
」
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
は
中
宮
か
ら
小
御
岳
へ
至
る
道

は
描
か
れ
て
い
る
が
、
中
道
は
み
え
な
い
。
ル
ー
ト
が
定
ま
ら
ず
道
が
開
か
れ
て
い
な
い
段
階

で
は
樹
林
帯
で
は
な
く
森
林
限
界
を
辿
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
は
、富
士
講
村
上
派
八
世
村
上
照
山
（
照
永
カ
）
が
『
冨
士
中
道
』

の
覚
書
を
残
し
て
い
る
。
五
合
の
穴
小
屋
よ
り
御
中
道
に
入
る
。
不
浄
岳
、
乙
鳥
沢
、
な
め
、

と
進
ん
だ
先
に
、
須
走
五
合
の
小
屋
が
あ
る
。
須
山
口
五
合
に
も
小
屋
が
あ
る
。
宝
永
山
、
御

本
畑
ケ
、
八
幡
石
と
往
け
ば
、
大
宮
口
表
口
五
合
に
小
屋
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大
宮
口
を
一
里

半
下
っ
て
雲
切
不
動
に
着
く
。
ま
た
同
じ
道
を
登
り
鬼
ヶ
沢
、
無
明
之
橋
、
不
動
石
、
大
沢
の

縁
を
二
里
半
下
り
越
場
、
欠
込
（
駆
込
、
大
沢
の
北
岸
）
と
登
り
、
比
砂
門
石
（
毘
沙
門
岩
、

達
磨
岩
カ
）、な
め
沢
、仏
石
山
、う
つ
き
（
空
木
）
沢
、桜
沢
、御
庭
、小
御
岳
、和
泉
岳
（
泉
ヶ

滝
）、
五
合
ひ
も
合
（
五
合
五
勺
の
紐
合
）
で
紐
を
結
ぶ
よ
う
に
一
周
す
る
（『
富
士
吉
田
市
史
』

一
九
九
七
）。

巡
廻
が
も
つ
意
味　
明
治
三
十
七
年
に
中
道
巡
り
を
行
っ
た
宮
崎
紋
吉
（
２
）
の
『
富
士
中
道
巡
』

（
一
九
〇
五
）
に
よ
れ
ば
、
中
道
と
は
中
腹
を
巡
る
こ
と
、
信
者
は
御
中
道
と
唱
へ
一
度
す
れ

ば
修
行
済
と
し
行
者
と
称
す
、
故
に
信
心
堅
固
を
要
し
数
回
頂
上
を
せ
し
者
に
非
ざ
れ
ば
為
し

能
は
ず
と
し
て
あ
る
、
其
中
道
は
山
を
右
方
に
左
へ
回
る
に
定
ま
っ
て
居
る
。（
中
略
）
頂
上
と

中
道
を
兼
ね
る
者
は
中
道
を
前
に
せ
ぬ
と
一
周
は
で
き
ぬ
、
頂
上
を
前
に
す
る
と
北
口
八
合
よ

り
東
口
六
合
へ
出
れ
ば
燕
澤
と
不
浄
瀧
を
見
る
こ
と
能
は
ず
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
宮
崎
（
一
九
〇
五
）
は
、
御
師
の
宿
坊
を
出
発
す
る
朝
、
同
行
の
富
士
講
の
組
長
某
と

共
に
、「
中
道
巡
り
で
あ
る
富
士
の
例
、
即
ち
古
来
の
規
則
で
、
中
道
者
は
法
冠
と
て
頭
に
白
木

綿
を
捲
き
、
神
室
に
入
れ
ば
、
御
師
は
中
道
安
全
を
祈
り
不
浄
を
祓
う
か
く
て
三
組
盃
を
恭
し

く
出
す
即
ち
余
等
二
人
こ
こ
に
神
酒
を
拝
す
。」
宿
坊
を
出
発
し
、「
御
本
社
（
北
口
本
宮
冨
士

浅
間
神
社
）」
で
中
道
者
と
し
て
清
め
料
二
十
五
銭
を
納
め
て
い
る
。
御
中
道
巡
り
の
巡
拝
を

行
う
も
の
は
別
格
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

武
田
久
吉
（
一
九
三
一
）
に
よ
れ
ば
、
御
中
道
は
主
と
し
て
富
士
講
が
聖
地
乃
至
奥
ノ
院
と

し
て
、
巡
礼
す
る
も
の
で
、
目
出
度
一
周
を
終
え
れ
ば
大
願
成
就
の
極
印
を
捺
さ
れ
、
山
中
何

処
へ
い
っ
て
も
幅
は
利
く
し
、
意
気
揚
々
と
し
て
下
山
が
出
来
る
と
い
う
。
御
中
道
巡
り
は
、

普
通
の
登
山
道
と
異
な
り
、
困
難
ば
か
り
で
な
く
危
険
も
伴
う
た
め
、
よ
ほ
ど
の
決
心
が
な
け

れ
ば
巡
拝
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
講
社
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

数
度
は
登
頂
を
果
た
さ
な
い
と
巡
拝
す
る
資
格
が
な
い
と
さ
れ
た
。
岩
科
小
一
郎
（
一
九
八
三
）
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は
、
菊
田
式
部
に
よ
る
と
古
く
は
御
師
宅
で
「
く
じ
引
き
」
に
よ
り
許
可
を
得
て
行
っ
た
も
の

で
あ
り
、
御
中
道
巡
り
を
大
願
成
就
し
た
行
者
は
、
御
師
宅
に
下
山
す
る
と
「
中
道
成
就
」
を

行
衣
に
刷
り
込
ん
で
も
ら
い
、
道
者
の
勲
章
と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
先
達
が
白
木
綿
を
巻
い

た
法
冠
を
頭
に
戴
く
姿
を
み
る
が
、
こ
れ
は
本
来
、
御
中
道
で
大
沢
の
石
の
滝
な
ど
の
難
所
を

越
え
る
た
め
に
備
え
た
ザ
イ
ル
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

御
中
道
の
起
点　

御
中
道
は
熟
達
者
の
た
め
の
巡
拝
路
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
多
様
で
あ
り
主

な
文
献
の
比
較
検
討
を
試
み
る
。

　
『
甲
斐
国
志
』
巻
35
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
で
は
、「
不
浄
岳
古
ヘ
ハ
六
七
月
ノ
間
山
伏

ノ
処
ニ
籠
リ
居
テ
登
山
ノ
旅
人
不
浄
解
除
ノ
祓
ヒ
セ
シ
所
ナ
リ
故
ニ
カ
ク
称
ス
ル
ト
ゾ
、
此
ヨ

リ
中
堂
廻
り
の
道
ア
リ
、信
者
共
山
ノ
中
腹
ヲ
回
ル
ヲ
云
」
と
記
さ
れ
、中
堂
は
中
道
の
こ
と
で
、

六
合
目
下
の
不
浄
岳
で
山
伏
か
ら
不
浄
解
除
の
祓
い
を
受
け
た
信
者
（
富
士
講
中
）
が
御
中
道

巡
り
に
出
発
し
た
と
い
う
。

　
『
隔
掻
録
』
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
は
、「
中
道
廻
り
の
行
者
、
一
年
に
百
人
は
下
ら
ず
」

と
あ
る
。
中
道
は
荒
山
を
踏
む
修
行
だ
と
い
い
、
初
心
者
が
巡
廻
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
古

く
は
穴
小
屋
の
岩
間
に
中
道
巡
り
の
受
付
帳
が
存
在
し
、
不
浄
祓
い
と
巡
廻
の
記
帳
を
し
、
時

計
回
り
に
不
浄
沢
を
渡
っ
て
須
走
口
六
合
目
を
目
指
し
た
と
い
う
（
堀
内
眞
二
〇
一
六
）。

　
『
富
士
山
真
景
之
図
』（
嘉
永
元
年
一
八
四
八
）
に
は
、
御
中
渡
（
お
ち
ゅ
う
と
）、
巡
り
路
あ

り
、
信
心
堅
固
に
行
者
是
を
御
役
に
入
る
と
云
う
な
り
。
半
腹
を
周
回
す
る
路
は
、
経
ガ
岳
よ

り
も
出
る
な
り
。
ま
た
は
六
合
目
よ
り
東
に
出
る
道
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
富
士
山
道
知
留
辺
』（
万
延
元
年
一
八
六
〇
）
で
は
、
北
口
五
合
目
の
窟
（
室
）
に
中
道
巡

り
の
行
者
名
を
記
す
帳
あ
り
。
夫
よ
り
六
合
五
勺
に
至
り
、
東
の
方
須
走
口
の
五
合
目
の
窟
を

目
当
て
に
下
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

文
献
で
は
い
ず
れ
も
北
口（
吉
田
口
）を
起
点
と
し
、御
中
道
が
盛
ん
に
巡
拝
さ
れ
た
頃
に
は
、

不
浄
岳
付
近
（
五
合
目
）
で
山
伏
か
ら
不
浄
払
い
の
祈
祷
を
受
け
、
穴
小
屋
付
近
で
記
帳
し
て

出
発
し
た
よ
う
で
あ
る
。
不
浄
岳
の
場
所
に
関
す
る
情
報
と
し
て
は
、
富
士
山
吉
田
口
六
合
目

安
全
指
導
セ
ン
タ
ー
よ
り
や
や
下
方
に
あ
る
標
高
二
三
八
六
ｍ
三
等
三
角
点
の
基
準
点
名
が

「
不
浄
ヶ
岳
」（
３
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
２　

１
）。
ま
た
、
現
存
し
な
い
が
、
こ
の
付

近
に
か
つ
て
「
六
合
荘
」
と
い
う
山
小
屋
が
あ
り
、
そ
の
場
所
が
「
清
浄
ヶ
岳
」
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
（
４
）。
赤
色
立
体
地
図
を
判
読
す
る
と
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン
タ
ー
付
近
を
源
頭
と

す
る
沢
に
北
面
し
て
お
り
、
地
形
的
に
も
妥
当
な
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。『
甲
斐
国
志
』
に
記
さ

れ
た
「
山
伏
ノ
処
」
は
、
地
形
的
に
安
定
し
た
岩
尾
根
を
背
負
い
「
五
合
五
勺
砂
振
」
の
小
屋

が
存
在
し
た
「
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン
タ
ー
」
付
近
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

御
中
道
の
起
点
が
北
口
と
さ
れ
る
の
は
、
当
時
北
口
が
主
要
な
登
拝
路
と
な
っ
て
い
た
こ
と

は
ひ
と
つ
の
要
因
で
あ
ろ
う
が
、
宮
崎
（
一
九
〇
五
）
が
小
御
岳
を
富
士
山
と
は
別
嶺
で
神
山

と
し
、
中
道
修
行
の
卒
業
場
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
小
御
岳
（
口
絵
２　

15
）
の
存
在
を
欠

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
火
山
学
か
ら
み
て
も
、
富
士
山
が
新
富
士
火
山
で
あ
り
小
御
岳
は
小
御

岳
火
山
と
別
の
火
山
で
あ
り
、
富
士
講
者
が
慧
眼
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

宮
崎
（
一
九
〇
五
）
は
、経
ヶ
岳
を
過
ぎ
、五
合
五
勺
に
て
中
道
用
の
麻
の
草
鞋
に
履
き
替
え
、

強
力
を
伴
っ
て
組
長
と
御
中
道
へ
出
発
し
て
い
る
。

　

小
田
原
の
「
東
講
」
先
達
夏
目
作
兵
衛
が
記
録
し
た
「
東
登
山
日
記
簿
」
は
、
道
中
の
飲
食
、

宿
泊
の
出
納
記
録
簿
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
る
と
小
田
原
の
講
社
で
あ
る
た
め
、
東
口
（
須

走
口
）
か
ら
山
頂
へ
登
り
、
東
口
の
五
合
渡
辺
小
屋
ま
で
下
り
こ
こ
を
起
点
と
し
て
御
中
道
巡

り
を
行
い
、
小
御
岳
神
社
に
到
着
し
て
い
る
が
、
小
御
岳
で
は
御
神
酒
五
合
を
供
え
宿
泊
し
て

い
る
。
他
で
は
御
神
酒
を
供
え
て
お
ら
ず
、
特
別
な
扱
い
と
な
っ
て
い
る
（
小
林
謙
光
二
〇
〇

五
）。

　

ま
た
、
御
中
道
一
周
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
（
一
九
〇
五
）
は
御
中
道
一
周
を
自
ら
の

山
行
の
記
録
を
基
に
、
一
時
間
一
里
余
と
し
て
普
通
の
休
憩
で
並
に
巡
り
、
十
一
時
間
を
要
し

た
の
で
十
二
里
で
大
過
な
い
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
武
田
（
一
九
三
一
）
は
一
周
を
十
三
里
と

し
て
い
る
（
５
）。

二
　
御
中
道
と
登
山
道

北
口
～
東
口
～
南
口
～
西
口　

次
は
北
口
（
吉
田
口
）、
東
口
（
須
走
口
）、
南
口
（
須
山
口
）、

第一章　御中道の変遷
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西
口
（
大
宮
・
村
山
口
）
へ
辿
っ
て
み
た
い
。

　
「
冨
士
中
道
」（
一
八
二
一
）
で
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
不
浄
岳
は
、
乙
鳥
沢
、
な
め
、
と
進

ん
だ
先
に
、須
走
五
合
の
小
屋
が
あ
る
。
須
山
口
五
合
に
も
小
屋
が
あ
る
。
宝
永
山
、御
本
畑
ケ
、

八
幡
石
と
往
け
ば
、
大
宮
口
表
口
五
合
に
小
屋
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大
宮
口
を
一
里
半
下
っ
て

雲
切
不
動
に
着
く
。

　
『
富
士
山
真
景
之
図
』（
一
八
四
八
）
で
は
、北
口
を
出
発
し
た
後
は
、ツ
ハ
ク
ロ
ク
チ
（
燕
口
、

燕
沢
）、
不
浄
流
し
、
砂
走
り
口
室
（
須
走
口
の
室
）、
赤
岩
ノ
御
前
、
宝
永
山
よ
り
一
里
ば
か

り
下
る
、
ム
ナ
ツ
キ
沢
、
南
大
宮
の
室
に
出
る
。
こ
の
辺
り
よ
り
雲
切
不
動
へ
下
る
な
り
。

　
『
富
士
山
道
知
留
辺
』（
一
八
六
〇
）
で
は
、
中
道
巡
り
の
行
者
名
を
記
帳
後
に
は
、
夫
よ
り

六
合
五
勺
に
至
り
、
東
の
方
須
走
口
の
五
合
目
の
窟
を
目
当
て
に
下
り
、
須
山
口
六
合
目
の
下

を
通
り
、
宝
永
山
の
頂
に
登
る
、
此
所
を
牡
丹
畑
と
い
う
。
夫
よ
り
左
の
方
に
下
り
宝
永
の
焼

出
の
口
を
通
り
、
下
の
窪
き
処
に
下
り
る
、
此
処
に
十
二
神
の
窟
と
い
え
る
あ
り
。
こ
の
洞
窟

を
拝
し
て
ま
た
左
の
方
へ
下
り
て
、
下
の
方
の
山
の
西
に
い
で
、
村
山
口
三
合
五
勺
に
至
る
。

　

宮
崎
の
『
富
士
中
道
巡
』（
一
九
〇
五
）
で
は
、
五
合
五
勺
を
出
発
し
、
燕
沢
、
柳
沢
、
不
浄

滝
を
経
て
、
東
口
五
合
目
の
室
に
近
づ
く
と
、
強
力
は
「
金
剛
杖
を
揚
げ
て
く
れ
と
い
う
。
そ

の
故
は
室
の
傍
は
不
浄
あ
り
と
、
中
道
杖
は
神
聖
に
し
て
冒
す
べ
か
ら
ず
」
と
御
中
道
巡
拝
に

用
い
る
中
道
杖
が
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
不
動
沢
を
越
え
、

南
口
五
合
目
の
室
の
前
を
通
り
、
登
っ
て
六
合
目
の
室
で
休
憩
し
、
宝
永
山
の
馬
の
背
状
の
頂

上
、
十
二
の
薬
師
を
眺
め
、
牡
丹
畑
を
経
て
、
西
口
六
合
目
の
室
に
て
宿
泊
し
、
室
の
中
の
雨

水
を
溜
め
る
桶
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
記
録
で
は
い
ず
れ
も
、
西
口
の
室
か
ら
三
合
五
勺
も
し
く
は
雲
切
不
動
へ
下
り
、

同
じ
道
を
辿
っ
て
登
っ
て
い
る
。
三
合
五
勺
に
は
室
が
あ
り
、
こ
こ
に
宿
泊
し
て
い
る
と
思
わ

れ
、
こ
の
室
も
し
く
は
室
の
場
所
を
雲
切
不
動
と
呼
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
明
治

三
十
七
年
に
巡
っ
た
宮
崎
は
西
口
六
合
目
で
宿
泊
し
て
い
る
。

　

武
田
（
一
九
三
一
）
に
よ
れ
ば
、
牡
丹
畑
と
い
う
の
は
火
山
弾
を
牡
丹
の
花
び
ら
に
擬
し
て

呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
面
か
ら
採
集
に
来
て
、
皆
運
び
去
っ
た
の
で
今
は
見
ら
れ
な

い
。
ま
た
十
二
神
の
窟
は
、
宝
永
山
の
火
口
の
北
壁
は
崩
壊
に
よ
り
現
れ
た
幾
条
か
の
山
骨
を
、

薬
師
仏
の
十
二
神
将
に
擬
し
十
二
薬
師
と
し
て
礼
拝
し
た
も
の
と
い
う
。

　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
八
日
の
踏
査
で
は
、
静
岡
県
庁
と
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
の
合
同

調
査
に
よ
り
江
戸
時
代
の
村
山
口
五
合
目
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
石
碑
（
口
絵
２　

２
）
と

御
中
道
小
屋
跡
（
口
絵
２　

３
）
を
森
林
限
界
で
確
認
し
た
。

　

ま
た
富
士
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
道
路
の
終
点
五
合
目
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
北
西
の
樹
林
帯
の
中
に

天
水
を
溜
め
る
桶
四
個
と
石
垣
が
残
る
小
屋
跡
（
口
絵
２　

４
）
を
確
認
し
た
。
こ
の
小
屋
跡

は
旧
三
合
五
勺
の
室
の
可
能
性
が
あ
る
。

西
口
～
大
沢　
『
富
士
山
真
景
之
図
』、（
西
口
か
ら
）
西
に
巡
れ
ば
、ム
メ
ヤ
ウ
ノ
（
無
明
の
橋
）

が
あ
り
、
大
き
な
岩
が
谷
間
に
挟
ま
れ
た
石
を
い
う
。
少
し
下
れ
ば
、
不
動
石
（
岩
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
大
岩
石
へ
不
動
の
尊
像
を
彫
り
つ
け
て
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
よ
り
小
松
の
木
立
を
二
里

ば
か
り
下
る
。
そ
こ
が
大
沢
渕
で
あ
る
。
大
沢
の
御
前
、
鳴
沢
と
も
い
う
。
こ
の
場
所
を
二
ノ

沢
（
二
ノ
越
か
）
と
い
う
。
山
の
上
は
釈
迦
ノ
割
石
と
剣
ノ
峯
の
間
よ
り
駿
州
富
士
郡
の
広
野

ま
で
一
条
の
凹
沢
が
流
れ
て
、
大
き
な
岩
や
砂
石
が
一
緒
に
転
げ
落
ち
る
音
は
雷
鳴
の
ご
と
く
、

な
お
例
え
る
に
足
り
な
い
。

　
『
富
士
山
道
知
留
辺
』
で
は
、
其
所
（
西
口
三
合
五
勺
）
よ
り
登
り
て
、
五
合
目
よ
り
大
沢

の
方
を
目
当
て
に
行
く
。
こ
の
間
に
鬼
沢
と
い
う
あ
り
。
又
天
の
浮
橋
と
い
う
石
橋
あ
り
、
こ

れ
は
数
十
丈
の
谷
の
上
に
渡
せ
る
一
つ
の
大
石
に
て
、
天
造
の
石
橋
此
道
の
奇
観
也
。
此
所
の

下
の
方
冠
岩
と
い
う
大
岩
あ
り
。
姥
が
懐
と
い
う
処
は
洞
穴
三
つ
あ
り
、
一
つ
は
二
十
人
を
い

る
る
、
二
つ
は
七
、
八
人
を
い
る
る
、
風
雨
の
と
き
に
こ
の
道
を
来
る
者
宿
る
所
な
り
。
夫
よ

り
大
沢
役
行
者
の
一
の
渡
り
不
動
岩
と
い
う
所
に
出
づ
。
此
所
越
え
が
た
き
故
に
、
下
の
方
木

立
迄
下
り
て
こ
の
所
を
こ
し
、
毘
沙
門
岩
を
目
当
て
に
登
る
。

　

東
講
「
東
登
山
日
記
簿
」
の
明
治
十
七
年
の
記
録
で
は
、
大
宮
口
─
大
沢
東
方
茶
屋
─
大
沢

越
え
─
大
沢
茶
屋
─
小
御
岳
（
泊
り
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
一
、

金
五
銭　

大
沢
東
方
茶
や　

茶
代
」「
一
、
金
五
拾
九
銭　

大
沢
石
室
茶
や　

中
食
茶
代
共
」
と

北
岸
の
大
沢
室
以
外
に
南
岸
に
茶
屋
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
録
で
あ
る
（
小
林
謙
光
二
〇
〇

第一部　本文編
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五
）。

　
『
富
士
中
道
巡
』（
一
九
〇
五
）
で
は
、
西
口
六
合
目
の
室
で
、
昨
日
ひ
と
り
の
信
者
が
強
力

を
伴
わ
ず
北
口
よ
り
中
道
を
巡
り
宿
泊
し
、
こ
れ
よ
り
頂
上
へ
登
り
ま
た
北
口
へ
下
る
者
を
見

か
け
て
い
る
。
中
道
の
東
半
分
を
巡
る
半
中
道
で
も
行
者
に
な
れ
れ
ば
丸
中
道
は
近
年
少
な
く

半
行
者
で
、
丸
中
道
の
振
を
す
る
と
記
し
て
い
る
（
６
）。

　

ま
た
『
富
士
中
道
巡
』（
一
九
〇
五
）
で
は
、
西
口
か
ら
、
青
滑
沢
、
行
者
の
石
の
下
、
金
明

水
、
鬼
ヶ
沢
、
桜
沢
、
姥
ヶ
懐
を
経
て
、
小
山
の
室
（
大
沢
北
岸
に
現
存
す
る
大
沢
室
）
ま
で

二
里
半
の
枯
潅
木
の
中
に
倒
壊
し
た
室
の
腐
朽
し
た
木
材
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
大
沢
の
室
」
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
五
、
六
階
の
梯
子
を
立
て
掛
け
た
「
無
冥
の
橋
」、
不
動
岩
、
こ
れ
よ

り
二
十
間
ば
か
り
上
へ
進
む
と
、
旧
通
路
の
「
一
ノ
越
」（
口
絵
２　

５
）
で
あ
り
、
大
沢
対
岸

の
二
十
丁
も
先
の
崖
上
に
「
達
磨
石
」
を
望
む
、
強
力
は
「
頂
上
の
神
、
中
道
の
神
、
此
の
厄

場
を
無
難
に
超
さ
し
め
給
へ
」
と
い
う
意
味
の
祈
祷
を
上
げ
る
。「
一
ノ
越
」
が
陥
落
し
て
更
に

開
き
し
通
を
二
ノ
越
と
名
付
け
た
し
と
こ
ろ
、
ま
た
も
崩
壊
し
て
今
は
是
れ
よ
り
二
里
下
り
て

三
ノ
越
で
あ
る
と
い
う
。
不
動
岩
へ
戻
り
、
唐
松
の
鬱
蒼
と
す
る
樹
林
の
中
を
中
道
中
一
に
険

し
い
場
所
を
下
り
、
石
滝
へ
出
口
で
あ
る
小
さ
な
平
地
（
口
絵
２　

６
か
）
に
至
る
。
石
滝
は
、

三
百
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
幅
で
、
砂
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ
落
ち
、
焼
塊
の
ご
ろ
ご
ろ
落
ち
、
大
小
数
万

の
角
石
が
推
し
広
が
り
て
今
に
も
流
下
せ
ん
ば
か
り
に
ふ
わ
ふ
わ
で
い
る
と
あ
り
、
石
滝
は
大

沢
崩
の
谷
底
の
落
石
地
帯
の
こ
と
を
い
う
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
渡
り
対
岸
の
「
無
冥
の
橋
」

と
同
様
の
梯
子
を
登
り
新
道
を
辿
り
、
右
側
の
碑
（
口
絵
２　

７
）
に
は
「
道
に
こ
る
山
は
眞

の
ひ
と
ず
ぢ
に　

ふ
み
わ
け
初
し
富
士
の
中
道　

金
山　

清
新
道　

明
治
十
三
年　

野
州
上
彦

間　

金
山　

清　

」と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
よ
り
わ
ず
か
に
登
る
と
半
腹
中
道
の
別
山「
小
山
」

（
口
絵
２　

８
）
に
至
る
と
記
し
て
い
る
。

　

明
治
三
十
七
年
に
巡
っ
た
宮
崎
は
「
姥
ヶ
懐
」
と
「
無
冥
の
橋
」
の
間
に
室
跡
が
あ
る
こ
と

を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
東
講
の
明
治
十
七
年
の
記
録
に
あ
る
「
大
沢
南
岸
の
茶
屋
」
に
あ

た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

武
田
（
一
九
三
一
）
は
昭
和
五
年
に
御
中
道
を
巡
っ
て
い
る
が
、
無
明
の
橋
は
な
く
天
ノ
浮

上　大沢一ノ越　南岸から（武田1931から転載）

右　達磨石　大沢一ノ越の北岸（武田1931から転載）

上　大沢一ノ越　北岸から、左手に立つのが達磨石、
右手のスカイラインの突出が不動石、小林義秀（武田
1931から転載）

第一章　御中道の変遷
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橋
な
ど
い
う
桟
道
（
絵
葉
書
（
７
））
が
出
来
た
と
し
て
い
る
。
一
ノ
越
に
は
兜
石
と
称
す
る
巨

石
が
あ
り
、
沢
の
中
程
上
部
に
は
毘
沙
門
石
が
あ
り
、
又
不
動
石
な
ど
と
呼
ん
だ
拝
所
も
あ
っ

た
の
だ
が
、
年
一
年
と
崩
壊
す
る
為
め
、
今
は
定
か
に
判
明
せ
ず
、
只
右
岸
に
達
磨
石
（
写
真

参
照
）
が
僅
か
に
余
命
を
存
し
て
居
る
と
一
ノ
越
付
近
の
崩
壊
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

記
し
て
い
る
。

　

御
中
道
巡
り
の
核
心
部
で
あ
る
大
沢
越
え
で
あ
る
が
、
大
沢
の
崩
壊
が
徐
々
に
進
み
、
そ
の

状
況
は
判
然
と
し
な
い
が
要
点
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
こ
の
付
近
は
大
沢
の
崖
の
断
面
を
観
察

す
る
と
、
砂
礫
の
堆
積
層
が
あ
り
そ
の
上
に
溶
岩
が
流
れ
て
そ
の
ま
ま
固
ま
っ
た
溶
岩
層
が
あ

り
、
ま
た
そ
の
上
に
砂
礫
層
が
堆
積
し
て
さ
ら
に
溶
岩
層
が
形
成
さ
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
無
明
（
無
冥
）
の
橋
」
あ
る
い
は
「
天
の
浮
橋
」
と
い
う
天
然
の
石
橋
は
、
砂
礫
層
が
侵
食

を
受
け
て
流
出
し
岩
盤
層
が
橋
状
に
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
様
に
『
富
士
山
道
知
留
辺
』

の
「
姥
が
懐
」
は
、
や
は
り
砂
礫
層
が
流
出
し
て
岩
盤
層
が
庇
状
に
な
り
雨
露
を
し
の
げ
る
岩

陰
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宮
崎
（
一
九
〇
五
）
と
武
田
（
一
九
三
一
）
に
は
、「
無
明
の

橋
」
も
「
姥
が
懐
」
も
記
録
が
な
く
、あ
る
の
は
五
、六
階
の
梯
子
を
立
て
掛
け
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
「
無
明
（
無
冥
）
の
橋
」
あ
る
い
は
「
天
の
浮
橋
」
で
大
沢
の
手
前
の
枝
沢
を

越
え
、
一
ノ
越
の
目
印
と
な
っ
て
い
る
不
動
岩
に
至
っ
て
い
る
。
宮
崎
の
記
述
で
は
不
動
岩
か

ら
少
し
登
っ
た
と
こ
ろ
が
「
一
ノ
越
」
で
あ
り
、
大
沢
と
対
面
し
、
北
岸
の
達
磨
石
を
望
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
武
田
（
一
九
三
一
）
は
、
不
動
岩
は
な
く
達
磨
石
の
み
が
残
っ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
（
写
真
参
照
）。
こ
の
達
磨
石
に
し
て
も
、『
富
士
山
真
景
之
図
』
の
絵
図
で
は
、
大

沢
を
北
岸
か
ら
描
き
、
南
岸
の
不
動
石
に
対
し
て
北
岸
で
対
峙
す
る
の
が
毘
沙
門
石
で
あ
り
、

そ
の
下
に
カ
ブ
ト
石
、
ダ
ル
マ
石
の
順
に
大
沢
の
中
に
三
つ
の
岩
峰
が
描
か
れ
、
宮
崎
（
一
九

〇
五
）
と
武
田
（
一
九
三
一
）
が
み
た
達
磨
石
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
沢
の
崩
壊
に
よ
り
、

岩
峰
も
崩
壊
し
、
ま
た
新
た
な
岩
峰
が
生
ま
れ
、
名
称
も
変
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
大
沢
に
は
一
ノ
越
、
二
ノ
越
、
三
ノ
越
と
三
つ
の
越
場
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
今
回
検

討
し
た
文
献
で
は
、
い
ず
れ
も
「
一
ノ
越
」
は
通
行
困
難
な
古
い
越
場
と
な
っ
て
い
る
。『
富
士

山
真
景
之
図
』
で
は
不
動
石
か
ら
小
松
の
小
立
を
二
里
ば
か
り
下
っ
て
「
大
沢
の
渕
」「
大
沢
の

御
前
」
が
「
二
ノ
沢
（
越
か
）」
と
な
っ
て
い
る
。『
富
士
山
道
知
留
辺
』
で
は
「
一
ノ
越
」
を
下
っ

た
所
を
通
行
し
て
い
る
が
、
名
称
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
富
士
中
道
巡
』
で
は
、「
一
ノ
越
」

が
陥
落
し
て
更
に
「
二
ノ
越
」
を
開
い
た
が
こ
れ
も
崩
壊
し
今
は
二
里
く
だ
っ
た
「
三
ノ
越
」

を
通
行
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
武
田
（
一
九
三
一
）
は
、
今
の
越
場
を
「
ニ

ノ
越
」
と
し
、
こ
こ
を
「
三
ノ
越
」
だ
と
い
う
も
の
も
あ
る
が
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
と
し
て

い
る
。
ま
た
宮
崎
（
一
九
〇
五
）
は
、
石
滝
を
渡
り
対
岸
の
「
無
冥
の
橋
」
と
同
様
の
梯
子
を

登
り
新
道
を
辿
っ
て
い
る
が
、
こ
の
新
道
が
で
き
る
二
五
～
二
六
年
前
に
は
、
達
磨
石
ま
で
三

里
登
っ
て
小
山
の
室
へ
出
た
と
い
う
。
石
滝
を
通
行
す
る
越
場
は
同
じ
で
も
大
沢
の
斜
面
を
登

る
道
筋
に
は
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ニ
ノ
越
と
三
ノ
越
は
こ
う
し
た
若
干
の
違
い
で

あ
り
、
宮
崎
が
三
ノ
越
を
渡
り
金
山
新
道
を
通
行
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

三
ノ
越
の
位
置
は
現
在
の
大
沢
崩
の
実
験
工
事
部
分
ま
で
は
下
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

大
沢
～
小
御
岳　
『
富
士
山
真
景
之
図
』
で
は
、
こ
れ
（
ニ
ノ
沢
）
を
越
し
て
一
里
ば
か
り
登

れ
ば
大
沢
ヲ
サ
ツ
ケ
（
お
授
け
）
の
水
が
あ
り
、
桶
に
杖
水
が
垂
れ
て
た
ま
る
。
こ
の
水
は
息

継
ぎ
水
と
い
う
。
こ
の
場
所
を
鬼
カ
沢
と
い
う
。
ナ
メ
沢
に
は
小
木
が
あ
り
、
山
上
よ
り
麓
ま

で
通
り
一
石
と
覚
え
る
。
赤
沢
仏
心
の
谷
は
皆
仏
の
形
の
岩
で
あ
る
。
万
年
雪
掘
り
。
御
庭
樅

山
の
雪
水
。
小
御
岳
の
社
へ
出
る
。
そ
れ
よ
り
横
吹
、
中
宮
へ
下
山
す
る
。
六
合
目
よ
り
中
道

に
入
っ
て
、
天
気
に
よ
っ
て
二
日
位
で
巡
り
出
ら
れ
る
。
吉
田
師
職
よ
り
食
物
の
用
意
の
品
々

が
あ
る
が
略
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
富
士
山
道
知
留
辺
』
で
は
、
大
沢
を
越
し
、
夫
よ
り
木
花
沢
、
仏
石
沢
あ
り
、
こ
の
沢
一

丁
ば
か
り
の
所
、
山
上
よ
り
山
下
ま
で
大
小
の
石
み
な
神
仏
の
形
を
成
す
石
な
り
、
空
木
沢
と

い
え
る
に
至
る
、
此
の
所
下
の
方
神
の
御
庭
と
称
す
る
所
也
。
そ
れ
よ
り
小
御
岳
に
出
て
下
山

す
。

　
『
富
士
中
道
巡
』（
一
九
〇
五
）
で
は
、
小
山
の
室
に
入
り
う
ど
ん
を
食
べ
休
憩
し
て
い
る
。

こ
の
室
は
、
元
は
大
宮
持
を
今
は
船
津
持
と
な
る
。
北
口
八
合
目
ま
で
甲
州
持
、
そ
の
他
は
皆

駿
州
持
な
れ
ど
一
ノ
越
崩
落
後
は
通
路
の
不
便
に
て
依
っ
て
小
山
は
甲
州
の
手
に
帰
し
た
。
滑

沢
、
赤
沢
、
木
の
花
沢
、
神
の
庭
（
現
在
の
御
庭
付
近
か
）、
小
御
岳
山
到
着
。
中
道
杖
に
「
中

第一部　本文編
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道
大
願
成
就
」
の
焼
印
を
押
し
、
付
い
た
土
が
落
ぬ
よ
う
に
白
紙
で
包
み
、
こ
れ
よ
り
は
逆
さ

に
突
く
と
い
う
。
さ
ら
に
、
脱
い
だ
麻
草
鞋
を
強
力
は
杖
へ
し
っ
か
り
と
括
り
つ
け
て
、
頂
上

杖
と
異
な
り
い
ず
れ
の
家
に
赴
く
も
座
敷
へ
も
っ
て
床
の
間
に
置
け
る
も
の
と
い
う
。
こ
こ
に

中
道
巡
り
は
完
了
し
、
元
の
五
合
五
勺
へ
戻
れ
ば
全
く
の
循
環
な
れ
ど
、
こ
れ
よ
り
登
山
を
す

る
の
で
あ
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
要
な
し
、
下
山
に
は
五
合
目
へ
出
る
か
、
閑
道
に
よ
る
か
二
途
で

あ
る
と
記
し
て
い
る
。
宮
崎
は
こ
こ
か
ら
頂
上
を
目
指
そ
う
と
す
る
が
、
午
後
四
時
と
時
間
が

遅
く
強
力
ら
に
引
き
止
め
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
御
中
道
を
巡
拝
後
に
頂
上
へ
登
拝
す

る
場
合
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
と
め
―
御
中
道
の
判
読
―

　

御
中
道
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
主
に
文
献
で
か
ら
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
地
図

情
報
の
判
読
と
現
地
踏
査
の
成
果
か
ら
検
討
を
行
い
た
い
。

　

地
形
図
は
、
最
新
の
国
土
地
理
院
発
行
の
電
子
地
形
図
二
五
〇
〇
〇
を
基
本
と
し
て
、
大
日

本
帝
国
陸
地
測
量
部
発
行
の
明
治
二
十
年
測
量
の
明
治
二
万
分
の
一
地
形
図
「
冨
士
山
」、
昭

和
三
年
測
量
の
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
「
冨
士
山
」、「
須
走
」
な
ど
を
重
ね
合
わ
せ
た
。
さ

ら
に
現
地
踏
査
の
情
報
を
加
味
し
て
赤
色
立
体
地
図
の
判
読
を
行
い
御
中
道
の
ル
ー
ト
を
示
し

た
の
が
「
口
絵
２　

富
士
山
御
中
道
関
連
地
図
」
で
あ
る
。

　

赤
色
立
体
地
図
は
、
レ
ー
ザ
ー
測
量
で
得
た
一
メ
ー
ト
ル
四
方
の
メ
ッ
シ
ュ
の
平
均
標
高
を

基
に
立
体
表
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
条
件
に
よ
っ
て
は
数
メ
ー
ト
ル
の
凹
み
ま
で
判
読
可
能
な

も
の
で
あ
る
。
こ
の
富
士
山
域
で
面
的
に
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
最
も
精
度
が
高
い
も
の

で
あ
る
。

　

現
地
踏
査
は
、
山
梨
県
側
の
御
庭
奥
庭
か
ら
大
沢
室
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
二

十
一
日
と
同
年
十
月
二
十
二
日
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
二
日
、
ま
た
静
岡
県
側
の
新
富
士
宮

口
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
八
日
に
踏
査
を
行
っ
た
。

　

赤
色
立
体
地
図
の
判
読
は
現
状
の
道
の
痕
跡
を
把
握
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
古
い

道
の
痕
跡
に
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
旧
版
地
形
図
に
表
記
さ
れ
た
道
を
赤
色
立
体
地
図
上
に

投
影
し
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
昭
和
三
年
測
量
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
か
ら
判
読
し
た
道

は
、
大
沢
崩
の
南
側
以
外
は
赤
色
立
体
地
図
か
ら
判
読
し
た
道
と
概
ね
一
致
す
る
た
め
、
大
沢

崩
南
側
の
み
を
表
記
し
た
。
富
士
山
の
東
側
半
分
は
明
治
二
万
分
の
一
地
形
図
、
昭
和
三
年
測

量
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
、
昭
和
四
十
六
年
測
量
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
と
も
概
ね
同
様

で
あ
り
、
地
表
面
は
砂
礫
が
主
体
で
、
古
い
道
の
痕
跡
は
残
り
難
い
が
赤
色
立
体
地
図
で
は
判

読
で
き
た
部
分
で
は
、
明
治
二
万
分
の
一
地
形
図
の
道
と
概
ね
一
致
す
る
。
富
士
山
の
南
側
の

宝
永
山
付
近
で
は
赤
色
立
体
地
図
か
ら
判
読
し
た
道
跡
と
明
治
二
万
分
の
一
地
形
図
の
道
は
若

干
異
な
る
が
測
量
誤
差
の
範
囲
内
で
あ
り
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

富
士
山
の
南
西
の
西
口
（
大
宮
・
村
山
口
）
か
ら
大
沢
に
至
る
部
分
は
、
道
の
変
遷
が
見
ら

れ
る
。
明
治
二
万
分
の
一
地
形
図
の
道
は
、西
口
六
合
小
屋
跡
（
口
絵
２　

３
）
か
ら
「
一
ノ
越
」

（
口
絵
２　

５
）
を
直
接
目
指
し
て
等
高
線
に
沿
っ
て
水
平
に
進
み
、
大
沢
の
縁
に
出
て
か
ら

大
沢
に
沿
っ
て
下
降
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た『
富
士
山
真
景
之
図
』、『
富
士
山
道
知
留
辺
』、『
富

士
中
道
巡
』
で
は
、「
一
ノ
越
」
付
近
で
大
沢
の
縁
に
出
て
、「
一
ノ
越
」
を
訪
れ
て
か
ら
、
大

沢
に
沿
っ
て
下
降
し
「
二
ノ
越
」
な
い
し
「
三
ノ
越
」
で
大
沢
を
渡
っ
た
と
い
う
記
述
と
一
致

す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
昭
和
三
年
測
量
の
地
形
図
の
道
は
、
大
沢
の
手
前
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

か
ら
明
治
二
万
分
の
一
地
形
図
の
ル
ー
ト
を
離
れ
「
二
ノ
越
」（
口
絵
２　

６
）
に
直
接
向
か
っ

て
い
る
。
昭
和
五
年
に
巡
っ
た
武
田
久
吉
は
、
昔
の
御
中
道
は
、
四
、
五
年
前
迄
の
地
形
図
に

出
て
い
た
様
に
、
大
沢
に
左
岸
約
二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
辺
の
所
に
通
じ
、
こ
こ
か
ら
左
岸
の
上

を
真
直
に
今
の
越
場
に
下
っ
た
も
の
で
、
こ
の
間
が
ま
た
中
々
困
難
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
述
べ

て
い
る
。
ま
さ
し
く
武
田
は
昭
和
三
年
測
量
の
地
形
図
の
道
を
通
っ
て
二
ノ
越
に
至
っ
て
い
る
。

「
大
沢
御
前
」（
口
絵
２　

６
）
は
赤
色
立
体
地
図
上
で
人
工
に
造
成
さ
れ
た
平
坦
な
場
所
で
「
大

沢
御
前
」も
し
く
は「
雲
切
不
動
」と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
現
在
大
沢
室
に
あ
る「
雲

切
不
動
」（
石
造
物
三
号
）
が
本
来
祀
ら
れ
て
い
た
場
所
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
石
造
物
は
、
大

沢
の
崩
壊
の
進
行
に
よ
り
鳥
居
と
と
も
に
沢
へ
転
落
し
た
も
の
が
、
対
岸
の
大
沢
室
に
運
び
上

げ
ら
れ
た
と
い
う
（
篠
原
二
〇
一
六
）。
６
か
ら
７
が
、
前
述
の
よ
う
に
宮
崎
が
三
ノ
越
、
武

田
が
ニ
ノ
越
と
す
る
場
所
で
あ
る
。
11
が
「
一
ノ
越
へ
の
分
岐
」
と
伝
え
ら
れ
る
。
10
か
ら
11
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の
道
は
、
大
沢
室
を
経
由
せ
ず
に
、
大
沢
の
北
岸
の
縁
に
達
す
る
古
い
道
を
踏
襲
す
る
と
思
わ

れ
る
。
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
一
日
の
踏
査
で
は
踏
み
跡
程
度
と
な
っ
て
い
た
。

　

富
士
山
の
北
側
の
小
御
岳
神
社
（
口
絵
２　

15
）
か
ら
御
庭
へ
至
る
道
に
つ
い
て
は
、
昭
和

三
年
測
量
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
、
昭
和
四
十
六
年
測
量
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
と
赤
色

立
体
地
図
で
判
読
で
き
る
ル
ー
ト
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
明
治
二
万

分
の
一
地
形
図
で
は
、
よ
り
標
高
の
高
い
部
分
に
ル
ー
ト
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ

い
て
は
明
治
二
万
分
の
一
地
形
図
を
現
行
の
地
形
図
に
当
て
は
め
る
目
標
物
が
少
な
く
、
地
図

上
の
誤
差
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
今
後
の
検
討
を
要
す
。

　

踏
査
前
に
は
御
中
道
の
ル
ー
ト
は
、
巡
拝
す
る
も
の
が
限
ら
れ
通
行
に
よ
る
道
の
浸
食
に
よ

る
影
響
も
比
較
的
少
な
く
、
赤
色
立
体
地
図
で
の
判
読
は
困
難
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
現
地

踏
査
に
よ
り
赤
色
立
体
地
図
上
で
も
辛
う
じ
て
判
読
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
来
た
。
そ

し
て
、
旧
版
の
地
形
図
を
最
新
の
地
形
図
に
補
正
し
て
重
ね
合
わ
せ
て
比
較
す
る
こ
と
で
、
御

中
道
の
ル
ー
ト
を
図
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
小
屋
跡
や
石
碑
、
遺
物
出
土
位
置
な

ど
の
情
報
を
さ
ら
に
加
味
し
て
、
さ
ら
に
ル
ー
ト
の
精
度
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

１
：
不
浄
ヶ
岳　

２
：
石
碑　

３
：
御
中
道
小
屋
跡　

４
：
三
合
五
勺
小
屋
跡　

５
：
一
ノ

越
（
明
治
二
万
分
の
一
地
形
図
か
ら
記
入
）　

６
：
「
大
沢
御
前
」、「
雲
切
不
動
」
と
伝
え
ら
れ

る
平
坦
な
場
所
。　

７
：
溶
岩
の
露
頭
に
刻
ま
れ
た
金
山
清
新
道
の
明
治
十
三
年
の
歌
碑
（
石

造
物
一
号
）（
篠
原
二
〇
一
六
）　

８
：
大
沢
室
（
小
山
の
室
）　

９
：
一
ノ
越　

達
磨
石
が
あ
っ

た
さ
れ
る
と
こ
ろ
（
明
治
二
万
分
の
一
地
形
図
か
ら
記
入
）　

10
：
石
標
「
見
晴
台　

標
高
二

三
八
二
メ
ー
ト
ル
」
が
あ
る
大
沢
の
縁　

11
：
一
ノ
越
へ
の
分
岐
。
大
沢
室
へ
直
接
至
る
道
と

大
沢
崩
を
目
指
す
道
の
分
岐
。
12
：
滑
沢　

13
：
小
屋
跡
、
炭
小
屋
と
伝
え
ら
れ
る　

14
：
御

庭
山
荘
跡　

15
：
小
御
岳
神
社

註（
１
）
武
田
久
吉
（
一
九
三
一
）
は
「
木
立
境
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
初
期
で
も
ほ
と
ん
ど
耳
に
せ
ず
、
裾
野

の
原
野
と
そ
の
上
の
森
林
地
帯
と
の
境
を
巡
る
道
で
あ
り
、
路
ら
し
い
も
の
と
て
な
く
、
荊
棘
を
押
し

分
け
て
行
く
ほ
か
無
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。「
木
立
境
」
の
巡
拝
の
存
在
を
示
す
も
の

と
し
て
は
、
若
彦
路
の
天
神
峠
（
鳴
沢
村
）
近
く
に
立
つ
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
造
立
の
石
碑
が
知

ら
れ
る
程
度
で
あ
る
（
山
梨
県
教
育
委
員
会
一
九
八
六
、
櫛
原
功
一
二
〇
一
六
）。

（
２
）
富
士
講
信
者
で
は
な
く
、
富
士
山
頂
上
へ
登
っ
た
経
験
も
な
く
、
富
士
山
の
初
登
山
で
、
東
京
の
講
社

の
組
長
某
に
促
さ
れ
た
と
し
て
明
治
三
十
七
年
に
御
中
道
巡
り
に
同
行
し
こ
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。

富
士
講
信
者
で
な
く
客
観
的
な
視
点
と
な
っ
て
お
り
興
味
深
い
。

（
３
）
国
土
地
理
院
の
HP
の
「
基
準
点
成
果
等
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」
に
記
載
の
基
準
点
コ
ー
ド TR35338056901

の
三
等
三
角
点
と
し
て
名
称
が
確
認
で
き
る
。
電
子
地
形
図
二
万
五
千
分
の
一
に
も
三
角
点
が
示
さ
れ

て
い
る
。

（
４
）
不
浄
ヶ
岳
を
清
浄
ヶ
岳
と
呼
び
変
え
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
床
に
御
座
を
敷
き
壁
に
棚
を
作
り

付
け
に
し
て
焼
印
を
推
す
よ
う
な
小
さ
な
小
屋
だ
っ
た
と
い
う
（
堀
内
眞
二
〇
一
六
）。

（
５
）
半
時
（
約
一
時
間
）
歩
い
た
距
離
を
一
里
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
里
数
で
所
要
時
間
が
判
る
と
い
う
単

位
と
思
わ
れ
る
。
平
地
で
あ
れ
ば
、
ヒ
ト
の
歩
行
と
い
わ
れ
る
速
度
時
速
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
里

＝
三
九
二
七
・
二
メ
ー
ト
ル
に
近
い
が
、
山
道
で
は
傾
斜
や
歩
行
の
難
易
度
が
加
わ
り
、
そ
の
距
離
は

増
減
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
堀
内
眞
（
二
〇
一
六
）
に
よ
れ
ば
、吉
田
口
で
は
、御
中
道
を
時
計
回
り
に
一
周
す
る
こ
と
を
「
本
（
丸
）

中
渡
」、
富
士
宮
口
を
五
合
目
ま
で
下
山
し
大
沢
を
越
え
て
小
御
岳
か
ら
吉
田
口
に
帰
る
よ
う
に
御
中
道

を
半
周
す
る
の
を
「
半
中
渡
」、
吉
田
口
や
須
走
口
で
は
、
御
中
道
を
半
時
計
回
り
に
逆
行
し
て
大
沢
ま

で
行
っ
て
戻
る
こ
と
を
「
裏
中
渡
」
と
呼
ん
だ
と
し
、
神
奈
川
県
の
講
社
の
巡
拝
を
取
り
上
げ
て
い
る
。）

（
７
）
山
梨
県
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
保
存
活
用
推
進
協
議
会
（
二
〇
一
六
）「
口
絵
５
」『
富
士
山　

山
梨
県

富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
』
二　

本
文
編

引
用
文
献

岩
科
小
一
郎
一
九
八
三　

「
御
中
道
大
行
」『
富
士
講
の
歴
史
』
江
戸
庶
民
の
山
岳
信
仰　

名
著
出
版　

p421
─
p426

岡
田
博
一
九
八
五　

『
富
士
山
真
景
色
之
図
』
長
島
泰
行
筆
画　

名
著
出
版

櫛
原
功
一
二
〇
一
六　

「
若
彦
路
」『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
』
二　

資
料
編　

山
梨
県
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
保
存
活
用
推
進
協
議
会　

p45
─
p52

小
林
謙
光
二
〇
〇
五　

『
東
講
「
東
登
山
日
記
簿
」（
万
延
元
年
）
に
見
る
富
士
登
拝
、
中
道
巡
り
及
び
八
海
巡

り
（
解
説
と
考
察
）』『
富
士
山
文
化
研
究
』
第
六
号　

p33
─
p55

篠
原
武
二
〇
一
六　

「
大
沢
室　

周
辺
の
石
造
物
」『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
』

二　

資
料
編　

山
梨
県
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
保
存
活
用
推
進
協
議
会　

p155
─
p157

堀
内
眞
二
〇
一
六　

「
御
中
道
と
御
中
道
巡
り
」『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
』
二　

本
文
編　

山
梨
県
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
保
存
活
用
推
進
協
議
会　

p79
─
p84

富
士
吉
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
七　

「
冨
士
中
道
」『
富
士
吉
田
市
史
』
資
料
編
第
５
巻　

近
世
III

宮
崎
紋
吉
一
九
〇
五　

『
富
士
中
道
巡
』

武
田
久
吉
一
九
三
一　

「
富
士
を
廻
る
三
線
」『
日
本
地
理
体
系　

富
士
山
』
改
造
社　

p45
─
p58

山
梨
県
教
育
委
員
会
一
九
八
六　

『
若
彦
路
』
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
第
八
集

第一部　本文編
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第
二
章
　
静
岡
県
側
の
御
中
道
調
査
の
概
要大

　
高
　
康
　
正

は
じ
め
に

　

日
本
山
岳
会
創
設
に
関
わ
っ
た
武
田
久
吉
氏
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
八
月
に
御お
ち
ゅ
う
ど
う

中
道

巡
拝
を
行
っ
て
い
る
が
、
御
中
道
に
つ
い
て
「
富
士
の
中
腹
、
五
合
目
六
合
目
あ
た
り
を
通
じ

て
一
周
す
る
道
を
御
中
道
と
称
へ
、
主
と
し
て
富
士
講
が
聖
地
乃
至
奥
ノ
院
と
し
て
、
巡
拝
す

る
も
の
で
、
目
出
度
一
周
を
終
れ
ば
大
願
成
就
の
極
印
を
捺
さ
れ
、
山
中
何
處
へ
行
っ
て
も
幅

は
利
く
し
、
意
気
揚
々
と
し
て
下
山
が
出
来
る
。」
と
記
し
て
い
る
（
１
）。

　

ま
た
「
そ
の
身
支
度
も
普
通
の
登
山
装
束
と
異
り
、
頭
に
は
宝
冠
と
称
す
る
六
尺
の
白
布
を

巻
き
、
手
に
は
七
尺
の
中
道
杖
を
握
り
、
足
に
は
麻
の
草
鞋
を
穿
ち
、
本
来
は
山
麓
吉
田
の
浅

間
神
社
に
入
山
届
を
し
て
万
一
の
場
合
に
備
へ
、
十
三
里
と
言
は
れ
る
道
を
、
通
例
途
中
一
泊

で
一
周
す
る
。（
中
略
）
中
道
は
聖
地
で
あ
る
。
故
に
其
所
を
突
い
た
杖
の
先
は
小
御
嶽
に
達

す
れ
ば
封
じ
ら
れ
て
、
最
早
普
通
の
登
路
上
に
使
用
さ
れ
ぬ
様
に
な
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、

僅
か
二
・
三
箇
所
に
過
ぎ
な
い
室
の
傍
を
通
る
時
で
さ
へ
、
先
達
の
掛
声
「
杖
を
上
げ
！
」
に

応
じ
て
、
道
者
は
皆
杖
を
不
浄
な
地
に
触
れ
し
め
な
い
用
意
を
す
る
。
又
麻
の
草
鞋
も
小
御
嶽

で
履
き
代
へ
ら
れ
て
、
恭
し
く
杖
と
共
に
家
に
持
ち
帰
ら
れ
、
床
の
間
に
安
置
さ
れ
る
光
栄
を

も
有
す
る
の
で
あ
る
。」
と
し
、
御
中
道
廻
り
の
信
仰
上
の
特
殊
性
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て

い
る
。

　

御
中
道
は
、
角
行
系
の
富
士
講
に
お
い
て
は
富
士
山
頂
へ
登
拝
す
る
よ
り
も
大
行
と
さ
れ
て

お
り
、
三
度
以
上
の
登
拝
を
果
た
し
た
も
の
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
巡
拝
と
言
わ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
富
士
山
の
幾
筋
も
の
沢
を
ま
た
が
っ
て
進
む
た
め
に
、
各
年
代

で
か
な
り
の
変
遷
が
み
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
の
洪
水
に
よ
る

大
沢
の
大
崩
壊
に
よ
り
、
大お
お
さ
わ
く
ず
れ

沢
崩
を
渡
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）

に
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
難
所
の
た
め
崩
落
箇
所
は
多
く
、
一
部
遊
歩
道
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
区
間
を
除
い
て
は
、
特
に
整
備
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
は
、
静
岡
県
側
の
御
中
道
調
査
と
し
て
、
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
（
富
士
宮
口
登
山
道
）

か
ら
大
沢
崩
の
区
間
に
関
す
る
主
と
し
て
近
代
以
降
の
内
容
を
ま
と
め
た
概
要
報
告
で
あ
る
。

ま
ず
は
御
中
道
の
行
程
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
献
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
尚
、
以
下
各
登
山

口
の
合
目
表
記
は
、
現
在
の
合
目
表
記
で
は
な
く
、
各
登
山
口
に
新
五
合
目
が
開
か
れ
る
以
前

の
旧
の
合
目
表
記
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

一
　
御
中
道
の
行
程
に
つ
い
て

　

江
戸
時
代
の
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
以
前
に
成
立
し
た
新
庄
道
雄
に
よ
る
地
誌
『
駿
河
国

新
風
土
記
』
に
も
「
中
道
廻
」
に
関
す
る
行
程
が
記
さ
れ
て
い
る
（
２
）。
そ
の
部
分
を
引
用
す

る
と
「
北
口
五
合
の
室
に
中
道
廻
り
の
行
者
の
名
を
記
す
帳
あ
り
、
夫
よ
り
六
合
五
勺
目
に
至

り
須
走
口
六
合
の
下
を
通
り
宝
永
山
の
頂
に
登
る
、
此
所
五
反
畑
と
云
、
夫
よ
り
左
の
方
に
下

り
、
宝
永
の
焼
出
の
口
を
通
り
、
下
の
窪
き
所
に
降
る
、
此
所
に
十
二
神
の
窟
と
い
へ
る
あ
り
、

此
洞
穴
を
拝
し
て
又
左
の
方
へ
下
り
て
、
下
の
方
小
山
の
西
に
出
、
村
山
口
三
合
五
勺
目
に
到

る
、
其
所
よ
り
登
り
て
五
合
目
よ
り
大
沢
の
方
を
目
当
に
行
、
此
間
に
鬼
ヶ
沢
と
云
あ
り
、
又

天
の
浮
橋
と
号
す
石
橋
あ
り
、
此
は
数
十
丈
の
谷
の
上
に
渡
せ
る
一
つ
の
大
石
に
て
天
造
の
石

橋
此
道
の
奇
観
な
り
、
此
所
の
下
の
方
、
冠
石
と
云
大
岩
あ
り
、
姥
懐
と
い
へ
る
所
洞
穴
三
つ

あ
り
、
一
つ
は
三
〇
人
を
容
る
、
二
つ
は
七
・
八
人
を
容
る
、
風
雨
の
時
此
道
に
来
る
も
の
の

宿
る
所
な
り
、
夫
よ
り
大
沢
役
行
者
、
一
の
渡
不
動
岩
と
云
所
に
出
所
越
が
た
き
故
、
下
の
方

に
て
此
沢
を
越
て
毘
沙
門
岩
に
の
ぼ
る
、
夫
よ
り
木
花
沢
、
仏
石
沢
あ
り
、
此
仏
石
沢
と
い
へ

る
所
、
一
町
余
り
の
所
、
山
上
よ
り
山
下
ま
で
大
小
の
石
、
み
な
神
仏
の
形
を
な
さ
ず
と
い
ふ

石
な
し
、
空
木
沢
と
い
へ
る
に
い
た
る
、
此
所
下
の
方
、
神
の
御
庭
と
称
す
る
所
な
り
、
神
庭

の
事
、
春
登
法
師
の
記
に
委
し
、
下
に
あ
り
、
夫
よ
り
小
御
岳
に
出
て
下
山
す
」
と
あ
る
。

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
刊
行
の
井
野
辺
茂
雄
氏
『
富
士
の
歴
史
』
に
は
「
中
道
廻
り
も
ま

た
富
士
登
山
に
伴
う
習
俗
で
あ
っ
た
。
即
ち
山
腹
を
一
周
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
吉
田
口
の
六

合
五
勺
か
ら
、
須
走
口
の
五
合
目
を
目
当
に
し
て
下
り
、
須
山
口
六
合
の
下
を
経
て
、
宝
永
山

第二章　静岡県側の御中道調査の概要
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の
頂
に
登
る
。
此
所
を
五
反
畑
と
い
ふ
。
夫
か
ら
左
の
方
に
下
り
、
宝
永
の
噴
火
口
を
過
ぎ
、

其
下
の
窪
地
へ
出
づ
。
こ
ゝ
に
十
二
神
の
窟
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
。
此
洞
穴
を
拝
す
る
後
、

ま
た
左
の
方
に
下
り
て
、
大
宮
＝
村
山
口
の
三
合
五
勺
に
達
し
、
更
に
再
び
登
り
て
、
五
合
か

ら
大
沢
を
目
当
に
行
く
。
其
間
に
鬼
ヶ
沢
や
天
浮
橋
と
い
へ
る
石
橋
な
ど
が
あ
る
。
石
橋
は
数

十
丈
の
谷
に
渡
せ
る
も
の
で
奇
観
で
あ
っ
た
。
其
下
に
冠
石
と
い
ふ
大
き
な
岩
や
、
姥
懐
と
い

へ
る
洞
穴
三
つ
な
ど
あ
っ
て
、
洞
穴
は
、
一
つ
は
二
〇
人
、
他
の
二
つ
は
七
・
八
人
を
容
れ
る

こ
と
が
出
来
る
。
風
雨
の
際
の
避
難
所
に
な
っ
て
居
た
。
そ
れ
よ
り
大
沢
・
役
行
者
渡
り
・
一

の
渡
り
・
二
の
渡
り
・
三
の
渡
り
・
不
動
岩
な
ど
称
す
る
は
此
附
近
に
あ
り
。
険
阻
に
し
て
足

を
下
し
難
き
が
故
に
、
約
三
里
ほ
ど
下
の
方
に
出
で
、
ア
サ
ミ
ノ
平
と
い
う
所
を
越
え
る
こ
と

に
な
っ
て
居
た
。
こ
ゝ
に
は
岩
の
間
に
桜
が
多
く
、
六
月
の
始
め
漸
く
花
の
盛
に
逢
ふ
の
で
あ

る
。
か
く
て
毘
沙
門
岩
に
登
り
、
木
花
沢
・
仙
石
沢
・
空
木
沢
・
神
の
御
庭
を
過
ぎ
て
、
小
御

嶽
に
出
で
、
下
山
す
る
の
で
あ
る
。」
と
御
中
道
の
行
程
が
記
さ
れ
て
い
る
（
３
）。

　

先
述
し
た
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
八
月
に
御
中
道
巡
拝
を
行
っ
た
武
田
久
吉
氏
は
、
御
中

道
の
行
程
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
（
４
）。
記
述
内
容
は
細
か
い
の
で
、
以
下

箇
条
書
き
に
て
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

①　

御
中
道
に
向
か
う
に
は
、
吉
田
口
六
合
か
ら
左
に
入
る
。
不ふ
じ
ょ
う
な
が
し

浄
流
と
呼
ば
れ
る
沢
を
越

す
こ
と
に
な
る
が
、
昔
は
此
所
に
山
伏
が
居
て
、
不
浄
を
祓
ひ
、
巡
拝
者
を
改
め
た
。

　

②　

吉
田
口
六
合
か
ら
須
走
口
五
合
五
勺
の
間
は
、
約
二
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
約
二
七
八

〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
砂
礫
地
を
上
る
こ
と
に
な
る
。
不
浄
流
の
次
に
燕
沢
を
越
え
る
。

　

③　

須
走
口
五
合
五
勺
か
ら
御
殿
場
口
新
六
合
の
間
は
、
平
坦
な
砂
礫
地
を
推
移
す
る
。

　

④　

御
殿
場
口
新
六
合
か
ら
大
宮
・
村
山
口
（
富
士
宮
口
）
五
合
の
間
は
、
宝
永
山
を
通
過

す
る
が
、
宝
永
第
一
火
口
底
は
約
二
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
牡
丹
畑
と
呼
ば
れ
、
火
口
の

北
壁
を
「
十
二
薬
師
」
と
呼
ん
で
巡
拝
者
の
拝
所
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　

⑤　

大
宮
・
村
山
口
五
合
の
石
室
（
第
二
章
三
で
後
述
）
を
出
発
す
れ
ば
大
沢
北
岸
（
右
岸
）

の
助
け
小
屋
（
大
沢
休
泊
所
、
第
二
章
三
で
後
述
）
ま
で
三
里
の
間
、
休
泊
す
る
場
所
は

な
い
。
赤
沢
、
手
し
ゅ
じ
ょ
う
な
が
し

杖
流
（
主
杖
流
、
ナ
メ
の
沢
）
を
越
す
。
手
杖
流
の
名
称
は
、
食
行
身

禄
が
杖
を
流
し
た
と
い
う
伝
承
に
よ
る
ら
し
い
。

　

⑥　

手
杖
流
を
越
え
、
鬼
ヶ
沢
、
桜
沢
を
過
ぎ
る
と
道
は
下
り
気
味
に
な
っ
て
、
天
ノ
浮
橋

と
呼
ぶ
桟
道
を
下
る
と
大
沢
南
岸
（
左
岸
）
の
拝
所
に
出
る
。
こ
こ
に
は
雲
切
不
動
が
祀

ら
れ
て
お
り
、
不
動
に
念
じ
て
か
ら
、
大
沢
の
落
石
の
合
間
を
見
て
越
し
て
い
く
（
武
田

氏
は
こ
の
越
場
を
一
ノ
越
と
呼
ん
で
い
る
が
、
第
二
章
二
で
触
れ
る
二
ノ
越
を
指
す
か
）。

　

⑦　

鬼
ヶ
沢
か
ら
大
沢
左
岸
の
一
ノ
越
（
二
ノ
越
ヵ
）
の
間
に
は
無
明
橋
を
通
っ
た
と
い
う

が
既
に
な
く
、
代
わ
り
に
天
ノ
浮
橋
が
出
来
た
。
一
ノ
越
（
二
ノ
越
ヵ
）
に
は
兜
岩
と
称

す
る
巨
岩
が
あ
り
、
沢
の
中
程
上
部
に
は
毘
沙
門
岩
が
あ
る
。
か
つ
て
不
動
岩
と
呼
ん
だ

拝
所
も
あ
っ
た
が
崩
壊
の
た
め
判
明
せ
ず
、
右
岸
の
達
磨
岩
が
僅
か
に
余
命
を
存
し
て
い

る
状
態
で
あ
る
。

　

⑧　

か
つ
て
の
御
中
道
は
、
大
沢
左
岸
約
二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
辺
り
に
出
て
、
こ
こ
か
ら
真

直
ぐ
下
っ
て
、
同
じ
越
場
を
越
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

⑨　

大
沢
の
二
ノ
越
（
第
二
章
二
で
触
れ
る
三
ノ
越
を
指
す
か
）
の
越
場
を
越
え
右
岸
に
出

て
二
・
三
丁
上
る
と
「
助
ヶ
室
」（
第
二
章
三
で
触
れ
る
大
沢
休
泊
所
）
に
到
着
す
る
。

　

⑩　

大
沢
以
北
は
、
前
谷
、
青
滑
沢
、
仏
石
沢
を
越
え
、
御
庭
に
到
着
す
る
。
御
庭
付
近
を

東
に
辿
れ
ば
御
中
道
で
あ
る
が
、
側
火
山
の
奥
庭
を
経
て
精
進
口
登
山
道
三
合
目
に
も
、

西
へ
新
道
を
下
れ
ば
二
ツ
山
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑪　

御
庭
か
ら
御
中
道
を
東
に
辿
る
と
小
御
嶽
に
到
着
す
る
。
小
御
嶽
付
近
を
西
北
へ
下
れ

ば
精
進
口
新
道
と
な
る
が
、
御
中
道
は
東
へ
と
辿
り
吉
田
口
五
合
目
に
到
達
し
、
一
周
と

な
る
。

　

御
中
道
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
も
土
屋
勝
太
郎
に
よ
る
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）

刊
行
の
『
富
士
之
志
を
里
』、
上
木
浩
一
郎
に
よ
る
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
増
訂
再
版

の
『
富
士
登
山
案
内
』
に
お
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
（
５
）。

　

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
御
中
道
巡
り
の
各
行
程
の
古
写
真
を
使
用
し
た
『
富
士
山
中
道
真
景
』

絵
葉
書
を
掲
載
し
た
い
（
６
）〔
写
真
１
～
10
〕。
こ
の
絵
葉
書
は
袋
に
「
富
士
山
中
道
真
景
」
と

印
刷
さ
れ
、
計
一
〇
点
入
っ
て
い
る
が
、
発
行
年
と
発
行
元
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
各

第一部　本文編
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〔写真１〕『富士山中道真景』絵葉書「獅子岩」〔写真５〕『富士山中道真景』絵葉書「大沢」

〔写真２〕『富士山中道真景』絵葉書「宝永山十二ヶ薬師」〔写真６〕『富士山中道真景』絵葉書「大沢ノ石滝」

〔写真３〕『富士山中道真景』絵葉書「鬼ヶ沢」〔写真７〕『富士山中道真景』絵葉書「タスケ室三柱神社」

〔写真４〕
『富士山中道真景』
絵葉書「天ノ浮橋」〔写真８〕『富士山中道真景』絵葉書「富士神園」
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絵
葉
書
の
注
記
は
横
書
き
で
右
か
ら
左
へ
と
書
か
れ
て
い
る
。
文
部
省
の
指
導
で
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
以
降
に
徐
々
に
横
書
き
は
左
か
ら
右
へ
と
定
着
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
が
、
ひ

と
ま
ず
こ
の
絵
葉
書
は
昭
和
初
期
以
前
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。〔
写
真
１
～
10
〕

は
、
基
本
的
に
は
御
中
道
巡
り
の
順
番
に
番
号
を
付
し
並
べ
た
が
、〔
写
真
10
〕
の
み
具
体
的

な
比
定
地
の
特
定
が
困
難
な
た
め
、
最
後
に
ま
わ
し
た
。〔
写
真
５
〕
は
絵
葉
書
の
注
記
に
「
大

沢
」
と
だ
け
あ
っ
て
大
沢
の
ど
の
場
所
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
武
田
氏
の
御
中
道
行

程
⑦
の
「
一
ノ
越
」
付
近
に
あ
っ
た
不
動
岩
か
も
知
れ
な
い
。〔
写
真
７
〕
は
絵
葉
書
の
注
記

に
「
タ
ス
ケ
室
三
桂
神
社
」
と
あ
る
が
、「
タ
ス
ケ
室
三
柱
神
社
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。〔
写
真

８
〕
の
「
富
士
神
園
」
は
御
庭
を
指
し
て
い
よ
う
。

二
　
御
中
道
に
お
け
る
大
沢
の
越
場
の
変
遷

　

以
上
の
よ
う
な
御
中
道
の
行
程
の
中
で
、
大
沢
崩
を
渡
る
こ
と
は
最
大
の
難
所
と
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
大
沢
崩
を
渡
る
通
過
地
点
を
特
に
大
沢
の
越こ
し
ば場

と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
の
越
場
は
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
大
沢
の
崩
落
に
伴
い
そ
の

位
置
を
変
遷
し
て
い
る
。
こ
の
変
遷
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
富
士
砂
防
事
務
所
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
冊
子
、
報
告
書
を
参
考
に
、
そ
の
他
の
文
献
を
比
較
し
て
整
理
す
る
が
（
７
）、〔
図
１
〕

「
御
中
道
経
路
の
変
遷
図
」・
〔
図
２
〕「
御
中
道
経
路
の
断
面
図
」
も
こ
の
冊
子
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
も
の
を
転
載
し
た
（
８
）。
こ
の
図
中
に
お
い
て
、
大
宮
・
村
山
口
旧
五
合
か
ら
大
沢
の

〔写真９〕『富士山中道真景』絵葉書「小御嶽神社」

〔写真10〕『富士山中道真景』絵葉書「中道勝景」

〔図１〕御中道経路の変遷図（富士砂防事務所作成）
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越
場
へ
と
至
る
御
中
道
廻
り
の
経
路
に
つ
い

て
、
一
ノ
越
経
路
、
明
治
二
十
年
当
時
の
二
ノ

越
経
路
、
昭
和
六
年
当
時
の
二
ノ
越
経
路
、
昭

和
四
十
六
年
当
時
の
二
ノ
越
経
路
と
い
う
四
つ

の
経
路
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
沢
の
越
場
の
変

遷
に
伴
っ
て
、
御
中
道
の
経
路
自
体
が
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
残
念
な
が
ら
経
路
の

変
遷
に
関
し
て
根
拠
と
し
た
出
典
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
参
考
資
料
と
し
て

捉
え
て
お
き
た
い
。
大
沢
の
越
場
の
変
遷
に
関

し
て
、
本
稿
で
根
拠
と
な
る
出
典
が
確
認
で
き

た
も
の
に
つ
い
て
は
本
文
に
掲
げ
た
。

（
１
）「
一
ノ
越
」

　

江
戸
時
代
後
期
以
前
の
大
沢
の
越
場
で
、
標

高
二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
を
通
過
し
て
い
た
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
付
近
の
大
沢
左
岸
に
は

不
動
岩
と
呼
ば
れ
る
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
程
の
巨
岩
が
あ
り
、
右
岸
の
達
磨
岩
と
呼
ば
れ
る
高

さ
七
メ
ー
ト
ル
程
の
巨
岩
と
い
う
二
つ
の
巨
岩
が
「
一
ノ
越
」
の
目
印
と
な
っ
て
い
た
。
実
際
、

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
江
戸
鉄
砲
洲
の
富
士
講
、
月
三
講
先
達
の
長
島
泰
行
に
よ
る
『
富

士
山
真
景
之
図
』
の
「
御
中
渡
巡
リ
西
ノ
方　

大
沢
」〔
図
３
〕
に
は
、
左
岸
に
不
動
石
、
右

岸
に
上
か
ら
毘
沙
門
石
、カ
フ
ト
石
、タ
ル
マ
石
と
い
っ
た
巨
石
が
描
か
れ
て
い
る
（
９
）。
但
し
、

第
二
章
一
で
触
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
以
前
に
成
立
し
た
『
駿
河
国

新
風
土
記
』
に
記
さ
れ
る
御
中
道
の
行
程
は
、「
一
の
渡
不
動
岩
と
云
所
に
出
所
越
が
た
き
故
、

下
の
方
に
て
此
沢
を
越
て
毘
沙
門
岩
に
の
ぼ
る
」
と
あ
り
、
十
九
世
紀
初
め
に
は
既
に
「
一
ノ

越
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
10
）。

　

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
八
月
に
御
中
道
の
「
二
ノ
越
」
を
大
沢
右
岸
か
ら
左
岸
へ
と
渡

り
、
そ
の
ま
ま
左
岸
を
剣
ヶ
峯
へ
と
直
登
し
た
日
本
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
の
渡
辺
正
臣
氏

の
記
録
に
よ
る
と
（
11
）、「
二
ノ
越
」
付

近
の
左
岸
を
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
登
る
と

御
中
道
は
水
平
な
道
と
な
り
、
や
が
て
新

不
動
岩
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
天
ノ
浮
橋
へ

と
至
っ
て
い
る
。
新
不
動
岩
は
越
場
が

「
一
ノ
越
」
か
ら
「
二
ノ
越
」
へ
と
移
っ

た
際
に
新
た
な
目
印
と
し
て
設
定
さ
れ
た

も
の
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
時
期
ま
だ

「
一
ノ
越
」
付
近
に
は
『
富
士
山
真
景
之

図
』
に
も
登
場
す
る
初
代
の
不
動
岩
が
存

在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）
春
の
大
沢
崩
の
崩
落
の
拡

大
に
伴
っ
て
崩
壊
し
て
い
る
。

　

渡
辺
氏
は
こ
の
際
に
、
天
ノ
浮
橋
か
ら
「
一
ノ
越
」
方
面
へ
と
経
路
を
採
っ
て
い
る
。
天
ノ

浮
橋
の
手
前
に
は
上
井
出
青
年
団
が
登
山
し
た
際
の
記
念
の
木
碑
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
こ
を
「
一
ノ
越
」
方
面
へ
の
登
り
口
と
し
天
ノ
浮
橋
を
渡
り
、
さ
ら
に
途
中
「
白
骨
と
化
し

た
、
無
妙
の
橋
と
呼
ば
れ
る
梯
子
」
を
確
認
し
、
こ
の
梯
子
の
掛
か
っ
て
い
た
断
崖
を
下
り
て

少
し
進
ん
で
、
不
動
岩
へ
と
辿
り
着
い
て
い
る
。
渡
辺
氏
は
不
動
岩
の
基
部
に
「「
中
道
登
山

記
念
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
が
立
っ
て
い
た
。
風
雪
に
傷
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、年
号
は
は
っ

き
り
と
は
読
み
と
り
に
く
か
っ
た
が
、
明
治
の
初
期
の
よ
う
で
、
熱
心
な
信
者
が
、
何
回
か
通
っ

た
記
念
に
建
て
た
も
の
と
思
う
。」
と
、
不
動
岩
の
傍
ら
に
御
中
道
登
山
記
念
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
記
念
碑
も
不
動
岩
の
崩
壊
に
巻
き
込
ま
れ
、

大
沢
底
部
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
２
）「
二
ノ
越
」

　

大
沢
崩
の
崩
壊
の
拡
大
に
伴
い
、「
一
ノ
越
」
付
近
の
大
沢
左
岸
を
真
直
ぐ
標
高
二
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
下
り
、
そ
こ
か
ら
通
過
す
る
経
路
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
使
わ

〔図２〕御中道経路の断面図（富士砂防事務所作成）

〔図３〕『富士山真景之図』「御中渡巡リ西ノ方　大沢」
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れ
だ
し
た
経
路
と
思
わ
れ
る
。
第
二
章
一
で
武
田
久
吉
氏
の
御
中
道
巡
拝
に
関
す
る
記
述
を
整

理
し
た
中
で
（
⑧
）、
か
つ
て
の
御
中
道
は
大
沢
左
岸
約
二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
辺
り
に
出
て
、

こ
こ
か
ら
真
直
ぐ
下
っ
て
同
じ
越
場
を
越
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
と
し
た
部
分
は
、
こ
の
「
二

ノ
越
」
を
越
場
と
す
る
経
路
を
説
明
し
て
い
る
。
但
し
、武
田
氏
は
こ
の
経
路
は
採
ら
ず
、鬼
ヶ

沢
か
ら
「
一
ノ
越
」
付
近
へ
は
向
か
わ
ず
に
直
接
「
二
ノ
越
」
付
近
へ
と
向
か
う
経
路
を
採
っ

て
い
る
。
ま
た
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
刊
行
の
『
富
士
の
歴
史
』
で
井
野
辺
茂
雄
氏
が
記
述

し
て
い
る
経
路
も
、
鬼
ヶ
沢
、
天
浮
橋
か
ら
大
沢
左
岸
へ
と
至
っ
て
お
り
、
武
田
氏
同
様
に
鬼
ヶ

沢
か
ら
「
一
ノ
越
」
付
近
へ
は
向
か
わ
ず
に
直
接
「
二
ノ
越
」
付
近
へ
と
至
る
経
路
を
指
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

「
二
ノ
越
」
の
大
沢
左
岸
に
は
雲
切
不
動
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
当
初
は
「
一
ノ
越
」
の
大

沢
左
岸
に
あ
っ
た
不
動
岩
が
同
様
の
信
仰
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
越
場
が

「
二
ノ
越
」
へ
と
下
が
っ
た
時
点
で
、
付
近
の
左
岸
に
雲
切
不
動
が
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
昭
和
十
七
年
八
月
に
御
中
道
の
「
二
ノ
越
」
を
大
沢
右
岸

か
ら
左
岸
へ
と
渡
っ
た
渡
辺
正
臣
氏
の
記
録
に
は
、「
緊
張
し
た
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の

横
断
は
、
五
分
ほ
ど
で
左
岸
の
「
雲
切
不
動
の
拝
み
場
」
に
到
着
し
た
。
雲
切
不
動
は
役え
ん

の
行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

も
拝
ん
だ
神
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
簡
素
な
鳥
居
と
祭
壇
が
あ
る
。
富
士
宮
口
六
合

目
か
ら
お
中
道
を
来
た
富
士
講
の
人
た
ち
は
、
こ
こ
で
お
祈
り
し
て
か
ら
、
大
沢
を
渡
る
の
で

あ
る
。」
と
あ
り
、
雲
切
不
動
は
拝
所
の
み
で
は
な
く
、
鳥
居
と
祭
壇
が
併
設
さ
れ
た
施
設
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
雲
切
不
動
の
鳥
居
根
元
に
あ
っ
た
石
造
物
は
、
現
在
大
沢
右
岸

の
三み
ば
し
ら柱
神

さ
ん
ち
ゅ
う

社
の
前
に
移
さ
れ
て
い
る
（
12
）。

　

渡
辺
氏
は
大
沢
左
岸
の
初
直
登
を
昭
和
十
八
年
に
行
い
、
さ
ら
に
右
岸
の
初
直
登
も
同
二
十

七
年
（
一
九
五
二
）
に
行
っ
て
い
る
が
、「
二
ノ
越
」
は
昭
和
五
十
年
頃
大
き
く
岩
盤
が
崩
れ

落
ち
た
影
響
で
通
過
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
五
月
に

滑
落
事
故
が
起
き
通
行
禁
止
と
な
り
、
さ
ら
に
大
沢
下
山
道
に
つ
い
て
も
昭
和
五
十
五
年
（
一

九
八
〇
）
夏
の
頂
上
付
近
か
ら
の
岩
石
崩
落
事
故
な
ど
で
閉
鎖
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
経
緯
が

記
さ
れ
て
い
る
（
13
）。

（
３
）「
三
ノ
越
」

　

「
二
ノ
越
」
経
路
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
一
時
的
に
使
用
さ
れ
た
越
場
の
よ
う
で
あ
る
。
第
二

章
一
で
武
田
久
吉
氏
の
御
中
道
巡
拝
に
関
す
る
記
述
を
整
理
し
た
中
で
（
⑨
）、
大
沢
の
二
ノ

越
の
越
場
を
越
え
右
岸
に
出
て
二
・
三
丁
上
る
と
「
助
ヶ
室
」
に
到
着
す
る
と
記
し
た
経
路
は
、

こ
の
「
三
ノ
越
」
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
武
田
氏
が
御
中
道
巡
拝
を
行
っ
た
昭

和
五
年
に
は
既
に
「
一
ノ
越
」
は
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
二
ノ
越
」・
「
三
ノ
越
」
の
み
が
利

用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
武
田
氏
は
各
々
を
「
一
ノ
越
」・
「
二
ノ
越
」
と
記
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

三
　
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
及
び
大
沢
に
お
け
る
山
小
屋

　

御
中
道
は
、
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
の
旧
五
合
目
（
現
在
の
六
合
目
の
少
し
上
手
）
を
交
差

す
る
。
こ
の
付
近
に
は
、
登
山
道
を
利
用
す
る
参
詣
者
と
御
中
道
を
廻
る
富
士
講
の
行
者
の
利

用
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
大
規
模
な
山
小
屋
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三

五
）
以
前
に
成
立
し
た
新
庄
道
雄
に
よ
る
地
誌
『
駿
河
国
新
風
土
記
』
に
も
、「
四
合
す
ぎ
て

五
合
の
室
に
い
た
る
、
此
室
は
大
な
り
、
此
所
は
中
道
め
ぐ
り
と
い
ふ
者
も
登
山
の
も
の
も
宿

る
所
な
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
（
14
）。
こ
の
旧
五
合
目
に
あ
っ
た
山
小
屋
（
以
下
、
御
中
道
小
屋

と
す
る
）
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
富
士
郡
大
宮
町
の
後
藤
氏
に
譲
与
さ
れ
、
平
成
の
初

め
頃
ま
で
営
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
廃
業
と
な
り
現
在
は
山
小
屋
も
壊
さ
れ
て
い
る
（
15
）。

　

こ
の
御
中
道
小
屋
に
つ
い
て
は
、
経
営
者
で
あ
っ
た
後
藤
豊
平
氏
に
平
成
二
十
三
年
（
二
〇

一
一
）
六
月
二
十
一
日
、
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
富
士
山
文
化
課
（
当
時
）
の
伊
藤
昌
光
氏
と

梶
山
沙
織
氏
が
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
後
藤
氏
は
御
中
道
と
交
差
す
る
旧
五
合
目

御
中
道
小
屋
の
他
に
、
旧
五
合
五
勺
で
も
山
小
屋
を
経
営
さ
れ
て
お
り
、
聞
き
取
り
成
果
は
多

岐
に
及
ぶ
が
、
調
査
実
施
時
に
豊
平
氏
は
九
四
歳
前
後
と
思
わ
れ
、
そ
の
内
容
も
貴
重
な
聞
き

取
り
記
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
参
考
ま
で
に
調
査
成
果
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

す
る
。

（
１
）
富
士
山
山
小
屋
に
つ
い
て

第一部　本文編
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【
組
合
】

・
中
本
（
中
村
屋
本
店
）
が
親
方
。

・
後
藤
亦
二
郎
（
豊
平
氏
の
父
）
は
組
合
の
中
で
も
年
寄
り
の
部
類
。

【
旧
五
合
目
の
御
中
道
小
屋
】

・
御
中
道
が
前
を
通
る
。

・
ト
イ
レ
の
近
く
に
三
角
点
が
あ
っ
た
。
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
地
図
の
三
角
点
で
あ

る
。
ト
イ
レ
は
登
山
道
（
登
り
）
の
左
側
に
あ
り
、
山
小
屋
は
右
側
で
あ
る
。

・
廃
業
手
続
き
は
宮
崎
氏
（
綿
屋
）
と
ス
ド
ウ
さ
ん
に
頼
ん
だ
。
営
林
署
で
手
続
き
を
す
る
。

名
義
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
お
金
が
か
か
る
の
で
。

【
旧
五
合
五
勺
の
山
小
屋
】

・
昭
和
九
年
建
設
（
豊
平
氏
高
等
一
～
二
年
生
の
頃
）

・
そ
れ
以
前
は
何
も
な
か
っ
た
場
所
。

・
当
初
は
休
憩
所
→
材
木
を
運
ん
で
小
屋
に
仕
立
て
た
。材
木
費
用
の
書
類
が
あ
る
（
コ
ピ
ー

済
）

　

中
屋
か
ら
借
り
た
天
幕
で
日
よ
け
の
休
憩
所
を
設
置
（
中
屋
は
サ
ク
ラ
ビ
ー
ル
売
上
の
た

め
協
力
）

・
山
小
屋
の
名
づ
け
の
際
に
「
経
ヶ
岳
」
と
し
た
。

・
当
初
は
県
営
の
六
合
目
小
屋
と
し
て
建
設
す
る
計
画
が
あ
っ
た
。

・
小
屋
は
昭
和
五
十
年
頃
に
潰
し
た
。

　

強
力
の
佐
野
マ
サ
タ
ケ
氏
（
精
進
川
）
と
一
緒
に
登
り
、
午
前
中
に
火
を
つ
け
て
燃
や
し

た
。

【
他
の
山
小
屋
】

・
各
山
小
屋
に
は
愛
称
を
つ
け
て
い
た
。

一
合
目　

：
登
山
の
玄
関
口
で
あ
り
、
値
段
が
高
い
。

二
合
目　

：
湧
水
が
あ
る
。

三
合
目　

：
特
に
特
徴
・
名
前
は
な
い
。

三
合
五
勺
：
「
ケ
ナ
シ
サ
カ
イ
」（
木
な
し
）

四
合
目　

：
「
宝
永
山
」

五
合
目　

：
「
御
中
道
」、
位
置
・
名
前
が
分
か
り
易
く
、
有
名
。

五
合
五
勺
：
「
経
ヶ
岳
」

六
合
目　

：
「
御
来
光
」（
宝
永
山
の
方
ま
で
歩
く
と
御
来
光
が
見
え
る
）

七
合
目　

：
「
三
〇
一
〇
（
三
〇
〇
〇
？
）
メ
ー
ト
ル
」（
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え

る
）

八
合
目　

：
「
御
来
光
」（
御
来
光
が
見
え
る
）

九
合
目　

：
「
万
年
雪
」（
万
年
雪
が
そ
ば
に
あ
る
）

九
合
五
勺
：
「
胸
突
」（
胸
突
き
八
丁
の
始
ま
り
）、
伊
藤
ア
ラ
キ
チ
氏
経
営
。

・
各
山
小
屋
で
朱
印
ス
タ
ン
プ
や
焼
印
に
愛
称
を
入
れ
た
。「
表
口
○
合
目
」・
「
愛
称
」

・
七
合
は
距
離
が
長
い
の
で
合
目
が
変
わ
っ
た
。
元
々
の
七
合
目
の
位
置
を
残
そ
う
と
「
元

祖
七
合
目
」
と
し
た
。
経
営
は
万
野
の
イ
ハ
ラ
さ
ん
。

（
２
）
御
中
道

・
御
中
道
を
回
る
の
は
富
士
講
信
者
で
あ
り
、
普
通
の
登
山
者
は
回
ら
な
い
。

・
富
士
講
信
者
は
唱
え
ご
と
を
し
な
が
ら
歩
く
（
普
通
の
登
山
者
は
し
な
い
）

・
御
中
道
の
整
備
は
七
月
二
十
日
頃
（
土
用
入
り
）
に
行
う
。
大
沢
小
屋
か
ら
は
東
へ
、
御

中
道
小
屋
か
ら
は
西
へ
と
進
め
、
出
会
う
ま
で
行
っ
た
。
御
中
道
小
屋
で
は
小
屋
の
若
い

者
が
出
た
。

・
宝
永
山
方
向
の
整
備
は
表
口
山
小
屋
が
番
屋
（
担
当
）

・
御
中
道
の
道
筋
は
ケ
ル
ン
を
目
印
に
し
た
。
宝
永
山
方
向
は
人
の
歩
い
た
後
が
何
と
な
く

路
に
な
っ
た
。
※
ケ
ル
ン
：
石
積
み
、
山
頂
や
登
山
道
の
道
標
に
し
た
。

（
３
）
題
目
塔

・
雪
代
雪
崩
で
題
目
塔
が
転
ん
だ
為
、
御
中
道
小
屋
若
者
や
強
力
な
ど
が
修
繕
し
た
。
そ
の
際
、

小
さ
な
経
巻
が
発
見
さ
れ
た
（
昭
和
六
年
七
月
）

・
発
見
さ
れ
た
経
巻
は
小
さ
い
も
の
で
固
ま
っ
て
い
る
。
帝
室
博
物
館
に
預
け
た
。
題
目
塔

第二章　静岡県側の御中道調査の概要
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に
お
参
り
し
た
人
が
埋
め
た
の
で
は
な
い
か
。

・
後
藤
亦
次
郎
氏
が
帝
室
営
林
署
・
博
物
館
へ
届
け
出
た
。
山
小
屋
は
御
料
地
「
ゴ
リ
ョ
ウ

さ
ん
」
に
間
借
り
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
届
け
出
な
い
と
い
け
な
い
。

・
題
目
塔
の
管
理
は
大
泉
寺
が
行
う
の
で
、
大
泉
寺
に
も
連
絡
し
た
。
何
か
あ
っ
た
場
合
に

は
大
泉
寺
に
連
絡
す
る
。

・
地
名
「
経
ヶ
岳
」
は
宣
伝
の
為
に
つ
け
た
。「
五
勺
」
で
は
半
端
な
の
で
名
前
を
つ
け
た
。

　

※
大
泉
寺
の
資
料
に
は
幕
末
期
に
「
経
ヶ
岳
」
と
い
う
名
称
が
確
認
で
き
る
。

・
少
し
前
に
二
ノ
宮
石
材
が
き
れ
い
に
し
た
。
有
賀
さ
ん
と
大
泉
寺
の
遠
藤
さ
ん
が
行
っ
た
。

・
傍
に
木
の
杭
が
立
っ
て
い
た
。
文
字
が
書
い
て
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
覚
え
て
い
な
い
。

・
豊
平
氏
は
鉛
筆
で
拓
本
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

調
査
成
果
の
（
３
）
題
目
塔
で
あ
る
が
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
こ
の
辺
に
日
蓮
大
菩

薩
を
祀
る
祖
師
堂
と
題
目
塔
が
建
て
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
16
）。
祖
師
堂
は
そ
の
跡
を
含
め
確

認
で
き
て
い
な
い
が
、
題
目
塔
は
御
中
道
沿
い
に
あ
り
、
旧
五
合
目
室
よ
り
御
中
道
を
少
し
東

側
に
戻
っ
た
場
所
に
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
〔
写
真
11
〕。
こ
の
題
目
塔
の
管
理
は
富
士
宮
市

野
中
の
日
蓮
宗
大
泉
寺
が
行
っ
て
お
り
、

大
泉
寺
に
は
祖
師
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
祖
師
像
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
後
藤
氏
の
聞
き
取
り
調
査
の
（
２
）

御
中
道
で
、
御
中
道
の
整
備
は
七
月
二
十

日
頃
に
大
沢
小
屋
か
ら
は
東
へ
、
御
中
道

小
屋
か
ら
は
西
へ
と
あ
る
大
沢
小
屋
と
は
、

大
沢
の
「
二
ノ
越
」
の
二
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
付
近
の
右
岸
に
あ
る
通
称
「
お
助
け
小

屋
」
と
呼
ば
れ
た
大
沢
休
泊
所
の
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
休
泊
所
は
、
昭
和
初
期
頃
ま
で
は

富
士
講
の
御
中
道
廻
り
に
主
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
大
沢
崩
の
調
査
者
や
一
般
の
登
山

者
の
宿
泊
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
た
。
休
泊
所
は
、
中
村
朝
次
郎
氏
（
一
八
九
七
～
一
九

七
九
）
が
毎
年
の
大
沢
越
場
の
開
削
と
あ
わ
せ
て
管
理
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
年
代
に
大
沢

越
場
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
は
閉
鎖
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
（
17
）。

　

こ
の
休
泊
所
に
隣
接
し
て
、
御
中
道
廻
り
の
際
に
拝
所
と
な
っ
て
い
た
三
柱
神
社
が
鎮
座
し

て
い
る
。
三
柱
神
社
に
は
、
現
在
も
富
士
講
に
よ
る
板
マ
ネ
キ
と
い
っ
た
奉
納
物
が
多
数
残
っ

て
い
る
。
ま
た
休
泊
所
の
小
屋
主
の
中
村
氏
が
保
管
し
て
い
る
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
か

ら
同
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
の
間
で
四
年
間
分
を
除
い
た
二
九
年
分
の
御
中
道
巡
拝
者
名
簿

を
含
め
た
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
八
月
及
び
同
二
十
五
年
十
一
月

に
山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
委
員
会
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
（
18
）。
こ
れ
ら
御

中
道
巡
拝
者
名
簿
を
確
認
す
る
と
、
第
二
章
二
で
紹
介
し
た
日
本
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
の

渡
辺
正
臣
氏
が
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
大
沢
右
岸
を
直
登
し
た
際
の
八
月
六
日
の
大

沢
休
泊
所
宿
泊
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
三
十
年
（
一
九
五
五
）
八
月
五
日
の
同
宿
泊
、
同
三
十

一
年
（
一
九
五
六
）
七
月
二
十
九
日
の
同
宿
泊
、
同
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
八
月
十
二
日
の

同
宿
泊
、
同
四
十
年
（
一
九
六
五
）
八
月
十
五
日
の
同
宿
泊
、
同
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
八

月
六
日
の
同
宿
泊
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
武
田
久
吉
氏
の
名
前
も
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五

八
）
八
月
二
日
の
大
沢
休
泊
所
宿
泊
、
同
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
七
月
三
十
日
の
同
宿
泊
が

確
認
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
静
岡
県
側
の
御
中
道
調
査
の
概
要
と
し
て
、
第
二
章
一
で
御
中
道
の
行
程
に
つ
い
て

記
さ
れ
た
文
献
を
確
認
し
、
第
二
章
二
で
は
御
中
道
の
行
程
の
中
で
最
大
の
難
所
と
さ
れ
て
い

た
大
沢
崩
を
渡
る
通
過
地
点
で
あ
る
越
場
の
変
遷
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
第
二
章
三
は
御
中

道
と
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
が
交
差
す
る
旧
五
合
目
の
御
中
道
小
屋
経
営
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
の
成
果
と
、
大
沢
右
岸
の
通
称
「
お
助
け
小
屋
」
と
呼
ば
れ
た
大
沢
休
泊
所
に
つ
い
て
触
れ

た
。

〔写真11〕題目塔
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－ 20 －

　

本
稿
は
、
特
に
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
（
富
士
宮
口
登
山
道
）
か
ら
大
沢
崩
の
区
間
に
関
す

る
近
代
以
降
を
主
と
し
た
概
要
報
告
で
あ
る
が
、
最
後
に
総
括
と
し
て
こ
の
区
間
の
経
路
の
変

遷
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
第
二
章
二
で
大
沢
の
越
場
に
つ
い
て
、（
１
）「
一
ノ
越
」
を

越
え
る
経
路
を
江
戸
時
代
後
期
以
前
の
大
沢
の
越
場
と
し
、（
２
）「
二
ノ
越
」
を
越
え
る
経
路

を
江
戸
時
代
後
期
か
ら
使
わ
れ
だ
し
た
経
路
で
、
当
初
は
「
一
ノ
越
」
付
近
の
大
沢
左
岸
を
真

直
ぐ
標
高
二
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
下
り
、
そ
こ
か
ら
通
過
す
る
経
路
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
初
期
頃
に
は
ま
ず
「
一
ノ
越
」
付
近
に
向
か
う
と
い
う
こ
と
も
し
な
く
な
り
、
鬼
ヶ
沢
か
ら

直
接
「
二
ノ
越
」
付
近
へ
と
向
か
う
経
路
に
な
っ
て
い
っ
た
と
し
た
。
さ
ら
に
「
三
ノ
越
」
は

「
二
ノ
越
」
付
近
の
崩
壊
を
避
け
る
バ
イ
パ
ス
経
路
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
た
。

　

越
場
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
神か
ん
べ
れ
い
ざ
ん

戸
麗
山
（
一
八
〇
二
～
一
八
六
二
）
に
よ
る
江
戸
時
代
末
期

の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
富
士
山
登
山
案
内
図
の
刷
物
「
富
士
山
表
口
真
面
之
図
」
に
（
19
）、
御

中
道
の
経
路
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
経
路
は
「
天
之
浮
橋
」
か
ら
「
不
動
岩
」
方
面
へ
と
進

み
、「
一
ノ
越
」
付
近
を
渡
ら
ず
に
真
直
ぐ
下
り
、「
二
の
渡
」
を
通
過
し
、「
三
の
渡
」
と
あ

る
越
場
か
ら
大
沢
を
渡
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
こ
の
図
に
お
け
る
「
二
の
渡
」・
「
三
の
渡
」
が
、

近
代
以
降
に
使
わ
れ
て
い
た
「
二
ノ
越
」・
「
三
ノ
越
」
と
同
じ
経
路
に
相
当
す
る
か
ど
う
か
は

確
認
の
仕
様
が
な
い
が
、
こ
の
図
に
「
一
の
渡
」
の
注
記
が
な
い
理
由
は
、
当
時
不
動
岩
か
ら

先
の
御
中
道
を
「
一
ノ
越
」
付
近
か
ら
は
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
状
況
を
示
し
て
い
よ

う
。
ま
た
明
治
時
代
初
期
頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
富
士
山
登
山
案
内
図
の
刷
物
「
駿
河
国
富

士
山
表
口
図
」
で
は
、
御
中
道
の
経
路
を
大
沢
越
場
付
近
で
上
か
ら
三
つ
の
経
路
に
分
け
て
描

い
て
い
る
（
20
）。

　

お
そ
ら
く
江
戸
時
代
末
期
の
十
九
世
紀
初
め
に
は
、
大
沢
の
崩
壊
に
よ
る
影
響
で
、「
一
ノ

越
」
付
近
の
越
場
は
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
影
響
に
よ
り
近
代

以
降
に
「
二
ノ
越
」・
「
三
ノ
越
」
と
呼
ば
れ
た
越
場
に
つ
な
が
る
経
路
が
、
江
戸
時
代
末
期
に

は
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
越
場
の
変
遷
に
伴
っ
て
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
大
宮
・
村
山
口
登
山

道
（
富
士
宮
口
登
山
道
）
か
ら
大
沢
崩
の
区
間
に
関
す
る
経
路
に
つ
い
て
も
、
本
稿
に
掲
載
し

た
『
富
士
山
中
道
真
景
』
絵
葉
書
の
〔
写
真
４
〕「
天
ノ
浮
橋
」
が
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

以
前
に
成
立
し
た
『
駿
河
国
新
風
土
記
』
で
は
石
橋
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
が
、
こ
こ
で
は
丸

太
三
本
を
渡
し
た
桟
橋
に
な
っ
て
い
る
。

　

御
中
道
の
経
路
が
自
然
環
境
の
影
響
を
受
け
て
い
く
中
で
、
時
代
に
よ
っ
て
一
時
的
に
迂
回

を
し
、
ま
た
元
の
経
路
が
整
備
さ
れ
た
段
階
で
再
び
経
路
が
戻
る
と
い
っ
た
繰
り
返
し
も
行
わ

れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
１
）
武
田
久
吉
『
日
本
地
理
大
系
別
巻　

富
士
山
』（
改
造
社
、
一
九
三
一
年
）「
中
道
廻
り
」
項
参
照
。

（
２
）『
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
』
下
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
復
刻
）「
富
士
山
下
」
項
参
照
。
同
書
は

新
庄
道
雄
著
で
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
編
纂
を
開
始
し
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
「
庵

原
一
」
を
最
後
に
、
同
六
年
（
一
八
三
五
）
の
新
庄
道
雄
の
死
去
を
も
っ
て
、
志
太
郡
・
富
士
郡
・
駿

東
郡
を
未
完
と
す
る
二
十
五
巻
の
地
誌
で
あ
る
。

（
３
）
井
野
辺
茂
雄
『
富
士
の
歴
史
』（
古
今
書
院
、
一
九
二
八
年
）
第
五
章
「
登
山
（
其
二
）」
参
照
。

（
４
）
註
（
１
）
武
田
久
吉
『
日
本
地
理
大
系
別
巻　

富
士
山
』「
中
道
廻
り
」
項
参
照
。

（
５
）
土
屋
勝
太
郎
『
富
士
之
志
を
里
』（
多
気
迺
舎　

一
八
七
七
年
）、
上
木
浩
一
郎
『
富
士
登
山
案
内
』（
勝

見
書
肆
、
増
訂
再
版
一
八
九
八
年
）。
上
記
文
献
は
富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
の
井
上
卓

哉
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
６
）『
富
士
山
中
道
真
景
』
絵
葉
書
（
旧
小
林
謙
光
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
静
岡
県
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
整
備
課
所

蔵
）。

（
７
）『
御
中
道
と
大
沢
崩
れ
』（
建
設
省
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
、
一
九
九
〇
年
）、『
富
士
山
大
沢
崩
れ
の
発

達
と
御
中
道
経
路
の
変
遷
』（
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
、
一
九
九
一
年
）、『
資

料
集
大
沢
崩
れ
』（
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
８
）
註
（
７
）『
富
士
山
大
沢
崩
れ
の
発
達
と
御
中
道
経
路
の
変
遷
』
及
び
『
資
料
集
大
沢
崩
れ
』
掲
載
「
御

中
道
経
路
の
変
遷
図
」
を
転
載
。

（
９
）
長
島
泰
行
筆
画
・
岡
田
博
校
訂
解
説
『
江
戸
時
代
参
詣
絵
巻　

富
士
山
真
景
之
図
』（
名
著
出
版
、
一
九

八
五
年
）「
御
中
渡
巡
り
西
の
方　

大
沢
」
参
照
。

（
10
）
註
（
２
）『
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
』
下
「
富
士
山
下
」
項
参
照
。

（
11
）
渡
辺
正
臣
『
富
士
山
に
魅
せ
ら
れ
て
七
十
年
』（
渡
辺
フ
ミ
、
一
九
九
八
年
）「
富
士
山
・
剣
ガ
峯
大
沢

左
岸
直
登
」
参
照
。
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（
12
）『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
報
告
書
二
』（
山
梨
県
、
二
〇
一
六
年
）
資
料
編
「
Ⅲ　

御

中
道
資
料
」
参
照
。
雲
切
不
動
の
鳥
居
と
石
造
物
は
、
渡
辺
氏
が
確
認
し
た
以
降
に
大
沢
底
に
転
落
し

た
よ
う
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
右
岸
の
三
柱
神
社
前
に
移
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
13
）
註
（
11
）
渡
辺
『
富
士
山
に
魅
せ
ら
れ
て
七
十
年
』「
御
殿
庭
か
ら
お
中
道
を
剣
ガ
峯
大
沢
へ
」・
「
剣
ガ

峯
大
沢
右
岸
登
攀
」
参
照
。

（
14
）
註
（
２
）『
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
』
下
「
富
士
山
下
」
項
参
照
。

（
15
）『
史
跡
富
士
山　

大
宮
村
山
口
登
拝
道
調
査
報
告
書
』（
富
士
宮
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
）「
三　

現

況
」
参
照
。

（
16
）『
袖
日
記
（
八
番
・
九
番
）』（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
万
延
元
年
六
月
一
日
条
参
照
。

（
17
）
註
（
７
）『
富
士
山
大
沢
崩
れ
の
発
達
と
御
中
道
経
路
の
変
遷
』
参
照
。

（
18
）
註
（
12
）『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
二
』
資
料
編
「
Ⅲ　

御
中
道
資
料
」

参
照
。

（
19
）『
富
士
山
登
山
案
内
図
』（
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
）「
表
口
」
参
照
。

（
20
）
註
（
19
）『
富
士
山
登
山
案
内
図
』「
表
口
」
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
元
富
士
山
表
口
強
力
組
合
長
の
岩
見
功
様
、
富
士
宮
市
郷
土
資
料
館

館
長
の
渡
井
一
信
様
、
富
士
宮
市
文
化
課
学
芸
員
の
松
本
将
太
様
、
富
士
宮
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
嘱
託
員

の
志
村
和
恵
様
、
国
土
交
通
省
富
士
砂
防
事
務
所
調
査
課
調
査
課
長
の
黒
田
英
伸
様
、
同
調
査
係
長
の
望
月
浩

自
様
、
同
技
官
の
大
橋
優
輝
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第一部　本文編
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第
三
章
　
御
中
道
の
絵
葉
書

赤
　
池
　
栄
　
人

は
じ
め
に

　

口
絵
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
は
、
中
道
大
澤
室
で
発
行
さ
れ
た
『
冨
士
中
道

繪
葉
書
』（
以
下
絵
葉
書
と
す
る
）
で
あ
る
。
絵
葉
書
は
、
一
回
り
大
き
い
紙
袋
に
一
〇
枚
一
組

で
入
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
寶
永
山
・
十
二
ヶ
薬
師
牡
丹
畑
・
天
ノ
浮
橋
・
不
動
岩
・
大

澤
大
行
・
大
澤
石
瀧
ノ
全
景
・
三
柱
神
社
・
大
澤
達
磨
岩
・
御
庭
・
小
御
岳
神
社
と
な
っ
て
い
る
。

袋
の
表
に
は
、
表
題
と
発
行
元
で
あ
る
大
澤
室
の
名
前
が
表
記
さ
れ
、
富
士
山
と
二
人
の
道
者

の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
裏
に
は
朱
色
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ン
プ
は
、
富
士

山
頂
上
を
中
心
と
し
て
東
西
南
北
が
記
さ
れ
、
中
道
入
口
・
燕
澤
・
不
浄
流
・
下
り
須
走
口
・

御
殿
場
口
・
馬
之
背
・
宝
永
山
・
牡
丹
畑
・
十
二
ヶ
薬
師
・
大
宮
口
六
合
目
・
赤
澤
・
主
杖
流
・

鬼
ヶ
澤
・
桜
澤
・
天
ノ
浮
橋
・
不
動
岩
・
大
澤
石
瀧
・
大
澤
三
柱
神
社
・
前
谷
・
青
滑
澤
・
佛

石
澤
・
金
□
澤
・
吉
田
口
六
合
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
一
〇
枚
の
絵
葉
書
を
御
中
道
の
巡
拝
路
に
合
わ
せ
て
配
列
し
、
１
か
ら
10
ま
で

の
番
号
を
付
し
、
絵
葉
書
か
ら
読
み
取
れ
る
御
中
道
の
要
所
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

絵
葉
書

１
【
富
士
中
道
】
寶
永
山

　

宝
永
山
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
年
）
の
噴
火
に
よ
り
誕
生
し
た
噴
火
口
で
あ
る
。
絵
葉

書
は
、
宝
永
山
南
側
の
砂
石
の
火
口
縁
よ
り
宝
永
山
頂
を
見
上
げ
る
方
向
で
撮
影
し
て
い
る
。

頂
の
左
側
に
火
口
が
広
が
り
、
右
側
で
は
山
頂
の
赤
岩
が
崩
れ
て
い
る
様
子
が
写
さ
れ
て
い
る
。

２
【
富
士
中
道
】
十
二
ヶ
藥
師
牡
丹
畑

　

第
一
火
口
を
挟
ん
で
宝
永
山
の
向
か
い
に
は
、「
十
二
薬
師
」
と
呼
ば
れ
る
岩
脈
が
あ
り
、
そ

の
岩
脈
を
薬
師
如
来
を
守
護
す
る
十
二
神
将
に
準
え「
十
二
薬
師
」や「
十
二
神
」等
と
称
し
た
。

火
口
の
上
段
の
窪
ん
だ
部
分
が
「
十
二
薬
師
」
で
あ
る
。
ま
た
、
火
山
弾
の
こ
と
を
「
牡
丹
石
」

と
呼
び
、「
牡
丹
石
」
が
多
く
散
乱
し
て
い
た
た
め
「
牡
丹
畑
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
「
牡
丹
畑
」
が
転
じ
て
「
五
反
畑
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、『
富
士
山
道
知
留

辺
』（
１
）
に
は
「
五
反
畑
」
や
「
十
二
神
の
窟
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
富
士
山
真
景

之
図
』（
２
）
に
は
「
赤
岩
十
二
神
御
前
」
と
題
し
、
十
二
薬
師
を
拝
む
富
士
講
道
者
の
姿
が
描

か
れ
て
い
る
。

３
【
富
士
中
道
】
天
ノ
浮
橋

　

低
木
の
林
の
中
に
あ
る
天
ノ
浮
橋
へ
至
る
道
は
、
山
の
崖
に
直
接
道
を
拓
く
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
崖
に
沿
っ
て
木
な
ど
を
用
い
て
棚
の
よ
う
に
張
り
出
し
て
作
っ
た
桟
道
と

呼
ば
れ
る
道
を
拓
い
た
。
絵
葉
書
に
写
る
道
者
の
支
度
は
、
全
員
が
頭
に
六
尺
の
宝
冠
を
か
ぶ

り
、
行
衣
の
上
に
帯
を
締
め
、
手
に
は
七
尺
の
中
道
杖
を
持
ち
、
道
者
の
中
に
は
手
袋
を
し
て

い
る
者
も
い
る
。
下
は
股
引
を
履
い
て
下
腿
を
保
護
し
て
お
り
、
足
に
は
草
鞋
（
麻
草
鞋
か
）

を
履
い
て
い
る
。
先
頭
を
行
く
道
者
は
、
結
袈
裟
を
掛
け
肩
に
背
負
っ
た
の
は
御
身
抜
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
最
後
尾
の
強
力
は
麦
わ
ら
帽
子
の
よ
う
な
も
の
を
か
ぶ
り
、
法
被
と
背
負
子
を

背
負
っ
て
い
る
。

４
【
富
士
中
道
】
不
動
岩

　

天
ノ
浮
橋
を
渡
り
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
不
動
岩
（
石
）
と
呼
ば
れ
る
岩
が
あ
る
。
岩
の
足

元
に
は
「
不
動
岩
」
と
書
か
れ
た
角
柱
が
写
さ
れ
て
い
る
。『
富
士
山
真
景
ノ
図
』（
３
）
に
は
「
不

動
石
あ
り
、
是
は
大
岩
石
立
ち
た
る
へ
不
動
の
尊
像
彫
り
つ
け
て
有
る
を
云
う
」
と
あ
り
、
岩

に
は
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
不
動
尊
の
姿
が
推
測
さ
れ
る
が
、
絵
葉
書
か
ら
は
岩
の
表
面
に
は

削
り
取
っ
た
よ
う
な
痕
跡
が
み
ら
れ
、
不
動
尊
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

５
【
富
士
中
道
】
大
澤
大
行

第三章　御中道の絵葉書
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大
沢
を
渡
る
修
行
は
、
御
中
道
巡
廻
行
の
中
で
は
最
も
危
険
な
も
の
で
、「
大
沢
大
行
」
と
称

さ
れ
た
。
大
小
の
岩
や
砂
石
で
出
来
た
大
沢
の
崖
を
掘
削
し
て
道
を
拓
い
て
い
る
。
道
を
一
段

下
り
た
先
に
は
、
深
い
谷
を
渡
る
た
め
に
自
然
木
を
用
い
た
仮
橋
を
掛
け
て
い
る
。
橋
の
取
り

付
け
先
に
は
低
木
の
林
が
広
が
り
、
そ
の
手
前
に
は
巨
大
な
岩
石
が
写
っ
て
い
る
。
大
沢
を
行

く
六
人
の
道
者
は
、
宝
冠
を
か
ぶ
り
手
に
は
中
道
杖
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ろ
に
は
、
麦
わ

ら
帽
子
の
よ
う
な
も
の
を
か
ぶ
り
荷
物
を
背
負
っ
た
中
道
強
力
が
写
さ
れ
て
い
る
。

６
【
富
士
中
道
】
大
澤
石
瀧
ノ
全
景

　

大
沢
崩
は
日
本
最
大
級
の
浸
食
谷
で
あ
る
。
御
中
道
は
吉
田
口
を
起
点
に
時
計
回
り
に
廻
り
、

大
沢
の
縁
へ
至
っ
た
道
者
は
、
沢
そ
の
も
の
を
尊
び
大
沢
の
御
前
と
も
称
し
た
。
大
沢
の
落
石

を
止
め
そ
の
間
に
道
者
を
渡
す
こ
と
が
出
来
て
、
は
じ
め
て
大
先
達
と
し
て
の
資
格
が
認
め
ら

れ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
絵
葉
書
に
は
風
雨
や
気
温
の
変
化
な
ど
に
よ
り
浸
食
さ
れ
、
崩
落
し

た
ば
か
り
の
大
小
様
々
な
角
礫
が
岩
盤
の
間
を
埋
め
て
い
る
様
子
が
写
さ
れ
て
い
る
。

７
【
富
士
中
道
】
三
柱
神
社

　

平
入
り
の
神
殿
の
入
口
上
部
に
は
「
富
士
三
柱
大
神
」
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
、
神
殿
の
正
面

に
「
奉
納
」
と
記
さ
れ
た
賽
銭
箱
や
、
入
口
に
は
富
士
講
の
道
具
を
納
め
た
箱
、「
三
平
講
」
の

幔
幕
が
下
が
る
。
神
殿
前
の
両
脇
に
は
、
明
治
九
年
の
扶
桑
教
（
４
）
と
大
正
七
年
の
丸
岩
講
の

石
碑
（
５
）
が
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
布
製
の
マ
ネ
ギ
が
八
枚
と
、
神
田
七
講
の
「
祈
願
国
威

発
揚
・
武
運
長
久
」
と
書
い
た
布
が
入
口
の
左
右
の
柱
に
一
対
吊
下
が
る
。
布
マ
ネ
ギ
は
、
東

京
四
谷
南
元
登
山
会
、
山
三
麻
生
元
講
社
、
東
川
崎
講
社
、
山
敬
本
敬
神
講
な
ど
が
奉
納
し
て

い
る
。

８
【
富
士
中
道
】
大
澤
達
磨
岩

　

岩
盤
の
上
に
立
つ
達
磨
岩
と
そ
れ
を
見
上
げ
る
登
山
者
の
姿
が
写
っ
て
い
る
。
手
前
に
は
崩

落
し
た
角
礫
が
写
る
が
、
中
ほ
ど
に
進
む
に
つ
れ
角
礫
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
達
磨
岩
へ
渡

る
た
め
か
ロ
ー
プ
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
登
山
者
の
身
支
度
は
「
天
ノ
浮
橋
」〔
３
〕
や
「
大
澤
大

行
」〔
５
〕
に
写
る
富
士
講
道
者
と
は
異
な
り
、ズ
ボ
ン
を
履
き
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
う
等
、

近
代
登
山
の
格
好
を
し
て
い
る
。

９
【
富
士
中
道
】
御
庭

　

吉
田
口
五
合
目
か
ら
御
中
道
へ
向
か
う
途
中
に
広
が
る
御
庭
は
、
風
の
影
響
で
樹
勢
が
横
へ

広
が
り
そ
の
様
子
か
ら
「
天
狗
の
庭
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
手
前
の
巨
木
か
ら
山
頂
へ
近
づ

く
に
つ
れ
樹
高
を
低
く
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
様
子
が
写
っ
て
い
る
。「
五
合
目
天
地
堺
御

庭
」
や
御
庭
の
説
明
を
三
行
で
記
し
た
角
柱
が
あ
り
、
そ
の
手
前
に
は
香
台
が
置
か
れ
、
周
り

に
は
注
連
縄
と
注
連
柱
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
中
央
に
写
る
登
山
者
は
「
大
澤
達
磨
岩
」〔
８
〕

と
同
じ
く
近
代
登
山
の
格
好
を
し
て
お
り
、
そ
の
右
横
に
は
御
庭
の
説
明
が
記
さ
れ
た
看
板
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

10
【
富
士
中
道
】
小
御
岳
神
社

　

御
中
道
を
巡
る
道
者
は
、
出
発
前
に
中
道
巡
拝
の
受
付
番
号
を
事
前
に
受
け
取
り
、
周
廻
後

に
証
明
を
貰
い
御
師
か
ら
オ
ユ
ル
シ
を
貰
い
う
け
た
。
絵
葉
書
に
写
る
拝
殿
は
、
石
積
の
壁
で

保
護
さ
れ
て
お
り
拝
殿
の
入
り
口
の
前
に
は
、
中
道
杖
を
立
て
掛
け
る
た
め
か
横
に
一
本
の
木

材
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
木
材
を
挟
ん
だ
左
右
に
は
、
天
狗
門
ま
た
は
随
神
門
の
名
残
と
み
ら
れ

る
屋
根
の
あ
る
建
物
が
対
を
な
し
て
建
立
さ
れ
て
い
る
。
更
に
そ
の
手
前
に
は
、
東
京
丸
不
二

講
社
に
よ
る
講
紋
が
記
さ
れ
た
三
つ
の
桶
に
屋
根
を
付
し
た
奉
納
物
（
水
桶
か
）
が
左
右
一
対

で
奉
納
さ
れ
、「
国
威
宣
揚
皇
軍
健
勝
祈
願
祭
」・「
武
運
長
久
」
と
記
さ
れ
た
柱
と
樹
木
（
落
葉

松
か
）
が
写
っ
て
い
る
。

小
括

　

以
上
、
一
〇
枚
の
絵
葉
書
か
ら
読
み
取
れ
る
御
中
道
の
要
所
と
道
者
の
様
相
に
つ
い
て
考
察

を
試
み
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
以
下
の
三
点
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
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一
点
目
は
、
絵
葉
書
に
写
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
絵
葉
書
を
入
れ
た
袋
の
裏
面
に
押

さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
と
比
較
す
る
と
、
宝
永
山
と
十
二
ヶ
薬
師
以
外
は
、
大
沢
崩
を
中
心
と
し
た

富
士
山
西
側
の
行
場
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
絵
葉
書
を
発
行

し
て
い
た
の
が
大
沢
を
越
え
た
先
に
あ
る
大
澤
室
で
あ
り
、
大
沢
を
渡
り
終
え
た
道
者
に
「
大

沢
大
行
」
の
体
験
談
と
と
も
に
大
行
の
証
明
ま
た
は
土
産
と
し
て
絵
葉
書
を
購
入
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
大
澤
室
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
点
目
は
、
絵
葉
書
が
撮
影
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
三
柱
神
社
」〔
７
〕
と
「
小

御
岳
神
社
」〔
10
〕
の
絵
葉
書
に
写
っ
て
い
る
「
国
威
宣
揚
皇
軍
健
勝
祈
願
祭
」・「
武
運
長
久
」

等
か
ら
第
二
次
大
戦
前
も
し
く
は
大
戦
中
、
お
お
よ
そ
昭
和
十
年
か
ら
同
二
十
年
の
間
に
撮
影

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

三
点
目
は
、
御
中
道
巡
拝
に
対
す
る
認
識
の
変
化
で
あ
る
。
大
沢
室
に
残
さ
れ
た
「
御
中
道

巡
拝
名
簿
」（
６
）
に
は
、
戦
後
に
な
る
と
静
岡
県
立
富
士
高
等
学
校
生
物
部
や
山
と
渓
谷
社
、

日
本
ハ
イ
キ
ン
グ
倶
楽
部
等
と
い
っ
た
道
者
と
は
別
に
一
般
登
山
者
の
名
前
が
散
見
さ
れ
始
め

る
。
す
な
わ
ち
「
大
澤
達
磨
岩
」〔
８
〕
と
「
御
庭
」〔
９
〕
に
写
っ
て
い
る
近
代
登
山
の
服
装

を
し
た
登
山
者
は
、
富
士
山
が
信
仰
の
山
だ
け
で
は
な
く
観
光
地
と
し
て
認
識
さ
れ
は
じ
め
た

こ
と
の
先
駆
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
１
）
富
士
吉
田
市
教
育
委
員
会
『
富
士
吉
田
市
史 

史
料
編
第
五
巻
近
世
Ⅲ
』（
一
九
九
七
年
三
月
）

（
２
）
岡
田
博
校
訂
・
解
説
『
富
士
山
真
景
之
図 

江
戸
時
代
参
詣
絵
巻
』（
名
著
出
版
、
一
九
八
五
年
七
月
）

（
３
）
前
掲
註
（
２
）

（
４
）
山
梨
県
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
保
存
活
用
推
進
協
議
会
『
山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書

二  

資
料
編
』「
御
中
道
資
料
」
石
造
物
四
号

（
５
）
前
掲
註
（
４
）
石
造
物
二
号

（
６
）
前
掲
註
（
４
）
御
中
道
巡
拝
者
名
簿

第三章　御中道の絵葉書
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第
四
章
　
御
中
道
と
大
沢
室
の
奉
納
物

堀
　
内
　
　
　
眞

は
じ
め
に

　

富
士
山
の
中
腹
を
周
廻
す
る
中
道
と
呼
ば
れ
る
巡
拝
路
が
あ
る
。
富
士
講
の
修
行
の
中
で
次

第
に
固
定
化
さ
れ
、
発
展
し
て
き
た
修
行
路
で
あ
り
、
特
に
そ
の
修
行
の
こ
と
を
御
中
道
・
御

中
渡
と
呼
び
慣
わ
し
て
き
た
。
現
在
は
大
沢
付
近
が
大
規
模
に
崩
落
し
て
お
り
、
通
行
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
中
道
の
巡
拝
行
と
そ
れ
に
関
係
す
る
行
場
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て

み
た
い
。
特
に
大
沢
室
の
奉
納
物
に
注
目
し
て
、
こ
の
場
に
お
け
る
信
仰
の
生
成
や
発
展
に
つ

い
て
述
べ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　

中
道
に
つ
い
て
は
近
世
を
遡
る
資
料
等
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
村
山
口
の
歴
史
資

料
の
中
に
、「
七
合　

文
明
年
中
甲
州
」
と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
（
１
）。
こ
の
段
階
に
「
七

合
（
目
）」
と
い
う
認
識
は
な
い
が
、
中
腹
の
巡
廻
行
に
伴
う
施
設
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

近
世
前
期
頃
に
は
、
資
料
上
に
「
ふ
ち
や
う
か
た
け
」（
不
浄
ヶ
嶽
）
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ

は
中
道
の
起
点
と
な
る
場
所
で
あ
り
、
山
伏
が
こ
こ
に
滞
留
し
て
い
た
こ
と
か
ら
（
２
）、
そ
の

頃
ま
で
に
巡
拝
行
が
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

旧
来
の
禅
定
（
道
者
の
登
山
）
に
は
、
山
内
に
留
ま
っ
て
廻
峰
を
行
う
認
識
は
な
い
。
修
験

（
山
伏
）
の
行
法
の
実
践
か
ら
富
士
講
の
修
行
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
大
沢
周
辺
の
施
設
の

あ
り
方
も
、
不
動
を
祀
る
行
場
で
あ
っ
た
も
の
が
、
富
士
講
の
信
仰
拠
点
へ
と
転
換
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
中
道
に
つ
い
て
資
料
を
概
観
し
、
最
後
に
『
山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究

報
告
書
二
』
に
報
告
し
た
「
御
中
道
（
大
沢
室
）
周
辺
の
石
造
物
・
奉
納
物
一
覧
」
を
中
心
に

据
え
（
３
）、
富
士
信
仰
と
り
わ
け
富
士
講
の
展
開
を
知
る
基
礎
的
な
資
料
と
す
る
た
め
に
、
地

域
ご
と
に
再
整
理
し
た
も
の
を
、
そ
れ
以
前
の
デ
ー
タ
に
組
み
合
わ
せ
て
一
覧
表
に
し
て
第
二

部
「
大
沢
室
奉
納
物
一
覧
表
」
に
掲
げ
た
。
な
お
、こ
の
表
で
は
、富
士
に
到
着
し
た
道
者
（
登

拝
者
）
の
居
住
地
、
檀
那
所
（
道
者
場
）
に
つ
い
て
、
従
来
の
資
料
を
基
に
整
理
・
配
列
し
、

そ
こ
に
中
道
大
沢
室
の
奉
納
物
を
加
え
て
構
成
し
た
。
大
沢
の
資
料
は
、
富
士
講
に
即
し
た
も

の
が
主
体
を
占
め
る
た
め
、
こ
こ
で
は
関
東
地
方
に
つ
い
て
網
羅
的
に
掲
げ
、
そ
れ
以
外
の
地

域
は
資
料
の
所
在
の
記
述
に
と
ど
め
た
。

一
　
中
道
の
顕
在
化
と
巡
拝
行

　

中
道
は
富
士
山
の
中
腹
を
周
廻
す
る
道
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
頃
ま
で
に
そ
の
ル
ー
ト
が

固
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
道
廻
り
は
富
士
登
拝
に
付
随
し
て
山
腹
を
時
計
廻
り
に
一

周
す
る
修
行
と
し
て
実
践
さ
れ
た
も
の
で
、
近
代
に
な
る
と
行
楽
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
吉
田
口
の
六
合
五
勺
（
旧
来
の
五
合
五
勺
）、
不
浄
ヶ
嶽
の
岩
稜
を
出
発
点
と
し
て

須
走
口
の
五
合
目
を
目
当
て
に
下
り
、
須
山
口
（
現
、
御
殿
場
口
）
六
合
目
の
下
を
経
て
、
宝

永
山
に
至
る
。
こ
こ
を
五
反
畑
（
牡
丹
畑
）
と
い
う
。
宝
永
の
噴
火
口
の
下
の
窪
地
へ
出
る
。

こ
こ
に
十
二
薬
師
（
十
二
神
）
が
あ
る
。
こ
の
場
所
を
拝
し
て
後
、
ま
た
左
の
方
に
下
っ
て
、

村
山
口
（
現
、
富
士
宮
口
）
の
三
合
五
勺
に
達
し
、
さ
ら
に
村
山
口
を
五
合
目
ま
で
登
り
、
そ

こ
か
ら
大
沢
を
目
指
し
て
い
く
。
そ
の
間
に
鬼
ヶ
沢
や
天
浮
橋
と
い
う
桟
道
な
ど
が
あ
る
。
そ

れ
よ
り
大
沢
・
一
ノ
渡
・
不
動
岩
等
に
か
か
る
。
大
沢
は
岩
石
の
落
下
道
で
、
頂
上
よ
り
山
麓

に
及
ん
で
い
る
。
一
ノ
渡
・
二
ノ
渡
・
不
動
岩
な
ど
が
こ
の
付
近
に
あ
る
。
険
阻
で
あ
り
、
足

を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
が
た
い
の
で
、
下
の
方
に
出
て
、
ア
サ
ミ
ノ
平
と
い
う
所
を
越
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
岩
の
間
に
桜
が
多
く
、
六
月
の
初
め
に
よ
う
や
く
花
の
盛
り
に

逢
う
。
そ
う
し
て
毘
沙
門
岩
に
登
り
、
木
花
沢
（
桜
沢
）
・
仏
石
沢
・
空
木
沢
・
神
の
御
庭
を

過
ぎ
て
、
小
御
岳
に
出
て
下
山
す
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
地
誌
『
甲
斐
国
志
』
は
、

不
浄
岳
古
ハ
六
七
月
ノ
間
山
伏
此
処
ニ
籠
居
登
山
ノ
旅
人
不
浄
解
除
ノ
祓
セ
シ
所
ナ
リ
、

故
カ
ク
称
ス
ル
ト
ゾ
、
此
ヨ
リ
中
堂
廻
ノ
道
ア
リ
、
信
者
共
山
ノ
中
腹
ヲ
回
ル
ヲ
云
、
少

ク
上
テ
小
屋
ア
リ
、
穴
小
屋
ト
号
ス
、
本
尊
不
動
明
王
、

中
堂
廻
（
中
道
廻
り
）
の
基
点
と
す
る
不
浄
岳
に
つ
い
て
、
六
・
七
月
に
山
伏
が
駐
留
し
て
不

浄
解
除
の
祓
い
を
行
っ
た
こ
と
、
関
係
す
る
穴
小
屋
に
つ
い
て
も
併
記
す
る
（
４
）。
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第四章　御中道と大沢室の奉納物

場
所

「
八
葉
九
尊
図
」

「
月
旺
御
身
抜
」

「
冨
士
中
道
」

『
富
士
山
御
中
道
図
』

『
富
士
中
道
巡
』

『
日
本
地
理
体
系　

別
巻　

富
士
山
』

「
冨
士
中
道
絵
葉
書
」

「
中
道
之
記
」

中
道
大
沢
室
発
行

延
宝
八
年

延
宝
八
年

文
政
四
年

文
久
二
年

明
治
三
八
年

昭
和
六
年

（
挿
入
写
真
）

（
押
印
ス
タ
ン
プ
）

（
一
六
八
〇
）

（
一
六
八
〇
）

（
一
八
二
一
）

（
一
八
六
二
）

（
一
九
〇
五
）

（
一
九
三
一
）

中
宮

五
合
目

五
合
五
勺
目
砂
振

穴
小
屋

五
合
穴
小
屋

六
合
目
穴
小
屋

吉
田
口
六
合

黒
尾
根
（
１
）

中
道
入
口

七
合
取
附

艮
方
祖
母
懐
亀
岩
下

不
浄
岳

ふ
ち
や
う
か
た
け

不
浄
峯

不
浄
岳

不
浄
流

大
渡

不
浄
流

つ
ば
く
ろ
沢

乙
鳥
沢

燕
沢

燕
沢

柳
沢

な
め

不
浄
滝
・
不
浄
流

東
中
道
の
灌
木
帯
（
２
）

須
走
口

す
ハ
し
り

須
走
五
合
小
屋

東
方
須
走
口
五
合
目

東
口
五
合
目

東
口
五
合
五
勺

下
リ
須
走
口

　

う
は
こ
□

　

室
・
石
室
（
休
業
）

沙
走
道
（
下
山
道
）

沢
（
昨
年
崩
落
）

沢
（
三
四
年
前
に
出
き
し
）

不
動
沢
（
滑
沢
）

須
山
口
・
御
殿
場
口

須
山
口
五
合
小
屋

南
口
五
合
目　

室

御
殿
場
口
六
合

御
殿
場
口
六
合
目
付
近
の
中
道
（
３
）

御
殿
場
口

須
山
口
六
合
目

南
口
六
合
目　

室

御
殿
場
口
下
り
新
六
合

馬
の
背

馬
之
背

宝
永
山

宝
永
山

巳
方
宝
永
山
大
名
岳

宝
永
山
頂
上

宝
永
山

宝
永
山

宝
永
山

走
り

牡
丹
畑

御
本
畑
ケ

牡
丹
畑

牡
丹
畑

宝
永
火
口
側
の
中
道
と
牡
丹
畑
（
５
）

十
二
ヶ
薬
師
牡
丹
畑

牡
丹
畑

八
幡
石

十
二
の
薬
師

十
二
薬
師

十
二
薬
師
と
富
士
山
頂
（
４
）

十
二
ヶ
薬
師

大
宮
口
・
表
口

大
宮
口
表
五
合
小
屋

南
方
大
宮
口
五
合
目

西
口
六
合
目　

室
・
大
室

表
口
五
合
目
石
室

表
口
五
合
目
（
６
）

大
宮
口
六
合
目

　
　
　
　
　
　
　

雲
霧
不
動

日
蓮
上
人
行
場
の
立
石

赤
沢

赤
沢

手
杖
流

手
杖
流

手
杖
流
（
７
）

手
杖
□

未
方
牛
頭

行
者
石
の
下

金
明
水

鬼
ヶ
沢

鬼
ヶ
沢

未
方
鬼
ヶ
沢

鬼
ヶ
沢

鬼
ヶ
沢

鬼
ヶ
沢

桜
沢

桜
沢

桜
沢
（
８
）

桜
沢

姥
ヶ
懐

申
方
役
行
者
手
杖
流
シ

無
明
橋

無
明
之
橋

申
方
大
難
所
無
明
橋

無
冥
の
橋

（
無
明
橋
）

天
ノ
浮
橋

天
ノ
浮
橋

天
ノ
浮
橋

天
ノ
浮
橋

不
動
石

不
銅
石

不
動
石

大
沢
の
室
・
室

大
沢
一
ノ
越
、
達
磨
石
及
不
動
石
（
９
）

不
動
石

不
動
岩

（
潰
落
せ
し
腐
朽
の
木
材
）

西
方
第
一
大
難
所

雲
霧
不
動

大
沢
縁

大
沢
御
前

大
沢
南
岸
（
拝
所
）

大
沢

大
沢

大
沢
（
五
六
階
の
梯
子
）

一
ノ
越

□
之
岩
谷

一
ノ
越

（
一
ノ
越
）

二
ノ
越

　
　
　
　
　
　
　

越
場

二
ノ
越

大
沢
の
越
場
（
10
）

大
沢
大
行

大
渡
（
石
滝
の
岐
沢
）

石
の
滝
（
11
）

大
沢
石
瀧
ノ
全
景

大
沢
石
瀧

　
　
　
　
　
　
　

欠
込

新
道

大
沢
室

小
山
の
室

大
沢
休
泊
所

三
柱
神
社

三
柱
神
社

大
沢
三
柱
神
社

毘
沙
門
岩

比
砂
門
石

毘
沙
門
石

達
磨
石

大
沢
達
磨
岩

前
谷

前
谷

青
滑
沢

な
め
沢

乾
方
滑
沢
三
沢
有
之

滑
沢

青
滑
沢

青
滑
沢

仏
石
流

仏
石
山

仏
石
沢

仏
石
沢

乾
方
閼
伽
沢

赤
沢

滑
沢

亥
方
鳴
沢

空
木
沢

う
つ
き
沢

桜
沢

桜
沢

木
の
花
沢

桜
沢

戸
峯

戸
峯
よ
り
見
た
る
南
方
の
森
林
（
12
）

御
庭

御
庭

北
方
小
御
岳
御
庭

神
の
御
庭

御
庭

天
狗
の
庭
か
ら
瞰
た
下
界
（
13
）

御
庭

天
狗
ノ
御
庭

（
舟
津
道
）

小
御
岳

コ
ミ
た
け

小
み
た
け

小
御
岳

北
方
小
御
岳
鳥
居
前

小
御
嶽
山

小
御
嶽

中
道
巡
り
の
一
隊
（
14
）

小
御
嶽
神
社

　

天
狗
み
や

　

天
狗
堂

（
小
御
嶽
神
社
）

　

小
御
嶽
神
社

　

小
御
嶽
神
社

小
御
岳
神
社

小
御
岳
神
社

　

ハ
イ
テ
ン

　

中
道
杖
校
所

　

コ
マ

　

籠
堂

泉
ヶ
滝

和
泉
岳

北
方
小
御
岳
横
手
泉
ヶ
滝

砂
振

ス
ナ
フ
ル
イ

砂
振
井
小
家

五
合
ひ
も
合

五
合
五
勺
目

吉
田
口
六
合
目

北
方
小
御
岳
横
手
二
ノ
鳥
居

北
方
小
御
岳
横
手
一
ノ
鳥
居

五
合
目

表
１　

御
中
道
対
照
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同
じ
時
期
に
記
述
さ
れ
た
『
隔
掻
録
』
は
、

中
道
廻
リ
ノ
行
者
、
一
年
百
人
ニ
下
ラ
ズ
。
其
中
或
ハ
深
山
ノ
瘴
煙
ニ
感
ジ
、
或
ハ
露
宿

ノ
凍
餒
ニ
逼
リ
、
殞
命
ス
ル
者
往
々
有
ト
云
リ
。

と
記
す
よ
う
に
（
５
）、
毎
年
百
人
位
の
巡
拝
者
は
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、『
駿
河
国
新
風
土
記
』
は
、

コ
ノ
山
中
道
廻
リ
ト
云
コ
ト
ア
リ
。
役
小
角
初
メ
シ
ト
イ
ヘ
リ
。
未
詳
。
昔
ハ
山
ノ
五
合

ノ
所
ヲ
道
ヲ
定
メ
ズ
シ
テ
廻
リ
シ
ト
イ
ヘ
ド
、
近
年
ハ
大
カ
タ
定
レ
ル
道
ア
リ
（
中
略
）

中
道
廻
リ
ト
イ
ウ
コ
ト
、
古
ク
ヨ
リ
ア
ル
コ
ト
ニ
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
中
古
ヨ
リ
富
士
行

者
ナ
ド
ト
イ
ウ
モ
ノ
ノ
始
メ
シ
コ
ト
ニ
テ
、
今
モ
ソ
ノ
法
ヲ
奉
ル
モ
ノ
ノ
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
、

と
あ
り
（
６
）、
富
士
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
登
山
者
が
多
く
な
っ
た
後
に
起
こ
っ
た
も
の
と

推
測
し
て
い
る
。

　

中
道
廻
り
の
こ
と
を
、
御
中
道
、
な
い
し
は
御
中
渡
と
呼
称
し
、
そ
の
巡
拝
を
行
っ
て
き
た
。

近
世
後
期
か
ら
近
現
代
を
通
じ
て
の
巡
拝
は
、
時
代
に
よ
る
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
（
表
１
）。

　

も
と
は
不
浄
ヶ
嶽
（
岳
）
を
基
点
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
穴
小
屋
を
過
ぎ
、
鎌
岩

に
至
る
ル
ー
ト
を
取
る
。
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
版
行
の
「
八
葉
九
尊
図
」
は
、
不
浄
ヶ
嶽

に
は
「
ふ
ち
や
う
か
た
け
」
の
文
字
を
添
え
、
登
山
道
よ
り
も
左
手
（
東
側
）
に
回
り
込
ん
で

描
写
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
登
山
道
に
沿
う
場
所
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
む

し
ろ
不
浄
流
の
近
く
に
存
在
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
も
と
も
と
の
不
浄
ヶ
嶽
は
、
中
道
上

の
一
地
点
か
ら
登
山
道
に
沿
っ
た
場
所
（
五
合
五
勺
）
に
進
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
登
山
道

を
基
点
と
す
る
も
の
に
再
編
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
誌
類
に
見
る
よ
う
に
、
不
浄
ヶ
岳
は
中
道
廻
り
の
起
点
と
な
り
、
こ
こ
よ
り
中

堂
廻
の
道
が
あ
る
。
信
者
（
富
士
講
中
）
共
が
山
の
中
腹
を
廻
る
こ
と
を
い
う
。
少
し
登
る
と

小
屋
が
あ
り
、穴
小
屋
と
い
う
。
登
頂
を
終
え
た
信
者
は
こ
こ
ま
で
下
山
し
、穴
小
屋
ま
で
戻
る
。

表
で
見
る
よ
う
に
、
穴
小
屋
と
不
浄
岳
の
記
載
順
序
は
錯
綜
が
あ
り
、
中
道
に
沿
っ
た
不
浄
岳

を
近
代
に
な
る
と
不
浄
流
と
呼
び
替
え
て
い
る
。
不
浄
流
は
燕
沢
と
同
一
か
。
こ
こ
か
ら
須
走

口
五
合
目
（
五
合
五
勺
）
を
経
て
、
須
山
口
（
現
、
御
殿
場
口
）
六
合
へ
向
か
う
。
宝
永
山
、

御
本
畑
（
牡
丹
畑
）、
八
幡
石
を
過
ぎ
、
大
宮
口
表
五
合
へ
到
着
す
る
。
さ
ら
に
、
鬼
ヶ
沢
、

無
明
之
橋
、
不
動
石
の
所
在
す
る
大
沢
縁
へ
掛
か
り
、
越
場
（
二
ノ
越
、
大
沢
の
越
場
）
か
ら

対
岸
へ
欠
込
む
。
明
治
に
な
る
と
、
こ
こ
に
大
沢
室
（
休
泊
所
）
が
で
き
る
。
比
砂
門
石
（
毘

沙
門
石
）、
な
め
沢
、
仏
石
山
、
う
つ
き
沢
（
空
木
沢
）、
桜
沢
を
越
え
、
御
庭
か
ら
小
御
岳
に

出
る
。
さ
ら
に
和
泉
岳
、
五
合
ひ
も
合
で
、
も
と
の
吉
田
口
に
戻
る
。
ひ
も
合
は
紐
を
結
び
合

わ
せ
る
意
味
と
考
え
ら
れ
、
ス
ナ
フ
ル
イ
に
は
砂
振
小
屋
が
存
在
し
た
。

　

遡
っ
て
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
延
宝
段
階
に
版
行
さ
れ
た
「
八
葉
九
尊
図
」
に
は
、

中
道
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（
７
）。
登
山
道
か
ら
分
岐
し
、「
中
宮
大
日
」（
現
、
吉
田
口
五
合
目
）

を
経
て
「
コ
ミ
た
け
」（
小
御
嶽
）
に
至
る
横
道
を
、
登
山
道
と
同
じ
よ
う
に
点
線
で
描
く
が
、

そ
の
前
・
後
に
延
び
る
道
は
な
い
。
同
図
を
用
い
た
中
世
か
ら
の
系
譜
を
引
く
古
層
の
富
士
信

仰
と
は
、
富
士
講
中
は
信
仰
世
界
を
異
に
し
て
い
る
が
、
富
士
講
村
上
派
の
月
旺
の
御
身
抜
も
、

こ
の
巡
拝
路
を
線
で
結
ん
で
描
写
し
て
は
い
な
い
（
８
）。

　

中
道
は
富
士
講
の
行
者
（
信
者
）
の
巡
拝
行
に
よ
っ
て
、
次
第
に
固
定
化
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
後
期
の
文
政
十
三
年
（
一
八
四
二
）
頃
に
は
、
表
１
に
見
る
よ
う
な
形

で
整
備
さ
れ
、
富
士
講
村
上
派
の
行
者
た
ち
は
、
こ
の
道
を
使
っ
て
修
行
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
巡
拝
路
の
中
で
、
大
宮
口
五
合
か
ら
「
雲
霧
不
動
」
へ
下
り
、
再
び
中
道
へ
戻
る
よ

う
に
記
述
す
る
。
同
不
動
は
、「
こ
の
所
ハ
白
子
な
る

⃝

瀧
富
沢
繁
右
衛
門
と
い
ふ
者
寛
政
五

年
六
月
廿
日
よ
り
三
十
八
日
目
に
し
て
見
出
し
た
る
と
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
（
９
）、
白
子

（
現
、
埼
玉
県
和
光
市
）
に
居
住
す
る
丸
瀧
講
先
達
の
繁
右
衛
門
が
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

以
降
に
雲
霧
不
動
を
祀
る
行
場
と
し
て
開
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
一
八
世
紀
末
に
は
、

中
道
を
利
用
し
て
南
口
（
大
宮
口
）
に
近
接
す
る
行
場
を
往
復
す
る
巡
拝
行
が
定
着
し
て
い
る
。

現
在
、
雲
霧
不
動
に
祭
祀
さ
れ
て
い
た
不
動
明
王
像
は
、
村
山
大
日
堂
（
富
士
宮
市
）
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
石
造
物
（
富
士
講
碑
）
の
中
で
、「
御
中
道
」（
御

中
渡
）
を
記
す
も
の
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
頃
か
ら
出
現
す
る
（
10
）。

第一部　本文編
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二
　
富
士
講
中
の
御
中
道

　

月
旺
御
身
抜
の
以
降
の
も
の
と
し
て
、
文
化
文
政
期
の
中
道
に
関
係
す
る
資
料
が
、
前
述
し

た
月
旺
御
身
抜
に
関
す
る
中
道
大
願
成
就
も
の
以
外
に
三
点
掲
げ
ら
れ
（
11
）、
こ
の
頃
に
中
道

の
巡
拝
が
盛
行
し
、
そ
の
形
態
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一

五
）
に
堀
端
屋
旦
家
の
下
総
千
葉
町
（
千
葉
市
）
の
参
詣
人
槌
屋
八
五
郎
と
上
総
木
更
津
（
木

更
津
市
）
の
大
先
達
石
井
善
治
良
は
強
力
七
兵
衛
の
案
内
で
御
中
渡
の
巡
拝
を
願
い
出
て
い
る
。

翌
年
に
は
御
師
の
年
行
司
衆
中
・
役
頭
衆
中
へ
久
々
田
村
（
習
志
野
市
）
の
三
人
が
御
中
渡
印

鑑
・
切
手
交
付
願
を
提
出
し
て
い
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
は
「
勤
之
」
た
村
上
照
山

が
中
道
巡
拝
の
覚
書
を
残
し
て
い
る
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
『
富
士
山
御
中
道
図
』（
中
村
力
家
蔵
）
が
制
作
さ
れ
た
。

川
口
御
師
（
神
官
）
の
上
総
大
夫
秦
一
之
（
中
村
信
道
ヵ
）
が
河
口
か
ら
の
富
士
山
北
口
の
認

識
を
、『
富
士
山
明
細
図
』
を
も
と
に
描
い
て
い
る
（
12
）。
そ
の
中
に
は
、
二
三
枚
の
絵
が
掲

げ
ら
れ
る
。
①
「
富
士
北
口
登
山
五
合
目
」、
②
「
北
口
登
山
五
合
五
勺
目
砂
振
」、
③
「
六
合

目
穴
小
屋
」、
④
「
七
合
取
附
」、
⑤
「
御
中
道
艮
方
祖
母
懐
亀
岩
下
」、
⑥
「
御
中
道
東
方
須

走
口
五
合
目
」、
⑦
「
御
中
道
須
山
口
六
合
目
」、
⑧
「
御
中
道
巳
方
宝
永
山
大
名
岳
」、
⑨
「
南

方
大
宮
口
五
合
目
」、
⑩
「
御
中
道
未
方
牛
頭
」、
⑪
「
御
中
道
未
方
鬼
ヶ
沢
」、
⑫
「
御
中
道

申
方
役
行
者
手
杖
流
シ
」、
⑬
「
御
中
道
申
方
大
難
所
無
明
橋
」、
⑭
「
御
中
道
西
方
第
一
大
難

所
大
沢
御
前
」、
⑮
「
御
中
道
戌
方
滑
沢
三
沢
有
之
」、
⑯
「
御
中
道
乾
方
閼
伽
沢
」、
⑰
「
御

中
道
亥
方
鳴
沢
」、
⑱
「
北
方
小
御
岳
御
庭
」、
⑲
「
御
中
道
北
方
小
御
岳
鳥
居
前
」、
⑳
「（
小

御
岳
神
社
）」、
㉑
「
北
方
小
御
岳
横
手
泉
ヶ
滝
」、
㉒
「
北
方
小
御
岳
横
手
二
ノ
鳥
居
」、
㉓
「
北

方
小
御
岳
一
ノ
鳥
居
御
中
道
大
尾
」
を
描
写
す
る
。
起
点
を
天て
ん
ち
の
さ
か
い

地
境
の
中
宮
と
し
て
不
浄
ヶ
嶽

は
記
さ
な
い
。
ま
た
万
葉
の
歌
か
ら
の
着
想
な
の
か
、
鳴
沢
を
挿
入
し
て
い
る
。

　

吉
田
口
か
ら
御
中
道
に
踏
み
出
す
も
の
は
、
穴
小
屋
よ
り
入
る
。
そ
こ
に
宿
泊
し
て
、
翌
日

に
中
道
を
廻
る
。
中
道
は
非
常
な
荒
山
で
あ
り
、
危
険
が
伴
う
の
で
、
頭
に
宝
冠
を
被
り
中
道

杖
を
用
い
る
。
道
に
慣
れ
た
中
道
強
力
を
立
て
る
。
麻
の
草
鞋
に
履
き
替
え
て
、
早
朝
に
小
屋

を
出
発
し
、
日
暮
ま
で
に
大
沢
室
に
到
着
す
る
よ
う
に
し
た
。
大
沢
室
に
宿
泊
し
、
小
御
嶽
神

社
で
お
許
し
を
受
け
て
下
向
す
る
。
富
士
講
中
は
、
こ
の
大
沢
を
渡
る
大
行
を
「
御
中
渡
」
と

い
い
、
こ
の
道
を
踏
む
こ
と
を
「
御
中
道
」
と
呼
び
慣
わ
し
て
い
る
。

　

東
講
の
富
士
登
山
と
御
中
道
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
か
ら
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）

ま
で
記
録
さ
れ
る
。
登
山
と
中
道
、内
八
海
廻
り
な
ど
を
記
す
。
御
中
道
は
、明
治
十
五
・
十
六
・

十
七
年
と
、
同
二
十
五
・
三
十
四
年
に
踏
歩
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
（
13
）。

　

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）の
「
中
道
分
」は
、須
走
小
申
十
郎
分
の
中
道
廻
り
祈
祷
料
弐
円
、

中
道
強
力
二
人
分
八
〇
銭
に
一
〇
銭
の
色
を
つ
け
て
い
る
（
一
人
四
〇
銭
＋
五
銭
）。
中
道
の

小
札
（
神
札
）
四
五
枚
分
二
二
銭
五
厘
、
上
・
下
小
申
分
茶
代
一
人
に
つ
き
二
〇
銭
、
頂
上
・

五
反
畑
・
大
沢
で
強
力
へ
の
祝
儀
、
大
沢
東
方
茶
屋
の
茶
代
、
大
沢
茶
屋
の
茶
代
と
宿
泊
料
を

支
出
し
て
い
る
。
同
帳
の
中
に
「
大
沢
東
方
茶
屋
」
と
「
大
沢
茶
屋
」
が
記
さ
れ
る
。
大
沢
東

方
茶
屋
は
、
明
治
二
十
五
年
に
は
「
大
沢
不
動
石
続
き
の
小
屋
」
と
記
述
さ
れ
、
大
沢
左
岸
に

存
在
し
た
小
屋
（
大
沢
の
室
）
と
考
え
ら
れ
る
。
須
走
口
登
山
道
を
上
下
し
て
中
道
を
廻
っ
て

い
る
。

三
　
中
道
大
沢
地
点

　

大
沢
は
、
中
道
の
中
で
最
も
危
険
な
場
所
で
あ
り
、
扶
桑
教
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
そ
の
こ

と
を
ま
ず
、
石
造
物
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
（『
富
士
山　

報
告
書
二
』
を
再
録
）。

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
八
月
二
日
、
扶
桑
教
安
産
教
会
長
の
伊
藤
力
は
初
め
て
中
道
を
踏

み
、
そ
の
感
慨
を
歌
に
残
し
て
い
る
。
女
性
の
登
山
が
解
禁
さ
れ
て
四
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、

齢
七
四
歳
で
あ
っ
た
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
同
日
に
富
士
講
碑
（
歌
碑
）
が
造
立
さ
れ

た
（
石
造
物
四
号
）。

（
正
面
）　

明
治
九
年
八
月
二
日
は
じ
め
て
こ
の

　
　
　
　
　

道
を
開
き
た
る
時
よ
め
る

　
　

な
め
い
し
の
も
と
よ
り
出
て
ひ
と

山
桜　

す
ち
の
冨
士
の
中
道

第四章　御中道と大沢室の奉納物
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ふ
み
わ
け
に
計
り

　
　
　
　
　

千
葉
県
市
原
郡
養
老
村
山
田
伊
藤
力
事

　
　
　
　
　
　
　
　

扶
桑
教
安
産
教
会
長
齢
七
十
四
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
教
正
藤
行

（
左
面
）　

大
正
四
年
八
月
二
日
建
立

（
背
面
）　

藤
行
君
同
村
筆
者

　
　
　
　
　

小
社
長
本
吉
良
平

　
　
　
　

中
道
室
主　

七
十
六
翁

　
　
　
　
　

中
村
歌
三
郎

と
あ
る
。
揮
毫
は
藤
行
（
本
吉
良
平
）
で
あ
り
、
中
道
室
（
大
沢
室
）
主
は
中
村
歌
三
郎
と
記

さ
れ
る
。
小
屋
主
は
大
宮
の
者
か
ら
船
津
（
富
士
河
口
湖
町
）
の
中
村
に
変
わ
っ
て
い
る
。
大

沢
室
と
扶
桑
教
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
最
古
の
碑
で
あ
る
。

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
野
州
上
彦
間
（
栃
木
県
藤
岡
町
）
の
金
山
清
は
、
新
道
沿
い

の
岩
盤
に
作
歌
を
記
し
て
い
る
（
石
造
物
一
号
）。

　

道
に
こ
る
心　

眞
の

　
　
　

ひ
と
す
し
に

　
　

ふ
み
わ
け
初
し

　
　
　

冨
士
の
中
道

　
　

金
山
清
新
道

　
　
　
　

野
州
上
彦
間

　
　
　
　
　

金
山
清

の
歌
を
大
岩
に
彫
り
込
ん
で
、
こ
の
岩
場
前
を
通
過
す
る
道
（「
金
山
清
新
道
」）
に
標
示
し
た
。

二
ノ
越
を
整
備
し
た
新
道
は
こ
こ
を
登
っ
て
大
沢
室
へ
向
か
う
。

　

な
お
、
大
沢
室
は
こ
の
時
期
に
存
在
し
て
い
る
。
室
（
山
小
屋
）
は
船
津
の
中
村
歌
三
郎
が

所
有
し
た
。

　

大
沢
室
入
口
の
右
側
に
富
士
講
碑
が
建
つ
（
石
造
物
二
号
）。
富
士
山
溶
岩
の
自
然
石
。

（
正
面
）　

埼
玉
県
北
足
立
郡
大
門
村
大
字
差
間

　
　
　
　
　
　

扶
桑
教
丸
岩
一
信
講
社
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
教
正　

鯨
井
一
行
心
山

日
　

中
道　

登
山

⃝

岩　

中
道　

五
十
度
記
念
碑

　

開
山

月　
　
　
　
　
　
　

内
外
八
湖
修
行
成
就

　
　
　
　
　
　

大
正
七
年
八
月　

男
豊
行
書

と
あ
り
、
扶
桑
教
丸
岩
一
信
講
社
大
教
正
の
鯨
井
一
行
心
山
が
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
造

立
し
た
。
同
講
社
は
大
門
（
さ
い
た
ま
市
緑
区
）
や
差
間
（
埼
玉
県
川
口
市
）
に
分
布
し
た
。

　

大
沢
南
岸
に
「
大
沢
東
方
小
屋
」（「
大
沢
の
室
」）
が
あ
り
、
そ
の
対
岸
に
こ
こ
で
述
べ
て

い
る
「
小
山
の
室
」（
大
沢
室
）
が
あ
っ
た
。
大
沢
の
縁
に
大
沢
御
前
と
い
う
場
所
が
あ
る
。

木
造
鳥
居
が
建
ち
、
傍
ら
に
「
参
明
藤
開
山
石
塔
」（「
雲
霧
不
動
尊
」）
が
存
在
し
た
（
石
造

物
三
号
）（
14
）。
こ
の
石
造
物
の
造
立
供
養
は
、明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
九
月
一
日
に
、「
須

走
口
五
合
五
勺
ま
で
登
り
、
参
明
藤
開
山
石
塔
の
内
供
養
」
が
行
わ
れ
、
飯
泉
村
（
小
田
原
市
）

東
講
の
先
達
夏
目
作
兵
衛
は
こ
の
供
養
に
参
加
し
て
い
る
（
15
）。
須
走
口
登
山
道
で
の
内
供
養

の
後
、
大
沢
の
縁
（
大
沢
御
前
）
に
設
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
大
沢
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、

こ
の
石
碑
は
沢
中
に
転
落
し
た
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
の
大
沢
室
巡
拝
者
名
簿
の
八

月
十
五
日
欄
に
は
、
中
村
他
三
名
が
名
前
を
記
し
、「
大
沢
渡
場
の
拝
所
か
ら
雲
霧
不
動
尊
（
石

柱
）
を
神
殿
ま
で
御
移
し
ま
し
た
」
と
記
さ
れ
る
（
16
）。
こ
の
石
塔
（
石
碑
）
は
、
神
奈
川
県

方
面
の
石
屋
が
同
地
の
石
材
を
用
い
て
製
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
17
）。

　

正
面
は
、
御
中
渡
・
雲
霧
開
の
ほ
か
、
東
石
・
東
・
⃝教
社
中
、
⃝岩
講
社
、
⃝東
・
山
眞
・
⃝瀧
・

⃝岡
・
⃝壽
・
⃝川
社
中
、

　

右
面
は
、
⃝明
子
易
宿
・
⃝藤
雨
坪
村
・
一
山
武
州
久
良
岐
郡
根
岸
村
・
相
州
足
柄
下
郡
大
友
村

社
中
、
御
殿
場
伴
野
佐
吉
、

第一部　本文編
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左
面
は
、
明
治
十
五
壬
午
年
八
月
、
□
□
造
酒
三
・
米
山
大
住
・
野
木
永
覚
と
あ
り
、
こ
の

三
名
は
須
走
の
御
師
で
あ
る
。

　

背
面
は
、「
相
州
社
中
」
の
地
名
と
氏
名
、「
武
州
仝
」（
社
中
）
の
⃝本
・
⃝日
社
中
、
川
島
田
・

永
原
・
中
畑
定
宿
・
ゴ
テ
ン
バ
石
工
（
以
上
、
御
殿
場
市
）
の
氏
名
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
須

走
口
に
寄
り
つ
い
た
富
士
講
社
中
を
書
き
連
ね
る
。
神
奈
川
県
下
の
富
士
講
社
中
や
村
々
、
山

元
の
関
係
者
が
寄
進
し
て
造
立
し
た
も
の
。

　

碑
中
に
あ
る
富
士
講
社
は
、
横
浜
市
（
⃝本
・
⃝日
・
イ
チ
ヤ
マ
）、
伊
勢
原
市
（
⃝明
）、
南
足
柄

市
（
フ
ジ
ノ
マ
ル
）
が
地
名
と
笠
印
を
記
し
、
一
〇
講
が
笠
印
の
み
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
多

く
は
横
浜
に
存
在
し
た
も
の
（
18
）。
村
名
は
伊
勢
原
・
秦
野
・
平
塚
市
（
旧
中
郡
）、
南
足
柄

市
（
足
柄
上
郡
）、
小
田
原
市
（
足
柄
上
・
同
下
郡
）
の
村
々
で
あ
り
、
須
走
口
を
利
用
し
て

登
拝
す
る
富
士
講
社
や
村
々
が
寄
進
し
て
造
立
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
吉
田
御
師
の
檀
那
所

と
は
重
な
ら
な
い
。
こ
の
第
三
号
以
外
の
も
の
が
、
大
沢
室
の
神
殿
前
に
造
立
さ
れ
た
石
造
物

で
あ
る
。

四
　
大
沢
室
「
神
殿
」
の
奉
納
物

　

万
延
の
縁
年
ま
で
、
縁
年
を
契
機
と
し
て
、
中
道
や
関
連
す
る
施
設
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
中
道
の
中
で
、
大
正
度
に
そ
の
傾
向
が
著
し
い
の
は
、
大
沢
室
に
限
定
さ
れ
る
。
屋
外

に
建
つ
石
造
物
は
、
縁
年
に
先
立
つ
大
正
四
年
か
ら
同
七
年
に
造
立
さ
れ
、
縁
年
に
間
に
合
わ

せ
て
い
る
。
縁
年
へ
の
対
応
は
、
大
正
八
・
九
年
の
大
沢
室
の
「
神
殿
」（
の
ち
に
三
柱
神
社
）

築
造
を
め
ぐ
っ
て
顕
在
化
す
る
。

　

神
殿
建
物
の
建
造
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
な
い
。
建
物
の
外
壁
は
全
面
に

張
ら
れ
て
い
る
。
内
壁
と
天
井
は
、
枠
が
組
み
込
ま
れ
る
の
み
で
、
両
方
に
壁
板
は
張
ら
れ
て

い
な
い
。
奉
納
額
を
壁
板
や
天
井
板
の
代
わ
り
に
内
壁
と
天
井
に
用
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

　

奉
納
物
（
板
マ
ネ
ギ
を
は
め
込
ん
だ
奉
納
額
）
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
正
面
の
奥
壁
（
東

壁
）
左
側
に
、
年
代
が
明
ら
か
な
奉
納
額
〔
１
‐
①
〕（
報
告
書
二
の
整
理
番
号
、
以
下
同
じ
）

が
貼
り
付
け
ら
れ
る
。
大
正
八
年
の
「
神
田
七
講　

大
正
九
庚
申
年
七
月
吉
日　

中
道
大
沢
室

建
立
記
念
」
を
中
央
に
配
し
た
も
の
。
同
七
講
の
⃝皇
（
一
四
枚
）、
カ
ク
タ
（
山
田
、
一
四
枚
）、

⃝田
（
八
九
枚
）、
⃝吉
（
三
四
枚
）、
山
身
（
三
五
枚
）
の
五
講
中
の
マ
ネ
ギ
が
は
め
込
ま
れ
る
。

⃝月
・
清
水
・
山
一
・
⃝藤
・
山
咲
講
は
な
い
。
そ
の
下
の
奉
納
額
〔
１
‐
②
〕
は
、
⃝京
（
鍋
町
・

練
塀
町
、
二
枚
）、
廿
六
夜
講
（
麹
町
区
二
番
町
、
一
枚
）、
⃝明
（
東
京
・
深
川
、
三
枚
）、
⃝嘉
（
二

枚
）、
山
玉
（
三
枚
）、
山
吉
（
二
枚
）、
⃝弘
（
一
枚
）、
山
高
（
一
枚
）
か
ら
な
る
「
深
川
十
講
」

で
あ
り
、
一
番
下
の
隙
間
は
、
奉
納
金
額
と
奉
納
者
名
を
記
し
た
木
札
を
並
べ
打
ち
付
け
て
埋

め
る
。
同
じ
奥
壁
で
も
、
中
央
の
祭
壇
を
挟
ん
だ
南
側
は
、
通
常
の
板
壁
に
な
っ
て
い
る
。

　

北
壁
・
左
側
の
上
位
に
、
タ
テ
カ
ワ
（
立
川
・
九
枚
）、
山
真
（
一
六
枚
）、
マ
ル
ト
ウ
（
⃝藤
・

七
五
枚
）、
山
万
あ
さ
（
二
八
枚
）、
山
三
（
一
枚
）
の
マ
ネ
ギ
か
ら
な
る
額
〔
１
‐
①
〕
を
貼

り
付
け
る
。
下
位
は
、
山
富
⃝平
・
タ
テ
カ
ワ
・
山
桜
登
元
講
・
⃝富
三
夜
講
の
大
マ
ネ
ギ
各
一
枚

と
⃝京
講
（
八
枚
）
を
組
み
込
ん
だ
も
の
〔
１
‐
②
〕。
⃝京
・
⃝富
講
は
神
田
八
講
の
う
ち
。

　

北
壁
・
中
央
上
位
に
、「
元
十
三
講
」
の
奉
納
額
〔
２
‐
①
〕
が
貼
り
付
け
ら
れ
る
。
⃝岩
（
一

〇
枚
）、
⃝参
（
二
枚
）、
月
三
（
三
枚
）、
月
参
（
一
枚
）、
⃝谷
（
三
枚
）、
⃝嘉
（
一
枚
）、
内
丸
（
一

枚
）、
山
護
（
一
枚
）、
⃝京
（
九
枚
）
の
マ
ネ
ギ
を
額
に
は
め
込
む
。
そ
の
下
位
の
額
〔
２
‐
②
〕

は
、
上
位
と
同
じ
規
格
で
、
一
体
で
製
作
さ
れ
た
も
の
。
⃝京
（
五
枚
）、
⃝瀧
（
一
四
枚
）、
東
（
二

枚
）、
山
花
（
一
枚
）、
官
位
（
二
枚
）、
山
三
（
一
枚
）、
⃝岩
（
三
枚
）、
山
咲
（
一
枚
）、
⃝生
（
二

枚
）、
山
高
（
五
枚
）
の
マ
ネ
ギ
を
は
め
込
む
。
同
一
三
講
を
網
羅
す
る
。

　

北
壁
・
右
側
上
位
の
額
は
、
上
二
段
を
山
三
講
（
三
八
枚
）
な
ど
が
占
め
る
〔
３
‐
①
〕。

そ
の
ほ
か
は
山
一
（
二
枚
）、
⃝岩
（
一
枚
）、
タ
テ
カ
ワ
（
三
枚
）
で
あ
る
。
三
・
四
段
は
、
瑞

江
（
江
戸
川
区
）
な
ど
の
割
菱
八
行
（
五
四
枚
）、
五
か
ら
七
段
ま
で
が
横
浜
市
元
浜
町
四
丁

目
の
割
菱
同
行
（
七
三
枚
）
で
あ
る
。「
東
京
府
下
南
葛
飾
郡
瑞
江
」
や
横
浜
市
に
講
が
族
生

し
て
い
る
。
下
位
は
、
神
田
八
講
（
扶
桑
教
、
一
枚
）
の
も
の
〔
３
‐
②
〕。
⃝水
（
三
枚
）、

不
二
（
三
枚
）、
⃝睦
（
一
四
枚
）、
⃝徳
（
一
枚
）
で
あ
る
。
正
面
祭
壇
の
腰
壁
も
割
菱
八
行
瑞
江

松
江
睦
講
の
奉
納
額
〔
５
‐
①
〕（
四
〇
枚
）
で
あ
る
。

　

南
壁
は
昭
和
以
降
に
奉
納
額
を
張
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
左
側
中
段
の
額
〔
７
‐
②
〕

第四章　御中道と大沢室の奉納物
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は
⃝水
講
社
（
二
二
枚
）
の
も
の
。
同
下
段
の
額
〔
７
‐
③
〕
は
⃝仙
（
一
二
枚
）、
山
光
（
二
枚
）、

開
山
（
一
枚
）、
巴
（
一
枚
）、
山
一
（
木
花
元
講
・
一
枚
）、
山
身
⃝禄
（
二
枚
）、
山
正
広
（
一
枚
）

を
組
み
込
ん
だ
も
の
で
、
神
田
八
講
の
も
の
。
南
壁
中
央
の
中
段
〔
８
‐
②
〕
は
⃝谷
（
大
久
保

十
七
夜
講
）、⃝藤
（
廿
六
夜
登
山
会
）、⃝谷
（
廿
六
夜
講
社
）
の
大
マ
ネ
ギ
（
三
枚
）
と
、下
段
〔
８

‐
③
〕
山
桜
（
野
州
佐
野
越
名
開
運
講
社
）、
⃝前
（
群
馬
県
前
橋
市
）、
山
桜
（
浅
草
十
七
夜
・

登
元
講
社
）、
木
花
（
東
京
府
下
荏
原
郡
羽
田
町
）
の
大
マ
ネ
ギ
（
四
枚
）
で
あ
り
、
東
大
久

保
町
（
新
宿
区
）
廿
六
夜
講
社
は
「
大
正
九
年
七
月
吉
日
」、
⃝藤
講
の
「
麹
下
六
」（
廿
六
夜
）

を
中
心
と
し
た
登
山
会
は
「
大
正
拾
弐
年
七
月
廿
日
中
道
紀
年
」、
越
名
開
運
講
社
は
「
大
正

拾
壱
年
七
月
吉
日
」、
⃝前
講
社
は
「
昭
和
六
年
六
月
吉
日
」
に
そ
れ
ぞ
れ
中
道
を
廻
っ
て
い
る
。

南
壁
右
側
の
額
〔
９
‐
②
〕
は
山
吉
惣
元
講
（
神
田
・
二
五
枚
）、
大
井
町
（
九
枚
）
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
、
本
来
の
額
の
形
態
で
掲
げ
た
も
の
が
あ
り
、
太
刀
奉
納
額
〔
９
‐
①
〕（
南

壁
右
側
）
と
、「
元
祖
身
禄
霊
神
」〔
６
‐
①
〕（
東
壁
右
側
）、「
浅
間
大
神
」〔
７
‐
①
〕（
南

壁
左
側
）、「
雲
霧
不
動
明
王
」〔
８
‐
①
〕（
南
壁
中
央
）
の
三
枚
セ
ッ
ト
の
も
の
が
あ
る
。
太

刀
奉
納
額
は
、
大
正
十
一
年
八
月
吉
祥
日
に
神
田
七
講
内
の
⃝田
講
（
神
田
元
同
行
・
外
神
田
講

社
・
下
谷
一
心
講
・
本
所
一
心
講
）
が
太
刀
を
付
け
て
奉
納
し
て
い
る
。「
元
祖
身
禄
霊
神
」

ほ
か
二
点
は
、
昭
和
十
九
年
五
月
吉
日
に
柳
橋
富
士
講
（
千
代
田
区
）
先
達
村
山
晃
行
が
発
起

人
と
な
っ
て
「
国
威
宣
揚
・
天
攘
無
窮
」「
大
東
亜
戦
・
必
勝
祈
願
」「
皇
軍
将
士
・
武
運
長
久
」

に
掲
げ
た
も
の
で
、こ
の
身
禄
霊
神
、浅
間
大
神
、雲
霧
不
動
の
神
仏
を
「
富
士
三
柱
大
神
」（
三

柱
神
社
）
と
し
て
い
る
。
講
員
（
寄
付
者
）
は
、室
蘭
（
北
海
道
）、秋
田
（
秋
田
県
）、山
形
（
山

形
県
）、
大
宮
（
埼
玉
県
）、
日
本
橋
・
新
橋
・
志
ば
・
麻
布
・
淀
橋
・
下
谷
・
浅
草
・
浅
草
橋
・

柳
橋
・
千
束
・
本
所
・
両
国
・
向
島
・
寺
島
・
深
川
・
大
島
・
渋
谷
・
代
々
木
・
中
野
・
目
黒
・

荏
原
・
大
森
・
蒲
田
・
世
田
ヶ
谷
・
巣
鴨
・
池
袋
・
板
橋
・
滝
野
川
・
荒
川
・
西
新
井
・
江
戸
川
・

三
鷹
（
東
京
都
）、
横
浜
・
鶴
見
・
小
田
原
（
神
奈
川
県
）、
富
山
（
富
山
県
）、
熱
海
・
富
士

宮
（
静
岡
県
）
に
分
布
す
る
。

　

天
井
部
の
額
は
第
二
次
大
戦
後
に
天
井
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
南
側
の
額
〔
10
‐
①
〕
は
昭
和

三
十
三
年
に
山
桜
扶
桑
教
付
属
教
会
の
富
士
天
祥
教
会
光
信
講
の
勝
又
照
行
が
発
起
人
に
な
っ

て
奉
納
し
た
。
同
講
は
埼
玉
と
、
神
田
・
蛎
殻
町
・
菊
川
・
亀
沢
町
・
堅
川
・
東
駒
形
・
入
船
町
・

千
駄
ヶ
谷
・
大
森
・
西
荻
・
練
馬
・
荒
川
・
足
立
・
金
町
に
広
が
る
。
続
く
額
〔
10
‐
②
〕
は

山
吉
⃝す
（
一
〇
枚
）、
江
戸
川
区
（
八
枚
）、
江
東
区
（
一
〇
枚
）
と
区
の
不
明
の
も
の
一
枚
で

あ
る
。
中
央
は
⃝敬
の
額
〔
11
‐
①
〕（
五
二
枚
）、
東
京
神
徳
講
・
昭
和
七
御
縁
年
大
々
御
神
楽

記
念
〔
11
‐
②
〕、
山
吉
⃝す
御
水
講
〔
11
‐
③
〕（
三
三
枚
）
の
も
の
。
北
側
は
「
深
川
十
講
睦
」

〔
12
‐
①
〕
で
昭
和
二
年
に
製
作
さ
れ
た
も
の
。
山
玉
三
夜
（
木
場
・
一
三
枚
）、
同
⃝元
（
九
枚
）、

山
吉
し
ん
・
清
（
四
枚
）、
山
高
⃝深
（
二
枚
）、
山
菊
⃝元
（
六
枚
）、
⃝弘
（
四
枚
）、
⃝明
元
（
四
枚
）、

⃝明
（
八
枚
）
の
八
講
の
も
の
、
⃝和
・
南
元
登
山
会
〔
12
‐
②
〕
の
も
の
は
、
⃝和
登
山
会
（
四
谷
・

二
六
枚
）、
⃝南
元
登
山
会
（
四
谷
・
一
三
枚
）
で
あ
る
。
講
名
を
記
さ
な
い
も
の
〔
12
‐
③
〕
に
、

江
東
区
と
名
前
（
二
一
枚
）、
江
戸
川
区
と
名
前
（
一
一
枚
）
が
あ
る
。
山
吉
⃝す
講
の
講
員
で

あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
が
屋
内
の
全
面
に
壁
や
天
井
と
し
て
貼
ら
れ
て
い
る
。
近
世
か
ら
の
系
譜
を
引
く
神

田
七
講
や
深
川
十
三
講
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
神
殿
は
築
造
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
近
世
的
な
講

中
か
ら
扶
桑
教
に
結
集
す
る
新
た
な
組
織
へ
と
転
換
し
、
近
代
的
な
講
社
が
主
体
と
な
っ
て
神

殿
は
支
え
ら
れ
て
き
た
。
以
上
の
奉
納
物
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
地
域
ご
と
に
分
別
し
、
そ
れ
以

前
の
も
の
に
併
せ
て
整
理
し
第
二
部
「
大
沢
室
奉
納
物
一
覧
」
に
掲
げ
た
。

　

次
の
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
の
縁
年
に
は
、そ
の
四
年
前
の
中
道
で
の
遭
難
に
よ
っ

て
大
沢
の
越
場
が
封
鎖
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
を
利
用
し
た
行
事
等
は
一
切
行
わ
れ
な

か
っ
た
。

五
　
三
浦
半
島
の
富
士
講
社
と
御
中
道

　

中
道
を
巡
拝
す
る
富
士
講
に
は
、
扶
桑
教
傘
下
の
富
士
講
社
が
圧
倒
的
に
多
い
。
三
浦
半
島

（
神
奈
川
県
）
に
は
数
多
く
の
富
士
講
が
存
続
し
た
。
拠
点
的
な
講
社
に
横
須
賀
（
緑
ヶ
丘
）

の
山
三
祈
祷
講
が
あ
る
。
同
市
長
沢
の
ダ
イ
（
台
）
と
イ
リ
（
入
）
に
は
、
扶
桑
教
傘
下
の
富

士
講
丸
伊
講
が
存
在
す
る
。
斉
藤
義
次
氏
は
台
の
丸
伊
講
に
加
入
し
、
現
在
ま
で
富
士
講
の
活

第一部　本文編
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動
を
継
続
し
て
い
る
が
、
現
在
は
一
般
の
講
員
の
い
な
い
「
一
人
先
達
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

入
も
丸
伊
講
で
、
登
山
に
は
と
も
に
吉
田
の
浅
間
坊
を
定
宿
に
し
て
吉
田
口
を
登
山
し
た
。
ハ

マ
（
浜
）
の
富
元
講
は
須
走
を
定
宿
に
し
、
そ
こ
か
ら
登
山
し
た
。

　

斉
藤
義
次
氏
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
先
達
と
し
て
講
員
を
引
率
し
最
初
の
オ
チ
ュ
ウ
ド
（
御

中
渡
）
を
踏
ん
だ
（
19
）。
吉
田
口
登
山
道
を
登
頂
・
下
向
し
、
ス
ナ
ハ
ラ
イ
の
小
屋
（
穴
小
屋
）

に
泊
ま
っ
て
御
中
道
に
備
え
た
。
翌
日
に
中
道
へ
踏
み
出
し
て
、
そ
の
日
は
富
士
宮
口
五
合
目

（
現
、
六
合
目
）
の
後
藤
室
（
御
中
道
室
）
に
宿
泊
し
た
。
御
中
道
巡
り
の
講
社
が
宿
泊
す
る

収
容
人
数
の
多
い
石
室
で
あ
り
、
同
室
か
ら
大
沢
ま
で
は
約
三
時
間
か
か
る
と
い
う
。
同
氏
は

大
沢
を
イ
チ
ノ
タ
キ
（
一
ノ
滝
、
石
滝
と
混
同
か
）
と
認
識
し
、「
イ
チ
ノ
タ
キ
を
一
〇
時
ま

で
に
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
い
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
渡
り
き
る
よ
う
に
し
た
。
小

御
嶽
を
経
て
、佐
藤
小
屋
か
ら
吉
田
へ
下
山
し
た
。
小
御
嶽
神
社
で
は
「
金
剛
杖
に
蓋
を
す
る
」、

中
道
巡
り
の
受
付
番
号
を
記
し
た
紙
で
中
道
杖
の
先
端
を
被
っ
て
水
引
で
縛
り
、
そ
の
後
は
肩

に
担
い
で
歩
い
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
は
、
中
道
の
強
力
賃
を
め
ぐ
っ
て
折
り
合
い
が
付
か
ず
、

浅
間
坊
に
専
属
す
る
強
力
頭
か
ら
慣
れ
た
強
力
の
案
内
を
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
佐
藤
小
屋
の

関
係
者
を
道
案
内
に
依
頼
し
、
中
道
杖
は
後
藤
室
で
求
め
た
と
い
う
。

　

三
浦
半
島
は
、富
士
講
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、⃝三
の
笠
印
を
印
し
た
一
行
が
登
山
に
や
っ

て
き
た
が
、
須
走
か
ら
の
登
山
者
は
、
丸
中
渡
と
い
う
中
道
を
時
計
廻
り
に
一
周
す
る
巡
拝
行

よ
り
は
、
む
し
ろ
逆
廻
り
に
大
沢
室
ま
で
行
っ
て
行
を
す
る
半
中
渡
・
裏
中
渡
が
新
た
な
信
仰

形
態
と
し
て
一
般
化
し
た
と
い
う
。

　

戦
後
は
富
士
講
で
あ
っ
て
も
、
登
山
に
は
馬
返
ま
で
の
裏
門
（
富
士
山
自
動
車
）
の
バ
ス
、

さ
ら
に
は
船
津
口
の
登
山
バ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
船
津
か
ら
は
自
動
車
専
用
の
登

山
道
を
三
合
目
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
そ
こ
で
小
型
の
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
小
御
嶽
（
五
合
目
）

に
到
着
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
に
は
、
船
津
口
の
専
用
道
路
に
沿

う
よ
う
に
、
山
梨
県
営
富
士
山
有
料
道
路
（
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
）
が
開
通
し
た
。

　

斉
藤
氏
を
先
達
と
す
る
二
度
目
の
御
中
道
は
昭
和
四
十
一
年
に
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
と
き

は
久
須
志
神
社
の
神
官
の
奨
め
も
あ
っ
て
、
頂
上
か
ら
富
士
宮
口
を
五
合
目
ま
で
下
山
し
、
そ

こ
か
ら
御
中
道
を
半
周
し
大
沢
を
渡
る
方
法
を
と
っ
た
。
頂
上
の
オ
ハ
チ
（
御
鉢
）
を
廻
っ
て

か
ら
、
さ
ら
に
富
士
宮
口
の
下
降
点
へ
向
か
い
、
つ
ま
り
頂
上
を
一
周
半
し
て
下
山
し
、
昼
を

過
ぎ
て
三
時
半
か
ら
四
時
こ
ろ
に
よ
う
や
く
大
沢
室
に
到
着
し
た
と
い
う
。
大
沢
を
渡
る
前
に

行
を
し
て
か
ら
越
場
を
渡
っ
て
大
沢
室
に
宿
泊
し
、
翌
日
に
は
吉
田
に
下
山
し
た
。
大
沢
室
の

小
屋
主
の
話
で
は
、
そ
の
当
時
、
白
い
浄
衣
を
着
て
草
鞋
を
履
い
て
通
る
の
が
富
士
講
社
で
あ

り
、
通
常
の
登
山
者
は
靴
を
履
い
て
通
る
の
で
、
そ
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
足
下
を
見
れ
ば
す
ぐ

に
わ
か
っ
た
と
い
う
。
浜
の
富
元
講
や
津
久
井
の
講
社
は
須
走
の
小
申
額
を
定
宿
に
し
て
東
口

を
登
山
し
た
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

中
道
を
巡
廻
す
る
修
行
は
、
富
士
講
の
修
行
の
一
つ
、
御
中
道
・
御
中
渡
と
し
て
定
着
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
大
沢
を
越
え
る
修
行
が
最
も
危
険
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
象
徴
的
に
御
中
渡

と
呼
び
慣
わ
し
て
い
る
。
富
士
山
の
中
腹
を
巡
拝
す
る
信
仰
の
道
筋
は
、
近
世
後
期
頃
ま
で
に

固
定
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
沢
周
辺
に
は
、行
場
が
集
中
し
た
。
大
沢
を
渡
る
前
行
の
場
所
、大
沢
御
前
付
近
に
は
、「
大

沢
の
室
」
が
存
在
し
た
が
、
明
治
三
十
八
年
に
は
「
潰
落
せ
し
腐
朽
の
木
材
」
の
建
ち
腐
り
と

な
っ
て
い
た
。
一
方
、そ
こ
の
越
場
に
は
、「
小
山
の
室
」
が
存
在
し
、も
と
は
大
宮
持
の
室
（
小

屋
）
で
あ
っ
た
が
、船
津
の
中
村
歌
三
郎
が
継
承
し
、現
在
の
大
沢
室
（
大
沢
休
泊
所
）
に
な
っ

て
い
る
。
雲
霧
不
動
と
そ
の
信
仰
は
、
旧
来
の
大
沢
の
室
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
小
屋
の
信

仰
的
な
あ
り
方
は
、
二
つ
の
室
の
統
合
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
小
屋
が
保
持
し
て
い
る

雲
霧
不
動
を
祀
る
こ
と
、「
御
正
体
」
と
呼
ぶ
霊
薬
（
樹
木
に
寄
生
す
る
茸
を
粉
末
に
し
た
も

の
）
を
販
売
し
て
い
た
こ
と
な
ど
の
修
験
的
な
要
素
は
、
大
沢
の
室
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
不
動
の
信
仰
を
核
と
し
た
小
屋
は
扶
桑
教
の
拠
点
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
そ
の
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
大
正
九
年
の
縁
年
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
扶
桑
教
傘

下
の
講
社
が
神
殿
を
建
立
し
、
そ
れ
を
記
念
し
て
石
造
物
や
屋
内
の
奉
納
物
を
寄
進
し
て
信
仰

の
場
に
整
備
し
て
い
る
。

第四章　御中道と大沢室の奉納物
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昭
和
五
十
二
年
に
大
沢
越
場
が
通
行
不
能
と
な
っ
て
、
こ
こ
を
踏
破
す
る
富
士
講
の
御
中
道

や
一
般
の
巡
廻
も
全
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
梨
県
側
で
は
、
一
昨
年
の
滑
沢
や

仏
石
流
の
崩
落
に
よ
っ
て
大
沢
ま
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
上
、
中

道
廻
り
と
大
沢
室
の
奉
納
物
に
つ
い
て
の
現
状
整
理
の
報
告
と
し
た
い
。

註（
１
）『
富
士
山
村
山
口
登
山
道
遺
跡
調
査
報
告
書
』
富
士
宮
市
郷
土
資
料
館　

一
九
九
三
年

（
２
）『
甲
斐
国
志
』
巻
三
五
（
第
二
巻　

雄
山
閣　

一
九
七
〇
年
）

（
３
）『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
二
』
資
料
篇　

二
〇
一
六
年

（
４
）
前
掲
（
２
）
に
同
じ
。

（
５
）「
隔
掻
録
」（『
富
士
吉
田
市
史
』
史
料
編
第
五
巻　

一
九
九
七
年
）

（
６
）『
修
訂 

駿
河
国
新
風
土
記
』
下
（
国
書
刊
行
会　

一
九
七
五
年 

復
刻
）

（
７
）「
八
葉
九
尊
図
」（『
富
士
山
登
山
案
内
図
』
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館　

二
〇
〇
〇
年
）

（
８
）「
月
旺
御
身
抜
」（『
富
士
吉
田
市
史
』
史
料
編
第
五
巻　

一
九
九
七
年
）

（
９
）「
富
士
山
道
知
留
辺
」（『
富
士
吉
田
市
史
』
史
料
編
第
五
巻　

一
九
九
七
年
）

（
10
）『
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
関
連
遺
跡
』
富
士
吉
田
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
一
年

（
11
）『
富
士
吉
田
市
史
』（
史
料
編
五
第
五
巻　

一
九
九
七
年
）

（
12
）
同
家
が
所
蔵
す
る
も
の
は
、『
富
士
山
明
細
図
』（
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館　

一
九
九
七
年
）
の

「
天
地
境
浅
間
宮
」
を
基
点
に
し
て
お
り
、
不
浄
ヶ
嶽
を
出
発
点
と
し
て
認
識
し
て
は
い
な
い
。

（
13
）
小
林
謙
光
「
東
講
『
東
登
山
日
記
簿
』（
万
延
元
年
）
に
見
る
富
士
登
拝
、中
道
巡
り
及
び
八
海
巡
り
（
解

説
と
考
察
）」（『
富
士
山
文
化
研
究
』
第
六
号　

富
士
山
文
化
研
究
会　

二
〇
〇
五
年
）

（
14
）
宮
崎
紋
吉
『
富
士
中
道
巡
』
一
九
〇
五
年

（
15
）
前
掲
（
13
）
に
同
じ
。

（
16
）『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
二
』
資
料
篇　

二
〇
一
六
年

（
17
）
例
え
ば
、
道
了
尊
（
南
足
柄
市
）
の
石
造
物
群
や
玉
垣
等
に
見
ら
れ
る
字
体
や
石
材
に
近
似
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

（
18
）『
富
士
講
と
富
士
塚
―
東
京
・
神
奈
川
―
』
常
民
文
化
研
究
所
研
究
報
告
第
二
集　

一
九
七
八
年

（
19
）『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
二
』
資
料
篇　

二
〇
一
六
年

第一部　本文編
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横浜市神奈川区神奈川 岩岡春吉 ⑩、⃝金神奈川講
横浜市神奈川区二本榎 服部邦一 ⑩
横浜市港北区篠原 吉田栄夫 ⑩
葉山町下山口 沼田力三 ⑩
葉山町下山口 岩田孫八 ⑩
横須賀市田浦 横須賀　富士田浦教会（4-③-30） ⑩
横須賀市山王町 山三　祈祷講（2-②-23） ⑩
横須賀市佐原 佐原　富士講（三浦富士） 『民俗地図』
横須賀市林 鈴木吉蔵 ⑩
横須賀市長沢 斉藤義次 ⑩
横須賀市長沢 山田巌 ⑩
横須賀市津久井 長谷川新蔵 ⑩、富元講
横須賀市上宮田 吉田貫一 ⑩
横須賀市菊名 菊島龍太郎 ⑩、⃝キ講
座間市 割菱　相模国 ⑧
厚木市飯山 飯山　（吉田）吉田改所 ⑧
小田原市小田原 ⃝福　小田原宿 ⑧
小田原市小田原 山桜　小田原（6-①-1） ⑩
小田原市早川 早川　富士講 ⑩

第二部　資料編

58



－ 35 －

横浜市神奈川区神奈川 岩岡春吉 ⑩、⃝金神奈川講
横浜市神奈川区二本榎 服部邦一 ⑩
横浜市港北区篠原 吉田栄夫 ⑩
葉山町下山口 沼田力三 ⑩
葉山町下山口 岩田孫八 ⑩
横須賀市田浦 横須賀　富士田浦教会（4-③-30） ⑩
横須賀市山王町 山三　祈祷講（2-②-23） ⑩
横須賀市佐原 佐原　富士講（三浦富士） 『民俗地図』
横須賀市林 鈴木吉蔵 ⑩
横須賀市長沢 斉藤義次 ⑩
横須賀市長沢 山田巌 ⑩
横須賀市津久井 長谷川新蔵 ⑩、富元講
横須賀市上宮田 吉田貫一 ⑩
横須賀市菊名 菊島龍太郎 ⑩、⃝キ講
座間市 割菱　相模国 ⑧
厚木市飯山 飯山　（吉田）吉田改所 ⑧
小田原市小田原 ⃝福　小田原宿 ⑧
小田原市小田原 山桜　小田原（6-①-1） ⑩
小田原市早川 早川　富士講 ⑩

57
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14〔神奈川県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

川崎市川崎区大師町 川崎
川崎市川崎区大師町 大師河原　（吉田）小沢遠江 大師登山会　川崎大師（13-①-11） ⑧、⑩
川崎市川崎区 川崎　⃝睦講（4-③-33） ⑩
川崎市川崎区 ⃝川　川崎宿 ⃝川　川崎睦講（13-①-17） ⑧、⑩
川崎市中原区下小田中 山冨　玉川村 ⑧
川崎市多摩区寺尾台 佐々木留雄 ⑩
横浜市中区花咲町 割菱　同行（3-①-119） ⑩
横浜市中区花咲町 割菱　同行（3-①-129） ⑩
横浜市中区黄金町 割菱　同行（3-①-144） ⑩
横浜市中区初音町 割菱　同行（3-①-157） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-120） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-115） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-139） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-143） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-136） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-156） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-130） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-135） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-145） ⑩
横浜市中区末吉町 割菱　同行（3-①-138） ⑩
横浜市中区羽衣町 割菱　同行（3-①-152） ⑩
横浜市中区相生町 割菱　同行（3-①-159） ⑩
横浜市中区相生町 割菱　同行（3-①-171） ⑩
横浜市中区港町 割菱　同行（3-①-137） ⑩
横浜市中区港町 割菱　同行（3-①-132） ⑩
横浜市中区港町 割菱　同行（3-①-111） ⑩
横浜市中区港町 割菱　同行（3-①-149） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-121） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-155） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-160） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-15） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-100） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-101） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-102） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-103） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-108） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-109） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-112） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-162） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-165） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-166） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-167） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-168） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-169） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-172） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-106） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-151） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-140） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-141） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-142） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-153） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-154） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-107） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-127） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-128） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-133） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-134） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-163） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-147） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-150） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-118） ⑩
横浜市中区（大老町） 割菱　同行（3-①-131） ⑩
横浜市中区（野牛町） 割菱　同行（3-①-114） ⑩
横浜市中区（宮崎丸） 割菱　同行（3-①-123） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 割菱　同行（3-①-124） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 割菱　同行（3-①-125） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 割菱　同行（3-①-126） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 西野儀助（4-③-6） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 山桜　横浜（8-①-21） ⑩
横浜市中区北方町 割菱　同行（3-①-122） ⑩
横浜市中区根岸 割菱　同行（3-①-104） ⑩
横浜市中区根岸 割菱　同行（3-①-105） ⑩、中国上海
横浜市中区根岸 割菱　同行（3-①-146） ⑩
横浜市中区石川町 割菱　同行（3-①-117） ⑩
横浜市南区中村町 割菱　同行（3-①-110） ⑩
横浜市鶴見区鶴見 扶桑拾七夜　鶴見町（13-①-7）　山桜　鶴

見（6-①-26）
⑩

横浜市鶴見区生麦 飯島市太郎 ⑩
横浜市鶴見区生麦 割菱　同行（3-①-148） ⑩
横浜市神奈川区神奈川 山霞（富士霞）　神奈川 ⑧

第二部　資料編
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14〔神奈川県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

川崎市川崎区大師町 川崎
川崎市川崎区大師町 大師河原　（吉田）小沢遠江 大師登山会　川崎大師（13-①-11） ⑧、⑩
川崎市川崎区 川崎　⃝睦講（4-③-33） ⑩
川崎市川崎区 ⃝川　川崎宿 ⃝川　川崎睦講（13-①-17） ⑧、⑩
川崎市中原区下小田中 山冨　玉川村 ⑧
川崎市多摩区寺尾台 佐々木留雄 ⑩
横浜市中区花咲町 割菱　同行（3-①-119） ⑩
横浜市中区花咲町 割菱　同行（3-①-129） ⑩
横浜市中区黄金町 割菱　同行（3-①-144） ⑩
横浜市中区初音町 割菱　同行（3-①-157） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-120） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-115） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-139） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-143） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-136） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-156） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-130） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-135） ⑩
横浜市中区南吉田町 割菱　同行（3-①-145） ⑩
横浜市中区末吉町 割菱　同行（3-①-138） ⑩
横浜市中区羽衣町 割菱　同行（3-①-152） ⑩
横浜市中区相生町 割菱　同行（3-①-159） ⑩
横浜市中区相生町 割菱　同行（3-①-171） ⑩
横浜市中区港町 割菱　同行（3-①-137） ⑩
横浜市中区港町 割菱　同行（3-①-132） ⑩
横浜市中区港町 割菱　同行（3-①-111） ⑩
横浜市中区港町 割菱　同行（3-①-149） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-121） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-155） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-160） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-15） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-100） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-101） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-102） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-103） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-108） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-109） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-112） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-162） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-165） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-166） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-167） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-168） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-169） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-172） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-106） ⑩
横浜市中区元浜町 割菱　同行（3-①-151） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-140） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-141） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-142） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-153） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-154） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-107） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-127） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-128） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-133） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-134） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-163） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-147） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-150） ⑩
横浜市中区北仲通 割菱　同行（3-①-118） ⑩
横浜市中区（大老町） 割菱　同行（3-①-131） ⑩
横浜市中区（野牛町） 割菱　同行（3-①-114） ⑩
横浜市中区（宮崎丸） 割菱　同行（3-①-123） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 割菱　同行（3-①-124） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 割菱　同行（3-①-125） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 割菱　同行（3-①-126） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 西野儀助（4-③-6） ⑩、宮崎丸
横浜市中区 山桜　横浜（8-①-21） ⑩
横浜市中区北方町 割菱　同行（3-①-122） ⑩
横浜市中区根岸 割菱　同行（3-①-104） ⑩
横浜市中区根岸 割菱　同行（3-①-105） ⑩、中国上海
横浜市中区根岸 割菱　同行（3-①-146） ⑩
横浜市中区石川町 割菱　同行（3-①-117） ⑩
横浜市南区中村町 割菱　同行（3-①-110） ⑩
横浜市鶴見区鶴見 扶桑拾七夜　鶴見町（13-①-7）　山桜　鶴

見（6-①-26）
⑩

横浜市鶴見区生麦 飯島市太郎 ⑩
横浜市鶴見区生麦 割菱　同行（3-①-148） ⑩
横浜市神奈川区神奈川 山霞（富士霞）　神奈川 ⑧
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江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-28） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-29） ⑩
江戸川区西一之江 西一之江（5-①-1） ⑩
江戸川区東瑞江 須賀又吉 ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　世話人（3-①-63） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別訓導（3-①-64） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-65） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-66） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-67） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-68） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-69） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-70） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　世話人（3-①-74） ⑩
江戸川区上今井 （割菱）　（5-①-8） ⑩
江戸川区前野 割菱八代　世話人（3-①-71） ⑩
江戸川区前野 割菱八代　世話人（3-①-72） ⑩
江戸川区前野 割菱八代　世話人（3-①-73） ⑩
江戸川区江戸川 本沢礼行 ⑩
江戸川区今井 山岡助次郎 ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-14） ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-22） ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-24） ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-25） ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-29） ⑩
江戸川区今井 山か　葛西 ⑧
江戸川区下今井 割菱八代　世話人（3-①-75） ⑩
江戸川区下今井 割菱八代　世話人（3-①-76） ⑩
江戸川区一之江 割菱八代　椿一之江同行（3-①-77） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-12） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-16） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-21） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-27） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-28） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-30） ⑩
江戸川区谷河内 割菱八代　谷河内（3-①-83） ⑩
江戸川区西一之江 割菱八代　西一之江（3-①-93） ⑩
江戸川区西一之江 割菱八代　西一之江（3-①-94） ⑩
江戸川区西一之江 割菱八代　西一之江（3-①-95） ⑩
江戸川区西一之江 （割菱）　（5-①-5） ⑩
江戸川区西一之江 （割菱）　（5-①-6） ⑩
江戸川区西一之江 （割菱）　（5-①-7） ⑩
江戸川区西一之江 （割菱）　（5-①-11） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　東小松川（3-①-78） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-84） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-85） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-86） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-96） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-97） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-98） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-99） ⑩
江戸川区東小松川 ⃝富　三夜（1-②-4） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-2） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-3） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-4） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-9） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-10） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-13） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-15） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-17） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-18） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-19） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-20） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-23） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-26） ⑩
江戸川区葛西 梅村常吉 ⑩
江戸川区葛西 須賀右蔵 ⑩
江戸川区葛西 渡辺徳次郎 ⑩
江戸川区葛西 笈川権太郎 ⑩
江戸川区東葛西 長島　富士講 『民俗地図』
江戸川区東葛西 森万蔵 ⑩
江戸川区宇喜多町 ⃝藤　西浮田（1-①-75） ⑩
江戸川区宇喜多町 ⃝藤　西浮田（1-①-76） ⑩
江戸川区宇喜多町 ⃝藤　西浮田（1-①-77） ⑩
江戸川区宇喜多町 ⃝藤　西浮田（1-①-78） ⑩
三鷹市 山桜　三鷹（7-①-25） ⑩
日野市 広瀬幸 ⑩、玉川仙元教会
八王子市 八王子　（吉田）外川美濃 ⑧
町田市本町田 割菱　同行（3-①-113） ⑩

（不明） 東都ふぢ島（13-①-34） ⑩

第二部　資料編
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江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-28） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-29） ⑩
江戸川区西一之江 西一之江（5-①-1） ⑩
江戸川区東瑞江 須賀又吉 ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　世話人（3-①-63） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別訓導（3-①-64） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-65） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-66） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-67） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-68） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-69） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　特別講員（3-①-70） ⑩
江戸川区上今井 割菱八代　世話人（3-①-74） ⑩
江戸川区上今井 （割菱）　（5-①-8） ⑩
江戸川区前野 割菱八代　世話人（3-①-71） ⑩
江戸川区前野 割菱八代　世話人（3-①-72） ⑩
江戸川区前野 割菱八代　世話人（3-①-73） ⑩
江戸川区江戸川 本沢礼行 ⑩
江戸川区今井 山岡助次郎 ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-14） ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-22） ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-24） ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-25） ⑩
江戸川区今井 （割菱）　（5-①-29） ⑩
江戸川区今井 山か　葛西 ⑧
江戸川区下今井 割菱八代　世話人（3-①-75） ⑩
江戸川区下今井 割菱八代　世話人（3-①-76） ⑩
江戸川区一之江 割菱八代　椿一之江同行（3-①-77） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-12） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-16） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-21） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-27） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-28） ⑩
江戸川区一之江 （割菱）　（5-①-30） ⑩
江戸川区谷河内 割菱八代　谷河内（3-①-83） ⑩
江戸川区西一之江 割菱八代　西一之江（3-①-93） ⑩
江戸川区西一之江 割菱八代　西一之江（3-①-94） ⑩
江戸川区西一之江 割菱八代　西一之江（3-①-95） ⑩
江戸川区西一之江 （割菱）　（5-①-5） ⑩
江戸川区西一之江 （割菱）　（5-①-6） ⑩
江戸川区西一之江 （割菱）　（5-①-7） ⑩
江戸川区西一之江 （割菱）　（5-①-11） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　東小松川（3-①-78） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-84） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-85） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-86） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-96） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-97） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-98） ⑩
江戸川区東小松川 割菱八代　（3-①-99） ⑩
江戸川区東小松川 ⃝富　三夜（1-②-4） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-2） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-3） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-4） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-9） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-10） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-13） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-15） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-17） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-18） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-19） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-20） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-23） ⑩
江戸川区東小松川 （割菱）　（5-①-26） ⑩
江戸川区葛西 梅村常吉 ⑩
江戸川区葛西 須賀右蔵 ⑩
江戸川区葛西 渡辺徳次郎 ⑩
江戸川区葛西 笈川権太郎 ⑩
江戸川区東葛西 長島　富士講 『民俗地図』
江戸川区東葛西 森万蔵 ⑩
江戸川区宇喜多町 ⃝藤　西浮田（1-①-75） ⑩
江戸川区宇喜多町 ⃝藤　西浮田（1-①-76） ⑩
江戸川区宇喜多町 ⃝藤　西浮田（1-①-77） ⑩
江戸川区宇喜多町 ⃝藤　西浮田（1-①-78） ⑩
三鷹市 山桜　三鷹（7-①-25） ⑩
日野市 広瀬幸 ⑩、玉川仙元教会
八王子市 八王子　（吉田）外川美濃 ⑧
町田市本町田 割菱　同行（3-①-113） ⑩

（不明） 東都ふぢ島（13-①-34） ⑩
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北区滝野川 山桜　滝の川（7-①-15） ⑩
北区滝野川 山桜　滝の川（6-①-16） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-6） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-7） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-8） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-9） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-10） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-13） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-17） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-18） ⑩
北区上中里 山吉　上中里（9-②-3） ⑩
北区中里 ⃝瀧　中里（2-②-14） ⑩
北区田端 ⃝長　田端村日暮下田端 ⑧
荒川区荒川 山桜　荒川（7-①-7） ⑩
荒川区荒川 山桜　荒川（10-①-2） ⑩
荒川区荒川 山桜　荒川（10-①-3） ⑩
荒川区荒川 山桜　荒川（10-①-15） ⑩
荒川区荒川 山桜　荒川（10-①-17） ⑩
荒川区三河島 （⃝長）　三河島 ⑧
荒川区三河島 三河島（5-0-4） ⑩
足立区千住 ⃝参　大千住 丸参千住講　羽田（4-③-8） ⑧、⑩
足立区千住 （⃝参）　千住 ⑧
足立区千住 （⃝参）　掃部宿 ⑧
足立区千住 丸藤千住講　東京（4-③-34）
足立区千住 滝口忠三郎 ⑩
足立区千住 大野亀太郎 ⑩
足立区千住 鹿島三五郎 ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住（13-①-37） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住講元（13-①-38） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住講元（13-①-39） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住世話人（13-①-40） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住世話人（13-①-41） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住世話人（13-①-42） ⑩
足立区千住 山桜　足立（10-①-7） ⑩
足立区千住河原町 鈴木大次郎 ⑩
足立区小右衛門町 日比谷留吉 ⑩
足立区西新井 新井宿　（吉田）大雁丸筑前 ⑧
足立区西新井 山桜　西新井（8-①-12） ⑩
足立区興野 畠山重喜 ⑩
足立区小台 勝又照行 ⑩、富士天照教会
足立区舎人 東京⃝敬　舎人（11-①-45） ⑩
葛飾区金町 山桜　金町（10-①-4） ⑩
葛飾区高砂 広瀬富美子 ⑩
葛飾区小岩 三原幸 ⑩
江戸川区小松川 山身十七夜講　小松川（4-①-178） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　瑞江講総同行（3-①-46） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　元講大先達（3-①-47） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　世話人（3-①-48） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　権訓導（3-①-49） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　世話人（3-①-50） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　世話人（3-①-51） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　世話人（3-①-52） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　教導（3-①-53） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　特別講員（3-①-54） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　特別講員（3-①-55） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-56） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-57） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-58） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-59） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-60） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-61） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　⃝平（3-①-62） ⑩
江戸川区瑞江 瑞江講（13-①-3） ⑩
江戸川区瑞江 割菱　八行瑞江睦講御（5-①） ⑩
江戸川区瑞江 山桜　江戸川（7-①-12） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-11） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-12） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-13） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-14） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-15） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-16） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-17） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-18） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-19） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-20） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-21） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-22） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-23） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-24） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-25） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-26） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-27） ⑩

第二部　資料編
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北区滝野川 山桜　滝の川（7-①-15） ⑩
北区滝野川 山桜　滝の川（6-①-16） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-6） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-7） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-8） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-9） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-10） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-13） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-17） ⑩
北区西ヶ原 ⃝瀧　西ヶ原（2-②-18） ⑩
北区上中里 山吉　上中里（9-②-3） ⑩
北区中里 ⃝瀧　中里（2-②-14） ⑩
北区田端 ⃝長　田端村日暮下田端 ⑧
荒川区荒川 山桜　荒川（7-①-7） ⑩
荒川区荒川 山桜　荒川（10-①-2） ⑩
荒川区荒川 山桜　荒川（10-①-3） ⑩
荒川区荒川 山桜　荒川（10-①-15） ⑩
荒川区荒川 山桜　荒川（10-①-17） ⑩
荒川区三河島 （⃝長）　三河島 ⑧
荒川区三河島 三河島（5-0-4） ⑩
足立区千住 ⃝参　大千住 丸参千住講　羽田（4-③-8） ⑧、⑩
足立区千住 （⃝参）　千住 ⑧
足立区千住 （⃝参）　掃部宿 ⑧
足立区千住 丸藤千住講　東京（4-③-34）
足立区千住 滝口忠三郎 ⑩
足立区千住 大野亀太郎 ⑩
足立区千住 鹿島三五郎 ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住（13-①-37） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住講元（13-①-38） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住講元（13-①-39） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住世話人（13-①-40） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住世話人（13-①-41） ⑩
足立区千住 東京⃝瀧　千住世話人（13-①-42） ⑩
足立区千住 山桜　足立（10-①-7） ⑩
足立区千住河原町 鈴木大次郎 ⑩
足立区小右衛門町 日比谷留吉 ⑩
足立区西新井 新井宿　（吉田）大雁丸筑前 ⑧
足立区西新井 山桜　西新井（8-①-12） ⑩
足立区興野 畠山重喜 ⑩
足立区小台 勝又照行 ⑩、富士天照教会
足立区舎人 東京⃝敬　舎人（11-①-45） ⑩
葛飾区金町 山桜　金町（10-①-4） ⑩
葛飾区高砂 広瀬富美子 ⑩
葛飾区小岩 三原幸 ⑩
江戸川区小松川 山身十七夜講　小松川（4-①-178） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　瑞江講総同行（3-①-46） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　元講大先達（3-①-47） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　世話人（3-①-48） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　権訓導（3-①-49） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　世話人（3-①-50） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　世話人（3-①-51） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　世話人（3-①-52） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　教導（3-①-53） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　特別講員（3-①-54） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　特別講員（3-①-55） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-56） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-57） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-58） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-59） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-60） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　（3-①-61） ⑩
江戸川区小松川 割菱八代　⃝平（3-①-62） ⑩
江戸川区瑞江 瑞江講（13-①-3） ⑩
江戸川区瑞江 割菱　八行瑞江睦講御（5-①） ⑩
江戸川区瑞江 山桜　江戸川（7-①-12） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-11） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-12） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-13） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-14） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-15） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-16） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-17） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（10-②-18） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-19） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-20） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-21） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-22） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-23） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-24） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-25） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-26） ⑩
江戸川区瑞江 江戸川区（12-③-27） ⑩
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品川区北品川 北口⃝嘉　品川講社（4-②-6） 品川　⃝嘉講品川富士 ⑩『民俗地図』
品川区北品川 金崎之彦 ⑩
品川区北品川 山本　品川浜
品川区大井 大井町　（9-②-26） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-27） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-28） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-29） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-30） ⑩
品川区大井 ⃝井　（9-②-31） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-32） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-33） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-34） ⑩
品川区大崎 大崎　世話人睦（11-②-44） ⑩
品川区大崎 ⃝和　大崎居木橋（12-②-1） ⑩
品川区五反田 ⃝和　五反田（12-②-9） ⑩
品川区五反田 山田昌行 ⑩
品川区上大崎 池田和司 ⑩
品川区荏原 山桜　荏原（6-①-27） ⑩
品川区二葉 上神明　丸本一講（4-③-7） ⑩
大田区大森 山桜　大森（6-①-19） ⑩
大田区大森 山桜　大森（6-①-9） ⑩
大田区南馬込 ⃝川　馬込（1-②-2） ⑩
大田区南馬込 東京　馬込元講（13-①-9） ⑩
大田区西六郷 ⃝川　六合講社（1-①-125） ⑩
大田区新井宿 依田藤利 ⑩
大田区大森 田中敬一 ⑩
大田区蒲田 さ組　蒲田（5-0-12） ⑩
大田区蒲田 山桜　蒲田（6-①-7） ⑩
大田区蒲田 山桜　蒲田（7-①-16） ⑩
大田区西糀谷 ⃝藤　糀幸町（1-①-43） ⑩
大田区西糀谷 桜井利信 ⑩
大田区羽田 ⃝一　木花元講（3-①-16） ⑩
大田区羽田 ⃝一　鈴木新田木花元講（3-①-17） ⑩
大田区羽田 （六角一）　木花元講（7-③-17） ⑩
大田区羽田 木

花　講社八（8-③-4） ⑩
大田区羽田 東京　羽田木花講（4-③-2） ⑩
大田区羽田 羽田　浅間教会（4-③-9） ⑩
世田谷区世田谷 山桜　世田ヶ谷（7-①-8） ⑩
世田谷区世田谷 町田洋 ⑩、『火山灰は語る』著者
世田谷区桜上水 渡辺正臣 ⑩
世田谷区松原 宍野健弐 ⑩
世田谷区北沢 元木素風 ⑩
世田谷区喜多見 山富⃝平　喜多見（1-②-1） ⑩
世田谷区喜多見 山富⃝平　（4-③-19） ⑩
杉並区松ノ木 月三　松ノ木講（4-③-13） ⑩
杉並区西荻 山桜　西荻（10-①-14） ⑩
中野区中野 （内丸）　中野村 ⑧
中野区中野 山桜　中野（7-①-23） ⑩
中野区中野 ⃝和　中野下町（12-②-7） ⑩
中野区東中野 坂本光雄 ⑩
豊島区巣鴨 ⃝嘉　巣鴨 ⃝嘉　巣鴨元講（2-①-18） ⑩
豊島区巣鴨 東京巣鴨　丸嘉講（13-①-19） ⑩
豊島区巣鴨 （⃝藤）　巣鴨 ⑧
豊島区巣鴨 山身十七夜講　巣鴨（4-①-179） ⑩
豊島区巣鴨 山身十七夜講　西野内（4-①-180） ⑩
豊島区巣鴨 山桜　巣鴨（6-①-17） ⑩
豊島区池袋 月三　池袋同行（2-①-17） ⑩
豊島区池袋 月三　池袋講社（13-①-12） ⑩
豊島区池袋 山桜　池袋（8-①-26） ⑩
豊島区池袋 大貫鉱太郎 ⑩
豊島区長崎 月三　長崎村椎名町 月三椎名町　東京長崎（5-0-7） ⑩
豊島区長崎 椎名町 月三椎名町　元講社（5-0-8） ⑩
豊島区長崎 椎名町 東京　（13-①-26） ⑩
豊島区長崎 椎名町 月三　総元講（2-①-13） ⑩
豊島区長崎 月三　椎名町元講（2-①-19） ⑩
豊島区雑司が谷 雑司ヶ谷（13-0-2） ⑩
豊島区雑司が谷 東京⃝水　雑司ヶ谷（7-②-20） ⑩
練馬区練馬 山桜　練馬（10-①-8） ⑩
練馬区高松 高山作左衛門 ⑩、⃝吉高松講社
板橋区東山町 佐々木留雄 ⑩
板橋区板橋 永

田　板橋宿 （板橋）　永田丸板（13-①-13） ⑧、⑩
板橋区板橋 山桜　板橋（6-①-4） ⑩
板橋区板橋 山桜　板橋（6-①-21） ⑩
板橋区蓮根 根葉　（吉田）小沢遠江 ⑧
板橋区中台 （永

田）　中台村 ⑧
北区浮間 宇き間　（吉田）牧田但馬 ⑧
北区神谷・東十条 山吉　神谷世話人（9-②-7） ⑩
北区神谷・東十条 山吉　世話人（9-②-8） ⑩
北区王子 ⃝参　王子村飛鳥山下 ⑧
北区王子 ⃝瀧　王子（2-②-12） ⑩
北区滝野川 ⃝参　滝の川元講（2-①-20） ⑩
北区滝野川 御水山吉　滝野川（12-①-26） ⑩
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品川区北品川 北口⃝嘉　品川講社（4-②-6） 品川　⃝嘉講品川富士 ⑩『民俗地図』
品川区北品川 金崎之彦 ⑩
品川区北品川 山本　品川浜
品川区大井 大井町　（9-②-26） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-27） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-28） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-29） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-30） ⑩
品川区大井 ⃝井　（9-②-31） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-32） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-33） ⑩
品川区大井 大井町　（9-②-34） ⑩
品川区大崎 大崎　世話人睦（11-②-44） ⑩
品川区大崎 ⃝和　大崎居木橋（12-②-1） ⑩
品川区五反田 ⃝和　五反田（12-②-9） ⑩
品川区五反田 山田昌行 ⑩
品川区上大崎 池田和司 ⑩
品川区荏原 山桜　荏原（6-①-27） ⑩
品川区二葉 上神明　丸本一講（4-③-7） ⑩
大田区大森 山桜　大森（6-①-19） ⑩
大田区大森 山桜　大森（6-①-9） ⑩
大田区南馬込 ⃝川　馬込（1-②-2） ⑩
大田区南馬込 東京　馬込元講（13-①-9） ⑩
大田区西六郷 ⃝川　六合講社（1-①-125） ⑩
大田区新井宿 依田藤利 ⑩
大田区大森 田中敬一 ⑩
大田区蒲田 さ組　蒲田（5-0-12） ⑩
大田区蒲田 山桜　蒲田（6-①-7） ⑩
大田区蒲田 山桜　蒲田（7-①-16） ⑩
大田区西糀谷 ⃝藤　糀幸町（1-①-43） ⑩
大田区西糀谷 桜井利信 ⑩
大田区羽田 ⃝一　木花元講（3-①-16） ⑩
大田区羽田 ⃝一　鈴木新田木花元講（3-①-17） ⑩
大田区羽田 （六角一）　木花元講（7-③-17） ⑩
大田区羽田 木

花　講社八（8-③-4） ⑩
大田区羽田 東京　羽田木花講（4-③-2） ⑩
大田区羽田 羽田　浅間教会（4-③-9） ⑩
世田谷区世田谷 山桜　世田ヶ谷（7-①-8） ⑩
世田谷区世田谷 町田洋 ⑩、『火山灰は語る』著者
世田谷区桜上水 渡辺正臣 ⑩
世田谷区松原 宍野健弐 ⑩
世田谷区北沢 元木素風 ⑩
世田谷区喜多見 山富⃝平　喜多見（1-②-1） ⑩
世田谷区喜多見 山富⃝平　（4-③-19） ⑩
杉並区松ノ木 月三　松ノ木講（4-③-13） ⑩
杉並区西荻 山桜　西荻（10-①-14） ⑩
中野区中野 （内丸）　中野村 ⑧
中野区中野 山桜　中野（7-①-23） ⑩
中野区中野 ⃝和　中野下町（12-②-7） ⑩
中野区東中野 坂本光雄 ⑩
豊島区巣鴨 ⃝嘉　巣鴨 ⃝嘉　巣鴨元講（2-①-18） ⑩
豊島区巣鴨 東京巣鴨　丸嘉講（13-①-19） ⑩
豊島区巣鴨 （⃝藤）　巣鴨 ⑧
豊島区巣鴨 山身十七夜講　巣鴨（4-①-179） ⑩
豊島区巣鴨 山身十七夜講　西野内（4-①-180） ⑩
豊島区巣鴨 山桜　巣鴨（6-①-17） ⑩
豊島区池袋 月三　池袋同行（2-①-17） ⑩
豊島区池袋 月三　池袋講社（13-①-12） ⑩
豊島区池袋 山桜　池袋（8-①-26） ⑩
豊島区池袋 大貫鉱太郎 ⑩
豊島区長崎 月三　長崎村椎名町 月三椎名町　東京長崎（5-0-7） ⑩
豊島区長崎 椎名町 月三椎名町　元講社（5-0-8） ⑩
豊島区長崎 椎名町 東京　（13-①-26） ⑩
豊島区長崎 椎名町 月三　総元講（2-①-13） ⑩
豊島区長崎 月三　椎名町元講（2-①-19） ⑩
豊島区雑司が谷 雑司ヶ谷（13-0-2） ⑩
豊島区雑司が谷 東京⃝水　雑司ヶ谷（7-②-20） ⑩
練馬区練馬 山桜　練馬（10-①-8） ⑩
練馬区高松 高山作左衛門 ⑩、⃝吉高松講社
板橋区東山町 佐々木留雄 ⑩
板橋区板橋 永

田　板橋宿 （板橋）　永田丸板（13-①-13） ⑧、⑩
板橋区板橋 山桜　板橋（6-①-4） ⑩
板橋区板橋 山桜　板橋（6-①-21） ⑩
板橋区蓮根 根葉　（吉田）小沢遠江 ⑧
板橋区中台 （永

田）　中台村 ⑧
北区浮間 宇き間　（吉田）牧田但馬 ⑧
北区神谷・東十条 山吉　神谷世話人（9-②-7） ⑩
北区神谷・東十条 山吉　世話人（9-②-8） ⑩
北区王子 ⃝参　王子村飛鳥山下 ⑧
北区王子 ⃝瀧　王子（2-②-12） ⑩
北区滝野川 ⃝参　滝の川元講（2-①-20） ⑩
北区滝野川 御水山吉　滝野川（12-①-26） ⑩
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江東区南砂 江東区　（12-③-1） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-2） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-3） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-4） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-5） ⑩
江東区清澄 山玉三ケ月　深川伊勢崎町 ⑧
江東区猿江 山玉　本所猿江 ⑧
江東区佐賀 山玉　深川今川町 ⑧
江東区福住 山玉　深川材木町 ⑧
江東区福住 不

二　深川材木町 ⑧
江東区塩浜 冬木町　剣岩（13-①-57） ⑩
江東区塩浜 深浜　（13-①-58） ⑩
江東区塩浜 深浜　（13-①-59） ⑩
江東区塩浜 （13-①-60） ⑩
江東区冬木 （13-①-61） ⑩
江東区深川 山生　深川江川場 ⑧
江東区大島 不

二　大島講社（3-②-9） ⑩
江東区富岡 山玉十五夜　深川仲町 ⑧
江東区富岡 山正広　深川仲町 ⑧
江東区富岡 ⃝明　深川元講（4-②-12） ⑩
江東区富岡 ⃝明元　深川（12-①-40） ⑩
江東区富岡 ⃝明元　深川（12-①-41） ⑩
江東区富岡 ⃝明元　深川（12-①-42） ⑩
江東区富岡 ⃝明元　深川仲町（12-①-43） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-35） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-36） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-37） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-38） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-39） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（5-0-3） ⑩
江東区富岡 南

元　四谷深川（12-②-32） ⑩
江東区富岡 山桜　深川（6-①-5） ⑩
江東区富岡 山玉三夜　深川門前岸（12-①-10） ⑩
江東区富岡 山玉　深川土橋 ⑧
江東区木場 木場（13-0-1） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-1） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-2） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-3） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-4） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-5） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-6） ⑩
江東区木場 山玉三夜　（12-①-7） ⑩
江東区木場 山玉三夜　（12-①-8） ⑩
江東区木場 山玉三夜　（12-①-9） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-12） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-13） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　木場（12-①-14） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-15） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-16） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-17） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-18） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-19） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-20） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-21） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-22） ⑩
江東区木場 御水山吉し

ん　（12-①-23） ⑩
江東区木場 御水山吉し

ん　（12-①-24） ⑩
江東区木場 御水山吉し

ん　（12-①-25） ⑩
江東区富岡 山桜　入船町（10-①-22） ⑩
江東区牡丹 剣（剣岩ヵ）　深川佃 ⑧
江東区牡丹 山剣　深川石場 東京　剣岩講（13-①-5） ⑩
江東区牡丹 東京　剣岩講（13-①-15） ⑩
江東区南砂 池ヶ谷弥太郎 ⑩
江東区南砂 永田裕康 ⑩
江東区大島 山桜　大島（6-①-15） ⑩
江東区亀戸 不

二　亀戸講社（3-②-11） ⑩
江東区亀戸 不

二　亀戸（4-②-20） ⑩
江東区亀戸 東京　亀戸（13-①-31） ⑩
江東区亀戸 東京　亀戸（13-①-32） ⑩
渋谷区道玄坂 山吉　渋谷 ⑧
渋谷区道玄坂 山桜　渋谷（7-①-27） ⑩
渋谷区恵比寿 中島武治 ⑩
渋谷区千駄ヶ谷 山桜　千駄ヶ谷（10-①-16） ⑩
渋谷区代々木 ⃝谷　代々木元講（2-①-23） ⑩
渋谷区代々木 山桜　代々木（7-①-24） ⑩
渋谷区代々木 山桜　代々木（8-①-28） ⑩
渋谷区幡ヶ谷 開

元　新宿幡ヶ谷 ⑧
目黒区目黒 山桜　目黒（6-①-11） ⑩
品川区南品川 堤箸芳子 ⑩
品川区北品川 山清　品川宿
品川区北品川 山富士　品川宿
品川区北品川 （⃝嘉）　品川 北口⃝嘉　品川講社（4-②-5） ⑧、⑩
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江東区南砂 江東区　（12-③-1） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-2） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-3） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-4） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-5） ⑩
江東区清澄 山玉三ケ月　深川伊勢崎町 ⑧
江東区猿江 山玉　本所猿江 ⑧
江東区佐賀 山玉　深川今川町 ⑧
江東区福住 山玉　深川材木町 ⑧
江東区福住 不

二　深川材木町 ⑧
江東区塩浜 冬木町　剣岩（13-①-57） ⑩
江東区塩浜 深浜　（13-①-58） ⑩
江東区塩浜 深浜　（13-①-59） ⑩
江東区塩浜 （13-①-60） ⑩
江東区冬木 （13-①-61） ⑩
江東区深川 山生　深川江川場 ⑧
江東区大島 不

二　大島講社（3-②-9） ⑩
江東区富岡 山玉十五夜　深川仲町 ⑧
江東区富岡 山正広　深川仲町 ⑧
江東区富岡 ⃝明　深川元講（4-②-12） ⑩
江東区富岡 ⃝明元　深川（12-①-40） ⑩
江東区富岡 ⃝明元　深川（12-①-41） ⑩
江東区富岡 ⃝明元　深川（12-①-42） ⑩
江東区富岡 ⃝明元　深川仲町（12-①-43） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-35） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-36） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-37） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-38） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（12-①-39） ⑩
江東区富岡 ⃝弘　深川（5-0-3） ⑩
江東区富岡 南

元　四谷深川（12-②-32） ⑩
江東区富岡 山桜　深川（6-①-5） ⑩
江東区富岡 山玉三夜　深川門前岸（12-①-10） ⑩
江東区富岡 山玉　深川土橋 ⑧
江東区木場 木場（13-0-1） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-1） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-2） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-3） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-4） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-5） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-6） ⑩
江東区木場 山玉三夜　（12-①-7） ⑩
江東区木場 山玉三夜　（12-①-8） ⑩
江東区木場 山玉三夜　（12-①-9） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-12） ⑩
江東区木場 山玉三夜　木場（12-①-13） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　木場（12-①-14） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-15） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-16） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-17） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-18） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-19） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-20） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-21） ⑩
江東区木場 山玉⃝元　（12-①-22） ⑩
江東区木場 御水山吉し

ん　（12-①-23） ⑩
江東区木場 御水山吉し

ん　（12-①-24） ⑩
江東区木場 御水山吉し

ん　（12-①-25） ⑩
江東区富岡 山桜　入船町（10-①-22） ⑩
江東区牡丹 剣（剣岩ヵ）　深川佃 ⑧
江東区牡丹 山剣　深川石場 東京　剣岩講（13-①-5） ⑩
江東区牡丹 東京　剣岩講（13-①-15） ⑩
江東区南砂 池ヶ谷弥太郎 ⑩
江東区南砂 永田裕康 ⑩
江東区大島 山桜　大島（6-①-15） ⑩
江東区亀戸 不

二　亀戸講社（3-②-11） ⑩
江東区亀戸 不

二　亀戸（4-②-20） ⑩
江東区亀戸 東京　亀戸（13-①-31） ⑩
江東区亀戸 東京　亀戸（13-①-32） ⑩
渋谷区道玄坂 山吉　渋谷 ⑧
渋谷区道玄坂 山桜　渋谷（7-①-27） ⑩
渋谷区恵比寿 中島武治 ⑩
渋谷区千駄ヶ谷 山桜　千駄ヶ谷（10-①-16） ⑩
渋谷区代々木 ⃝谷　代々木元講（2-①-23） ⑩
渋谷区代々木 山桜　代々木（7-①-24） ⑩
渋谷区代々木 山桜　代々木（8-①-28） ⑩
渋谷区幡ヶ谷 開

元　新宿幡ヶ谷 ⑧
目黒区目黒 山桜　目黒（6-①-11） ⑩
品川区南品川 堤箸芳子 ⑩
品川区北品川 山清　品川宿
品川区北品川 山富士　品川宿
品川区北品川 （⃝嘉）　品川 北口⃝嘉　品川講社（4-②-5） ⑧、⑩
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江東区新大橋 山高深　元講新大はし三（2-②-31） ⑩
江東区新大橋 山高深　元講新大はし三（2-②-32） ⑩
江東区新大橋 山高深　元講新大はし三（2-②-33） ⑩
江東区新大橋 山高深　元講新大はし三（2-②-34） ⑩
江東区新大橋 山高深　元講常盤・新下二（2-②-35） ⑩
江東区新大橋 山高⃝深　西六（12-①-27） ⑩
江東区新大橋 山高⃝深　西六（12-①-28） ⑩
江東区新大橋 山高⃝深　同行（4-②-14） ⑩
江東区常盤 ⃝瀧　深川西元（2-②-11） ⑩
江東区森下 ⃝勢　深川森下町 ⑧
江東区清澄 山高　深川高橋 ⑧
江東区清澄 山大　深川大工町 ⑧
江東区南砂 山吉⃝す　講社（4-②-9） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　御水講開講八拾周年記念 ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　先達（11-③-1） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　先達（11-③-2） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　先達（11-③-3） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　先達（11-③-4） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　会計監査（11-③-5） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　会計（11-③-6） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　会計（11-③-7） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　大先達（11-③-8） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　副講元（11-③-9） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　講元（11-③-10） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　相談役（11-③-11） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　相談役（11-③-13） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　顧問（11-③-14） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　顧問（11-③-15） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　顧問（11-③-16） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　顧問（11-③-17） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-18） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-19） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-20） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-21） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-22） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-23） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-24） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-25） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-26） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-27） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-28） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-29） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-30） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-31） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-32） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-1） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-2） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-3） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-4） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-5） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-6） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-7） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-8） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-9） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-10） ⑩
江東区南砂 江東区　砂町（12-③-6） ⑩
江東区南砂 江東区　砂町（12-③-7） ⑩
江東区南砂 江東区　砂町（12-③-8） ⑩
江東区南砂 江東区　砂町（12-③-9） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-10） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-11） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-12） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-13） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-14） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-15） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-16） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-17） ⑩
江東区南砂 世話人（12-③-18） ⑩
江東区南砂 江東区　（10-②-19） ⑩
江東区南砂 江東区　（10-②-20） ⑩
江東区南砂 江東区　（10-②-21） ⑩
江東区南砂 江東区　（10-②-22） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-23） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-24） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-25） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-26） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-27） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-28） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-29） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-30） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-31） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-32） ⑩

第二部　資料編
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江東区新大橋 山高深　元講新大はし三（2-②-31） ⑩
江東区新大橋 山高深　元講新大はし三（2-②-32） ⑩
江東区新大橋 山高深　元講新大はし三（2-②-33） ⑩
江東区新大橋 山高深　元講新大はし三（2-②-34） ⑩
江東区新大橋 山高深　元講常盤・新下二（2-②-35） ⑩
江東区新大橋 山高⃝深　西六（12-①-27） ⑩
江東区新大橋 山高⃝深　西六（12-①-28） ⑩
江東区新大橋 山高⃝深　同行（4-②-14） ⑩
江東区常盤 ⃝瀧　深川西元（2-②-11） ⑩
江東区森下 ⃝勢　深川森下町 ⑧
江東区清澄 山高　深川高橋 ⑧
江東区清澄 山大　深川大工町 ⑧
江東区南砂 山吉⃝す　講社（4-②-9） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　御水講開講八拾周年記念 ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　先達（11-③-1） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　先達（11-③-2） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　先達（11-③-3） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　先達（11-③-4） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　会計監査（11-③-5） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　会計（11-③-6） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　会計（11-③-7） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　大先達（11-③-8） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　副講元（11-③-9） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　講元（11-③-10） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　相談役（11-③-11） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　相談役（11-③-13） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　顧問（11-③-14） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　顧問（11-③-15） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　顧問（11-③-16） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　顧問（11-③-17） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-18） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-19） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-20） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-21） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-22） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-23） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-24） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-25） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-26） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-27） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-28） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-29） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-30） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-31） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　世話人（11-③-32） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-1） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-2） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-3） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-4） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-5） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-6） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-7） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-8） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-9） ⑩
江東区南砂 山吉⃝す　（砂町・10-②-10） ⑩
江東区南砂 江東区　砂町（12-③-6） ⑩
江東区南砂 江東区　砂町（12-③-7） ⑩
江東区南砂 江東区　砂町（12-③-8） ⑩
江東区南砂 江東区　砂町（12-③-9） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-10） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-11） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-12） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-13） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-14） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-15） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-16） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-17） ⑩
江東区南砂 世話人（12-③-18） ⑩
江東区南砂 江東区　（10-②-19） ⑩
江東区南砂 江東区　（10-②-20） ⑩
江東区南砂 江東区　（10-②-21） ⑩
江東区南砂 江東区　（10-②-22） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-23） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-24） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-25） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-26） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-27） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-28） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-29） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-30） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-31） ⑩
江東区南砂 江東区　（12-③-32） ⑩
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台東区今戸・清川・橋場・東浅草 山万あ
さ　浅草玉姫町（1-①-100） ⑩

台東区今戸・清川・橋場・東浅草 山万あ
さ　浅草玉姫町（1-①-107） ⑩

台東区今戸 東京⃝水　浅草玉姫町（7-②-5） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　副先達（7-②-6） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　大先達（7-②-8） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　（7-②-9） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　世話人（7-②-10） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　世話人（7-②-11） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　浅草区玉姫町（7-②-12） ⑩
台東区今戸 （山万あ

さ）　浅草吉野町（1-①-109） ⑩
台東区橋場 東京⃝敬　はしば（11-②-42） ⑩
台東区橋場 東京⃝敬　はしば（11-②-48） ⑩
台東区清川・東浅草 山万あ

さ　浅草田中一（1-①-108） ⑩
台東区東駒形 山桜　東駒形（10-①-20） ⑩

（浅草金尾） 山万あ
さ　浅草金尾（1-①-124） ⑩

台東区橋場・日本堤 山万あ
さ　汐入村（1-①-111） ⑩

墨田区堅川 恩田文次郎 ⑩
墨田区堅川 山桜　堅川（10-①-21） ⑩
墨田区堅川 山桜　堅川（10-①-24） ⑩
墨田区横網 神田⃝田　元井（4-①-117） ⑩
墨田区横網 山身十七夜講　横網（4-①-181） ⑩
墨田区本所 （本所一心講）　白井巳之吉（9-①） ⑩、⃝田本所一心講
墨田区本所 （本所一心講）　坂本源治郎（9-①） ⑩
墨田区本所 （本所一心講）　名倉周吉（9-①） ⑩
墨田区本所 （本所一心講）　市村国太郎（9-①） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-47） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-48） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-49） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-50） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-51） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-52） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-53） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-54） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-55） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-56） ⑩
墨田区本所 （山万あ

さ）　本所（1-①-124） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-18） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-21） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-22） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-18） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-21） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　世話人（7-②-22） ⑩
墨田区本所 山桜　本所（6-①-18） ⑩
墨田区本所 山桜　本所（8-①-9） ⑩
墨田区本所 山桜　本所（6-①-18） ⑩
墨田区本所 山桜　本所（8-①-9） ⑩
墨田区立川 東京　山菊丸元講（4-③-10） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　大先達（12-①-29） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元元　大先達（12-①-30） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　大先達（12-①-31） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　副先達（12-①-32） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　副先達（12-①-33） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　世話人（12-①-34） ⑩
墨田区立川 山桜　菊川（10-①-23） ⑩
墨田区両国 ⃝川　元両国（1-①-1） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国講元（1-①-2） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国先達（1-①-3） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国副先達（1-①-4） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国講社長（1-①-5） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国世話人（1-①-6） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国世話人（1-①-7） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国世話人（1-①-8） ⑩
墨田区両国 山桜　富士松（8-①-23） ⑩
墨田区両国 山桜　両国（8-①-24） ⑩
墨田区両国 山桜　両国（8-①-27） ⑩
墨田区緑 山桜　緑町（10-①-19） ⑩
墨田区本所・東駒形 ⃝鉄　本所馬場 ⑧
墨田区石原・本所 ⃝且　本所割下水 ⑧
墨田区石原・本所 ⃝行　本所割下水 ⑧
墨田区吾妻橋・東駒形 ⃝皇廿六夜（小梅町）　小梅町（4-①-13） ⑧
墨田区吾妻橋・東駒形 小梅（4-①-14） ⑩
墨田区石原 神田⃝田　増井二黒堂（4-①-113） ⑩
墨田区石原 （山万あ

さ）　本所横川町（1-①-100） ⑩
墨田区本所 不

二　本所 ⑧
墨田区向島 不

二　向島講社（3-②-10） ⑩
墨田区向島 ⃝藤　向島（1-①-67） ⑩
墨田区向島 山桜　扶桑閣富士講 ⑩
墨田区向島 向島（8-①-1） ⑩
墨田区向島 向島（8-①-25） ⑩
墨田区向島 山桜　寺島（7-①-14） ⑩
江東区新大橋・森下・常盤 ⃝弘　深川六間堀 ⑧
江東区新大橋・森下・常盤 ⃝冨　深川六間堀 ⑧

第二部　資料編
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台東区今戸・清川・橋場・東浅草 山万あ
さ　浅草玉姫町（1-①-100） ⑩

台東区今戸・清川・橋場・東浅草 山万あ
さ　浅草玉姫町（1-①-107） ⑩

台東区今戸 東京⃝水　浅草玉姫町（7-②-5） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　副先達（7-②-6） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　大先達（7-②-8） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　（7-②-9） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　世話人（7-②-10） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　世話人（7-②-11） ⑩
台東区今戸 東京⃝水　浅草区玉姫町（7-②-12） ⑩
台東区今戸 （山万あ

さ）　浅草吉野町（1-①-109） ⑩
台東区橋場 東京⃝敬　はしば（11-②-42） ⑩
台東区橋場 東京⃝敬　はしば（11-②-48） ⑩
台東区清川・東浅草 山万あ

さ　浅草田中一（1-①-108） ⑩
台東区東駒形 山桜　東駒形（10-①-20） ⑩

（浅草金尾） 山万あ
さ　浅草金尾（1-①-124） ⑩

台東区橋場・日本堤 山万あ
さ　汐入村（1-①-111） ⑩

墨田区堅川 恩田文次郎 ⑩
墨田区堅川 山桜　堅川（10-①-21） ⑩
墨田区堅川 山桜　堅川（10-①-24） ⑩
墨田区横網 神田⃝田　元井（4-①-117） ⑩
墨田区横網 山身十七夜講　横網（4-①-181） ⑩
墨田区本所 （本所一心講）　白井巳之吉（9-①） ⑩、⃝田本所一心講
墨田区本所 （本所一心講）　坂本源治郎（9-①） ⑩
墨田区本所 （本所一心講）　名倉周吉（9-①） ⑩
墨田区本所 （本所一心講）　市村国太郎（9-①） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-47） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-48） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-49） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-50） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-51） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-52） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-53） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-54） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-55） ⑩
墨田区本所 ⃝田本所　一心講（4-①-56） ⑩
墨田区本所 （山万あ

さ）　本所（1-①-124） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-18） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-21） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-22） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-18） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　本所（7-②-21） ⑩
墨田区本所 東京⃝水　世話人（7-②-22） ⑩
墨田区本所 山桜　本所（6-①-18） ⑩
墨田区本所 山桜　本所（8-①-9） ⑩
墨田区本所 山桜　本所（6-①-18） ⑩
墨田区本所 山桜　本所（8-①-9） ⑩
墨田区立川 東京　山菊丸元講（4-③-10） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　大先達（12-①-29） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元元　大先達（12-①-30） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　大先達（12-①-31） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　副先達（12-①-32） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　副先達（12-①-33） ⑩
墨田区立川 山菊⃝元　世話人（12-①-34） ⑩
墨田区立川 山桜　菊川（10-①-23） ⑩
墨田区両国 ⃝川　元両国（1-①-1） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国講元（1-①-2） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国先達（1-①-3） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国副先達（1-①-4） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国講社長（1-①-5） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国世話人（1-①-6） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国世話人（1-①-7） ⑩
墨田区両国 ⃝川　両国世話人（1-①-8） ⑩
墨田区両国 山桜　富士松（8-①-23） ⑩
墨田区両国 山桜　両国（8-①-24） ⑩
墨田区両国 山桜　両国（8-①-27） ⑩
墨田区緑 山桜　緑町（10-①-19） ⑩
墨田区本所・東駒形 ⃝鉄　本所馬場 ⑧
墨田区石原・本所 ⃝且　本所割下水 ⑧
墨田区石原・本所 ⃝行　本所割下水 ⑧
墨田区吾妻橋・東駒形 ⃝皇廿六夜（小梅町）　小梅町（4-①-13） ⑧
墨田区吾妻橋・東駒形 小梅（4-①-14） ⑩
墨田区石原 神田⃝田　増井二黒堂（4-①-113） ⑩
墨田区石原 （山万あ

さ）　本所横川町（1-①-100） ⑩
墨田区本所 不

二　本所 ⑧
墨田区向島 不

二　向島講社（3-②-10） ⑩
墨田区向島 ⃝藤　向島（1-①-67） ⑩
墨田区向島 山桜　扶桑閣富士講 ⑩
墨田区向島 向島（8-①-1） ⑩
墨田区向島 向島（8-①-25） ⑩
墨田区向島 山桜　寺島（7-①-14） ⑩
江東区新大橋・森下・常盤 ⃝弘　深川六間堀 ⑧
江東区新大橋・森下・常盤 ⃝冨　深川六間堀 ⑧

43



－ 50 －

台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-9） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-10） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　元十三講（2-①-11） ⑩
台東区雷門 ⃝雷　浅草並木町 ⑧
台東区雷門 ⃝■　浅草広小路 ⑧
台東区浅草公園 神田⃝吉　小倉堂（4-①-133） ⑩
台東区浅草 山長金　浅草西馬道 ⑧
台東区浅草 ⃝鉄　浅草南馬道 ⑧
台東区浅草 （⃝鉄）　浅草門開前 ⑧
台東区浅草 ⃝芳　浅草北馬道 ⑧
台東区浅草 神田⃝田　山崎（4-①-116） ⑩
台東区浅草 ⃝仙心　浅草一心講（7-③-12） ⑩
台東区花川戸 ⃝皇　浅草花川戸 ⑧
台東区花川戸 ⃝英　浅草山ノ宿 ⑧
台東区今戸 　浅草今戸瓦町 ⑧
台東区浅草 ⃝行　浅草田町 ⑧
台東区浅草 ⃝芳　浅草田町 ⑧
台東区浅草 山（桜）　浅草田町登元講（1-②-③） ⑩
台東区橋場 　浅草橋場 ⑧
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-14） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-22） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-24） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-25） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-28） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（7-①-11） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（7-①-19） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（7-①-22） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-5） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-8） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-13） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-14） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-15） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-10） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-11） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-17） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-18） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-19） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-20） ⑩
台東区浅草 ⃝藤　浅草（1-①-42） ⑩
台東区浅草 （神徳講）　浅草猿若町（11-②-1） ⑩
台東区浅草 （神徳講）　世話人（11-②-2） ⑩
台東区浅草 （神徳講）　相談役（11-②-3） ⑩
台東区浅草 東京⃝敬　浅草（11-①-7） ⑩
台東区浅草 東京⃝敬　浅草（11-①-39） ⑩
台東区浅草 東北山桜　浅草十七夜 ⑩
台東区浅草 登元講社（8-③-3） ⑩
台東区浅草 （東京⃝水）　浅草田町（7-②-4） ⑩
台東区千束 東京⃝水　浅草仲之町（7-②-7） ⑩
台東区今戸 ⃝皇　今戸 ⃝皇廿六夜　車坂（4-①-10） ⑧、⑩
台東区今戸 ⃝皇　同所 ⃝皇廿六夜　今戸（4-①-12） ⑧、⑩
台東区浅草 ⃝銀　（浅草） ⑧
台東区今戸・東浅草 山万　浅草新鳥越 ⑧
台東区今戸・東浅草 山万あ

さ　浅草吉野町（1-①-109） ⑩
台東区田町 浅草田一・浅草山谷 ⑩
台東区花川戸 山万あ

さ　吾妻はし・花川戸（1-①-104） ⑩
台東区浅草 浅千二 ⑩
台東区東浅草・清川 ◎　浅草山谷町 ⑧
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　山谷（1-①-110） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-112） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-113） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-114） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-115） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-116） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-118） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-119） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-120） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-121） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-122） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-123） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　山谷鍛治町（1-①-99） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　山谷（1-①-105） ⑩
台東区千束 山万あ

さ　淺千二（1-①-102） ⑩
台東区千束 神田⃝吉　小渕（4-①-137） ⑩
台東区千束 山桜　千束（7-①-28） ⑩
台東区千束 神田七講中道大沢室建立記念 ⑩
台東区千束 ⃝皇廿六夜　先達（4-①-1） ⑩
台東区千束 ⃝皇廿六夜　南千・講元（4-①-2） ⑩
台東区千束 ⃝皇廿六夜　浅草（4-①-3） ⑩
台東区千束 ⃝皇廿六夜　浅千（4-①-11） ⑩
台東区千束 東京⃝敬　千束（11-①-44） ⑩
台東区今戸 山万あ

さ　浅草吉野町（1-①-103） ⑩
台東区今戸 山万あ

さ　浅草今戸（1-①-128） ⑩
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台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-9） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-10） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　元十三講（2-①-11） ⑩
台東区雷門 ⃝雷　浅草並木町 ⑧
台東区雷門 ⃝■　浅草広小路 ⑧
台東区浅草公園 神田⃝吉　小倉堂（4-①-133） ⑩
台東区浅草 山長金　浅草西馬道 ⑧
台東区浅草 ⃝鉄　浅草南馬道 ⑧
台東区浅草 （⃝鉄）　浅草門開前 ⑧
台東区浅草 ⃝芳　浅草北馬道 ⑧
台東区浅草 神田⃝田　山崎（4-①-116） ⑩
台東区浅草 ⃝仙心　浅草一心講（7-③-12） ⑩
台東区花川戸 ⃝皇　浅草花川戸 ⑧
台東区花川戸 ⃝英　浅草山ノ宿 ⑧
台東区今戸 　浅草今戸瓦町 ⑧
台東区浅草 ⃝行　浅草田町 ⑧
台東区浅草 ⃝芳　浅草田町 ⑧
台東区浅草 山（桜）　浅草田町登元講（1-②-③） ⑩
台東区橋場 　浅草橋場 ⑧
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-14） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-22） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-24） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-25） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（6-①-28） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（7-①-11） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（7-①-19） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（7-①-22） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-5） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-8） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-13） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-14） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-15） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-10） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-11） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-17） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-18） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-19） ⑩
台東区浅草 山桜　浅草（8-①-20） ⑩
台東区浅草 ⃝藤　浅草（1-①-42） ⑩
台東区浅草 （神徳講）　浅草猿若町（11-②-1） ⑩
台東区浅草 （神徳講）　世話人（11-②-2） ⑩
台東区浅草 （神徳講）　相談役（11-②-3） ⑩
台東区浅草 東京⃝敬　浅草（11-①-7） ⑩
台東区浅草 東京⃝敬　浅草（11-①-39） ⑩
台東区浅草 東北山桜　浅草十七夜 ⑩
台東区浅草 登元講社（8-③-3） ⑩
台東区浅草 （東京⃝水）　浅草田町（7-②-4） ⑩
台東区千束 東京⃝水　浅草仲之町（7-②-7） ⑩
台東区今戸 ⃝皇　今戸 ⃝皇廿六夜　車坂（4-①-10） ⑧、⑩
台東区今戸 ⃝皇　同所 ⃝皇廿六夜　今戸（4-①-12） ⑧、⑩
台東区浅草 ⃝銀　（浅草） ⑧
台東区今戸・東浅草 山万　浅草新鳥越 ⑧
台東区今戸・東浅草 山万あ

さ　浅草吉野町（1-①-109） ⑩
台東区田町 浅草田一・浅草山谷 ⑩
台東区花川戸 山万あ

さ　吾妻はし・花川戸（1-①-104） ⑩
台東区浅草 浅千二 ⑩
台東区東浅草・清川 ◎　浅草山谷町 ⑧
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　山谷（1-①-110） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-112） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-113） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-114） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-115） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-116） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-118） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-119） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-120） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-121） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-122） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　浅草山谷（1-①-123） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　山谷鍛治町（1-①-99） ⑩
台東区東浅草・清川 山万あ

さ　山谷（1-①-105） ⑩
台東区千束 山万あ

さ　淺千二（1-①-102） ⑩
台東区千束 神田⃝吉　小渕（4-①-137） ⑩
台東区千束 山桜　千束（7-①-28） ⑩
台東区千束 神田七講中道大沢室建立記念 ⑩
台東区千束 ⃝皇廿六夜　先達（4-①-1） ⑩
台東区千束 ⃝皇廿六夜　南千・講元（4-①-2） ⑩
台東区千束 ⃝皇廿六夜　浅草（4-①-3） ⑩
台東区千束 ⃝皇廿六夜　浅千（4-①-11） ⑩
台東区千束 東京⃝敬　千束（11-①-44） ⑩
台東区今戸 山万あ

さ　浅草吉野町（1-①-103） ⑩
台東区今戸 山万あ

さ　浅草今戸（1-①-128） ⑩
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台東区下谷 ⃝田　下谷一心講（4-①-44） ⑩
台東区下谷 ⃝田　下谷一心講（4-①-45） ⑩
台東区下谷 ⃝田　下谷一心講（4-①-46） ⑩
台東区下谷 山桜　下谷（6-①-12） ⑩
台東区下谷 山桜　下谷（6-①-7） ⑩
台東区下谷 山桜　下谷（6-①-13） ⑩
台東区下谷 東　下谷坂本四丁目 ⃝元　坂本（13-①-71） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-72） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-73） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-74） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-75） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-76） ⑩
台東区三ノ輪 山富　箕輪新町天王前 ⑧
台東区上野公園 ⃝皇廿六夜　浅聖（4-①-4） ⑩
台東区上野桜木 （神徳講）　上野桜木町（11-②-33） ⑩
台東区上野桜木 （神徳講）　上野桜木町（11-②-38） ⑩
台東区上野桜木 （神徳講）　（（11-②-39） ⑩
台東区池之端 東京⃝敬　池之端（11-①-47） ⑩
台東区池之端 ⃝皇廿六夜　茅町（4-①-6） ⑩
台東区池之端 ⃝正　池之端七軒町 ⑧、⃝鏡ヵ
台東区谷中 官位　谷中 官位　東京谷中（2-②-22） ⑧、⑩
台東区谷中 官位　東京谷中（2-②-26） ⑩
台東区上野 ⃝睦一心　水野（3-②-15） ⑩
台東区上野 ⃝睦一心　浅井（3-②-21） ⑩
台東区入谷 ⃝京　入谷尾崎（1-②-12） ⑩
台東区入谷 （⃝京）　入谷（1-②-5） ⑩
台東区入谷 ⃝京　入谷（1-②-7） ⑩
台東区入谷 南入谷（13-①-45） ⑩
台東区入谷 中入谷（13-①-46） ⑩
台東区入谷 南入谷（13-①-47） ⑩
台東区入谷 南入谷（13-①-48） ⑩
台東区入谷 神田⃝吉　梅本（4-①-135） ⑩
台東区入谷 （神徳講）　江戸入谷（11-②-40） ⑩
台東区入谷 （神徳講）　江戸入谷町（11-②-15） ⑩
台東区入谷 （神徳講）　丸山（11-②-16） ⑩
台東区浅草 ⃝英　浅草一ノ権現 ⑧
台東区浅草 ⃝半　浅草子ヂヤ刀ノ地内 ⑧
台東区浅草 浅草　（吉田）塩谷平内左衛門 ⑧
台東区浅草 神田⃝吉　佐藤（4-①-134） ⑩
台東区鳥越 （神徳講）　浅草鳥越（11-②-4・5） ⑩
台東区鳥越 （神徳講）　浅草鳥越（11-②-21・22） ⑩
台東区鳥越 （神徳講）　⃝カ（11-②-23・24） ⑩
台東区鳥越 （神徳講）　浅草田松（11-②-30） ⑩
台東区浅草橋 神田⃝田　西川（4-①-115） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　浅草向柳原（11-②-6） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　講元（11-②-7） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　浅草向柳原（11-②-27） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　浅草向柳原（11-②-28） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　山サ（11-②-29） ⑩
台東区浅草橋 （⃝京）　浅草左衛門町（1-②-6） ⑩
台東区浅草橋 ⃝京　浅草左衛門町（2-①-26） ⑩
台東区浅草橋 ⃝京　浅草（1-②-10） ⑩
台東区浅草橋 （⃝京）　浅草福井町小島（1-②-9） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-5） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-6） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-10） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-21） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-26） ⑩
台東区鳥越 ⃝半　浅草鳥越 ⑧
台東区小島町 山万あ

さ　浅草山谷講社（1-①-101） ⑩
台東区小島町 浅草北三筋町・浅草小島町 ⑩
台東区小島町 山万あ

さ　浅草小島町（1-①-127） ⑩
台東区小島町 山身　浅草新堀 ⑧
台東区小島町 山身　セイロウ下（浅草ヵ） ⑧
台東区駒形 山吉　昭和七年　東京神徳講 ⑩
台東区駒形 （神徳講）　（11-②-17） ⑩
台東区駒形 （神徳講）　（11-②-18） ⑩
台東区駒形 （神徳講）　（11-②-19） ⑩
台東区駒形 （神徳講）　駒形町（11-②-20） ⑩
台東区駒形 山身十七夜講　浅草三間（4-①-175） ⑩
台東区駒形 ⃝岩　三間町（2-②-30） ⑩
台東区駒形 神田⃝吉　三間町（4-①-132） ⑩
台東区寿 神田⃝吉　武山（4-①-138） ⑩
台東区元浅草 山万あ

さ　七軒町（1-①-106） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　中道開山講社（2-①-1） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　大先達（2-①-2） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-3） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-4） ⑩
台東区松が谷 ⃝岩　松葉町（2-①-5） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-6） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-7） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-8） ⑩
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台東区下谷 ⃝田　下谷一心講（4-①-44） ⑩
台東区下谷 ⃝田　下谷一心講（4-①-45） ⑩
台東区下谷 ⃝田　下谷一心講（4-①-46） ⑩
台東区下谷 山桜　下谷（6-①-12） ⑩
台東区下谷 山桜　下谷（6-①-7） ⑩
台東区下谷 山桜　下谷（6-①-13） ⑩
台東区下谷 東　下谷坂本四丁目 ⃝元　坂本（13-①-71） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-72） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-73） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-74） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-75） ⑩
台東区下谷 （⃝元）　坂本（13-①-76） ⑩
台東区三ノ輪 山富　箕輪新町天王前 ⑧
台東区上野公園 ⃝皇廿六夜　浅聖（4-①-4） ⑩
台東区上野桜木 （神徳講）　上野桜木町（11-②-33） ⑩
台東区上野桜木 （神徳講）　上野桜木町（11-②-38） ⑩
台東区上野桜木 （神徳講）　（（11-②-39） ⑩
台東区池之端 東京⃝敬　池之端（11-①-47） ⑩
台東区池之端 ⃝皇廿六夜　茅町（4-①-6） ⑩
台東区池之端 ⃝正　池之端七軒町 ⑧、⃝鏡ヵ
台東区谷中 官位　谷中 官位　東京谷中（2-②-22） ⑧、⑩
台東区谷中 官位　東京谷中（2-②-26） ⑩
台東区上野 ⃝睦一心　水野（3-②-15） ⑩
台東区上野 ⃝睦一心　浅井（3-②-21） ⑩
台東区入谷 ⃝京　入谷尾崎（1-②-12） ⑩
台東区入谷 （⃝京）　入谷（1-②-5） ⑩
台東区入谷 ⃝京　入谷（1-②-7） ⑩
台東区入谷 南入谷（13-①-45） ⑩
台東区入谷 中入谷（13-①-46） ⑩
台東区入谷 南入谷（13-①-47） ⑩
台東区入谷 南入谷（13-①-48） ⑩
台東区入谷 神田⃝吉　梅本（4-①-135） ⑩
台東区入谷 （神徳講）　江戸入谷（11-②-40） ⑩
台東区入谷 （神徳講）　江戸入谷町（11-②-15） ⑩
台東区入谷 （神徳講）　丸山（11-②-16） ⑩
台東区浅草 ⃝英　浅草一ノ権現 ⑧
台東区浅草 ⃝半　浅草子ヂヤ刀ノ地内 ⑧
台東区浅草 浅草　（吉田）塩谷平内左衛門 ⑧
台東区浅草 神田⃝吉　佐藤（4-①-134） ⑩
台東区鳥越 （神徳講）　浅草鳥越（11-②-4・5） ⑩
台東区鳥越 （神徳講）　浅草鳥越（11-②-21・22） ⑩
台東区鳥越 （神徳講）　⃝カ（11-②-23・24） ⑩
台東区鳥越 （神徳講）　浅草田松（11-②-30） ⑩
台東区浅草橋 神田⃝田　西川（4-①-115） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　浅草向柳原（11-②-6） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　講元（11-②-7） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　浅草向柳原（11-②-27） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　浅草向柳原（11-②-28） ⑩
台東区浅草橋 （神徳講）　山サ（11-②-29） ⑩
台東区浅草橋 （⃝京）　浅草左衛門町（1-②-6） ⑩
台東区浅草橋 ⃝京　浅草左衛門町（2-①-26） ⑩
台東区浅草橋 ⃝京　浅草（1-②-10） ⑩
台東区浅草橋 （⃝京）　浅草福井町小島（1-②-9） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-5） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-6） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-10） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-21） ⑩
台東区浅草橋 山桜　浅草橋（7-①-26） ⑩
台東区鳥越 ⃝半　浅草鳥越 ⑧
台東区小島町 山万あ

さ　浅草山谷講社（1-①-101） ⑩
台東区小島町 浅草北三筋町・浅草小島町 ⑩
台東区小島町 山万あ

さ　浅草小島町（1-①-127） ⑩
台東区小島町 山身　浅草新堀 ⑧
台東区小島町 山身　セイロウ下（浅草ヵ） ⑧
台東区駒形 山吉　昭和七年　東京神徳講 ⑩
台東区駒形 （神徳講）　（11-②-17） ⑩
台東区駒形 （神徳講）　（11-②-18） ⑩
台東区駒形 （神徳講）　（11-②-19） ⑩
台東区駒形 （神徳講）　駒形町（11-②-20） ⑩
台東区駒形 山身十七夜講　浅草三間（4-①-175） ⑩
台東区駒形 ⃝岩　三間町（2-②-30） ⑩
台東区駒形 神田⃝吉　三間町（4-①-132） ⑩
台東区寿 神田⃝吉　武山（4-①-138） ⑩
台東区元浅草 山万あ

さ　七軒町（1-①-106） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　中道開山講社（2-①-1） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　大先達（2-①-2） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-3） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-4） ⑩
台東区松が谷 ⃝岩　松葉町（2-①-5） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-6） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-7） ⑩
台東区浅草 ⃝岩　浅草（2-①-8） ⑩
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文京区小石川 ⃝水　竹早町（3-②-12） ⑩
文京区春日 神田⃝吉　多喜（4-①-143） ⑩
文京区音羽 ⃝護　東青柳町 山護　（大塚坂下町）元講（2-①-22） ⑧、⑩
文京区音羽 ⃝護　雑司ヶ谷音羽町一丁目 山護元講　（4-③-4） ⑧、⑩
文京区音羽 山護　（13-①-52） ⑩
文京区音羽 （山護）　（13-①-53） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第一小頭（11-①-1） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第一部長（11-①-2） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　敬神会（11-①-3） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　本郷（11-①-4） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　本郷（11-①-11） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　本郷（11-①-41） ⑩
文京区本郷 （東京⃝敬）　本郷□□町（11-②-32） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　元行（11-①-12） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　敬神会（11-①-13） ⑩
文京区本郷 敬神講（13-①-1） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第三纏（11-①-16） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第四小頭（11-①-17） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第四小頭（11-①-18） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第三小頭（11-①-19） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第三小頭（11-①-20） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第三部長（11-①-21） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第二部小頭（11-①-22） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第二小頭（11-①-23） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第二部長（11-①-24） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第一小頭（11-①-25） ⑩
文京区湯島 ⃝池　湯島 ⑧
文京区湯島 （⃝京）　湯島天神町（2-②-2） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-35） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-36） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-37） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-42） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-43） ⑩
文京区湯島 岡本亀次郎 ⑩
文京区本郷 本郷三丁目 神田⃝吉　竹沢（4-①-142） ⑩
文京区本郷 神田⃝吉　樋山（4-①-136） ⑩
文京区本郷 ⃝花　本郷六丁目 ⑧
文京区本郷 山花⃝本　本郷講社（2-②-21） ⑩
文京区本郷 （山花）　山花丸本講（13-①-18） ⑩
文京区本郷 （山花）　本郷（13-①-65） ⑩
文京区本郷 ⃝花　本郷春木町 ⑧
文京区本郷 山咲　本郷春木町一丁目 山咲⃝島　講社（（2-②-27） ⑧、⑩
文京区本郷 幣束　本郷元町 ⑧
文京区西片 （⃝参）　本郷丸山町 ⑧
文京区西片 山吉　本郷大根畑 ⑧
文京区向丘 ⃝瀧　本郷肴町（2-②-29） ⑩
文京区本駒込 ⃝瀧　駒込富士前 （⃝瀧）　駒込（2-0-6） ⑩
文京区本駒込 ⃝瀧　地元廿三夜講（5-0-11） ⑩
文京区本駒込 ⃝瀧　富士前町（2-②-15） ⑩
文京区本駒込 ⃝瀧　講元（2-②-16） ⑩
文京区西方 丸瀧廿三夜講（4-③-25） ⑩
文京区西方 津屋広達 ⑩
文京区根津 ⃝岩　根津 ⑧
文京区本駒込 山水　駒込 ⑧
文京区本駒込 （⃝嘉）　駒込 ⑧
台東区上野公園 ⃝生　下谷忍ヶ岡（2-②-28） ⑩
台東区上野公園 ⃝生　下谷（2-②-36） ⑩
台東区下谷 東⃝登　下谷講社（2-②-19） ⑩
台東区下谷 ⃝岩　下谷（2-②-24） ⑩
台東区下谷 ⃝岩　（2-②-25） ⑩
台東区下谷 東京下谷（13-①-67） ⑩
台東区下谷 （13-①-68） ⑩
台東区下谷 （13-①-69） ⑩
台東区下谷 （13-①-70） ⑩
台東区下谷 （下谷一心講）　高尾治郎吉（9-①） ⑩、⃝田下谷一心講
台東区下谷 （下谷一心講）　高橋秀之助（9-①） ⑩
台東区下谷 （下谷一心講）　下村善太郎（9-①） ⑩
台東区下谷 （下谷一心講）　小池勝（9-①） ⑩
台東区下谷 （下谷一心講）　増田録一郎（9-①） ⑩
台東区秋葉原 山身⃝禄　練塀町総元（7-③-18） ⑩
台東区秋葉原 ⃝京　神田練塀町（4-②-2） ⑩
台東区上野 ⃝生　下谷三枚橋 ⑧
台東区台東 神田⃝吉　堀口（4-①-130） ⑩
台東区台東 下谷御徒一（11-②-41） ⑩
台東区台東 竹町⃝タ　竹町（11-②-31） ⑩、山吉東京神徳講
台東区東上野 ⃝鈴　下谷藁店 ⑧
台東区上野 （神徳講）　東京上野町（11-②-9） ⑩
台東区上野 （神徳講）　世話人（11-②-10） ⑩
台東区上野 （神徳講）　（11-②-11） ⑩
台東区上野 （神徳講）　（11-②-11） ⑩
台東区上野 （神徳講）　東京上野（11-②-34） ⑩
台東区下谷 ⃝田　下谷一心講（4-①-43） ⑩

第二部　資料編
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文京区小石川 ⃝水　竹早町（3-②-12） ⑩
文京区春日 神田⃝吉　多喜（4-①-143） ⑩
文京区音羽 ⃝護　東青柳町 山護　（大塚坂下町）元講（2-①-22） ⑧、⑩
文京区音羽 ⃝護　雑司ヶ谷音羽町一丁目 山護元講　（4-③-4） ⑧、⑩
文京区音羽 山護　（13-①-52） ⑩
文京区音羽 （山護）　（13-①-53） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第一小頭（11-①-1） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第一部長（11-①-2） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　敬神会（11-①-3） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　本郷（11-①-4） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　本郷（11-①-11） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　本郷（11-①-41） ⑩
文京区本郷 （東京⃝敬）　本郷□□町（11-②-32） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　元行（11-①-12） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　敬神会（11-①-13） ⑩
文京区本郷 敬神講（13-①-1） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第三纏（11-①-16） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第四小頭（11-①-17） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第四小頭（11-①-18） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第三小頭（11-①-19） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第三小頭（11-①-20） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第三部長（11-①-21） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第二部小頭（11-①-22） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第二小頭（11-①-23） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第二部長（11-①-24） ⑩
文京区本郷 東京⃝敬　第一小頭（11-①-25） ⑩
文京区湯島 ⃝池　湯島 ⑧
文京区湯島 （⃝京）　湯島天神町（2-②-2） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-35） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-36） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-37） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-42） ⑩
文京区湯島 湯島天神（11-②-43） ⑩
文京区湯島 岡本亀次郎 ⑩
文京区本郷 本郷三丁目 神田⃝吉　竹沢（4-①-142） ⑩
文京区本郷 神田⃝吉　樋山（4-①-136） ⑩
文京区本郷 ⃝花　本郷六丁目 ⑧
文京区本郷 山花⃝本　本郷講社（2-②-21） ⑩
文京区本郷 （山花）　山花丸本講（13-①-18） ⑩
文京区本郷 （山花）　本郷（13-①-65） ⑩
文京区本郷 ⃝花　本郷春木町 ⑧
文京区本郷 山咲　本郷春木町一丁目 山咲⃝島　講社（（2-②-27） ⑧、⑩
文京区本郷 幣束　本郷元町 ⑧
文京区西片 （⃝参）　本郷丸山町 ⑧
文京区西片 山吉　本郷大根畑 ⑧
文京区向丘 ⃝瀧　本郷肴町（2-②-29） ⑩
文京区本駒込 ⃝瀧　駒込富士前 （⃝瀧）　駒込（2-0-6） ⑩
文京区本駒込 ⃝瀧　地元廿三夜講（5-0-11） ⑩
文京区本駒込 ⃝瀧　富士前町（2-②-15） ⑩
文京区本駒込 ⃝瀧　講元（2-②-16） ⑩
文京区西方 丸瀧廿三夜講（4-③-25） ⑩
文京区西方 津屋広達 ⑩
文京区根津 ⃝岩　根津 ⑧
文京区本駒込 山水　駒込 ⑧
文京区本駒込 （⃝嘉）　駒込 ⑧
台東区上野公園 ⃝生　下谷忍ヶ岡（2-②-28） ⑩
台東区上野公園 ⃝生　下谷（2-②-36） ⑩
台東区下谷 東⃝登　下谷講社（2-②-19） ⑩
台東区下谷 ⃝岩　下谷（2-②-24） ⑩
台東区下谷 ⃝岩　（2-②-25） ⑩
台東区下谷 東京下谷（13-①-67） ⑩
台東区下谷 （13-①-68） ⑩
台東区下谷 （13-①-69） ⑩
台東区下谷 （13-①-70） ⑩
台東区下谷 （下谷一心講）　高尾治郎吉（9-①） ⑩、⃝田下谷一心講
台東区下谷 （下谷一心講）　高橋秀之助（9-①） ⑩
台東区下谷 （下谷一心講）　下村善太郎（9-①） ⑩
台東区下谷 （下谷一心講）　小池勝（9-①） ⑩
台東区下谷 （下谷一心講）　増田録一郎（9-①） ⑩
台東区秋葉原 山身⃝禄　練塀町総元（7-③-18） ⑩
台東区秋葉原 ⃝京　神田練塀町（4-②-2） ⑩
台東区上野 ⃝生　下谷三枚橋 ⑧
台東区台東 神田⃝吉　堀口（4-①-130） ⑩
台東区台東 下谷御徒一（11-②-41） ⑩
台東区台東 竹町⃝タ　竹町（11-②-31） ⑩、山吉東京神徳講
台東区東上野 ⃝鈴　下谷藁店 ⑧
台東区上野 （神徳講）　東京上野町（11-②-9） ⑩
台東区上野 （神徳講）　世話人（11-②-10） ⑩
台東区上野 （神徳講）　（11-②-11） ⑩
台東区上野 （神徳講）　（11-②-11） ⑩
台東区上野 （神徳講）　東京上野（11-②-34） ⑩
台東区下谷 ⃝田　下谷一心講（4-①-43） ⑩
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新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-16） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-17） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-18） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　府下南町（12-②-19） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-20） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-21） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-22） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-24） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-25） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷登山会（12-②-26） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷登山会（12-②-13） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-27） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-28） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-34） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-35） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-36） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-37） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-38） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷登山会（12-②-39） ⑩
新宿区南元町 （⃝谷）　谷町 丸谷二拾六夜講（4-③-14） ⑧、⑩
新宿区南元町 廿六夜登山会（19-①-8） ⑩
新宿区若葉 東京⃝水　四ッ谷谷町（7-②-16） ⑩
新宿区若葉 南

元　四谷谷町（12-②-29） ⑩
新宿区若葉 南

元　四谷谷町（12-②-30） ⑩
新宿区若葉 丸谷拾三夜講（4-③-32） ⑩
新宿区若葉 東京　東運講（13-①-4） ⑩
新宿区新宿・内藤町 内丸　内藤新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　天竜寺門前 ⑧
新宿区市谷薬王寺町 ⃝藤　牛込薬王寺（（1-①-53） ⑩
新宿区市谷台町 ⃝谷　市ヶ谷谷町 ⑧
新宿区市谷台町 ⃝石　市ヶ谷谷町 ⑧
新宿区牛込原町 （⃝谷）　原町 ⑧
新宿区戸山 戸山　（13-①-63） ⑩
新宿区戸山 （13-①-64） ⑩
新宿区横寺町 ⃝藤　牛込寺町 ⑧
新宿区神楽坂 ⃝和　牛込通寺町（12-②-10） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　牛込（7-②-13） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　牛込山吹町（7-②-17） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　牛込山吹町（7-②-19） ⑩
新宿区山吹町 北口⃝水　東京講社（7-②-1） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　先達（7-2-2） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　世話人（7-②-3） ⑩
新宿区山吹町 北口⃝水　東京（13-①-35） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　山吹町（7-①-4） ⑩
新宿区牛込 牛込　春□（13-0-3） ⑩
新宿区早稲田鶴巻町 井田清重 ⑩、⃝藤宮元講
新宿区早稲田鶴巻町 東京⃝水　早稲田鶴巻町（7-②-14） ⑩
新宿区北新宿 東京⃝敬　柏木（11-①-46） ⑩
新宿区北新宿 神永政次 ⑩
新宿区西新宿 山桜　淀橋（7-①-18） ⑩
新宿区西新宿 ⃝谷　（新町）元講（2-①-16） ⑩
新宿区西大久保 ⃝谷　廿三夜講（2-①-15） ⑩
新宿区西大久保 西大久保　丸谷廿三夜講（13-①-21） ⑩
新宿区西大久保 奥山春季 ⑩
新宿区大久保 奉納⃝谷　大久保十七夜講社同行（8-②-1） ⑩
新宿区大久保 東都大久保　（1-0-5） ⑩
新宿区大久保 東都大久保　（1-0-7） ⑩
新宿区東大久保 奉納⃝谷　東大久保町廿六夜講社（8-②-3） ⑩
新宿区高田馬場 ⃝藤　高田馬場 東京　⃝藤総元講（13-①-16） ⑧、⑩
新宿区下落合 高田八右衛門 ⑩
新宿区下落合 東京落合　月三総元講（13-①-20） ⑩
新宿区下落合 宇田川金太郎 ⑩
新宿区下落合 ⃝和　府下下落合（12-②-8） ⑩
新宿区下落合 岩崎又吉 ⑩
文京区小石川 東京⃝敬　小石川（11-①-6） ⑩
文京区小石川 下富坂（13-①-66） ⑩
文京区後楽 （⃝藤）　小石川 ⑧
文京区後楽 （⃝嘉）　小石川 ⑧
文京区小石川 南

元　小石川（12-②-33） ⑩
文京区小石川 神田⃝吉　魚玉（4-①-144） ⑩
文京区小石川 神田⃝吉　◇栗野（4-①-146） ⑩
文京区小石川 神田⃝吉　□（4-①-151） ⑩
文京区小石川 ⃝米　小石川餌差町 ⑧
文京区後楽 神田⃝吉　木具文（4-①-145） ⑩
文京区白山 ⃝京　小石川御殿町（1-②-8） ⑩
文京区白山 ⃝白　小石川白山前町 ⑧
文京区白山 ⃝白　白山四ツ辻 ⑧
文京区白山 （⃝京）　丸山新町 ⑩

第二部　資料編
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新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-16） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-17） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-18） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　府下南町（12-②-19） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-20） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-21） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-22） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-24） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-25） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷登山会（12-②-26） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷登山会（12-②-13） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-27） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-28） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-34） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-35） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-36） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-37） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷南町（12-②-38） ⑩
新宿区南元町 南

元　四谷登山会（12-②-39） ⑩
新宿区南元町 （⃝谷）　谷町 丸谷二拾六夜講（4-③-14） ⑧、⑩
新宿区南元町 廿六夜登山会（19-①-8） ⑩
新宿区若葉 東京⃝水　四ッ谷谷町（7-②-16） ⑩
新宿区若葉 南

元　四谷谷町（12-②-29） ⑩
新宿区若葉 南

元　四谷谷町（12-②-30） ⑩
新宿区若葉 丸谷拾三夜講（4-③-32） ⑩
新宿区若葉 東京　東運講（13-①-4） ⑩
新宿区新宿・内藤町 内丸　内藤新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　新宿 ⑧
新宿区新宿・内藤町 （内丸）　天竜寺門前 ⑧
新宿区市谷薬王寺町 ⃝藤　牛込薬王寺（（1-①-53） ⑩
新宿区市谷台町 ⃝谷　市ヶ谷谷町 ⑧
新宿区市谷台町 ⃝石　市ヶ谷谷町 ⑧
新宿区牛込原町 （⃝谷）　原町 ⑧
新宿区戸山 戸山　（13-①-63） ⑩
新宿区戸山 （13-①-64） ⑩
新宿区横寺町 ⃝藤　牛込寺町 ⑧
新宿区神楽坂 ⃝和　牛込通寺町（12-②-10） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　牛込（7-②-13） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　牛込山吹町（7-②-17） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　牛込山吹町（7-②-19） ⑩
新宿区山吹町 北口⃝水　東京講社（7-②-1） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　先達（7-2-2） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　世話人（7-②-3） ⑩
新宿区山吹町 北口⃝水　東京（13-①-35） ⑩
新宿区山吹町 東京⃝水　山吹町（7-①-4） ⑩
新宿区牛込 牛込　春□（13-0-3） ⑩
新宿区早稲田鶴巻町 井田清重 ⑩、⃝藤宮元講
新宿区早稲田鶴巻町 東京⃝水　早稲田鶴巻町（7-②-14） ⑩
新宿区北新宿 東京⃝敬　柏木（11-①-46） ⑩
新宿区北新宿 神永政次 ⑩
新宿区西新宿 山桜　淀橋（7-①-18） ⑩
新宿区西新宿 ⃝谷　（新町）元講（2-①-16） ⑩
新宿区西大久保 ⃝谷　廿三夜講（2-①-15） ⑩
新宿区西大久保 西大久保　丸谷廿三夜講（13-①-21） ⑩
新宿区西大久保 奥山春季 ⑩
新宿区大久保 奉納⃝谷　大久保十七夜講社同行（8-②-1） ⑩
新宿区大久保 東都大久保　（1-0-5） ⑩
新宿区大久保 東都大久保　（1-0-7） ⑩
新宿区東大久保 奉納⃝谷　東大久保町廿六夜講社（8-②-3） ⑩
新宿区高田馬場 ⃝藤　高田馬場 東京　⃝藤総元講（13-①-16） ⑧、⑩
新宿区下落合 高田八右衛門 ⑩
新宿区下落合 東京落合　月三総元講（13-①-20） ⑩
新宿区下落合 宇田川金太郎 ⑩
新宿区下落合 ⃝和　府下下落合（12-②-8） ⑩
新宿区下落合 岩崎又吉 ⑩
文京区小石川 東京⃝敬　小石川（11-①-6） ⑩
文京区小石川 下富坂（13-①-66） ⑩
文京区後楽 （⃝藤）　小石川 ⑧
文京区後楽 （⃝嘉）　小石川 ⑧
文京区小石川 南

元　小石川（12-②-33） ⑩
文京区小石川 神田⃝吉　魚玉（4-①-144） ⑩
文京区小石川 神田⃝吉　◇栗野（4-①-146） ⑩
文京区小石川 神田⃝吉　□（4-①-151） ⑩
文京区小石川 ⃝米　小石川餌差町 ⑧
文京区後楽 神田⃝吉　木具文（4-①-145） ⑩
文京区白山 ⃝京　小石川御殿町（1-②-8） ⑩
文京区白山 ⃝白　小石川白山前町 ⑧
文京区白山 ⃝白　白山四ツ辻 ⑧
文京区白山 （⃝京）　丸山新町 ⑩
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港区麻布 山三　麻布宮下町 山三　東京麻布（1-0-2） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（2-0-7） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-22） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-23） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-24） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-25） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-26） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-27） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-28） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-29） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-30） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-31） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-32） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-33） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-34） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-35） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-36） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-37） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-38） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-39） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-40） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-41） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-42） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-43） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-44） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-45） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-0-1） ⑩
港区麻布 き

り　可集庵（3-0-2） ⑩
港区麻布 山三　東都元講（1-0-4） 麻布山三元講（13-①-2） ⑩
港区南麻布 山真　麻布広尾 ⑧
港区南麻布 山真総元　（1-①-9） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-10） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-11） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-12） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-13） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-14） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-15） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-16） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-17） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-18） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-19） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-20） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-21） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-22） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-23） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-129） ⑩
港区南麻布 山真総元講　（4-③-1） ⑩
港区南麻布 山真⃝守講　世話人（13-①-14） ⑩
港区南麻布 山正広　麻布 山正広元講　（7-③-20） ⑧、⑩
港区元麻布 （本

一）　麻布桜田町 ⑧
港区麻布 山桜　麻布（7-①-17） ⑩
港区元赤坂 ⃝嘉　赤坂 ⑧
港区元赤坂 （⃝藤）　赤坂 ⑧
港区元赤坂 （⃝藤）　赤坂 ⑧
港区元赤坂 南

元　四谷赤坂（12-③-31） ⑩
港区田町 田町　（吉田）浅間坊 ⑧
港区赤坂 ⃝食　赤坂氷川 ⑧
港区赤坂 一

山　青山 ⑧
港区赤坂 （⃝内丸）　新屋敷 ⑧
港区赤坂 （⃝嘉）　久保町 ⑧
港区北青山 割菱同行　青山北町（3-①-116） ⑩
新宿区新宿 内丸元講　新宿（2-①-21） ⑩
新宿区新宿 ⃝徳　新宿（3-②-22） ⑩
新宿区四谷 ⃝参伊藤　四谷（2-①-12） ⑩
新宿区四谷 東京　伊藤四谷講（13-①-6） ⑩
新宿区四谷 東京⃝参　四谷（13-①-54） ⑩
新宿区四谷 （東京⃝参）　（13-①-55） ⑩
新宿区四谷 （東京⃝参）　（13-①-56） ⑩
新宿区四谷 （⃝嘉）　四ッ谷 ⑧
新宿区四谷 （⃝谷）　四ッ谷 ⑧
新宿区四谷 ⃝藤四ッ谷　塗金（1-①-37） ⑩
新宿区四谷 （⃝内丸）　四ッ谷新町 ⑧
新宿区四谷 ⃝和　四谷新一丁目（12-②-2） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷伝馬町新一丁目（12-②-3） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷（12-②-6） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷天王横町（12-②-11） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷新一丁目（12-②-12） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷北伊賀町（12-②-4） ⑩
新宿区片町 ⃝谷　市ヶ谷合羽坂 ⑧
新宿区南元町 （⃝谷）　鮫ヶ橋 ⑧
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-14） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-15） ⑩
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港区麻布 山三　麻布宮下町 山三　東京麻布（1-0-2） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（2-0-7） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-22） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-23） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-24） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-25） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-26） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-27） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-28） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-29） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-30） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-31） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-32） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-33） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-34） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-35） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-36） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-37） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-38） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-39） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-40） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-41） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-42） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-43） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-44） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-①-45） ⑩
港区麻布 山三　東京麻布（3-0-1） ⑩
港区麻布 き

り　可集庵（3-0-2） ⑩
港区麻布 山三　東都元講（1-0-4） 麻布山三元講（13-①-2） ⑩
港区南麻布 山真　麻布広尾 ⑧
港区南麻布 山真総元　（1-①-9） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-10） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-11） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-12） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-13） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-14） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-15） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-16） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-17） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-18） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-19） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-20） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-21） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-22） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-23） ⑩
港区南麻布 山真総元　（1-①-129） ⑩
港区南麻布 山真総元講　（4-③-1） ⑩
港区南麻布 山真⃝守講　世話人（13-①-14） ⑩
港区南麻布 山正広　麻布 山正広元講　（7-③-20） ⑧、⑩
港区元麻布 （本

一）　麻布桜田町 ⑧
港区麻布 山桜　麻布（7-①-17） ⑩
港区元赤坂 ⃝嘉　赤坂 ⑧
港区元赤坂 （⃝藤）　赤坂 ⑧
港区元赤坂 （⃝藤）　赤坂 ⑧
港区元赤坂 南

元　四谷赤坂（12-③-31） ⑩
港区田町 田町　（吉田）浅間坊 ⑧
港区赤坂 ⃝食　赤坂氷川 ⑧
港区赤坂 一

山　青山 ⑧
港区赤坂 （⃝内丸）　新屋敷 ⑧
港区赤坂 （⃝嘉）　久保町 ⑧
港区北青山 割菱同行　青山北町（3-①-116） ⑩
新宿区新宿 内丸元講　新宿（2-①-21） ⑩
新宿区新宿 ⃝徳　新宿（3-②-22） ⑩
新宿区四谷 ⃝参伊藤　四谷（2-①-12） ⑩
新宿区四谷 東京　伊藤四谷講（13-①-6） ⑩
新宿区四谷 東京⃝参　四谷（13-①-54） ⑩
新宿区四谷 （東京⃝参）　（13-①-55） ⑩
新宿区四谷 （東京⃝参）　（13-①-56） ⑩
新宿区四谷 （⃝嘉）　四ッ谷 ⑧
新宿区四谷 （⃝谷）　四ッ谷 ⑧
新宿区四谷 ⃝藤四ッ谷　塗金（1-①-37） ⑩
新宿区四谷 （⃝内丸）　四ッ谷新町 ⑧
新宿区四谷 ⃝和　四谷新一丁目（12-②-2） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷伝馬町新一丁目（12-②-3） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷（12-②-6） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷天王横町（12-②-11） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷新一丁目（12-②-12） ⑩
新宿区四谷 ⃝和　四谷北伊賀町（12-②-4） ⑩
新宿区片町 ⃝谷　市ヶ谷合羽坂 ⑧
新宿区南元町 （⃝谷）　鮫ヶ橋 ⑧
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-14） ⑩
新宿区南元町 ⃝和　四谷南町（12-②-15） ⑩
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中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-82） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-83） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-84） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-85） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-86） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-87） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-88） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-89） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-90） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-91） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-92） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-93） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-94） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-95） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-96） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-97） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-98） ⑩
中央区日本橋 山桜　日本橋（6-①-3） ⑩
中央区日本橋 山桜　日本橋（8-①-6） ⑩
中央区日本橋 山桜　日本橋（8-①-4） ⑩
中央区日本橋 山桜　日本橋（8-①-16） ⑩
中央区日本橋 東京⃝敬　日本橋（11-①-5） ⑩
中央区日本橋 東京⃝敬　日本橋（11-①-50） ⑩
港区芝 山桜　志ば（7-①-2） ⑩
港区芝 山桜　志ば（7-①-13） ⑩
港区芝 志ば（13-0-4） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　講元（4-①-153） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　先達（4-①-154） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-155） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-156） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-157） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-158） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-159） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-160） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-161） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-162） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-163） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-164） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-165） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-166） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-167） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-168） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-169） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-170） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　先達（4-①-172） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-174） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-177） ⑩
港区新橋 山桜　新橋（6-①-10） ⑩
港区新橋 ⃝川　芝口二葉町 ⑧
港区新橋 山参明　京橋芝口二丁目 ⑧
港区東新橋 ⃝藤　芝新錢座（1-①-40） ⑩
港区東新橋 ⃝藤　芝新錢座（1-①-41） ⑩
港区東新橋 ⃝藤　芝新錢座（1-①-76） ⑩
港区東新橋 ⃝藤　芝新錢座（1-①-64） ⑩
港区芝大門 山市　芝中門前 ⑧
港区芝大門 山正広　芝神明町 ⑧
港区芝大門 （山正広）　春日町新道御請町 ⑧
港区芝大門 山三鱗（菱）　桜田伏見町 ⑧
港区芝大門 ⃝嘉　桜田びぜん町 ⑧
港区新橋 ⃝水　芝烏森（3-②-1） ⑩
港区新橋 東京⃝水　芝烏森（7-②-15） ⑩
港区新橋 ⃝和　芝区愛宕下四（12-②-23） ⑩
港区芝 山三　芝金杉 ⑧
港区芝 ⃝川　芝金杉 ⑧
港区芝 山三菱　芝七曲り ⑧
港区三田 す

か　芝赤羽根 ⑧
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-1） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-2） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-3） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-4） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-5） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-6） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-7） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-8） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-9） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-10） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-11） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-12） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-13） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-14） ⑩
港区三田 ⃝高　本芝二丁目 ⑧
港区高輪 山清　芝切通 ⑧
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中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-82） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-83） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-84） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-85） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-86） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-87） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-88） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-89） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-90） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-91） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-92） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-93） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-94） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-95） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-96） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-97） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-98） ⑩
中央区日本橋 山桜　日本橋（6-①-3） ⑩
中央区日本橋 山桜　日本橋（8-①-6） ⑩
中央区日本橋 山桜　日本橋（8-①-4） ⑩
中央区日本橋 山桜　日本橋（8-①-16） ⑩
中央区日本橋 東京⃝敬　日本橋（11-①-5） ⑩
中央区日本橋 東京⃝敬　日本橋（11-①-50） ⑩
港区芝 山桜　志ば（7-①-2） ⑩
港区芝 山桜　志ば（7-①-13） ⑩
港区芝 志ば（13-0-4） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　講元（4-①-153） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　先達（4-①-154） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-155） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-156） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-157） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-158） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-159） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-160） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-161） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-162） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-163） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-164） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-165） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-166） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-167） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-168） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-169） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-170） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　先達（4-①-172） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-174） ⑩
港区新橋 山身十七夜講　志んばし（4-①-177） ⑩
港区新橋 山桜　新橋（6-①-10） ⑩
港区新橋 ⃝川　芝口二葉町 ⑧
港区新橋 山参明　京橋芝口二丁目 ⑧
港区東新橋 ⃝藤　芝新錢座（1-①-40） ⑩
港区東新橋 ⃝藤　芝新錢座（1-①-41） ⑩
港区東新橋 ⃝藤　芝新錢座（1-①-76） ⑩
港区東新橋 ⃝藤　芝新錢座（1-①-64） ⑩
港区芝大門 山市　芝中門前 ⑧
港区芝大門 山正広　芝神明町 ⑧
港区芝大門 （山正広）　春日町新道御請町 ⑧
港区芝大門 山三鱗（菱）　桜田伏見町 ⑧
港区芝大門 ⃝嘉　桜田びぜん町 ⑧
港区新橋 ⃝水　芝烏森（3-②-1） ⑩
港区新橋 東京⃝水　芝烏森（7-②-15） ⑩
港区新橋 ⃝和　芝区愛宕下四（12-②-23） ⑩
港区芝 山三　芝金杉 ⑧
港区芝 ⃝川　芝金杉 ⑧
港区芝 山三菱　芝七曲り ⑧
港区三田 す

か　芝赤羽根 ⑧
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-1） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-2） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-3） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-4） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-5） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-6） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-7） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-8） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-9） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-10） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-11） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-12） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-13） ⑩
港区三田 山三　芝赤羽（3-①-14） ⑩
港区三田 ⃝高　本芝二丁目 ⑧
港区高輪 山清　芝切通 ⑧
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中央区日本橋小舟町 山吉　講元（9-②-11） ⑩
中央区日本橋堀留町 ⃝田　日本橋稲荷新道 ⑧
中央区日本橋小網町 江戸堀四丁目 ⑧、四丁目はここのみ
中央区日本橋富沢町 山第　日本橋富沢町 ⑧
中央区日本橋人形町 山万　玄冶店 ⑧
中央区日本橋人形町 東京⃝敬　カゴ町（11-①-51） ⑩
中央区日本橋小網町 山小　日本橋小網町 ⑧
中央区日本橋蛎殻町 山桜　蛎殻町（10-①-5） ⑩
中央区日本橋蛎殻町 山桜　蛎殻町（10-①-11） ⑩
中央区日本橋蛎殻町 米屋町（11-②-25） ⑩
中央区日本橋蛎殻町 山身十七夜講　蛎二（（4-①-171） ⑩
中央区日本橋蛎殻町 山身十七夜講　蛎二（（4-①-176） ⑩
中央区日本橋人形町 山身　松島町 ⑧
中央区日本橋箱崎町 ⃝明　日本橋箱崎一丁目 ⑧
中央区日本橋箱崎町 ⃝池　日本橋箱崎町 ⑧
中央区日本橋横山町 山三　横山町三丁目 ⑧
中央区東日本橋 山光　両国吉川町 ⑧
中央区東日本橋 山枡　両国 ⑧
中央区東日本橋 山桜　柳橋（7-①-9） ⑩
中央区東日本橋 山桜　柳橋（7-①-20） ⑩
中央区東日本橋 山桜　柳橋（8-①-22） ⑩
中央区東日本橋 （山桜）　柳橋扶桑閣富士講（（6-①） ⑩
中央区東日本橋 ⃝皇廿六夜　薬研堀（4-①-5） ⑩
中央区東日本橋 山宝　日本橋橘町 ⑧
中央区日本橋浜町 ⃝京　日本橋区浜町（2-①-29） ⑩
中央区日本橋浜町 ⃝京　浜町二（1-②-6） ⑩
中央区日本橋浜町 （⃝京）　浜二（2-②-1） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　呉服町（3-①-88） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　土木請負（3-①-89） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　登山中道（3-①-90） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　家内安全（3-①-91） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　当代□大工（3-①-92） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　元大工町（3-①-87） ⑩
中央区八重洲 ⃝明万組　すきや町（13-①-51） ⑩
中央区日本橋 山包　江戸橋 ⑧
中央区八重洲 ⃝明万組　万町（13-①-50） ⑩
中央区八重洲 山包　本材木町 ⑧
中央区八重洲 ⃝和　京橋本材木町（12-②-5） ⑩
中央区日本橋兜町 神田⃝吉　銅甚斉藤（4-①-109） ⑩
中央区日本橋兜町 額面彫刻師（4-0-2） ⑩
中央区築地 東京⃝敬　築地（11-①-40） ⑩
中央区中橋 一

山　中橋元講（13-①-62） ⑩
中央区中橋 山身十七夜講　中ばし（4-①-182） ⑩
中央区京橋 （不明）　南伝馬三水松町 ⑧
中央区八重洲・京橋 山崎　北槙町 ⑧
中央区八重洲 山身十七夜講　南槙（4-①-184） ⑩
中央区京橋 ⃝京　京橋表具師（1-②-5） ⑩
中央区京橋 ⃝京　京橋 ⑧
中央区京橋 山三　中橋南大工町中通 ⑧
中央区京橋 山身十七夜講　京ばし（4-①-183） ⑩
中央区京橋 東京⃝敬　京橋（11-①-8） ⑩
中央区京橋 東京⃝敬　京橋（11-①-10） ⑩
中央区八重洲・京橋 山吉　京橋大根河岸（9-②-4） ⑩
中央区八重洲・京橋 山吉　世話人（9-②-5） ⑩
中央区八重洲・京橋 山吉　世話人（9-②-6） ⑩
中央区京橋 山三　中橋ぬし町 ⑧
中央区京橋 山三　京はし中通鈴木町 ⑧
中央区京橋 ⃝高　京橋竹町 ⑧
中央区銀座 山白滝　京橋銀座 ⑧
中央区銀座 ⃝川　銀座二丁目 ⑧
中央区銀座 山崎　新肴町横町 ⑧
中央区銀座 ⃝安　京橋南鍋町 ⑧
中央区銀座 （⃝嘉）　山城河岸 ⑧
中央区銀座 本

一　滝山町 ⑧
中央区銀座 山登　京橋尾張町 ⑧
中央区銀座 山崎　京橋尾張町 ⑧
中央区八丁堀 ⃝高十三夜　八丁堀 ⑧
中央区八丁堀 ⃝内山　八丁堀 ⑧
中央区八丁堀 （三巴ヵ）　八丁堀（13-①-36） ⑩
中央区八丁堀 三巴　八丁堀（13-①-49） ⑩
中央区八丁堀 ⃝高十七夜　八丁堀水谷町 ⑧
中央区八丁堀 神田⃝吉　久保（4-①-129） ⑩
中央区新川 山□　霊岸島 ⑧
中央区新川 ⃝明　霊岸島 ⑧
中央区銀座 ⃝徳　京橋木挽町 ⑧
中央区銀座 ⃝卍　木挽町四丁目 ⑧

（不明） 山三鱗 ⑧
（不明） 山□ ⑧
中央区湊 月三　鉄砲洲 ⑧
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-79） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-80） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-81） ⑩

第二部　資料編
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中央区日本橋小舟町 山吉　講元（9-②-11） ⑩
中央区日本橋堀留町 ⃝田　日本橋稲荷新道 ⑧
中央区日本橋小網町 江戸堀四丁目 ⑧、四丁目はここのみ
中央区日本橋富沢町 山第　日本橋富沢町 ⑧
中央区日本橋人形町 山万　玄冶店 ⑧
中央区日本橋人形町 東京⃝敬　カゴ町（11-①-51） ⑩
中央区日本橋小網町 山小　日本橋小網町 ⑧
中央区日本橋蛎殻町 山桜　蛎殻町（10-①-5） ⑩
中央区日本橋蛎殻町 山桜　蛎殻町（10-①-11） ⑩
中央区日本橋蛎殻町 米屋町（11-②-25） ⑩
中央区日本橋蛎殻町 山身十七夜講　蛎二（（4-①-171） ⑩
中央区日本橋蛎殻町 山身十七夜講　蛎二（（4-①-176） ⑩
中央区日本橋人形町 山身　松島町 ⑧
中央区日本橋箱崎町 ⃝明　日本橋箱崎一丁目 ⑧
中央区日本橋箱崎町 ⃝池　日本橋箱崎町 ⑧
中央区日本橋横山町 山三　横山町三丁目 ⑧
中央区東日本橋 山光　両国吉川町 ⑧
中央区東日本橋 山枡　両国 ⑧
中央区東日本橋 山桜　柳橋（7-①-9） ⑩
中央区東日本橋 山桜　柳橋（7-①-20） ⑩
中央区東日本橋 山桜　柳橋（8-①-22） ⑩
中央区東日本橋 （山桜）　柳橋扶桑閣富士講（（6-①） ⑩
中央区東日本橋 ⃝皇廿六夜　薬研堀（4-①-5） ⑩
中央区東日本橋 山宝　日本橋橘町 ⑧
中央区日本橋浜町 ⃝京　日本橋区浜町（2-①-29） ⑩
中央区日本橋浜町 ⃝京　浜町二（1-②-6） ⑩
中央区日本橋浜町 （⃝京）　浜二（2-②-1） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　呉服町（3-①-88） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　土木請負（3-①-89） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　登山中道（3-①-90） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　家内安全（3-①-91） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　当代□大工（3-①-92） ⑩
中央区八重洲 割菱八代　元大工町（3-①-87） ⑩
中央区八重洲 ⃝明万組　すきや町（13-①-51） ⑩
中央区日本橋 山包　江戸橋 ⑧
中央区八重洲 ⃝明万組　万町（13-①-50） ⑩
中央区八重洲 山包　本材木町 ⑧
中央区八重洲 ⃝和　京橋本材木町（12-②-5） ⑩
中央区日本橋兜町 神田⃝吉　銅甚斉藤（4-①-109） ⑩
中央区日本橋兜町 額面彫刻師（4-0-2） ⑩
中央区築地 東京⃝敬　築地（11-①-40） ⑩
中央区中橋 一

山　中橋元講（13-①-62） ⑩
中央区中橋 山身十七夜講　中ばし（4-①-182） ⑩
中央区京橋 （不明）　南伝馬三水松町 ⑧
中央区八重洲・京橋 山崎　北槙町 ⑧
中央区八重洲 山身十七夜講　南槙（4-①-184） ⑩
中央区京橋 ⃝京　京橋表具師（1-②-5） ⑩
中央区京橋 ⃝京　京橋 ⑧
中央区京橋 山三　中橋南大工町中通 ⑧
中央区京橋 山身十七夜講　京ばし（4-①-183） ⑩
中央区京橋 東京⃝敬　京橋（11-①-8） ⑩
中央区京橋 東京⃝敬　京橋（11-①-10） ⑩
中央区八重洲・京橋 山吉　京橋大根河岸（9-②-4） ⑩
中央区八重洲・京橋 山吉　世話人（9-②-5） ⑩
中央区八重洲・京橋 山吉　世話人（9-②-6） ⑩
中央区京橋 山三　中橋ぬし町 ⑧
中央区京橋 山三　京はし中通鈴木町 ⑧
中央区京橋 ⃝高　京橋竹町 ⑧
中央区銀座 山白滝　京橋銀座 ⑧
中央区銀座 ⃝川　銀座二丁目 ⑧
中央区銀座 山崎　新肴町横町 ⑧
中央区銀座 ⃝安　京橋南鍋町 ⑧
中央区銀座 （⃝嘉）　山城河岸 ⑧
中央区銀座 本

一　滝山町 ⑧
中央区銀座 山登　京橋尾張町 ⑧
中央区銀座 山崎　京橋尾張町 ⑧
中央区八丁堀 ⃝高十三夜　八丁堀 ⑧
中央区八丁堀 ⃝内山　八丁堀 ⑧
中央区八丁堀 （三巴ヵ）　八丁堀（13-①-36） ⑩
中央区八丁堀 三巴　八丁堀（13-①-49） ⑩
中央区八丁堀 ⃝高十七夜　八丁堀水谷町 ⑧
中央区八丁堀 神田⃝吉　久保（4-①-129） ⑩
中央区新川 山□　霊岸島 ⑧
中央区新川 ⃝明　霊岸島 ⑧
中央区銀座 ⃝徳　京橋木挽町 ⑧
中央区銀座 ⃝卍　木挽町四丁目 ⑧

（不明） 山三鱗 ⑧
（不明） 山□ ⑧
中央区湊 月三　鉄砲洲 ⑧
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-79） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-80） ⑩
中央区湊 ⃝藤　鉄砲洲（1-①-81） ⑩
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千代田区外神田 山身　神田明神女坂下 神田山身　先達（4-①-118） ⑧
千代田区外神田 外神田⃝田　仁村参行（4-①-30） ⑩、外神田⃝田講元
千代田区外神田 台所町　参行男仁村輝基（9-①） ⑩、□頼謹書
千代田区外神田 参行妻仁村やす（9-①） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　大野明行（4-①-31） ⑩、外神田⃝田先達
千代田区外神田 外神田⃝田　飯島長行（4-①-32） ⑩
千代田区外神田 （外神田元講社）　飯島長行（9-①） ⑩、⃝田外神田元講
千代田区外神田 外神田⃝田　原島（4-①-33） ⑩
千代田区外神田 （外神田元講社）　原島長蔵（9-①） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　島村（4-①-34） ⑩
千代田区外神田 （外神田元講社）　島村仁三郎（9-①） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　神田川（4-①-35） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　高砂（4-①-37） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　玉川酒店（4-①-38） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　若林（4-①-39） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　魚春（4-①-41） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　魚徳（4-①-40） ⑩、旅壱
千代田区外神田 巴　外神田 巴　神田防（7-③-16） ⑧、⑩
千代田区外神田 ⃝米　外神田 ⑧
千代田区外神田 ⃝睦一心　京源（3-②-5） ⑩、⃝睦一心神田旅籠町
千代田区外神田 （⃝京）　外神田（1-②-12） ⑩
千代田区外神田 神田末広町（11-②-13）　先達（11-②-13・

14）
⑩、（不明）

千代田区外神田 山三　外神田 ⑧
千代田区外神田 外神田⃝田　ひし藤（4-①-42） ⑩、五軒町
千代田区外神田 神田五軒町　（11-②-26） ⑩
千代田区外神田 ⃝京　神田佐久間町（2-②-5） ⑩
千代田区外神田 山玉三夜　亀住堤福（12-①-11） ⑩
千代田区神田松永町 総元松永町（7-③-19） ⑩、（不明）
千代田区神田松永町 （山万あ

さ）　神田松永町（1-①-100） ⑩
千代田区東神田 榎本（7-③-19） ⑩、（不明）
千代田区東神田 有賀仙（11-②-8） ⑩、（不明）
千代田区神田 ⃝仙福心　東京福代講（7-③-1） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　講元（7-③-2） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　世話人（7-③-3） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　世話人（7-③-4） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　世話人（7-③-5） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　世話人（7-③-6） ⑩
千代田区神田 ⃝仙心　神田元講（7-③-7） ⑩
千代田区神田 ⃝仙心　講元（7-③-9） ⑩
千代田区神田 ⃝仙一心　講元（7-③-8） ⑩
千代田区神田 ⃝仙一心　世話人（7-③-10） ⑩
千代田区神田 ⃝仙一心　世話人（7-③-11） ⑩
千代田区神田 神田　村上神徳講（4-③-23） ⑩
千代田区神田 東京⃝敬　神田（11-①-9） ⑩
千代田区神田 東京⃝敬　神田（11-①-43） ⑩
千代田区神田 山桜　神田（10-①-10） ⑩
千代田区神田 山桜　神田（10-①-12） ⑩
千代田区神田 神田　小島大昇堂揮毫（4-0-1） ⑩
千代田区神田 山身十七夜講　神田（4-①-173） ⑩
千代田区神田 ⃝皇廿六夜　神田（4-①-7） ⑩
千代田区神田 ⃝皇廿六夜　神田（4-①-9） ⑩

（不明） 山元　神田藤十良新道 ⑧
（不明） （⃝嘉）　神田 ⑧
（不明） 山光田　神田コウカイ町 ⑧
（不明） 神田　（13-①-43） ⑩
（不明） □□□□□□町立（13-①-44） ⑩
中央区日本橋本石町 本

一　日本橋本町一丁目 ⑧
中央区日本橋室町 山万あ

さ　品川（1-①-117） ⑩
中央区日本橋室町 不

二　日本橋釘店 ⑨
中央区日本橋室町 山三　日本はし釘店 ⑨
中央区日本橋室町 ⃝田　日本橋室町弐丁目 ⑨
中央区日本橋本町 山桑　日本橋伊勢町 ⑨
中央区日本橋本町 ⃝田　小田原町壱丁目 ⑨
中央区日本橋本町 山三　日本橋 山三　日本橋（1-①-126） ⑧、⑩
中央区日本橋本町 山三　日本橋 （山三ヵ）　東都魚がし（2-0-2） ⑧、⑩
中央区日本橋本町 （山三ヵ）　卯老□町（2-0-3） ⑩
中央区日本橋 山身十七夜講　魚河岸（4-①-185） ⑩
中央区日本橋 立川　日本橋（3-①-19） ⑩
中央区日本橋 立川　（3-①-20） ⑩
中央区日本橋 立川　（3-①-21） ⑩
中央区日本橋 山包　（日本橋） ⑧
中央区日本橋小伝馬町 ⃝一　日本橋亀井町 ⑧
中央区日本橋小伝馬町 神田⃝吉　勝倉（4-①-127） ⑩
中央区日本橋小伝馬町 神田⃝吉 ⑩
中央区日本橋小伝馬町 ⃝泉　日本橋小伝馬町 ⑧
中央区日本橋大伝馬町 ⃝伝　日本橋大伝馬町二丁目 ⑧
中央区日本橋大伝馬町 神田⃝田　小倉庵（4-①-98） ⑩
中央区日本橋堀留町 江戸堀留二丁目　（吉田）田辺和泉 ⑩
中央区日本橋堀留町 山三⃝伝　堀井町 ⑧
中央区日本橋小舟町 山吉　帳元（9-②-9） ⑩、堀江三
中央区日本橋小舟町 山吉　総代（9-②-10） ⑩

第二部　資料編
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千代田区外神田 山身　神田明神女坂下 神田山身　先達（4-①-118） ⑧
千代田区外神田 外神田⃝田　仁村参行（4-①-30） ⑩、外神田⃝田講元
千代田区外神田 台所町　参行男仁村輝基（9-①） ⑩、□頼謹書
千代田区外神田 参行妻仁村やす（9-①） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　大野明行（4-①-31） ⑩、外神田⃝田先達
千代田区外神田 外神田⃝田　飯島長行（4-①-32） ⑩
千代田区外神田 （外神田元講社）　飯島長行（9-①） ⑩、⃝田外神田元講
千代田区外神田 外神田⃝田　原島（4-①-33） ⑩
千代田区外神田 （外神田元講社）　原島長蔵（9-①） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　島村（4-①-34） ⑩
千代田区外神田 （外神田元講社）　島村仁三郎（9-①） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　神田川（4-①-35） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　高砂（4-①-37） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　玉川酒店（4-①-38） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　若林（4-①-39） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　魚春（4-①-41） ⑩
千代田区外神田 外神田⃝田　魚徳（4-①-40） ⑩、旅壱
千代田区外神田 巴　外神田 巴　神田防（7-③-16） ⑧、⑩
千代田区外神田 ⃝米　外神田 ⑧
千代田区外神田 ⃝睦一心　京源（3-②-5） ⑩、⃝睦一心神田旅籠町
千代田区外神田 （⃝京）　外神田（1-②-12） ⑩
千代田区外神田 神田末広町（11-②-13）　先達（11-②-13・

14）
⑩、（不明）

千代田区外神田 山三　外神田 ⑧
千代田区外神田 外神田⃝田　ひし藤（4-①-42） ⑩、五軒町
千代田区外神田 神田五軒町　（11-②-26） ⑩
千代田区外神田 ⃝京　神田佐久間町（2-②-5） ⑩
千代田区外神田 山玉三夜　亀住堤福（12-①-11） ⑩
千代田区神田松永町 総元松永町（7-③-19） ⑩、（不明）
千代田区神田松永町 （山万あ

さ）　神田松永町（1-①-100） ⑩
千代田区東神田 榎本（7-③-19） ⑩、（不明）
千代田区東神田 有賀仙（11-②-8） ⑩、（不明）
千代田区神田 ⃝仙福心　東京福代講（7-③-1） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　講元（7-③-2） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　世話人（7-③-3） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　世話人（7-③-4） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　世話人（7-③-5） ⑩
千代田区神田 ⃝仙福心　世話人（7-③-6） ⑩
千代田区神田 ⃝仙心　神田元講（7-③-7） ⑩
千代田区神田 ⃝仙心　講元（7-③-9） ⑩
千代田区神田 ⃝仙一心　講元（7-③-8） ⑩
千代田区神田 ⃝仙一心　世話人（7-③-10） ⑩
千代田区神田 ⃝仙一心　世話人（7-③-11） ⑩
千代田区神田 神田　村上神徳講（4-③-23） ⑩
千代田区神田 東京⃝敬　神田（11-①-9） ⑩
千代田区神田 東京⃝敬　神田（11-①-43） ⑩
千代田区神田 山桜　神田（10-①-10） ⑩
千代田区神田 山桜　神田（10-①-12） ⑩
千代田区神田 神田　小島大昇堂揮毫（4-0-1） ⑩
千代田区神田 山身十七夜講　神田（4-①-173） ⑩
千代田区神田 ⃝皇廿六夜　神田（4-①-7） ⑩
千代田区神田 ⃝皇廿六夜　神田（4-①-9） ⑩

（不明） 山元　神田藤十良新道 ⑧
（不明） （⃝嘉）　神田 ⑧
（不明） 山光田　神田コウカイ町 ⑧
（不明） 神田　（13-①-43） ⑩
（不明） □□□□□□町立（13-①-44） ⑩
中央区日本橋本石町 本

一　日本橋本町一丁目 ⑧
中央区日本橋室町 山万あ

さ　品川（1-①-117） ⑩
中央区日本橋室町 不

二　日本橋釘店 ⑨
中央区日本橋室町 山三　日本はし釘店 ⑨
中央区日本橋室町 ⃝田　日本橋室町弐丁目 ⑨
中央区日本橋本町 山桑　日本橋伊勢町 ⑨
中央区日本橋本町 ⃝田　小田原町壱丁目 ⑨
中央区日本橋本町 山三　日本橋 山三　日本橋（1-①-126） ⑧、⑩
中央区日本橋本町 山三　日本橋 （山三ヵ）　東都魚がし（2-0-2） ⑧、⑩
中央区日本橋本町 （山三ヵ）　卯老□町（2-0-3） ⑩
中央区日本橋 山身十七夜講　魚河岸（4-①-185） ⑩
中央区日本橋 立川　日本橋（3-①-19） ⑩
中央区日本橋 立川　（3-①-20） ⑩
中央区日本橋 立川　（3-①-21） ⑩
中央区日本橋 山包　（日本橋） ⑧
中央区日本橋小伝馬町 ⃝一　日本橋亀井町 ⑧
中央区日本橋小伝馬町 神田⃝吉　勝倉（4-①-127） ⑩
中央区日本橋小伝馬町 神田⃝吉 ⑩
中央区日本橋小伝馬町 ⃝泉　日本橋小伝馬町 ⑧
中央区日本橋大伝馬町 ⃝伝　日本橋大伝馬町二丁目 ⑧
中央区日本橋大伝馬町 神田⃝田　小倉庵（4-①-98） ⑩
中央区日本橋堀留町 江戸堀留二丁目　（吉田）田辺和泉 ⑩
中央区日本橋堀留町 山三⃝伝　堀井町 ⑧
中央区日本橋小舟町 山吉　帳元（9-②-9） ⑩、堀江三
中央区日本橋小舟町 山吉　総代（9-②-10） ⑩
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千代田区神田 神田⃝田　道具（4-①-89） ⑩
千代田区神田 　西若（4-①-90） ⑩
千代田区神田須田町 大塚慶子 ⑩、⃝田神田元講（神田囃子保存会）
千代田区神田須田町 神田　神田囃子保存会（5-0-1） ⑩、（戒名）
千代田区神田須田町 神田⃝田　ぼたん（4-①-91） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　やぶ（4-①-92） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　川志ま（4-①-93） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　玉水（4-①-94） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　福寿（4-①-95） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　松竹庵（4-①-96） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　府川光行（4-①-57） ⑩
千代田区神田須田町 奉納（太刀、⃝田・神田七講之内）（9-①） ⑩、⃝田（神田七講之内）
千代田区神田須田町 （神田元同行）　府川光行（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　真壁□大吉（4-①-58） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　武内連雀町（4-①-59） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　武内和行（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　佐藤紀政（4-①-60） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　佐藤政次郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　鈴木経金（4-①-61） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　神保銅栄（4-①-62） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　神保福次郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　権田形豊（4-①-63） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　荒井（4-①-64） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　鈴木（4-①-65） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　鈴木金次郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　田中下町政（4-①-66） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　宮田大友（4-①-67） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　松本錺ぶん（4-①-68） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　小島大昇堂（4-①-69） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　小島庄四郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　青山慶（4-①-70） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　青山啓之助（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　荒井悦三郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　鈴木市三（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　高田金次（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　高橋精一（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　真壁厚助（9-①） ⑩
千代田区神田鍛冶町 （⃝京）　南乗物町（2-①-31） ⑩
千代田区神田鍛冶町 山古　神田鍛冶町 ⑧
千代田区神田鍛冶町 ⃝京神田講社　神田（2-①-24） ⑩、⃝京神田講社
千代田区神田鍛冶町 大正九庚申年 ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京神田元講　神田鍛冶町（2-①-25） ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　神田鍛冶町（2-①-28） ⑩
千代田区神田鍛冶町 山三　神田鍋町 ⑧
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　神田鍋町（2-①-27） ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　鍋町（4-②-1） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　通新石（4-①-86） ⑩
千代田区神田紺屋町 ⃝月　神田紺屋町 ⑧
千代田区神田紺屋町 山□　神田紺屋町 ⑧
千代田区神田紺屋町 （⃝京）　紺屋町八（2-②-3） ⑩
千代田区神田紺屋町 ⃝京　神田紺屋町（2-①-31） ⑩
千代田区神田岩本町 神田⃝田　紺三（4-①-87） ⑩
千代田区神田岩本町 開

山　神田東松下町（7-③-15） ⑩
千代田区神田岩本町 神田岩井町　（川口）高橋市ノ正 ⑧
千代田区神田岩本町 桜⃝水一心　金柳工（3-②-2） ⑩、岩本町⃝水一心講
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　宮子（3-②-3） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　神輿屋村地（3-②-7） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　呉服商（3-②-13） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　京亀（3-②-14） ⑩、岩本町⃝睦一心
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　京源（3-②-17） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　呉服商（3-②-20） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦元　家安（3-②-4） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦元　花□弐（3-②-6） ⑩、岩本町⃝睦元
千代田区神田岩本町 ⃝睦元　紋国（3-②-16） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦元　近藤戌（3-②-18） ⑩
千代田区東神田 豊島町　（吉田）塩谷平内左衛門 ⑧
千代田区岩本町 ⃝京神田東竜閑町（2-②-2） ⑩
千代田区岩本町 長尾竹次郎 ⑩
千代田区岩本町 神田⃝吉　渡り（4-①-128） ⑩、大和町
千代田区岩本町 山桜　神田八講（3-②-8） ⑩
千代田区岩本町 月三　神田豊島町 ⑧
千代田区東神田 ⃝京　神田川（1-②-11） ⑩
千代田区神田 山吉神田　吉田真行（9-②-1） ⑩
千代田区外神田 山一　神田明神下 ⑧
千代田区外神田 神田⃝吉　金田（4-①-147） ⑩
千代田区外神田 神田⃝吉　中村（4-①-148） ⑩
千代田区外神田 神田⃝吉　銅茂（4-①-149） ⑩
千代田区外神田 神田⃝吉　石庫（4-①-150） ⑩
千代田区外神田 神田⃝吉　竹内（4-①-152） ⑩
千代田区外神田 山吉外神田　ぬ□□□（9-②-2） ⑩、山吉
千代田区外神田 （外神田元講社）　長平八（9-①） ⑩
千代田区外神田 （外神田元講社）　黒柳銀次郎（9-①） ⑩

第二部　資料編
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千代田区神田 神田⃝田　道具（4-①-89） ⑩
千代田区神田 　西若（4-①-90） ⑩
千代田区神田須田町 大塚慶子 ⑩、⃝田神田元講（神田囃子保存会）
千代田区神田須田町 神田　神田囃子保存会（5-0-1） ⑩、（戒名）
千代田区神田須田町 神田⃝田　ぼたん（4-①-91） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　やぶ（4-①-92） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　川志ま（4-①-93） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　玉水（4-①-94） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　福寿（4-①-95） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　松竹庵（4-①-96） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　府川光行（4-①-57） ⑩
千代田区神田須田町 奉納（太刀、⃝田・神田七講之内）（9-①） ⑩、⃝田（神田七講之内）
千代田区神田須田町 （神田元同行）　府川光行（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　真壁□大吉（4-①-58） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　武内連雀町（4-①-59） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　武内和行（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　佐藤紀政（4-①-60） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　佐藤政次郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　鈴木経金（4-①-61） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　神保銅栄（4-①-62） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　神保福次郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　権田形豊（4-①-63） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　荒井（4-①-64） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　鈴木（4-①-65） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　鈴木金次郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　田中下町政（4-①-66） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　宮田大友（4-①-67） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　松本錺ぶん（4-①-68） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　小島大昇堂（4-①-69） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　小島庄四郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　青山慶（4-①-70） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　青山啓之助（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　荒井悦三郎（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　鈴木市三（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　高田金次（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　高橋精一（9-①） ⑩
千代田区神田須田町 （神田元同行）　真壁厚助（9-①） ⑩
千代田区神田鍛冶町 （⃝京）　南乗物町（2-①-31） ⑩
千代田区神田鍛冶町 山古　神田鍛冶町 ⑧
千代田区神田鍛冶町 ⃝京神田講社　神田（2-①-24） ⑩、⃝京神田講社
千代田区神田鍛冶町 大正九庚申年 ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京神田元講　神田鍛冶町（2-①-25） ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　神田鍛冶町（2-①-28） ⑩
千代田区神田鍛冶町 山三　神田鍋町 ⑧
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　神田鍋町（2-①-27） ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　鍋町（4-②-1） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　通新石（4-①-86） ⑩
千代田区神田紺屋町 ⃝月　神田紺屋町 ⑧
千代田区神田紺屋町 山□　神田紺屋町 ⑧
千代田区神田紺屋町 （⃝京）　紺屋町八（2-②-3） ⑩
千代田区神田紺屋町 ⃝京　神田紺屋町（2-①-31） ⑩
千代田区神田岩本町 神田⃝田　紺三（4-①-87） ⑩
千代田区神田岩本町 開

山　神田東松下町（7-③-15） ⑩
千代田区神田岩本町 神田岩井町　（川口）高橋市ノ正 ⑧
千代田区神田岩本町 桜⃝水一心　金柳工（3-②-2） ⑩、岩本町⃝水一心講
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　宮子（3-②-3） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　神輿屋村地（3-②-7） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　呉服商（3-②-13） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　京亀（3-②-14） ⑩、岩本町⃝睦一心
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　京源（3-②-17） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦一心　呉服商（3-②-20） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦元　家安（3-②-4） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦元　花□弐（3-②-6） ⑩、岩本町⃝睦元
千代田区神田岩本町 ⃝睦元　紋国（3-②-16） ⑩
千代田区神田岩本町 ⃝睦元　近藤戌（3-②-18） ⑩
千代田区東神田 豊島町　（吉田）塩谷平内左衛門 ⑧
千代田区岩本町 ⃝京神田東竜閑町（2-②-2） ⑩
千代田区岩本町 長尾竹次郎 ⑩
千代田区岩本町 神田⃝吉　渡り（4-①-128） ⑩、大和町
千代田区岩本町 山桜　神田八講（3-②-8） ⑩
千代田区岩本町 月三　神田豊島町 ⑧
千代田区東神田 ⃝京　神田川（1-②-11） ⑩
千代田区神田 山吉神田　吉田真行（9-②-1） ⑩
千代田区外神田 山一　神田明神下 ⑧
千代田区外神田 神田⃝吉　金田（4-①-147） ⑩
千代田区外神田 神田⃝吉　中村（4-①-148） ⑩
千代田区外神田 神田⃝吉　銅茂（4-①-149） ⑩
千代田区外神田 神田⃝吉　石庫（4-①-150） ⑩
千代田区外神田 神田⃝吉　竹内（4-①-152） ⑩
千代田区外神田 山吉外神田　ぬ□□□（9-②-2） ⑩、山吉
千代田区外神田 （外神田元講社）　長平八（9-①） ⑩
千代田区外神田 （外神田元講社）　黒柳銀次郎（9-①） ⑩

25



－ 68 －

千代田区神田 神田⃝田　叶庄（4-①-72） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　大宗（4-①-73） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　大清（4-①-74） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　三竹（4-①-75） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　角鉄（4-①-76） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　万定（4-①-77） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　⃝大（4-①-78） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　はし清（4-①-79） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　信与（4-①-80） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　定国（4-①-81） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　上□（4-①-82） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　三兼（4-①-83） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　西和（4-①-84） ⑩
千代田区猿楽町 ⃝京　仲猿楽町（2-②-1） ⑩
千代田区猿楽町 榎本福太郎 ⑩
千代田区猿楽町 熊木内 ⑩
千代田区猿楽町 茂手木倉太郎 ⑩
千代田区神田神保町 ⃝京　仲猿楽町（2-①-30） ⑩
千代田区神田神保町 熊木栄次郎 ⑩
千代田区猿楽町 神田⃝吉　小川（4-①-121） ⑩、表猿（楽町）
千代田区神田 神田⃝吉　宮田（4-①-122） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　奥田源（4-①-123） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　板橋（4-①-124） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　万成（4-①-125） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　建綱（4-①-126） ⑩
千代田区神田神保町 ⃝京　今川小路浅野（1-②-9） ⑩
千代田区神田淡路町 長新一 ⑩
千代田区神田淡路町 神田⃝田　けぬきすし（4-①-97） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　⃝叶大忠（4-①-111） ⑩
千代田区神田美土代町 神田⃝田　金寿司（4-①-99） ⑩
千代田区神田美土代町 神田⃝田　きびや島野（4-①-105） ⑩
千代田区内神田 清

水　神田三河町 ⑧
千代田区内神田 ⃝睦一心　伐採商（3-②-19） ⑩、鎌倉町
千代田区内神田 北川 ⑩
千代田区神田 神田⃝田　小林悦（4-①-112） ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　東福田町（2-②-3） ⑩
千代田区神田鍛冶町 梅谷幾次郎 ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　かじ町吉田定吉（2-②-4） ⑩
千代田区神田鍛冶町 かじ町中村松太郎 ⑩
千代田区千代田町 ⃝京　千代田町（2-①-32） ⑩
千代田区千代田町 榎本千代松 ⑩
千代田区内神田 山光⃝蔵皆川町　鈴竹（7-③-14） ⑩、山光⃝蔵
千代田区内神田 山光⃝蔵　野本（7-③-13） ⑩、朝日町
千代田区内神田 山吉惣元講　惣元講（9-②-12） ⑩
千代田区内神田 神田　経安長沢（9-②-13） ⑩
千代田区内神田 神田　経延長沢（9-②-14） ⑩
千代田区内神田 神田　経勝山田（9-②-15） ⑩
千代田区内神田 神田　経孝川村（9-②-16） ⑩
千代田区内神田 神田　奥山あい（9-②-17） ⑩
千代田区内神田 神田　宮川志ば（9-②-18） ⑩
千代田区内神田 神田　佐藤宮城園（9-②-19） ⑩
千代田区内神田 神田　建祐稲荷（9-②-20） ⑩
千代田区内神田 神田　建福旭町（9-②-21） ⑩
千代田区内神田 神田　ぬし亀渡辺（9-②-22） ⑩
千代田区内神田 神田　須長上富士家（9-②-23） ⑩
千代田区内神田 神田　宮田亀三郎（9-②-24） ⑩
千代田区内神田 神田　斉藤文治（9-②-25） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　梅照亭（4-①-100） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　丸ぎん（4-①-101） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　魚坂（4-①-102） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　金子吉（4-①-103） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　大久（4-①-104） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　花市（4-①-106） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　小沢（4-①-107） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　延多免（4-①-108） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　高橋（4-①-110） ⑩
千代田区内神田 田（カクタ）　神田多町 神田田　鍋島（4-①-27） ⑩
千代田区内神田 神田田　神田同行（4-①-15） ⑩
千代田区内神田 神田田　岸年次郎（4-①-16） ⑩
千代田区内神田 神田田　高石鶴吉（4-①-17） ⑩
千代田区内神田 神田田　波多野亀吉（4-①-18） ⑩
千代田区内神田 神田田　依田経（4-①-19） ⑩
千代田区内神田 神田田　小林留吉（4-①-20） ⑩
千代田区内神田 神田田　岸和三郎（4-①-21） ⑩
千代田区内神田 神田田　安野己太郎（4-①-22） ⑩
千代田区内神田 神田田　神保徳太郎（4-①-23） ⑩
千代田区内神田 神田田　吉川留吉（4-①-24） ⑩
千代田区神田多町 神田田　魚清（4-①-25） ⑩
千代田区神田多町 神田田　宮坂（4-①-26） ⑩
千代田区神田須田町 神田田　大加め（4-①-28） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　足立（4-①-85） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　新連（4-①-88） ⑩
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千代田区神田 神田⃝田　叶庄（4-①-72） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　大宗（4-①-73） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　大清（4-①-74） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　三竹（4-①-75） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　角鉄（4-①-76） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　万定（4-①-77） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　⃝大（4-①-78） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　はし清（4-①-79） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　信与（4-①-80） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　定国（4-①-81） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　上□（4-①-82） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　三兼（4-①-83） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　西和（4-①-84） ⑩
千代田区猿楽町 ⃝京　仲猿楽町（2-②-1） ⑩
千代田区猿楽町 榎本福太郎 ⑩
千代田区猿楽町 熊木内 ⑩
千代田区猿楽町 茂手木倉太郎 ⑩
千代田区神田神保町 ⃝京　仲猿楽町（2-①-30） ⑩
千代田区神田神保町 熊木栄次郎 ⑩
千代田区猿楽町 神田⃝吉　小川（4-①-121） ⑩、表猿（楽町）
千代田区神田 神田⃝吉　宮田（4-①-122） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　奥田源（4-①-123） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　板橋（4-①-124） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　万成（4-①-125） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　建綱（4-①-126） ⑩
千代田区神田神保町 ⃝京　今川小路浅野（1-②-9） ⑩
千代田区神田淡路町 長新一 ⑩
千代田区神田淡路町 神田⃝田　けぬきすし（4-①-97） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　⃝叶大忠（4-①-111） ⑩
千代田区神田美土代町 神田⃝田　金寿司（4-①-99） ⑩
千代田区神田美土代町 神田⃝田　きびや島野（4-①-105） ⑩
千代田区内神田 清

水　神田三河町 ⑧
千代田区内神田 ⃝睦一心　伐採商（3-②-19） ⑩、鎌倉町
千代田区内神田 北川 ⑩
千代田区神田 神田⃝田　小林悦（4-①-112） ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　東福田町（2-②-3） ⑩
千代田区神田鍛冶町 梅谷幾次郎 ⑩
千代田区神田鍛冶町 ⃝京　かじ町吉田定吉（2-②-4） ⑩
千代田区神田鍛冶町 かじ町中村松太郎 ⑩
千代田区千代田町 ⃝京　千代田町（2-①-32） ⑩
千代田区千代田町 榎本千代松 ⑩
千代田区内神田 山光⃝蔵皆川町　鈴竹（7-③-14） ⑩、山光⃝蔵
千代田区内神田 山光⃝蔵　野本（7-③-13） ⑩、朝日町
千代田区内神田 山吉惣元講　惣元講（9-②-12） ⑩
千代田区内神田 神田　経安長沢（9-②-13） ⑩
千代田区内神田 神田　経延長沢（9-②-14） ⑩
千代田区内神田 神田　経勝山田（9-②-15） ⑩
千代田区内神田 神田　経孝川村（9-②-16） ⑩
千代田区内神田 神田　奥山あい（9-②-17） ⑩
千代田区内神田 神田　宮川志ば（9-②-18） ⑩
千代田区内神田 神田　佐藤宮城園（9-②-19） ⑩
千代田区内神田 神田　建祐稲荷（9-②-20） ⑩
千代田区内神田 神田　建福旭町（9-②-21） ⑩
千代田区内神田 神田　ぬし亀渡辺（9-②-22） ⑩
千代田区内神田 神田　須長上富士家（9-②-23） ⑩
千代田区内神田 神田　宮田亀三郎（9-②-24） ⑩
千代田区内神田 神田　斉藤文治（9-②-25） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　梅照亭（4-①-100） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　丸ぎん（4-①-101） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　魚坂（4-①-102） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　金子吉（4-①-103） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　大久（4-①-104） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　花市（4-①-106） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　小沢（4-①-107） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　延多免（4-①-108） ⑩
千代田区神田須田町 神田⃝田　高橋（4-①-110） ⑩
千代田区内神田 田（カクタ）　神田多町 神田田　鍋島（4-①-27） ⑩
千代田区内神田 神田田　神田同行（4-①-15） ⑩
千代田区内神田 神田田　岸年次郎（4-①-16） ⑩
千代田区内神田 神田田　高石鶴吉（4-①-17） ⑩
千代田区内神田 神田田　波多野亀吉（4-①-18） ⑩
千代田区内神田 神田田　依田経（4-①-19） ⑩
千代田区内神田 神田田　小林留吉（4-①-20） ⑩
千代田区内神田 神田田　岸和三郎（4-①-21） ⑩
千代田区内神田 神田田　安野己太郎（4-①-22） ⑩
千代田区内神田 神田田　神保徳太郎（4-①-23） ⑩
千代田区内神田 神田田　吉川留吉（4-①-24） ⑩
千代田区神田多町 神田田　魚清（4-①-25） ⑩
千代田区神田多町 神田田　宮坂（4-①-26） ⑩
千代田区神田須田町 神田田　大加め（4-①-28） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　足立（4-①-85） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　新連（4-①-88） ⑩
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13〔東京都〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

千代田区 松本様御家中　（川口）本庄監物 ⑧
千代田区霞が関 外桜田　（川口）中村備後 ⑧
千代田区霞が関 外桜田　（吉田）小申谷伊予 ⑧
千代田区永田町 ⃝藤麹永田弐　小泉（1-①-45） ⑩
千代田区麹町 ⃝内山　麹町元 ⑧
千代田区麹町 ⃝旭　麹町すし屋 ⑧
千代田区麹町 ⃝藤麹　（1-①-46） ⑩
千代田区麹町 ⃝藤　（1-①-47） ⑩
千代田区麹町 ⃝藤　（1-①-48） ⑩
千代田区麹町 ⃝藤麹六　舟羽（1-①-44） ⑩
千代田区麹町 ⃝藤麹八　坪井（1-①-39） ⑩
千代田区平河町 ⃝本長　麹町平川 ⑧
千代田区麹町 ⃝藤麹　平川屋号（1-①-68） ⑩
千代田区九段南・北 ⃝藤麹三番町　白田屋（1-①-36） ⑩
千代田区九段南・北 ⃝藤麹町三番　鈴木秀司（1-①-71） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　市川（1-①-24） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤（山長）　玉川（1-①-25） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤⃝イ　井上（1-①-26） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　井上（1-①-27） ⑩
千代田区五番町 ⃝藤土手三　勝俣（1-①-28） ⑩
千代田区五番町 ⃝藤山三　三清（1-①-29） ⑩
千代田区四番町 ⃝藤麹中六　加藤（1-①-30） ⑩
千代田区四番町 ⃝藤カネイ　伊勢安（1-①-31） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　伊勢安（1-①-32） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　加藤美夫（1-①-33） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤（麹下六）　理髪店（1-①-34） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　上野（1-①-35） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　更房（1-①-50） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　川村（1-①-51） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹五味坂　吉沢（1-①-52） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤⃝山　橘政（1-①-54） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤⃝山　橘亀（1-①-55） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　三ッ木亀（1-①-56） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　三ッ木礼（1-①-57） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　三ッ木専（1-①-58） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤東京　村岡（1-①-59） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤清水印刷所　清水正信（1-①-60） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　竹花佐忠治（1-①-61） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　酒商信濃屋（1-①-62） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤時計サック製作業　むら岡（1-①-63） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹三　中村（1-①-65） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　竹花梅子（1-①-66） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　人力製造所（1-①-69） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　岩沢政太郎（1-①-73） ⑩
千代田区六番町 廿六夜講三番町　小林福造（4-②-3） ⑩
千代田区六番町 下六番町　市川亀吉 ⑩
千代田区四番町 中六番町　井上伊三郎 ⑩
千代田区九段南・北 三番町　横田藤三郎 ⑩
千代田区五番町 土手三番町　勝俣清次郎 ⑩

（新宿区霞岳町） 千駄ヶ谷　小林栄吉 ⑩
（新宿区横寺町） 横寺町　森峰吉 ⑩
（新宿区榎町） 榎町　宮地健次郎 ⑩
（新宿区原町） 原町　吉田長次郎 ⑩
千代田区六番町 下六番町　三ツ木染吉 ⑩
千代田区麹町 月参麹町元講　（2-①-14） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　市川亀吉（4-②-2） ⑩
千代田区六番町 加賀美雄 ⑩
千代田区六番町 上野忠八 ⑩
千代田区六番町 竹花庸元 ⑩
千代田区六番町 貝塚政吉 ⑩
千代田区六番町 岩沢政太郎 ⑩
千代田区六番町 小宮重太郎 ⑩
千代田区六番町 飯田義三郎 ⑩

（新潟市） 新潟　荒木石太郎 ⑩
（江東区越中島） 越中□　井上伊三郎 ⑩
（新宿区四谷） 四谷伝新一　佐藤智吉 ⑩
千代田区六番町 麹下六　加藤安次郎 ⑩

（新宿区善久井町） 牛込喜久井町　矢島堅吉 ⑩
（新宿区内藤町） 四谷内藤町　宮崎仁太郎 ⑩
千代田区六番町 麹下六　三ツ木染吉 ⑩

（新宿区四谷） 麹十一丁目　宇佐美幸太郎 ⑩
（港区新橋） 芝新錢座町　船戸栗太郎 ⑩
千代田区九段南 ⃝藤麹富士見壱　佐藤（1-①-49） ⑩
千代田区富士見 ⃝飯　元飯田町
千代田区神田 神田⃝吉　板垣（4-①-119） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　横塚（4-①-120） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　田埜村（4-①-139） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　須川（4-①-140） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　石定（4-①-141） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　叶久（4-①-71） ⑩、神田市場
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13〔東京都〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

千代田区 松本様御家中　（川口）本庄監物 ⑧
千代田区霞が関 外桜田　（川口）中村備後 ⑧
千代田区霞が関 外桜田　（吉田）小申谷伊予 ⑧
千代田区永田町 ⃝藤麹永田弐　小泉（1-①-45） ⑩
千代田区麹町 ⃝内山　麹町元 ⑧
千代田区麹町 ⃝旭　麹町すし屋 ⑧
千代田区麹町 ⃝藤麹　（1-①-46） ⑩
千代田区麹町 ⃝藤　（1-①-47） ⑩
千代田区麹町 ⃝藤　（1-①-48） ⑩
千代田区麹町 ⃝藤麹六　舟羽（1-①-44） ⑩
千代田区麹町 ⃝藤麹八　坪井（1-①-39） ⑩
千代田区平河町 ⃝本長　麹町平川 ⑧
千代田区麹町 ⃝藤麹　平川屋号（1-①-68） ⑩
千代田区九段南・北 ⃝藤麹三番町　白田屋（1-①-36） ⑩
千代田区九段南・北 ⃝藤麹町三番　鈴木秀司（1-①-71） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　市川（1-①-24） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤（山長）　玉川（1-①-25） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤⃝イ　井上（1-①-26） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　井上（1-①-27） ⑩
千代田区五番町 ⃝藤土手三　勝俣（1-①-28） ⑩
千代田区五番町 ⃝藤山三　三清（1-①-29） ⑩
千代田区四番町 ⃝藤麹中六　加藤（1-①-30） ⑩
千代田区四番町 ⃝藤カネイ　伊勢安（1-①-31） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　伊勢安（1-①-32） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　加藤美夫（1-①-33） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤（麹下六）　理髪店（1-①-34） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　上野（1-①-35） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　更房（1-①-50） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　川村（1-①-51） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹五味坂　吉沢（1-①-52） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤⃝山　橘政（1-①-54） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤⃝山　橘亀（1-①-55） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　三ッ木亀（1-①-56） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　三ッ木礼（1-①-57） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　三ッ木専（1-①-58） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤東京　村岡（1-①-59） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤清水印刷所　清水正信（1-①-60） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　竹花佐忠治（1-①-61） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　酒商信濃屋（1-①-62） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤時計サック製作業　むら岡（1-①-63） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹三　中村（1-①-65） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　竹花梅子（1-①-66） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　人力製造所（1-①-69） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　岩沢政太郎（1-①-73） ⑩
千代田区六番町 廿六夜講三番町　小林福造（4-②-3） ⑩
千代田区六番町 下六番町　市川亀吉 ⑩
千代田区四番町 中六番町　井上伊三郎 ⑩
千代田区九段南・北 三番町　横田藤三郎 ⑩
千代田区五番町 土手三番町　勝俣清次郎 ⑩

（新宿区霞岳町） 千駄ヶ谷　小林栄吉 ⑩
（新宿区横寺町） 横寺町　森峰吉 ⑩
（新宿区榎町） 榎町　宮地健次郎 ⑩
（新宿区原町） 原町　吉田長次郎 ⑩
千代田区六番町 下六番町　三ツ木染吉 ⑩
千代田区麹町 月参麹町元講　（2-①-14） ⑩
千代田区六番町 ⃝藤麹下六　市川亀吉（4-②-2） ⑩
千代田区六番町 加賀美雄 ⑩
千代田区六番町 上野忠八 ⑩
千代田区六番町 竹花庸元 ⑩
千代田区六番町 貝塚政吉 ⑩
千代田区六番町 岩沢政太郎 ⑩
千代田区六番町 小宮重太郎 ⑩
千代田区六番町 飯田義三郎 ⑩

（新潟市） 新潟　荒木石太郎 ⑩
（江東区越中島） 越中□　井上伊三郎 ⑩
（新宿区四谷） 四谷伝新一　佐藤智吉 ⑩
千代田区六番町 麹下六　加藤安次郎 ⑩

（新宿区善久井町） 牛込喜久井町　矢島堅吉 ⑩
（新宿区内藤町） 四谷内藤町　宮崎仁太郎 ⑩
千代田区六番町 麹下六　三ツ木染吉 ⑩

（新宿区四谷） 麹十一丁目　宇佐美幸太郎 ⑩
（港区新橋） 芝新錢座町　船戸栗太郎 ⑩
千代田区九段南 ⃝藤麹富士見壱　佐藤（1-①-49） ⑩
千代田区富士見 ⃝飯　元飯田町
千代田区神田 神田⃝吉　板垣（4-①-119） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　横塚（4-①-120） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　田埜村（4-①-139） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　須川（4-①-140） ⑩
千代田区神田 神田⃝吉　石定（4-①-141） ⑩
千代田区神田 神田⃝田　叶久（4-①-71） ⑩、神田市場
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深谷市矢島 矢島　（吉田）小沢隠岐 ⑧
深谷市高島 高島　山三　（吉田）外川美濃 ⑧
深谷市原郷 原野郷　（吉田）田辺主膳 ⑧
深谷市国済寺ヵ 国沢　山三　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市熊谷 熊谷宿　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市熊谷 熊谷宿　山三　（吉田）刑部采女 ⑧
熊谷市石原 石原　山三　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市村岡 村岡　（吉田）小友谷肥前 ⑧
熊谷市原島 原島　（吉田）刑部采女 ⑧
熊谷市三ヶ尻ヵ 国沢　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市上奈良 上奈良　（川口）川口改所 ⑧
熊谷市小曽根 小曽根　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市下川上 下川上　（吉田）竹谷肥後 ⑧
行田市小針 ⃝卍 　武州忍領小針 ⑧
さいたま市岩槻区本町 ⃝岩　武州岩附町元 ⑧
さいたま市岩槻区斉藤新田 斉藤　（吉田）田辺伊賀 ⑧

（不明） 皆川国太郎

12〔千葉県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

千葉市中央区 月星　下総国千葉 千葉市　月星講（13ｰ①ｰ23） ⑩
千葉市中央区鶴沢町 鶴沢町　月星講
千葉市中央区鶴沢町 烏帽子岩講（13ｰ①ｰ25） ⑩
千葉市中央区寒川 寒川山真講（4ｰ③ｰ15） ⑩
千葉市中央区寒川 向寒川　山真講（13ｰ①ｰ30） ⑩
千葉市中央区寒川 山参三夜元講（4ｰ3ｰ22） ⑩、山参三夜元講
千葉市中央区寒川 向寒川　山参講（13ｰ①ｰ27） ⑩
千葉市中央区寒川 向寒川　山水講（13ｰ①ｰ28） ⑩
千葉市中央区寒川 寒川新宿講（4ｰ③ｰ16） ⑩
千葉市中央区 山王丸下（4ｰ③ｰ21） ⑩
千葉市中央区 千葉　星祖講（13-①-10） ⑩
千葉市中央区 千葉　成増誠心講（13-①-24） ⑩
千葉市花見川区幕張 幕張　富士講 『民俗地図』
千葉市花見川区検見川 検見川町　割菱同行（（3-①-158） ⑩
千葉市稲毛区稲毛 川島錦次 ⑩
千葉市稲毛区稲毛 鈴木晃 ⑩
千葉市若葉区古泉町 小池春吉 ⑩
八千代市米本 土屋武雄 ⑩
八千代市米本 飯島勢一 ⑩
習志野市花咲町 臼井明行 ⑩
船橋市宮本町 金子淺吉 ⑩
船橋市宮本町 武藤貞一 ⑩
船橋市宮本町 田中清 ⑩
船橋市海神町 中島康臣 ⑩
市川市鬼越 露木太郎 ⑩
市川市南行徳 高瀬長右衛門 ⑩、富士教会本部
市川市欠真間 欠真間　割菱八代（3-①-80） ⑩
市川市欠真間 割菱八代（3-①-81） ⑩
市川市欠真間 割菱八代（3-①-82） ⑩
市川市南行徳 南行徳　割菱八代（3-①-79） ⑩
市川市行徳 行徳　⃝皇行徳講社（奉納額×1） ⑩
船橋市本町 船橋　中村杢太郎（4-③-28） ⑩
船橋市本町 船橋　□□□□（4-③-29） ⑩
船橋市本町 船橋　不

二講員（高木亀吉、（4-③-31）） ⑩
松戸市根本 吉岡粂之進 ⑩
松戸市 松戸町　宮□栄次（4-③-27） ⑩
松戸市大橋 大橋　富士講 『民俗地図』
佐倉市上座 中村進 ⑩
佐倉市上座 鈴木孝男 ⑩
佐倉市 佐倉　富士講世話人一同（4-③-17） ⑩
大栄町所 所
山田町仁良 にらう ④
東庄町笹川い すか山 ④
東庄町窪野谷 くぼや野 ④
香取市佐原 さわら・さはら ④

（海上郡芦崎） 割菱　同行（3-①-170） ⑧
下総□□（不明）
下総
銚子市芦崎町 芦崎　割菱同行（3-①-161） ⑩
旭市 伊藤清之助 ⑩
松尾町 小川清 ⑩
睦沢町大上 大上　富士講 『民俗地図』
市原市君塚町 荒井五郎 ⑩
市原市五井町北 中島賢 ⑩
市原市青柳台 中村正之 ⑩
市原市青柳 中野平松 ⑩
君津市山滝野 西野　富士講（別に浅間講） 『民俗地図』
鋸南町勝山 鈴木房吉 ⑩
天津小湊町清澄 清澄　富士講（浅間さま） 『民俗地図』
鴨川市川代 庄司信二 ⑩

（不明） 千葉県　鈴木茂右衛門（13-①-33） ⑩

第二部　資料編
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深谷市矢島 矢島　（吉田）小沢隠岐 ⑧
深谷市高島 高島　山三　（吉田）外川美濃 ⑧
深谷市原郷 原野郷　（吉田）田辺主膳 ⑧
深谷市国済寺ヵ 国沢　山三　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市熊谷 熊谷宿　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市熊谷 熊谷宿　山三　（吉田）刑部采女 ⑧
熊谷市石原 石原　山三　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市村岡 村岡　（吉田）小友谷肥前 ⑧
熊谷市原島 原島　（吉田）刑部采女 ⑧
熊谷市三ヶ尻ヵ 国沢　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市上奈良 上奈良　（川口）川口改所 ⑧
熊谷市小曽根 小曽根　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市下川上 下川上　（吉田）竹谷肥後 ⑧
行田市小針 ⃝卍 　武州忍領小針 ⑧
さいたま市岩槻区本町 ⃝岩　武州岩附町元 ⑧
さいたま市岩槻区斉藤新田 斉藤　（吉田）田辺伊賀 ⑧

（不明） 皆川国太郎

12〔千葉県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

千葉市中央区 月星　下総国千葉 千葉市　月星講（13ｰ①ｰ23） ⑩
千葉市中央区鶴沢町 鶴沢町　月星講
千葉市中央区鶴沢町 烏帽子岩講（13ｰ①ｰ25） ⑩
千葉市中央区寒川 寒川山真講（4ｰ③ｰ15） ⑩
千葉市中央区寒川 向寒川　山真講（13ｰ①ｰ30） ⑩
千葉市中央区寒川 山参三夜元講（4ｰ3ｰ22） ⑩、山参三夜元講
千葉市中央区寒川 向寒川　山参講（13ｰ①ｰ27） ⑩
千葉市中央区寒川 向寒川　山水講（13ｰ①ｰ28） ⑩
千葉市中央区寒川 寒川新宿講（4ｰ③ｰ16） ⑩
千葉市中央区 山王丸下（4ｰ③ｰ21） ⑩
千葉市中央区 千葉　星祖講（13-①-10） ⑩
千葉市中央区 千葉　成増誠心講（13-①-24） ⑩
千葉市花見川区幕張 幕張　富士講 『民俗地図』
千葉市花見川区検見川 検見川町　割菱同行（（3-①-158） ⑩
千葉市稲毛区稲毛 川島錦次 ⑩
千葉市稲毛区稲毛 鈴木晃 ⑩
千葉市若葉区古泉町 小池春吉 ⑩
八千代市米本 土屋武雄 ⑩
八千代市米本 飯島勢一 ⑩
習志野市花咲町 臼井明行 ⑩
船橋市宮本町 金子淺吉 ⑩
船橋市宮本町 武藤貞一 ⑩
船橋市宮本町 田中清 ⑩
船橋市海神町 中島康臣 ⑩
市川市鬼越 露木太郎 ⑩
市川市南行徳 高瀬長右衛門 ⑩、富士教会本部
市川市欠真間 欠真間　割菱八代（3-①-80） ⑩
市川市欠真間 割菱八代（3-①-81） ⑩
市川市欠真間 割菱八代（3-①-82） ⑩
市川市南行徳 南行徳　割菱八代（3-①-79） ⑩
市川市行徳 行徳　⃝皇行徳講社（奉納額×1） ⑩
船橋市本町 船橋　中村杢太郎（4-③-28） ⑩
船橋市本町 船橋　□□□□（4-③-29） ⑩
船橋市本町 船橋　不

二講員（高木亀吉、（4-③-31）） ⑩
松戸市根本 吉岡粂之進 ⑩
松戸市 松戸町　宮□栄次（4-③-27） ⑩
松戸市大橋 大橋　富士講 『民俗地図』
佐倉市上座 中村進 ⑩
佐倉市上座 鈴木孝男 ⑩
佐倉市 佐倉　富士講世話人一同（4-③-17） ⑩
大栄町所 所
山田町仁良 にらう ④
東庄町笹川い すか山 ④
東庄町窪野谷 くぼや野 ④
香取市佐原 さわら・さはら ④

（海上郡芦崎） 割菱　同行（3-①-170） ⑧
下総□□（不明）
下総
銚子市芦崎町 芦崎　割菱同行（3-①-161） ⑩
旭市 伊藤清之助 ⑩
松尾町 小川清 ⑩
睦沢町大上 大上　富士講 『民俗地図』
市原市君塚町 荒井五郎 ⑩
市原市五井町北 中島賢 ⑩
市原市青柳台 中村正之 ⑩
市原市青柳 中野平松 ⑩
君津市山滝野 西野　富士講（別に浅間講） 『民俗地図』
鋸南町勝山 鈴木房吉 ⑩
天津小湊町清澄 清澄　富士講（浅間さま） 『民俗地図』
鴨川市川代 庄司信二 ⑩

（不明） 千葉県　鈴木茂右衛門（13-①-33） ⑩
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館林市成島 成島村　山致（布30〔鳥居室〕ー401・404） 成島村　山致（布30ｰ514）、山致（30ｰ208・
209・204）

『マネキ』

館林市大街道 大街道　山■（布30〔鳥居室〕ー448） 『マネキ』
館林市高根 高根　山桜富士桜講（布30〔鳥居室〕ー414） 『マネキ』
館林市傍示塚町 傍示塚　⃝卍（石碑U〔馬返〕ー8） 傍示塚　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー99・100） 『石造物』、『マネキ』
館林市下早川田町 下早川田　⃝宝（紙30〔鳥居室〕ー25・32・37・44） 下早川田　⃝宝（紙30〔鳥居室〕ー140・217） 『マネキ』
館林市下早川田町 ⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー177） 『マネキ』
館林市新当郷 細内初5村　幡野豊前 ⑧
館林市羽附町 千塚　⃝宝（石碑43〔旧上文司〕ー240） 『石造物』
館林市花山町 羽附村　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー176・226） 『マネキ』
館林市羽附町 赤羽　浅間さま（〔富士塚〕、富士浅間

神社）
館林市赤生田町 上赤生田初10村　田辺安芸 ⑨299文書
館林市小桑原 小桑原　富士浅間神社 富士原（富士嶽神社）

（上州・不明） 上州　（燈籠65〔小御嶽〕ー562ｰ1上文
司淡路守）

『石造物』

11〔埼玉県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

鴻巣市大芦 大足　（吉田）小沢和泉
さいたま市浦和区大門 大門村□□　⃝岩一信講社（3ｰ①ｰ18） ⃝岩一信講社
さいたま市南区文蔵 文蔵　（吉田）田辺越後
さいたま市桜区大久保 大久保領家　富士講 文化庁
さいたま市西区塚本 塚　（吉田）小竹谷肥後 ⑧
さいたま市西区塚本 （吉田）竹谷肥後 ⑧
さいたま市大宮区 山桜　大宮（8ｰ①ｰ2） 扶桑教、⑧

（埼玉県） 山桜　埼玉県（10ｰ①ｰ6） 扶桑教、⑧
（埼玉県） 山桜　埼玉県（10ｰ①ｰ18） 扶桑教、⑧
川口市下青木 下青木　（吉田）田辺近江 ⑧
川口市下青木 中村義太郎
川口市鳩ヶ谷本町 ⃝鳩　武州鳩ヶ谷宿
川口市鳩ヶ谷本町 畑野憲弘
川口市本町 川口町新地　山玉⃝清（5ｰ0ｰ9・10・2、4ｰ③ｰ11） ⑩
蕨市塚越 塚越　（吉田）持山播磨 ⑧
さいたま市中央区八王子 八王子
さいたま市西区西新井 荒井　（吉田）大雁丸大内蔵 ⑧
さいたま市見沼区深作 深作　富士講（6月1日） 『民俗地図』
さいたま市見沼区深作 鴨田喜久寿
鴻巣市鴻巣 光野須　（吉田）小沢志摩 ⑧
鴻巣市原馬室 原馬室　富士講 『民俗地図』
朝霞市根岸 根岸　（吉田）田辺摂津 ⑧
朝霞市根岸 榎本博
新座市片山 ⃝吉　武州片山
越生町越生 今市　（吉田）小沢河内 ⑧
越生町小杉 小杉　富士講 『民俗地図』
吉見町北下砂 北下砂　（吉田）大俵和泉 ⑧
川越市高沢町 たかさわ
小川町高見 たかみ
川越市川越 川越六軒町　（吉田）小沢隠岐 ⑧
川島町安塚 安塚　（吉田）小沢遠江 ⑧
滑川町羽尾 葉尾　（吉田）小沢河内 ⑧
ときがわ町大野 大野　富士講（浅間神社祭礼） 『民俗地図』
東松山市野本 野本　（吉田）小沢紀伊 ⑧
東松山市石橋新郷 金屋 金谷　（吉田）小沢志摩 ⑧
東松山市早俣 早又　（吉田）小沢志摩 ⑧
皆野町大淵 大藤 ⑧
皆野町大淵 高野宇一
皆野町大淵 黒田安之助
皆野町大淵 根岸八蔵
皆野町大淵 北堀覚三
秩父市浦山
美里村木部 木部　（川口）本庄監物 ⑧
本庄市児玉町保木野 保木野　（吉田）羽田伊勢 ⑧
本庄市児玉町長沖 長置　（吉田）中雁丸由太夫 ⑧
本庄市児玉町元田 元田　（川口）宮下加賀 ⑧
上里町嘉美立野ヵ 立根　（吉田）大猿谷筑前 ⑧
本庄市牧西 木才　（吉田）田辺主膳 ⑧
熊谷市津田 津田　（吉田）外川能登 ⑧
熊谷市板井篠場ヵ 志の原　（吉田）外川美濃 ⑧
深谷市本田 本田 本田　⃝本　（吉田）田辺越後 ⑧
深谷市畠山 はたけ山 ⑧
深谷市花園町永田 長田　山三　（吉田）池谷佐渡 ⑧
深谷市花園町飯塚 飯塚　（吉田）小沢志摩 ⑧
寄居町赤浜 あかはま ⑧
寄居町塚田 つかた ⑧
寄居町富田 とみた ⑧
寄居町立原 立原　富士講 『民俗地図』
深谷市針ヶ谷 張加屋　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市原井 原日　（吉田）田辺伊賀 ⑧
深谷市深谷 深谷　富士講 『民俗地図』
深谷市西島ヵ 西江　（吉田）刑部采女 ⑧
深谷市上敷免 上敷免　（吉田）池谷佐渡 ⑧

第二部　資料編
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館林市成島 成島村　山致（布30〔鳥居室〕ー401・404） 成島村　山致（布30ｰ514）、山致（30ｰ208・
209・204）

『マネキ』

館林市大街道 大街道　山■（布30〔鳥居室〕ー448） 『マネキ』
館林市高根 高根　山桜富士桜講（布30〔鳥居室〕ー414） 『マネキ』
館林市傍示塚町 傍示塚　⃝卍（石碑U〔馬返〕ー8） 傍示塚　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー99・100） 『石造物』、『マネキ』
館林市下早川田町 下早川田　⃝宝（紙30〔鳥居室〕ー25・32・37・44） 下早川田　⃝宝（紙30〔鳥居室〕ー140・217） 『マネキ』
館林市下早川田町 ⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー177） 『マネキ』
館林市新当郷 細内初5村　幡野豊前 ⑧
館林市羽附町 千塚　⃝宝（石碑43〔旧上文司〕ー240） 『石造物』
館林市花山町 羽附村　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー176・226） 『マネキ』
館林市羽附町 赤羽　浅間さま（〔富士塚〕、富士浅間

神社）
館林市赤生田町 上赤生田初10村　田辺安芸 ⑨299文書
館林市小桑原 小桑原　富士浅間神社 富士原（富士嶽神社）

（上州・不明） 上州　（燈籠65〔小御嶽〕ー562ｰ1上文
司淡路守）

『石造物』

11〔埼玉県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

鴻巣市大芦 大足　（吉田）小沢和泉
さいたま市浦和区大門 大門村□□　⃝岩一信講社（3ｰ①ｰ18） ⃝岩一信講社
さいたま市南区文蔵 文蔵　（吉田）田辺越後
さいたま市桜区大久保 大久保領家　富士講 文化庁
さいたま市西区塚本 塚　（吉田）小竹谷肥後 ⑧
さいたま市西区塚本 （吉田）竹谷肥後 ⑧
さいたま市大宮区 山桜　大宮（8ｰ①ｰ2） 扶桑教、⑧

（埼玉県） 山桜　埼玉県（10ｰ①ｰ6） 扶桑教、⑧
（埼玉県） 山桜　埼玉県（10ｰ①ｰ18） 扶桑教、⑧
川口市下青木 下青木　（吉田）田辺近江 ⑧
川口市下青木 中村義太郎
川口市鳩ヶ谷本町 ⃝鳩　武州鳩ヶ谷宿
川口市鳩ヶ谷本町 畑野憲弘
川口市本町 川口町新地　山玉⃝清（5ｰ0ｰ9・10・2、4ｰ③ｰ11） ⑩
蕨市塚越 塚越　（吉田）持山播磨 ⑧
さいたま市中央区八王子 八王子
さいたま市西区西新井 荒井　（吉田）大雁丸大内蔵 ⑧
さいたま市見沼区深作 深作　富士講（6月1日） 『民俗地図』
さいたま市見沼区深作 鴨田喜久寿
鴻巣市鴻巣 光野須　（吉田）小沢志摩 ⑧
鴻巣市原馬室 原馬室　富士講 『民俗地図』
朝霞市根岸 根岸　（吉田）田辺摂津 ⑧
朝霞市根岸 榎本博
新座市片山 ⃝吉　武州片山
越生町越生 今市　（吉田）小沢河内 ⑧
越生町小杉 小杉　富士講 『民俗地図』
吉見町北下砂 北下砂　（吉田）大俵和泉 ⑧
川越市高沢町 たかさわ
小川町高見 たかみ
川越市川越 川越六軒町　（吉田）小沢隠岐 ⑧
川島町安塚 安塚　（吉田）小沢遠江 ⑧
滑川町羽尾 葉尾　（吉田）小沢河内 ⑧
ときがわ町大野 大野　富士講（浅間神社祭礼） 『民俗地図』
東松山市野本 野本　（吉田）小沢紀伊 ⑧
東松山市石橋新郷 金屋 金谷　（吉田）小沢志摩 ⑧
東松山市早俣 早又　（吉田）小沢志摩 ⑧
皆野町大淵 大藤 ⑧
皆野町大淵 高野宇一
皆野町大淵 黒田安之助
皆野町大淵 根岸八蔵
皆野町大淵 北堀覚三
秩父市浦山
美里村木部 木部　（川口）本庄監物 ⑧
本庄市児玉町保木野 保木野　（吉田）羽田伊勢 ⑧
本庄市児玉町長沖 長置　（吉田）中雁丸由太夫 ⑧
本庄市児玉町元田 元田　（川口）宮下加賀 ⑧
上里町嘉美立野ヵ 立根　（吉田）大猿谷筑前 ⑧
本庄市牧西 木才　（吉田）田辺主膳 ⑧
熊谷市津田 津田　（吉田）外川能登 ⑧
熊谷市板井篠場ヵ 志の原　（吉田）外川美濃 ⑧
深谷市本田 本田 本田　⃝本　（吉田）田辺越後 ⑧
深谷市畠山 はたけ山 ⑧
深谷市花園町永田 長田　山三　（吉田）池谷佐渡 ⑧
深谷市花園町飯塚 飯塚　（吉田）小沢志摩 ⑧
寄居町赤浜 あかはま ⑧
寄居町塚田 つかた ⑧
寄居町富田 とみた ⑧
寄居町立原 立原　富士講 『民俗地図』
深谷市針ヶ谷 張加屋　（吉田）外川美濃 ⑧
熊谷市原井 原日　（吉田）田辺伊賀 ⑧
深谷市深谷 深谷　富士講 『民俗地図』
深谷市西島ヵ 西江　（吉田）刑部采女 ⑧
深谷市上敷免 上敷免　（吉田）池谷佐渡 ⑧
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桐生市下新田 富士山（古墳、消滅）
桐生市相生町 天王宿　（富士山下）
桐生市広沢町 広沢邨　山致富士一山講（板17ｰ71） 『マネキ』
桐生市菱町黒川 下菱初2村　塩谷平内左衛門 ⑨298文書
桐生市菱町黒川 （上菱）　（塩谷平内左衛門） ⑨298文書
笠懸町笠懸 笠懸　⃝卍 岩崎開行講社（玉垣361〔北口〕ー271） 『石造物』
笠懸町鹿 笠懸村　⃝卍（布30〔鳥居室〕ー408） 笠懸　⃝卍 杉山連行講社（玉垣361〔北口〕ー253） 『マネキ』、『石造物』
笠懸町笠懸 鹿村　（⃝卍・板3〔毘沙門屋〕ー2） 笠懸村　⃝卍 杉山連行講社（布30〔鳥居室〕ー430） 『マネキ』、『石造物』
新田町市野井 市ノ井村　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー210） 市野井　⃝卍（布30〔鳥居室〕ー444） 『マネキ』
新田町下田中早川 下田中初10村　大友肥前 ⑨299文書
新田町赤堀 赤堀村　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 『石造物』
新田町木崎 渋江→小沢志摩 ⑧
尾島町小角田 小角田村　□卍（石碑50〔北口〕ー398〔196〕大

上田守人）
石造物』

尾島町世良田
尾島町徳川 徳川郷初24村　田辺近江 ⑨298文書
尾島町徳川 （新田御屋鋪〔徳川郷ヵ〕）　（外河美濃） ⑨299文書
尾島町安養寺 （安養寺）　（外河美濃） ⑨299文書
尾島町亀岡 亀岡村　⃝川（石碑1〔扶桑教会〕ー20） 『石造物』
尾島町尾島 小島 （本宿）　（外河美濃） ⑨299文書
尾島町阿久津 安久津　村上光晴同行（燈籠50〔北

口〕ー366ｰ1〔160〕・2〔161〕河口坊）
（阿久津）　（外河美濃） 『石造物』

尾島町岩松 岩松村　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 『マネキ』
尾島町備前島 備前島13村　小沢志摩守 ⑨299文書
太田市 太田宿初37村　塩谷平内左衛門 ⑨298文書
太田市 太田　北沢講（30〔鳥居室〕ー527・30ｰ527） 『マネキ』
太田市内ヶ島 内ヶ島　⃝卍（紙13〔槙田〕ー2、⃝卍 紙30〔鳥居

室〕ー66、⃝卍 赤万字分教会紙30ｰ69）
内ヶ島　⃝卍 本部分教会（紙30〔鳥居室〕ー
118・117）、⃝卍 赤万字分教会（紙30ｰ162、⃝卍
分教会講社（紙30ｰ202）

『マネキ』

太田市飯田 （飯田）　（外河美濃） 飯田　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー4） ⑨、『マネキ』
太田市飯塚 飯塚　⃝卍（布30〔鳥居室〕ー397） 飯塚　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー119、紙30ｰ179） 『マネキ』
太田市新井町 （新井）　（外河美濃） 新井　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー4） 新井　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー138） ⑨、『マネキ』
太田市上浜田 （上浜田）　（外河美濃） ⑨
太田市上浜田 上浜田　（⃝卍・板2〔筒屋〕ー1） 『マネキ』
太田市下浜田 下浜田　⃝卍（板2〔筒屋〕ー1） 『マネキ』
太田市古戸 古戸2村　小沢志摩守 ⑨299文書
太田市岩瀬川 岩瀬川　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー48） 岩瀬川　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー186） 『マネキ』
太田市下田島 下田島　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 下田島　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー220・225・237） 宝泉村　登山講（盆17ｰ58） 『マネキ』
太田市中根 中根村　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 中根　⃝卍（板17ｰ56、板3〔毘沙門屋〕ー30） 『マネキ』
太田市藤阿久 藤阿久　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー4） 『マネキ』
太田市大島 大島初5村　羽田伊勢 大島　山桜（紙30〔鳥居室〕ー61・57） 大島　山桜（紙30〔鳥居室〕ー224） 『マネキ』
太田市長手 長手　富士峰（浅間神社）
太田市鳥山 上鳥山　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー6） 『マネキ』
太田市西長岡 西長岡　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 『マネキ』
太田市吉沢 吉沢　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー6） 吉沢　⃝卍（玉垣361〔北口〕ー254） 『マネキ』、『石造物』
太田市古氷 古氷初11村　大友肥前 ⑨299文書
太田市東今泉 今泉　（塩谷平内左衛門） ⑨298文書
太田市只上 只上　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー5） 『マネキ』
太田市富若 富若　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー8） 『マネキ』
太田市東金井 韮川村　⃝卍神道富士派（紙30〔鳥居室〕ー150） 『マネキ』
太田市下小林 下□□　⃝卍山（自然石碑1〔扶桑教会〕ー32） 『マネキ』
太田市下小林 下小林　⃝卍本部分教会（布30〔鳥居室〕ー405）
大泉町古氷 富士塚（鹿島の浅間さま）
大泉町仙石 浅間さま
大泉町古海ヵ 保海　山三　（吉田）小友谷肥前 ⑧
大泉町小泉 小泉　（川口）高橋市ノ正 小泉町　⃝卍（紙13〔槙田〕ー22） 『マネキ』
邑楽町藤川 藤川　山桜（紙30〔鳥居室〕ー65） 『マネキ』
邑楽町石打 石打2村　羽田伊勢 ⑨299文書
邑楽町中野 中野初　佐藤出羽 中野　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー120、布30〔鳥居

室〕ー420）
⑨299文書、『マネキ』

邑楽町中野 中野　浅間山
邑楽町狸穴 狸穴　行人塚
千代田町舞木 舞木　浅間山
千代田町萱野 萱野　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー192、⃝卍（布30〔鳥

居室〕ー438）
『マネキ』

千代田町上中森ヵ 東森
明和村中谷 中谷初34村　上文司淡路守 ⑨299文書
明和村新里 仁里
明和村江黒 江黒初9村　佐藤備後 ⑨299文書
明和町斗合田 斗合田　富士塚（富士嶽古墳）
板倉町籾谷 籾谷　⃝卍 神道扶桑教講社（紙30〔鳥居室〕ー

293）
『マネキ』

板倉町内蔵新田 内蔵新田　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー31） 内蔵新田　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー131） 『マネキ』
板倉町 板倉村　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー14） 板倉村　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー129・130） 『マネキ』
板倉町大曲 大曲　⃝上扶桑教（紙30〔鳥居室〕ー141） 『マネキ』
板倉町除川 除川村　⃝上（紙30〔鳥居室〕ー21） 『マネキ』
館林市 館林町　⃝卍（石碑7〔羽田〕ー62） 館林　 （石碑59〔一合目〕ー516羽田讃岐守） 『石造物』、『マネキ』
館林市 館林町　 （奉納額5ｰ49） 館林町 『マネキ』
館林市 館林町　一

徳（紙30〔鳥居室〕ー321） 館林町　一
徳（紙30〔鳥居室〕ー121・185） 『マネキ』

館林市 館林町　山館講社（布17ｰ29） 『マネキ』
館林市仲町 千眼寺
館林市台宿町 館林台町初23村　田辺近江 ⑨298文書

第二部　資料編
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桐生市下新田 富士山（古墳、消滅）
桐生市相生町 天王宿　（富士山下）
桐生市広沢町 広沢邨　山致富士一山講（板17ｰ71） 『マネキ』
桐生市菱町黒川 下菱初2村　塩谷平内左衛門 ⑨298文書
桐生市菱町黒川 （上菱）　（塩谷平内左衛門） ⑨298文書
笠懸町笠懸 笠懸　⃝卍 岩崎開行講社（玉垣361〔北口〕ー271） 『石造物』
笠懸町鹿 笠懸村　⃝卍（布30〔鳥居室〕ー408） 笠懸　⃝卍 杉山連行講社（玉垣361〔北口〕ー253） 『マネキ』、『石造物』
笠懸町笠懸 鹿村　（⃝卍・板3〔毘沙門屋〕ー2） 笠懸村　⃝卍 杉山連行講社（布30〔鳥居室〕ー430） 『マネキ』、『石造物』
新田町市野井 市ノ井村　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー210） 市野井　⃝卍（布30〔鳥居室〕ー444） 『マネキ』
新田町下田中早川 下田中初10村　大友肥前 ⑨299文書
新田町赤堀 赤堀村　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 『石造物』
新田町木崎 渋江→小沢志摩 ⑧
尾島町小角田 小角田村　□卍（石碑50〔北口〕ー398〔196〕大

上田守人）
石造物』

尾島町世良田
尾島町徳川 徳川郷初24村　田辺近江 ⑨298文書
尾島町徳川 （新田御屋鋪〔徳川郷ヵ〕）　（外河美濃） ⑨299文書
尾島町安養寺 （安養寺）　（外河美濃） ⑨299文書
尾島町亀岡 亀岡村　⃝川（石碑1〔扶桑教会〕ー20） 『石造物』
尾島町尾島 小島 （本宿）　（外河美濃） ⑨299文書
尾島町阿久津 安久津　村上光晴同行（燈籠50〔北

口〕ー366ｰ1〔160〕・2〔161〕河口坊）
（阿久津）　（外河美濃） 『石造物』

尾島町岩松 岩松村　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 『マネキ』
尾島町備前島 備前島13村　小沢志摩守 ⑨299文書
太田市 太田宿初37村　塩谷平内左衛門 ⑨298文書
太田市 太田　北沢講（30〔鳥居室〕ー527・30ｰ527） 『マネキ』
太田市内ヶ島 内ヶ島　⃝卍（紙13〔槙田〕ー2、⃝卍 紙30〔鳥居

室〕ー66、⃝卍 赤万字分教会紙30ｰ69）
内ヶ島　⃝卍 本部分教会（紙30〔鳥居室〕ー
118・117）、⃝卍 赤万字分教会（紙30ｰ162、⃝卍
分教会講社（紙30ｰ202）

『マネキ』

太田市飯田 （飯田）　（外河美濃） 飯田　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー4） ⑨、『マネキ』
太田市飯塚 飯塚　⃝卍（布30〔鳥居室〕ー397） 飯塚　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー119、紙30ｰ179） 『マネキ』
太田市新井町 （新井）　（外河美濃） 新井　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー4） 新井　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー138） ⑨、『マネキ』
太田市上浜田 （上浜田）　（外河美濃） ⑨
太田市上浜田 上浜田　（⃝卍・板2〔筒屋〕ー1） 『マネキ』
太田市下浜田 下浜田　⃝卍（板2〔筒屋〕ー1） 『マネキ』
太田市古戸 古戸2村　小沢志摩守 ⑨299文書
太田市岩瀬川 岩瀬川　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー48） 岩瀬川　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー186） 『マネキ』
太田市下田島 下田島　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 下田島　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー220・225・237） 宝泉村　登山講（盆17ｰ58） 『マネキ』
太田市中根 中根村　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 中根　⃝卍（板17ｰ56、板3〔毘沙門屋〕ー30） 『マネキ』
太田市藤阿久 藤阿久　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー4） 『マネキ』
太田市大島 大島初5村　羽田伊勢 大島　山桜（紙30〔鳥居室〕ー61・57） 大島　山桜（紙30〔鳥居室〕ー224） 『マネキ』
太田市長手 長手　富士峰（浅間神社）
太田市鳥山 上鳥山　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー6） 『マネキ』
太田市西長岡 西長岡　（板3〔毘沙門屋〕ー2） 『マネキ』
太田市吉沢 吉沢　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー6） 吉沢　⃝卍（玉垣361〔北口〕ー254） 『マネキ』、『石造物』
太田市古氷 古氷初11村　大友肥前 ⑨299文書
太田市東今泉 今泉　（塩谷平内左衛門） ⑨298文書
太田市只上 只上　（奉納額3〔毘沙門屋〕ー5） 『マネキ』
太田市富若 富若　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー8） 『マネキ』
太田市東金井 韮川村　⃝卍神道富士派（紙30〔鳥居室〕ー150） 『マネキ』
太田市下小林 下□□　⃝卍山（自然石碑1〔扶桑教会〕ー32） 『マネキ』
太田市下小林 下小林　⃝卍本部分教会（布30〔鳥居室〕ー405）
大泉町古氷 富士塚（鹿島の浅間さま）
大泉町仙石 浅間さま
大泉町古海ヵ 保海　山三　（吉田）小友谷肥前 ⑧
大泉町小泉 小泉　（川口）高橋市ノ正 小泉町　⃝卍（紙13〔槙田〕ー22） 『マネキ』
邑楽町藤川 藤川　山桜（紙30〔鳥居室〕ー65） 『マネキ』
邑楽町石打 石打2村　羽田伊勢 ⑨299文書
邑楽町中野 中野初　佐藤出羽 中野　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー120、布30〔鳥居

室〕ー420）
⑨299文書、『マネキ』

邑楽町中野 中野　浅間山
邑楽町狸穴 狸穴　行人塚
千代田町舞木 舞木　浅間山
千代田町萱野 萱野　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー192、⃝卍（布30〔鳥

居室〕ー438）
『マネキ』

千代田町上中森ヵ 東森
明和村中谷 中谷初34村　上文司淡路守 ⑨299文書
明和村新里 仁里
明和村江黒 江黒初9村　佐藤備後 ⑨299文書
明和町斗合田 斗合田　富士塚（富士嶽古墳）
板倉町籾谷 籾谷　⃝卍 神道扶桑教講社（紙30〔鳥居室〕ー

293）
『マネキ』

板倉町内蔵新田 内蔵新田　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー31） 内蔵新田　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー131） 『マネキ』
板倉町 板倉村　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー14） 板倉村　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー129・130） 『マネキ』
板倉町大曲 大曲　⃝上扶桑教（紙30〔鳥居室〕ー141） 『マネキ』
板倉町除川 除川村　⃝上（紙30〔鳥居室〕ー21） 『マネキ』
館林市 館林町　⃝卍（石碑7〔羽田〕ー62） 館林　 （石碑59〔一合目〕ー516羽田讃岐守） 『石造物』、『マネキ』
館林市 館林町　 （奉納額5ｰ49） 館林町 『マネキ』
館林市 館林町　一

徳（紙30〔鳥居室〕ー321） 館林町　一
徳（紙30〔鳥居室〕ー121・185） 『マネキ』

館林市 館林町　山館講社（布17ｰ29） 『マネキ』
館林市仲町 千眼寺
館林市台宿町 館林台町初23村　田辺近江 ⑨298文書
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前橋市 前橋町初9村　田辺近江 （前橋）　⃝前教会（写真） ⃝前講社　前橋市（8-③-2） ⑨298文書、⑧
前橋市天川町 天川　二子山古墳〔不二山古墳〕 城下町の南東端
前橋市国領町 （国領）　（外河美濃） 国領町　山泰泰明講社（布16〔穀屋〕ー18、紙

30〔鳥居室〕ー290）
⑨298文書、『マネキ』

前橋市城東町 石碑（29〔中雁丸〕ー158） 『石造物』
前橋市田口町 不二山
前橋市田口町 富士塚（古墳、築山）
前橋市西大室町 富士山（古墳）
前橋市小神明町 富士塚（消滅、⃝三講） 前橋市　⃝前講社（8ｰ③ｰ2） ⑧
前橋市鳥取町 藤塚（富士浅間神社〔近戸神社〕） ⃝三講社
前橋市幸塚町 富士塚（⃝三講）
前橋市上沖町 上奥野　（吉田）浅間坊 ⑧
前橋市下沖町 下奥ノ　（吉田）浅間坊 ⑧
前橋市三俣町 三ッ股64村　田辺近江 ⑨298文書
前橋市東片貝町 東片貝3村　小佐野出雲 ⑨299文書
前橋市二之宮町 筑波山
前橋市上大島町 上大島　山藤丸（紙30〔鳥居室〕ー142、紙30ｰ

143、紙30ｰ203）
『マネキ』

前橋市東上野町 元丸上教会（奉納額上ｰ32、5〔上文司〕ー32） 『マネキ』
前橋市上増田町 富士塚（古墳） 上増田初4村　池谷備後守 ⑨298文書
前橋市増田町 増田　（吉田）浅間坊 ⑧
前橋市西善町 西善　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー60） ⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー139） 『マネキ』
前橋市下佐鳥・上佐鳥町 佐鳥（吉田）浅間坊
前橋市宮地町 宮地　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー6） 『マネキ』
前橋市横手町 横手　富士塚（横手古墳、明治14年、岩祠）
前橋市青梨子町 富士塚
前橋市元総社町 本双紙　（吉田）浅間坊 ⑧
前橋市江田町 高崎枝　（川口）本庄監物 ⑧
前橋市小相木町 庄相喜　（吉田）中雁丸由太夫 ⑧
東村小保方 小保方3村　田辺近江 ⑨298文書
境町上渕名 上渕名初3村　大友肥前 ⑨299文書
境町木島 木島初68村　池谷備後守 ⑨298文書
境町百々 （百々）　（外河美濃） ⑨299文書
境町境 富士浅間山（遙拝所） 堺町初9村　外河美濃 境町　⃝卍（玉垣〔北口〕361ｰ113） 境町　⃝卍（自然石碑〔北口〕405〔203〕） 『石造物』
境町上武士 （上武士）　（外河美濃） ⑨299文書
境町下武士 （下武士）　（外河美濃） ⑨299文書
境町中島 （中島）　（外河美濃） 中島　山桜報恩講社（紙30〔鳥居室〕ー19） ⑨299文書
境町小此木 （小此木）　（外河美濃） ⑨299文書
境町島村 島村 （島村）　（外河美濃） ⑨299文書
境町島村 （前川）　（外河美濃） ⑨299文書
境町上矢島 上矢島　（吉田）田辺内匠 （矢島）　（外河美濃） ⑨299文書
境町栄 （境）　（外河美濃） ⑨299文書
境町米岡 高岡初2村　池谷備後守 ⑨298文書
玉村町飯塚 飯塚 ③
玉村町福島 福島 ③
玉村町箱石 箱石 ③
玉村町川井 川合かし ③
玉村町飯倉 飯倉 ③
玉村町角淵
玉村町五料 沼上 ③
境町米岡 新屋敷 ③
伊勢崎市西上之宮町 西神宮 ③
伊勢崎市東上之宮町 東神宮 ③
伊勢崎市 伊勢崎　（川口）本庄靭負 伊勢崎町初12村　外河美濃 伊勢崎　（外河家紋・燈籠17〔大外河〕ー113） ⑧、『石造物』
伊勢崎市 伊勢崎町　⃝三同行（燈籠89〔松尾神社〕ー648） 伊勢崎町　⃝三講社（板15ｰ74） 『石造物』、『マネキ』
伊勢崎市安堀町 安堀　御富士山古墳（富士神社） ⑧
伊勢崎市波志江町 （波志江）　（外河美濃） 三郷村　⃝三波志江講社（布30〔鳥居室〕ー419） 『マネキ』
伊勢崎市稲荷町 伊成山 ③
伊勢崎市田中島町 田中島 ③
伊勢崎市連取町 連取 ③
伊勢崎市丹良塚町 にらつ ③
伊勢崎市阿弥大寺町 あミたいじ ③
伊勢崎市柴町ヵ 瀬端 ③
伊勢崎市柴町 柴 柴宿　（川口）本庄監物 ⑧
伊勢崎市中町 中町 ③
伊勢崎市堀口 坂口 堀口初　上文司淡路守 ③
伊勢崎市除ケ町 よけ ③
伊勢崎市大正寺町 大正寺 ③
伊勢崎市馬見塚町 馬見塚　（吉田）上原伊豆 （馬見塚）　（外河美濃） ⑧
伊勢崎市長沼町 長沼　浅間様（築山、富士浅間碑） 長沼初68村　上文司淡路守 ⑧、⑨299文書
伊勢崎市長沼町 長沼 ③
伊勢崎市上蓮・下蓮町 □（蓮ヵ）沼 蓮沼初7村　外河美濃 蓮沼邨　川

上（紙30〔鳥居室〕ー20） ③
伊勢崎市飯島町 飯□（島ヵ） （飯島）　（外河美濃） ③
みどり市大間々町大間々 大間々町　⃝卍（自然石碑4〔毘沙門屋〕ー54） 『石造物』
みどり市大間々町大間々 大間々町　⃝卍 真行講（玉垣361〔北口〕ー274） 大間々町　⃝卍 大間々真行講（布30〔鳥居室〕ー

776・662）、大間々真行講（布30〔鳥居室〕ー564）
みどり市大間々町大間々 大間々町五丁目　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー77） 大間々町五丁目　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー133、

⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー144）
『マネキ』

みどり市大間々町浅原 朝原　奉納額〔富士浅間大菩薩〕5〔上
文司〕ー40）

『マネキ』

みどり市大間々町小平 尾平　⃝正　（吉田）中雁丸由太夫 ⑧
みどり市大間々町下神梅 下神梅初21村　田辺近江 ⑨298文書
桐生市東久方町 久方初29村　羽田伊勢 ⑨299文書
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前橋市 前橋町初9村　田辺近江 （前橋）　⃝前教会（写真） ⃝前講社　前橋市（8-③-2） ⑨298文書、⑧
前橋市天川町 天川　二子山古墳〔不二山古墳〕 城下町の南東端
前橋市国領町 （国領）　（外河美濃） 国領町　山泰泰明講社（布16〔穀屋〕ー18、紙

30〔鳥居室〕ー290）
⑨298文書、『マネキ』

前橋市城東町 石碑（29〔中雁丸〕ー158） 『石造物』
前橋市田口町 不二山
前橋市田口町 富士塚（古墳、築山）
前橋市西大室町 富士山（古墳）
前橋市小神明町 富士塚（消滅、⃝三講） 前橋市　⃝前講社（8ｰ③ｰ2） ⑧
前橋市鳥取町 藤塚（富士浅間神社〔近戸神社〕） ⃝三講社
前橋市幸塚町 富士塚（⃝三講）
前橋市上沖町 上奥野　（吉田）浅間坊 ⑧
前橋市下沖町 下奥ノ　（吉田）浅間坊 ⑧
前橋市三俣町 三ッ股64村　田辺近江 ⑨298文書
前橋市東片貝町 東片貝3村　小佐野出雲 ⑨299文書
前橋市二之宮町 筑波山
前橋市上大島町 上大島　山藤丸（紙30〔鳥居室〕ー142、紙30ｰ

143、紙30ｰ203）
『マネキ』

前橋市東上野町 元丸上教会（奉納額上ｰ32、5〔上文司〕ー32） 『マネキ』
前橋市上増田町 富士塚（古墳） 上増田初4村　池谷備後守 ⑨298文書
前橋市増田町 増田　（吉田）浅間坊 ⑧
前橋市西善町 西善　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー60） ⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー139） 『マネキ』
前橋市下佐鳥・上佐鳥町 佐鳥（吉田）浅間坊
前橋市宮地町 宮地　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー6） 『マネキ』
前橋市横手町 横手　富士塚（横手古墳、明治14年、岩祠）
前橋市青梨子町 富士塚
前橋市元総社町 本双紙　（吉田）浅間坊 ⑧
前橋市江田町 高崎枝　（川口）本庄監物 ⑧
前橋市小相木町 庄相喜　（吉田）中雁丸由太夫 ⑧
東村小保方 小保方3村　田辺近江 ⑨298文書
境町上渕名 上渕名初3村　大友肥前 ⑨299文書
境町木島 木島初68村　池谷備後守 ⑨298文書
境町百々 （百々）　（外河美濃） ⑨299文書
境町境 富士浅間山（遙拝所） 堺町初9村　外河美濃 境町　⃝卍（玉垣〔北口〕361ｰ113） 境町　⃝卍（自然石碑〔北口〕405〔203〕） 『石造物』
境町上武士 （上武士）　（外河美濃） ⑨299文書
境町下武士 （下武士）　（外河美濃） ⑨299文書
境町中島 （中島）　（外河美濃） 中島　山桜報恩講社（紙30〔鳥居室〕ー19） ⑨299文書
境町小此木 （小此木）　（外河美濃） ⑨299文書
境町島村 島村 （島村）　（外河美濃） ⑨299文書
境町島村 （前川）　（外河美濃） ⑨299文書
境町上矢島 上矢島　（吉田）田辺内匠 （矢島）　（外河美濃） ⑨299文書
境町栄 （境）　（外河美濃） ⑨299文書
境町米岡 高岡初2村　池谷備後守 ⑨298文書
玉村町飯塚 飯塚 ③
玉村町福島 福島 ③
玉村町箱石 箱石 ③
玉村町川井 川合かし ③
玉村町飯倉 飯倉 ③
玉村町角淵
玉村町五料 沼上 ③
境町米岡 新屋敷 ③
伊勢崎市西上之宮町 西神宮 ③
伊勢崎市東上之宮町 東神宮 ③
伊勢崎市 伊勢崎　（川口）本庄靭負 伊勢崎町初12村　外河美濃 伊勢崎　（外河家紋・燈籠17〔大外河〕ー113） ⑧、『石造物』
伊勢崎市 伊勢崎町　⃝三同行（燈籠89〔松尾神社〕ー648） 伊勢崎町　⃝三講社（板15ｰ74） 『石造物』、『マネキ』
伊勢崎市安堀町 安堀　御富士山古墳（富士神社） ⑧
伊勢崎市波志江町 （波志江）　（外河美濃） 三郷村　⃝三波志江講社（布30〔鳥居室〕ー419） 『マネキ』
伊勢崎市稲荷町 伊成山 ③
伊勢崎市田中島町 田中島 ③
伊勢崎市連取町 連取 ③
伊勢崎市丹良塚町 にらつ ③
伊勢崎市阿弥大寺町 あミたいじ ③
伊勢崎市柴町ヵ 瀬端 ③
伊勢崎市柴町 柴 柴宿　（川口）本庄監物 ⑧
伊勢崎市中町 中町 ③
伊勢崎市堀口 坂口 堀口初　上文司淡路守 ③
伊勢崎市除ケ町 よけ ③
伊勢崎市大正寺町 大正寺 ③
伊勢崎市馬見塚町 馬見塚　（吉田）上原伊豆 （馬見塚）　（外河美濃） ⑧
伊勢崎市長沼町 長沼　浅間様（築山、富士浅間碑） 長沼初68村　上文司淡路守 ⑧、⑨299文書
伊勢崎市長沼町 長沼 ③
伊勢崎市上蓮・下蓮町 □（蓮ヵ）沼 蓮沼初7村　外河美濃 蓮沼邨　川

上（紙30〔鳥居室〕ー20） ③
伊勢崎市飯島町 飯□（島ヵ） （飯島）　（外河美濃） ③
みどり市大間々町大間々 大間々町　⃝卍（自然石碑4〔毘沙門屋〕ー54） 『石造物』
みどり市大間々町大間々 大間々町　⃝卍 真行講（玉垣361〔北口〕ー274） 大間々町　⃝卍 大間々真行講（布30〔鳥居室〕ー

776・662）、大間々真行講（布30〔鳥居室〕ー564）
みどり市大間々町大間々 大間々町五丁目　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー77） 大間々町五丁目　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー133、

⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー144）
『マネキ』

みどり市大間々町浅原 朝原　奉納額〔富士浅間大菩薩〕5〔上
文司〕ー40）

『マネキ』

みどり市大間々町小平 尾平　⃝正　（吉田）中雁丸由太夫 ⑧
みどり市大間々町下神梅 下神梅初21村　田辺近江 ⑨298文書
桐生市東久方町 久方初29村　羽田伊勢 ⑨299文書
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上野村楢原 奈良原　（川口）駒谷善太夫 ⑧
藤岡市 藤岡町初10村　外河美濃 ⑨299文書
藤岡市芦田 芦田町　富士浅間神社 芦田初20村　羽田伊勢 ⑨299文書
藤岡市藤岡 （宮本町）　富士浅間神社
藤岡市小林 （小林）　（外河美濃） ⑨
藤岡市三本木 三本木　浅間山（浅間神社）
藤岡市下栗須 （栗須）　（外河美濃） ⑨
藤岡市岡之郷 （岡之郷）　（外河美濃） ⑨
藤岡市中島 中島　（川口）中村筑前 ⑧
高崎市倉渕町三ノ倉 三ノ倉　（川口）本庄靭負 ⑧
高崎市榛名町上室田ヵ 上市田　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市榛名町中里見 中里見　浅間神社
高崎市榛名町上大島 上大島　（川口）渋江因幡 上大島　渋江因幡（川口） ⑧
高崎市榛名町本郷 本郷　渋江因幡（川口）
高崎市榛名町神戸 神戸　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市榛名町白岩 白岩　渋江因幡（川口）
高崎市箕郷町善地 （川口）宮下加賀 ⑧
高崎市箕郷町富岡 富岡　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市箕郷町和田山 和田山　渋江因幡（川口）
高崎市箕郷町白川 白川　（川口）渋江因幡 白川　渋江因幡（川口） ⑧
高崎市箕郷町箕輪 三輪　（吉田）吉田改所 ⑧
高崎市箕郷町下芝 下芝　渋江因幡（川口）
高崎市群馬町井出 井出　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市群馬町福島 複島　浅間神社
高崎市群馬町金古 金子
高崎市新田町 新田乗
高崎市高崎 高崎 ⃝高　高崎町 （高崎）　⃝高講社（紙30〔鳥居室〕ー319） 『マネキ』
高崎市下並榎町 下浪　（川口）中村左京 ⑧
高崎市貝沢町 かい沢
高崎市飯塚町 飯塚
高崎市上中居町 上中井　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市下之城町 下之城　渋江因幡（川口）
高崎市下佐野町 下佐　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市下佐野町 下佐野　富士塚（円墳）
高崎市倉賀野町 蔵金 倉賀野宿　浅間山古墳
高崎市東中里町 中里　（川口）渋江因幡 ⑧
高崎市東中里町 （川口）本庄監物 ⑧
高崎市綿貫町 綿抜　（川口）中村筑前 ⑧
高崎市下大類町 下大類　富士塚（円墳、消滅）
高崎市矢島町 矢島　（吉田）浅間坊 ⑧
高崎市矢島町 （川口）本庄監物 ⑧
高崎市萩原町 萩原
高崎市日高町 日高
高崎市大八木町 大屋木小八木
高崎市南新波町 南新波　（川口）川口改所 ⑧
高崎市菊地町 菊池
高崎市藤塚町 富士塚 藤塚（川口）本庄靭負 ⑧
高崎市鼻高町 富士塚（小林山）
高崎市豊岡町 豊岡　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市豊岡町 （吉田）中雁丸由太夫 ⑧
高崎市中豊岡町ヵ 中岡　（川口）駒谷若狭 ⑧
高崎市上豊岡村 上豊岡　渋江因幡（川口）
高崎市乗附 野附　（川口）上野坊因幡 上乗附　渋江因幡（川口） ⑧
高崎市乗附 （川口）渋江因幡
高崎市石原 石原　渋江因幡（川口）
高崎市寺尾 寺尾　渋江因幡（川口）
高崎市根小屋 根小屋　渋江因幡（川口）
高崎市山名町 山名　（川口）上野坊因幡 ⑧
高崎市 高崎市　招き猫（35〔白雲荘〕ー16） 『マネキ』
子持村北牧ヵ 牧原　（川口）本庄監物 ⑧
子持村横堀 横堀　（川口）中村筑前 ⑧
渋川市小野上小野子 小野子　（川口）俵谷多門 ⑧
渋川市小野上小野子 小野子　向甲山（〔富士山〕富士浅間神社）
伊香保町伊香保 浅間山（浅間の社）
伊香保町伊香保 浅間山
吉岡町上野田 上野田　渋江因幡（川口）
吉岡町下野田 下野田　渋江因幡（川口）
吉岡町北下 藤塚（古墳、消滅）
渋川市渋川 渋川　（川口）本庄監物 ⑧
渋川市半田 半田　（川口）本庄監物 ⑧
渋川市赤城町見立 浅間塚（古墳）
渋川市赤城町津久田 津久田　（川口）中村左京 ⑧
渋川市赤城町長井 富士塚
渋川市北橘箱田 下箱田
富士見村引田 藤塚（古墳）
富士見村原之郷 富士塚（古墳）
富士見村時沢 藤塚（消滅）
前橋市富士見町小暮 小暮　（川口）中村左京 ⑧
前橋市鼻毛石町 花切石　（吉田）小沢主水 ⑧
新里村山上 不二塚（古墳）
新里村鶴ヶ谷 不二山（古墳、消滅） 鶴ヶ谷　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー4） 『マネキ』
新里村新川 富士山（不二山）
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上野村楢原 奈良原　（川口）駒谷善太夫 ⑧
藤岡市 藤岡町初10村　外河美濃 ⑨299文書
藤岡市芦田 芦田町　富士浅間神社 芦田初20村　羽田伊勢 ⑨299文書
藤岡市藤岡 （宮本町）　富士浅間神社
藤岡市小林 （小林）　（外河美濃） ⑨
藤岡市三本木 三本木　浅間山（浅間神社）
藤岡市下栗須 （栗須）　（外河美濃） ⑨
藤岡市岡之郷 （岡之郷）　（外河美濃） ⑨
藤岡市中島 中島　（川口）中村筑前 ⑧
高崎市倉渕町三ノ倉 三ノ倉　（川口）本庄靭負 ⑧
高崎市榛名町上室田ヵ 上市田　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市榛名町中里見 中里見　浅間神社
高崎市榛名町上大島 上大島　（川口）渋江因幡 上大島　渋江因幡（川口） ⑧
高崎市榛名町本郷 本郷　渋江因幡（川口）
高崎市榛名町神戸 神戸　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市榛名町白岩 白岩　渋江因幡（川口）
高崎市箕郷町善地 （川口）宮下加賀 ⑧
高崎市箕郷町富岡 富岡　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市箕郷町和田山 和田山　渋江因幡（川口）
高崎市箕郷町白川 白川　（川口）渋江因幡 白川　渋江因幡（川口） ⑧
高崎市箕郷町箕輪 三輪　（吉田）吉田改所 ⑧
高崎市箕郷町下芝 下芝　渋江因幡（川口）
高崎市群馬町井出 井出　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市群馬町福島 複島　浅間神社
高崎市群馬町金古 金子
高崎市新田町 新田乗
高崎市高崎 高崎 ⃝高　高崎町 （高崎）　⃝高講社（紙30〔鳥居室〕ー319） 『マネキ』
高崎市下並榎町 下浪　（川口）中村左京 ⑧
高崎市貝沢町 かい沢
高崎市飯塚町 飯塚
高崎市上中居町 上中井　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市下之城町 下之城　渋江因幡（川口）
高崎市下佐野町 下佐　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市下佐野町 下佐野　富士塚（円墳）
高崎市倉賀野町 蔵金 倉賀野宿　浅間山古墳
高崎市東中里町 中里　（川口）渋江因幡 ⑧
高崎市東中里町 （川口）本庄監物 ⑧
高崎市綿貫町 綿抜　（川口）中村筑前 ⑧
高崎市下大類町 下大類　富士塚（円墳、消滅）
高崎市矢島町 矢島　（吉田）浅間坊 ⑧
高崎市矢島町 （川口）本庄監物 ⑧
高崎市萩原町 萩原
高崎市日高町 日高
高崎市大八木町 大屋木小八木
高崎市南新波町 南新波　（川口）川口改所 ⑧
高崎市菊地町 菊池
高崎市藤塚町 富士塚 藤塚（川口）本庄靭負 ⑧
高崎市鼻高町 富士塚（小林山）
高崎市豊岡町 豊岡　（川口）本庄監物 ⑧
高崎市豊岡町 （吉田）中雁丸由太夫 ⑧
高崎市中豊岡町ヵ 中岡　（川口）駒谷若狭 ⑧
高崎市上豊岡村 上豊岡　渋江因幡（川口）
高崎市乗附 野附　（川口）上野坊因幡 上乗附　渋江因幡（川口） ⑧
高崎市乗附 （川口）渋江因幡
高崎市石原 石原　渋江因幡（川口）
高崎市寺尾 寺尾　渋江因幡（川口）
高崎市根小屋 根小屋　渋江因幡（川口）
高崎市山名町 山名　（川口）上野坊因幡 ⑧
高崎市 高崎市　招き猫（35〔白雲荘〕ー16） 『マネキ』
子持村北牧ヵ 牧原　（川口）本庄監物 ⑧
子持村横堀 横堀　（川口）中村筑前 ⑧
渋川市小野上小野子 小野子　（川口）俵谷多門 ⑧
渋川市小野上小野子 小野子　向甲山（〔富士山〕富士浅間神社）
伊香保町伊香保 浅間山（浅間の社）
伊香保町伊香保 浅間山
吉岡町上野田 上野田　渋江因幡（川口）
吉岡町下野田 下野田　渋江因幡（川口）
吉岡町北下 藤塚（古墳、消滅）
渋川市渋川 渋川　（川口）本庄監物 ⑧
渋川市半田 半田　（川口）本庄監物 ⑧
渋川市赤城町見立 浅間塚（古墳）
渋川市赤城町津久田 津久田　（川口）中村左京 ⑧
渋川市赤城町長井 富士塚
渋川市北橘箱田 下箱田
富士見村引田 藤塚（古墳）
富士見村原之郷 富士塚（古墳）
富士見村時沢 藤塚（消滅）
前橋市富士見町小暮 小暮　（川口）中村左京 ⑧
前橋市鼻毛石町 花切石　（吉田）小沢主水 ⑧
新里村山上 不二塚（古墳）
新里村鶴ヶ谷 不二山（古墳、消滅） 鶴ヶ谷　⃝卍（紙30〔鳥居室〕ー4） 『マネキ』
新里村新川 富士山（不二山）
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足利市野田 久野　富士登山（紙30〔鳥居室〕ー91） 久野　山三（紙30〔鳥居室〕ー157） 『マネキ』
足利市小曽根町 小曽根　浅間山古墳

（那須塩原市ヵ・不明） 朝日　自然石碑（〔東洋館〕ー596） 『石造物』
（不明） （野州）　燈籠（65〔小御嶽〕ー562ｰ1） 『石造物』
（太平山　日隈） 太平山（富士浅間神社）

10〔群馬県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

みなかみ町 浅間岳（谷川富士〔富士権現〕）
昭和村糸井 糸井　富士浅間山
沼田市白沢輪組 輪組　お富士山
沼田市利根町日影南郷 下曽根　（川口）中村伊勢介 ⑧
川場村谷地 谷地　富士山（浅間神社境内） ⑧
川場村谷地 富士新田
みなかみ町小日向 大日向　（川口）中村伊勢介 ⑧
みなかみ町谷川 谷川　谷川富士（富士浅間神社）
みなかみ町小川 小川　（川口）中村伊勢介 ⑧
みなかみ町小川 藤塚（森原の富士山）
みなかみ町月夜野 橋上の富士塚
みなかみ町下津 下津　（川口）中村筑前 ⑧
新治村相又 富士新田
みなかみ町布施 布施　（川口）小河原玄番 ⑧
沼田市中発知 中法師　（川口）中村左兵衛 ⑧
沼田市上川田 藤塚（古墳、消滅）
高山村中村 新田　（川口）小河原玄番 ⑧
中之条町伊勢町 伊勢町　（川口）小河原玄番 ⑧
中之条町上沢渡 上沢渡　（川口）小河原玄番 ⑧
中之条町上沢渡 フジヤマ（石祠）
東吾妻町植栗ヵ 上栗原　（川口）小河原玄番 ⑧
東吾妻町松谷 松谷　富士塚
東吾妻町三島 三島　（川口）本庄監物 ⑧
東吾妻町本宿 本宿　（川口）小河原主殿 ⑧
安中市松井田町五料 五料　（川口）渋江掃部 ⑧
安中市松井田町五料 五料　藤塚（古墳）
安中市松井田町新堀 新堀　（川口）渋江掃部 ⑧
安中市松井田町二軒在家 鳥留　（川口）渋江因幡 ⑧
安中市松井田町上増田 上増田　（川口）渋江掃部 ⑧
安中市松井田町下増田 下増田　（川口）渋江因幡 ⑧
安中市松井田町土塩ヵ 桐塩　（川口）渋江掃部 ⑧
安中市安中 安中下町　（川口）上野坊因幡 ⑧
安中市安中 （吉田）中雁丸由太夫 ⑧
安中市安中小間 小間　藤山（古墳、消滅） ⑧
安中市小俣 尾又　（川口）改会所 ⑧
安中市郷原 郷原　（川口）上野坊因幡 ⑧
安中市郷原 松枝郷原　（川口）渋江因幡 ⑧
安中市嶺 峰　（川口）渋江因幡 ⑧
安中市中野谷 中野屋　（川口）中村土佐介 ⑧
安中市中野谷 （川口）駒谷若狭 ⑧
安中市下秋間ヵ 秋田　（川口）本庄靭負 ⑧
安中市秋間 秋間　（川口）本庄靭負 ⑧
安中市下秋間 下秋間　（川口）本庄靭負 ⑧
安中市下後閑 下後菅　（川口）駒谷若狭 ⑧
安中市下後閑 下後ケ　（川口）駒谷若狭 ⑧
安中市中後閑 中後ケ　（川口）駒谷若狭 ⑧
安中市中後閑 上中後ケ　（川口）駒谷若狭 ⑧
妙義町下高田 高田
下仁田町南野牧 藤井　渋江因幡（川口）
下仁田町森平 森平　渋江因幡（川口）
下仁田町中小坂 中小坂　（川口）渋江因幡 中小坂　渋江因幡（川口） ⑧
下仁田町下小坂 下小坂　渋江因幡（川口）
下仁田町下仁田 下仁田　（川口）本庄靭負 ⑧
下仁田町馬山 真山　（川口）中村但馬 ⑧
南牧村砥沢 砥沢領
南牧村大日向 南杢大日向　（川口）本庄靭負 ⑧
甘楽町 大輪初6村　羽田伊勢 ⑨299文書
富岡市丹生原 丹庄原　（川口）上野坊右近 ⑧
富岡市神成 神成　（川口）三浦刑部 ⑧
富岡市神成 不二塚（石祠）
富岡市神原 蚊野川　（川口）三浦刑部 ⑧
富岡市後賀 五ケ　（川口）改会所 ⑧
富岡市後賀 （川口）三浦刑部 ⑧
富岡市高瀬 富士塚（古墳）
吉井町神保 富士塚（古墳）
吉井町黒能 藤塚（古墳、消滅）
吉井町小串 ふじ塚（古墳、消滅）
吉井町岩崎 岩崎　（川口）本庄監物 ⑧
鬼石町鬼石 （鬼石）　⃝三鬼石講（布30〔鳥居室〕ー411） 『マネキ』
鬼石町譲原 譲原　（吉田）中雁丸由太夫 ⑧
万場町万場 万場初48村　駒谷兵太夫 ⑨298文書
万場町坂井 境　（川口）三浦刑部 ⑧
神流町持倉 杢倉　（川口）本庄靭負 ⑧
中里村平原ヵ 屋津礼　（川口）本庄監物 ⑧

第二部　資料編
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足利市野田 久野　富士登山（紙30〔鳥居室〕ー91） 久野　山三（紙30〔鳥居室〕ー157） 『マネキ』
足利市小曽根町 小曽根　浅間山古墳

（那須塩原市ヵ・不明） 朝日　自然石碑（〔東洋館〕ー596） 『石造物』
（不明） （野州）　燈籠（65〔小御嶽〕ー562ｰ1） 『石造物』
（太平山　日隈） 太平山（富士浅間神社）

10〔群馬県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

みなかみ町 浅間岳（谷川富士〔富士権現〕）
昭和村糸井 糸井　富士浅間山
沼田市白沢輪組 輪組　お富士山
沼田市利根町日影南郷 下曽根　（川口）中村伊勢介 ⑧
川場村谷地 谷地　富士山（浅間神社境内） ⑧
川場村谷地 富士新田
みなかみ町小日向 大日向　（川口）中村伊勢介 ⑧
みなかみ町谷川 谷川　谷川富士（富士浅間神社）
みなかみ町小川 小川　（川口）中村伊勢介 ⑧
みなかみ町小川 藤塚（森原の富士山）
みなかみ町月夜野 橋上の富士塚
みなかみ町下津 下津　（川口）中村筑前 ⑧
新治村相又 富士新田
みなかみ町布施 布施　（川口）小河原玄番 ⑧
沼田市中発知 中法師　（川口）中村左兵衛 ⑧
沼田市上川田 藤塚（古墳、消滅）
高山村中村 新田　（川口）小河原玄番 ⑧
中之条町伊勢町 伊勢町　（川口）小河原玄番 ⑧
中之条町上沢渡 上沢渡　（川口）小河原玄番 ⑧
中之条町上沢渡 フジヤマ（石祠）
東吾妻町植栗ヵ 上栗原　（川口）小河原玄番 ⑧
東吾妻町松谷 松谷　富士塚
東吾妻町三島 三島　（川口）本庄監物 ⑧
東吾妻町本宿 本宿　（川口）小河原主殿 ⑧
安中市松井田町五料 五料　（川口）渋江掃部 ⑧
安中市松井田町五料 五料　藤塚（古墳）
安中市松井田町新堀 新堀　（川口）渋江掃部 ⑧
安中市松井田町二軒在家 鳥留　（川口）渋江因幡 ⑧
安中市松井田町上増田 上増田　（川口）渋江掃部 ⑧
安中市松井田町下増田 下増田　（川口）渋江因幡 ⑧
安中市松井田町土塩ヵ 桐塩　（川口）渋江掃部 ⑧
安中市安中 安中下町　（川口）上野坊因幡 ⑧
安中市安中 （吉田）中雁丸由太夫 ⑧
安中市安中小間 小間　藤山（古墳、消滅） ⑧
安中市小俣 尾又　（川口）改会所 ⑧
安中市郷原 郷原　（川口）上野坊因幡 ⑧
安中市郷原 松枝郷原　（川口）渋江因幡 ⑧
安中市嶺 峰　（川口）渋江因幡 ⑧
安中市中野谷 中野屋　（川口）中村土佐介 ⑧
安中市中野谷 （川口）駒谷若狭 ⑧
安中市下秋間ヵ 秋田　（川口）本庄靭負 ⑧
安中市秋間 秋間　（川口）本庄靭負 ⑧
安中市下秋間 下秋間　（川口）本庄靭負 ⑧
安中市下後閑 下後菅　（川口）駒谷若狭 ⑧
安中市下後閑 下後ケ　（川口）駒谷若狭 ⑧
安中市中後閑 中後ケ　（川口）駒谷若狭 ⑧
安中市中後閑 上中後ケ　（川口）駒谷若狭 ⑧
妙義町下高田 高田
下仁田町南野牧 藤井　渋江因幡（川口）
下仁田町森平 森平　渋江因幡（川口）
下仁田町中小坂 中小坂　（川口）渋江因幡 中小坂　渋江因幡（川口） ⑧
下仁田町下小坂 下小坂　渋江因幡（川口）
下仁田町下仁田 下仁田　（川口）本庄靭負 ⑧
下仁田町馬山 真山　（川口）中村但馬 ⑧
南牧村砥沢 砥沢領
南牧村大日向 南杢大日向　（川口）本庄靭負 ⑧
甘楽町 大輪初6村　羽田伊勢 ⑨299文書
富岡市丹生原 丹庄原　（川口）上野坊右近 ⑧
富岡市神成 神成　（川口）三浦刑部 ⑧
富岡市神成 不二塚（石祠）
富岡市神原 蚊野川　（川口）三浦刑部 ⑧
富岡市後賀 五ケ　（川口）改会所 ⑧
富岡市後賀 （川口）三浦刑部 ⑧
富岡市高瀬 富士塚（古墳）
吉井町神保 富士塚（古墳）
吉井町黒能 藤塚（古墳、消滅）
吉井町小串 ふじ塚（古墳、消滅）
吉井町岩崎 岩崎　（川口）本庄監物 ⑧
鬼石町鬼石 （鬼石）　⃝三鬼石講（布30〔鳥居室〕ー411） 『マネキ』
鬼石町譲原 譲原　（吉田）中雁丸由太夫 ⑧
万場町万場 万場初48村　駒谷兵太夫 ⑨298文書
万場町坂井 境　（川口）三浦刑部 ⑧
神流町持倉 杢倉　（川口）本庄靭負 ⑧
中里村平原ヵ 屋津礼　（川口）本庄監物 ⑧

9



－ 84 －

岩舟町静 浅間神社 茂呂　外河筑後 ⑨298文書
岩舟町静 富士山新田　浅間神社 ⑧
大平町大平 水代村静　赤万ず（紙、30ｰ3） ⃝卍 晴山講（奉納額、5ｰ31） ⃝卍 晴山講（奉納額、5ｰ30） 『マネキ』
大平町大平 野州晴山講（布5〔上文司〕ー4・7・6） 『マネキ』
大平町大平 富山村　⃝卍（自然石碑、465） 『マネキ』
大平町大平 富山村　晴山講（自然石碑、567ｰ1・2） 栃木県晴山講・丸上講社・佐野丸講社（奉納

額、上ｰ39、5ｰ39）
『マネキ』

大平町大平 燈籠（10上文司） 『石造物』
大平町下皆川 下皆川　（晴山講、奉納額、上ｰ28、5ｰ28） 『マネキ』
大平町西山田 山田　⃝卍（石碑、uｰ17〔508〕） 『石造物』
大平町西野田 野田初32村　佐藤出羽 西野田　⃝卍（板、8ｰ59） ⑨298文書、『マネキ』
藤岡町藤岡 藤岡町14村
藤岡町藤岡 浅間塚古墳 藤岡町　⃝宝、石碑（〔上文司〕240） 『石造物』
藤岡町藤岡 藤岡町　⃝徳（板、34ｰ28） 『マネキ』
藤岡町緑川 緑川初44村　上文司淡路守 ⑨299文書
藤岡町部屋 部屋野　（奉納額、上ｰ9、5ｰ9） 『マネキ』
藤岡町帯刀 帯刀新田初　芹沢大隅 ⑨298文書
小山市犬塚 犬塚迄　（芹沢大隅） ⑨298文書
藤岡町赤麻 赤閒初17村　外川能登 ⑨298文書
藤岡町小曽戸 小曽戸16村　幡野豊前 ⑨299文書
藤岡町甲 新井初60村　佐藤備後 ⑨299文書
藤岡町甲 新井　　三（〔先達田行高山〕外河） 『石造物』
野木町佐川野 佐川野初3村　雁丸豊前 ⑨299文書
野木町佐川野 浅間塚古墳
小山市豊田 中村　⃝卍（布、30ｰ426、「軍衣物拾枚」板、8ｰ67） 『マネキ』
小山市宮本町 浅間神社（石碑）、仙元宮（石碑） 一心講
小山市千駄塚 千駄塚　千駄塚古墳（浅間山古墳） 卍講、一心講（実行教）
小山市中久喜 中久喜18村　小猿伊予 ⑨299文書
小山市中久喜 星野行道（85） ⑩
小山市下国府 下国府塚初8村　上文司淡路守 ⑨299文書
小山市迫間田 迫間田初6村　上文司淡路守 ⑨299文書
小山市網戸 網戸　浅間神社（富士講碑）
小山市上生井 上生井9村　上文司淡路守 ⑨299文書
栃木市皆川 皆川初2村　田辺伊賀 ⑨298文書
栃木市皆川 （田辺伊賀） ⑨298文書
栃木市万町 栃木　富士登山（明治初年まで） 栃木講（奉納額、17ｰ48） 『マネキ』
栃木市万町 ⃝栃講社（奉納額、5ｰ58、5ｰ25、5ｰ67、5ｰ66、5ｰ

68）
『マネキ』

栃木市大塚 大塚　奉納額（奉納額、17ｰ47） 『マネキ』
栃木市癸生 癸生　浅間神社（鎮守） 癸生　⃝卍（石碑〔上文司〕、84） 『マネキ』
栃木市野中 野中初30村　田辺安芸 ⑨299文書
葛生町牧 牧初5村　佐藤出羽 ⑨299文書
葛生町仙波 上仙波初16村　佐藤出羽 ⑨299文書
田沼町岩崎 上岩崎2村　幡野豊前 ⑨299文書
田沼町岩崎 （幡野豊前） ⑨299文書
田沼町栃本 栃本初8村　田辺伊賀 ⑨298文書
田沼町田沼 田沼町　⃝卍（紙、30ｰ13、30ｰ22、30ｰ87） 田沼町仲町　登山（紙、30ｰ189） 『マネキ』
佐野市 佐野　⃝卍（燈籠〔北口〕、344） 佐野町　さの丸（布16ｰ26、布5ｰ5、板5ｰ33、

奉納額5ｰ26）
『マネキ』

佐野市 佐野町　佐野分教会（紙30ｰ180、布30ｰ431）佐野市　佐野分教会（奉納額5ｰ43） 『マネキ』
佐野市 開運講社　佐野越名（8-③-1） 扶桑教講社
佐野市大蔵町 天明町　浅間塚（築山） 佐野市　佐野丸教会（奉納額上ｰ33） 赤万字講、『マネキ』
佐野市天明町 天明町　羽田伊勢 ⑨299文書
佐野市天明町 小屋町　羽田伊勢 ⑨299文書
佐野市犬伏町 佐野犬伏町　燈籠（〔小御嶽〕561ｰ1・

2）
『石造物』

佐野市堀米町 佐野町　⃝柱扶桑教三柱講社（紙30ｰ28、紙30
ｰ410）

堀米町　⃝柱 扶桑教三柱講社（紙30ｰ108、紙
30ｰ116・113、布30ｰ415、布30ｰ424）

『マネキ』

佐野市奈良渕町 浅間山（〔男浅間〕浅間神社）
佐野市奈良渕町 富士
佐野市馬門 界村馬門　⃝卍（紙30ｰ46） 馬門　佐野丸講（奉納額5ｰ17） 『マネキ』
佐野市高山 高山　⃝卍（紙30ｰ47） 『マネキ』
佐野市田島 田島　⃝卍（石碑〔一合目〕520） 『石造物』
佐野市船津川 船津川初27村　上文司淡路守 ⑨299文書
佐野市船津川 船津川　石碑（〔上文司〕239） 『石造物』
佐野市飯田町 飯田　⃝晃（紙30ｰ191） 『マネキ』
佐野市高松 高 松　 山 致（ 紙30ｰ135、紙30ｰ146、紙30ｰ

134、紙30ｰ188）
『マネキ』

足利市 足利町　⃝参（布19ｰ4） 足利町　川
上（布30ｰ413） 『マネキ』

足利市 足利　⃝宝
足利市大月 足利大月　村上光清同行（燈籠270ｰ1・2） 『石造物』
足利市松田町 松田　渋江因幡（川口） 松田　⃝卍（板〔3毘沙門屋〕ー29） 『マネキ』
足利市板倉 板倉　渋江因幡（川口） ⑧
足利市小俣 小俣　（3〔毘沙門屋〕ー2） ⑧
足利市小俣 小俣湯沼　渋江因幡（川口） ⑧
足利市葉鹿 葉鹿　渋江因幡（川口） ⑧
足利市堀島 堀島　⃝登講社（布30ｰ519） 『マネキ』
足利市借宿 （富士山域）　浅間山・富士山
足利市田中 浅間山（浅間神社）
足利市福居町 八木宿　田辺対馬 ⑨298文書
足利市島田町 島田外18村　田辺対馬 ⑨298文書
足利市小俣町麻葉 上渋毛　⃝卍（紙16〔穀屋〕ー5） 『マネキ』
足利市久保田 久保田　⃝卍（石碑〔上文司〕ー239） 『石造物』

第二部　資料編
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岩舟町静 浅間神社 茂呂　外河筑後 ⑨298文書
岩舟町静 富士山新田　浅間神社 ⑧
大平町大平 水代村静　赤万ず（紙、30ｰ3） ⃝卍 晴山講（奉納額、5ｰ31） ⃝卍 晴山講（奉納額、5ｰ30） 『マネキ』
大平町大平 野州晴山講（布5〔上文司〕ー4・7・6） 『マネキ』
大平町大平 富山村　⃝卍（自然石碑、465） 『マネキ』
大平町大平 富山村　晴山講（自然石碑、567ｰ1・2） 栃木県晴山講・丸上講社・佐野丸講社（奉納

額、上ｰ39、5ｰ39）
『マネキ』

大平町大平 燈籠（10上文司） 『石造物』
大平町下皆川 下皆川　（晴山講、奉納額、上ｰ28、5ｰ28） 『マネキ』
大平町西山田 山田　⃝卍（石碑、uｰ17〔508〕） 『石造物』
大平町西野田 野田初32村　佐藤出羽 西野田　⃝卍（板、8ｰ59） ⑨298文書、『マネキ』
藤岡町藤岡 藤岡町14村
藤岡町藤岡 浅間塚古墳 藤岡町　⃝宝、石碑（〔上文司〕240） 『石造物』
藤岡町藤岡 藤岡町　⃝徳（板、34ｰ28） 『マネキ』
藤岡町緑川 緑川初44村　上文司淡路守 ⑨299文書
藤岡町部屋 部屋野　（奉納額、上ｰ9、5ｰ9） 『マネキ』
藤岡町帯刀 帯刀新田初　芹沢大隅 ⑨298文書
小山市犬塚 犬塚迄　（芹沢大隅） ⑨298文書
藤岡町赤麻 赤閒初17村　外川能登 ⑨298文書
藤岡町小曽戸 小曽戸16村　幡野豊前 ⑨299文書
藤岡町甲 新井初60村　佐藤備後 ⑨299文書
藤岡町甲 新井　　三（〔先達田行高山〕外河） 『石造物』
野木町佐川野 佐川野初3村　雁丸豊前 ⑨299文書
野木町佐川野 浅間塚古墳
小山市豊田 中村　⃝卍（布、30ｰ426、「軍衣物拾枚」板、8ｰ67） 『マネキ』
小山市宮本町 浅間神社（石碑）、仙元宮（石碑） 一心講
小山市千駄塚 千駄塚　千駄塚古墳（浅間山古墳） 卍講、一心講（実行教）
小山市中久喜 中久喜18村　小猿伊予 ⑨299文書
小山市中久喜 星野行道（85） ⑩
小山市下国府 下国府塚初8村　上文司淡路守 ⑨299文書
小山市迫間田 迫間田初6村　上文司淡路守 ⑨299文書
小山市網戸 網戸　浅間神社（富士講碑）
小山市上生井 上生井9村　上文司淡路守 ⑨299文書
栃木市皆川 皆川初2村　田辺伊賀 ⑨298文書
栃木市皆川 （田辺伊賀） ⑨298文書
栃木市万町 栃木　富士登山（明治初年まで） 栃木講（奉納額、17ｰ48） 『マネキ』
栃木市万町 ⃝栃講社（奉納額、5ｰ58、5ｰ25、5ｰ67、5ｰ66、5ｰ

68）
『マネキ』

栃木市大塚 大塚　奉納額（奉納額、17ｰ47） 『マネキ』
栃木市癸生 癸生　浅間神社（鎮守） 癸生　⃝卍（石碑〔上文司〕、84） 『マネキ』
栃木市野中 野中初30村　田辺安芸 ⑨299文書
葛生町牧 牧初5村　佐藤出羽 ⑨299文書
葛生町仙波 上仙波初16村　佐藤出羽 ⑨299文書
田沼町岩崎 上岩崎2村　幡野豊前 ⑨299文書
田沼町岩崎 （幡野豊前） ⑨299文書
田沼町栃本 栃本初8村　田辺伊賀 ⑨298文書
田沼町田沼 田沼町　⃝卍（紙、30ｰ13、30ｰ22、30ｰ87） 田沼町仲町　登山（紙、30ｰ189） 『マネキ』
佐野市 佐野　⃝卍（燈籠〔北口〕、344） 佐野町　さの丸（布16ｰ26、布5ｰ5、板5ｰ33、

奉納額5ｰ26）
『マネキ』

佐野市 佐野町　佐野分教会（紙30ｰ180、布30ｰ431）佐野市　佐野分教会（奉納額5ｰ43） 『マネキ』
佐野市 開運講社　佐野越名（8-③-1） 扶桑教講社
佐野市大蔵町 天明町　浅間塚（築山） 佐野市　佐野丸教会（奉納額上ｰ33） 赤万字講、『マネキ』
佐野市天明町 天明町　羽田伊勢 ⑨299文書
佐野市天明町 小屋町　羽田伊勢 ⑨299文書
佐野市犬伏町 佐野犬伏町　燈籠（〔小御嶽〕561ｰ1・

2）
『石造物』

佐野市堀米町 佐野町　⃝柱扶桑教三柱講社（紙30ｰ28、紙30
ｰ410）

堀米町　⃝柱 扶桑教三柱講社（紙30ｰ108、紙
30ｰ116・113、布30ｰ415、布30ｰ424）

『マネキ』

佐野市奈良渕町 浅間山（〔男浅間〕浅間神社）
佐野市奈良渕町 富士
佐野市馬門 界村馬門　⃝卍（紙30ｰ46） 馬門　佐野丸講（奉納額5ｰ17） 『マネキ』
佐野市高山 高山　⃝卍（紙30ｰ47） 『マネキ』
佐野市田島 田島　⃝卍（石碑〔一合目〕520） 『石造物』
佐野市船津川 船津川初27村　上文司淡路守 ⑨299文書
佐野市船津川 船津川　石碑（〔上文司〕239） 『石造物』
佐野市飯田町 飯田　⃝晃（紙30ｰ191） 『マネキ』
佐野市高松 高 松　 山 致（ 紙30ｰ135、紙30ｰ146、紙30ｰ

134、紙30ｰ188）
『マネキ』

足利市 足利町　⃝参（布19ｰ4） 足利町　川
上（布30ｰ413） 『マネキ』

足利市 足利　⃝宝
足利市大月 足利大月　村上光清同行（燈籠270ｰ1・2） 『石造物』
足利市松田町 松田　渋江因幡（川口） 松田　⃝卍（板〔3毘沙門屋〕ー29） 『マネキ』
足利市板倉 板倉　渋江因幡（川口） ⑧
足利市小俣 小俣　（3〔毘沙門屋〕ー2） ⑧
足利市小俣 小俣湯沼　渋江因幡（川口） ⑧
足利市葉鹿 葉鹿　渋江因幡（川口） ⑧
足利市堀島 堀島　⃝登講社（布30ｰ519） 『マネキ』
足利市借宿 （富士山域）　浅間山・富士山
足利市田中 浅間山（浅間神社）
足利市福居町 八木宿　田辺対馬 ⑨298文書
足利市島田町 島田外18村　田辺対馬 ⑨298文書
足利市小俣町麻葉 上渋毛　⃝卍（紙16〔穀屋〕ー5） 『マネキ』
足利市久保田 久保田　⃝卍（石碑〔上文司〕ー239） 『石造物』
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古河市釈迦 釈迦　外川能登 ⑨298文書
境町志鳥 志鳥初38村　外川能登 ⑨298文書
境町栗山 栗山初6村　小沢左近 ⑨298文書
境町山崎 山崎初19村　渡辺安房 ⑨299文書
境町染谷 染谷初14村　外河筑後 ⑨298文書
境町伏木 伏木初5村　大雁丸筑前 ⑨298文書
古河市 古河町初11村　刑部讃岐 ⑨298文書
古河市長谷 長谷初18村　池谷備後守 ⑨298文書
古河市中田
板東市小山 浅間神社（浅間沼）
坂東市筵内 筵内　佐藤越中 ⑨299文書
利根町立木 立木6村　佐藤越中 ⑨299文書
利根町押付新田 押付新田初10村　羽田長門 ⑨298文書
利根町羽中 羽中初3村　雁丸豊後 ⑨299文書
取手市中内 中内初56村　渡辺安房 ⑨299文書
取手市藤代 藤代（富士代）　富士神社（相馬神社）
守谷市高野
取手市稲村 浅間神社 （旧村社浅間神社）
取手市長兵衛新田 浅間神社

（不明） 浅間神社（晦日浅間） 樽井初12村　外河筑後 ⑨298文書
（不明） 乳干　（吉田）小沢伯耆 ⑧

9〔栃木県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

黒羽町両郷田中 下田中　富士神社（鳴電神） ⑧
湯津上村蛭田 富士山古墳群
小川村吉田 富士山古墳
那須塩原市 富士山
那須塩原市大和地 大和地17村　上文司淡路守 ⑨299文書

（那須郡） 大貫68村　上文司淡路守 ⑨299文書
氏家町氏家 氏家町　⃝屯百舌鳥社（30ｰ196） 『マネキ』
高根沢町上高根沢 高根沢初23村　梅谷上総 ⑨298文書
高根沢町上高根沢 高根沢　雁丸豊前 ⑨299文書
高根沢町石末 石すへ　吉田）佐藤因幡 ⑧
茂木町小貫 小貫　上文司淡路守 ⑨299文書
石下村河井 石井　上文司淡路守 ⑨299文書
芳賀町水室 水室初49村　雁丸豊前 ⑨299文書
芳賀町八ツ木 八ツ木　浅間山古墳 ⑧
真岡市若旅 富士塚（浅間神社）
真岡市下籠谷 富士塚（浅間神社）
真岡市下大和田 下大和田　浅間神社（子安浅間、旧村社） ⑧
上三川町上三川 富士塚（浅間神社） 上三川町　奉納額（17ｰ51） 『マネキ』
上三川町上神主 上神主　浅間神社古墳（浅間神社〔鎮守〕） ⑧
下野市谷地賀 谷地賀　星宮古墳 ⑧
南河内町下吉田 下吉田初99村　雁丸豊前 ⑨299文書
宇都宮市 宇都宮初42村　雁丸豊前 ⑨299文書
宇都宮市山本町 山本　富士浅間神社（鎮守） ⑧
宇都宮市石井町 石井　久部浅間山古墳 ⑧
宇都宮市大塚 大塚初10村　梅谷上総 ⑨298文書
宇都宮市板戸 板戸初15村　雁丸豊前 ⑨299文書
宇都宮市竹下町 竹下　浅間山古墳（富士山神社 ⑧
西方村金崎 （金崎）　　（上文司淡路守） ⑨299文書
西方村和久井 （和久井）　　（上文司淡路守） ⑨299文書
西方村金井 金井　⃝卍 奉納額（17ｰ40）　（上文司淡路守） ⑨299文書
鹿沼市 鹿沼宿初76村　上文司淡路守 ⑨299文書
鹿沼市花岡 （浅間神社） 花岡　富士山（浅間神社） ⑧
鹿沼市深津 深□　燈籠（〔上文司〕三十三度大願成就） ⑧
鹿沼市楡木町 楡木宿　奉納額（上ｰ38、5ｰ38） 『マネキ』
鹿沼市樅山町 樅山　⃝卍（上ｰ71・奉納額〔上文司〕ー71） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 塩山　⃝卍（奉納額〔上〕ー48） 奉納額（上ｰ53） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 ⃝卍 扶桑教（紙30〔鳥居室〕ー2） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 ⃝卍（奉納額〔上文司〕ー46） 塩山　⃝卍（奉納額〔上文司〕ー47） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 ⃝卍（奉納額〔上文司〕ー8） ⃝定神徳教会太々講社（布30〔鳥居室〕ー539・

434）
『マネキ』

鹿沼市塩山町 奉納額（上ｰ20） ⃝定神徳教会本部（布30〔鳥居室〕ー436） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 奉納額（上ｰ51） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 ⃝定（奉納額5〔上文司〕ー57） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 奉納額（上ｰ52・5〔上文司〕ー52） 『マネキ』
鹿沼市西沢町 （浅間神社） 西沢　浅間神社 ⑧
鹿沼市酒野谷 酒野谷　奉納額（上ｰ21・5〔上文司〕ー21） 酒野谷　⃝卍（奉納額〔上文司〕ー71・5ｰ71） 『マネキ』
鹿沼市酒野谷 奉納額（5〔上文司〕ー21） ⃝卍（奉納額〔上文司〕ー63・5ｰ63） 『マネキ』
鹿沼市酒野谷 奉納額（上ｰ54・5〔上文司〕ー54） 『マネキ』
鹿沼市酒野谷 ⃝卍（奉納額（上ｰ65・5〔上文司〕ー65） 『マネキ』
日光市原宿 原宿初15村　佐藤出羽 ⑨298文書
日光市塩野室 塩野室2村　佐藤備後 ⑨299文書
日光市塩野室 □　（佐藤備後） ⑨299文書
国分寺町柴 柴初2村　雁丸豊前 ⑨299文書
国分寺町柴 □　（雁丸豊前） ⑨299文書
壬生町 壬生町初42村　梅谷上総 ⑨298文書
壬生町上田 南犬飼村　⃝定（奉納額〔上文司〕ー16、5－16） 『マネキ』
壬生町表町西高野 西高野　西高野古墳
壬生町羽生田 羽生田　富士山古墳 ⑧
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古河市釈迦 釈迦　外川能登 ⑨298文書
境町志鳥 志鳥初38村　外川能登 ⑨298文書
境町栗山 栗山初6村　小沢左近 ⑨298文書
境町山崎 山崎初19村　渡辺安房 ⑨299文書
境町染谷 染谷初14村　外河筑後 ⑨298文書
境町伏木 伏木初5村　大雁丸筑前 ⑨298文書
古河市 古河町初11村　刑部讃岐 ⑨298文書
古河市長谷 長谷初18村　池谷備後守 ⑨298文書
古河市中田
板東市小山 浅間神社（浅間沼）
坂東市筵内 筵内　佐藤越中 ⑨299文書
利根町立木 立木6村　佐藤越中 ⑨299文書
利根町押付新田 押付新田初10村　羽田長門 ⑨298文書
利根町羽中 羽中初3村　雁丸豊後 ⑨299文書
取手市中内 中内初56村　渡辺安房 ⑨299文書
取手市藤代 藤代（富士代）　富士神社（相馬神社）
守谷市高野
取手市稲村 浅間神社 （旧村社浅間神社）
取手市長兵衛新田 浅間神社

（不明） 浅間神社（晦日浅間） 樽井初12村　外河筑後 ⑨298文書
（不明） 乳干　（吉田）小沢伯耆 ⑧

9〔栃木県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

黒羽町両郷田中 下田中　富士神社（鳴電神） ⑧
湯津上村蛭田 富士山古墳群
小川村吉田 富士山古墳
那須塩原市 富士山
那須塩原市大和地 大和地17村　上文司淡路守 ⑨299文書

（那須郡） 大貫68村　上文司淡路守 ⑨299文書
氏家町氏家 氏家町　⃝屯百舌鳥社（30ｰ196） 『マネキ』
高根沢町上高根沢 高根沢初23村　梅谷上総 ⑨298文書
高根沢町上高根沢 高根沢　雁丸豊前 ⑨299文書
高根沢町石末 石すへ　吉田）佐藤因幡 ⑧
茂木町小貫 小貫　上文司淡路守 ⑨299文書
石下村河井 石井　上文司淡路守 ⑨299文書
芳賀町水室 水室初49村　雁丸豊前 ⑨299文書
芳賀町八ツ木 八ツ木　浅間山古墳 ⑧
真岡市若旅 富士塚（浅間神社）
真岡市下籠谷 富士塚（浅間神社）
真岡市下大和田 下大和田　浅間神社（子安浅間、旧村社） ⑧
上三川町上三川 富士塚（浅間神社） 上三川町　奉納額（17ｰ51） 『マネキ』
上三川町上神主 上神主　浅間神社古墳（浅間神社〔鎮守〕） ⑧
下野市谷地賀 谷地賀　星宮古墳 ⑧
南河内町下吉田 下吉田初99村　雁丸豊前 ⑨299文書
宇都宮市 宇都宮初42村　雁丸豊前 ⑨299文書
宇都宮市山本町 山本　富士浅間神社（鎮守） ⑧
宇都宮市石井町 石井　久部浅間山古墳 ⑧
宇都宮市大塚 大塚初10村　梅谷上総 ⑨298文書
宇都宮市板戸 板戸初15村　雁丸豊前 ⑨299文書
宇都宮市竹下町 竹下　浅間山古墳（富士山神社 ⑧
西方村金崎 （金崎）　　（上文司淡路守） ⑨299文書
西方村和久井 （和久井）　　（上文司淡路守） ⑨299文書
西方村金井 金井　⃝卍 奉納額（17ｰ40）　（上文司淡路守） ⑨299文書
鹿沼市 鹿沼宿初76村　上文司淡路守 ⑨299文書
鹿沼市花岡 （浅間神社） 花岡　富士山（浅間神社） ⑧
鹿沼市深津 深□　燈籠（〔上文司〕三十三度大願成就） ⑧
鹿沼市楡木町 楡木宿　奉納額（上ｰ38、5ｰ38） 『マネキ』
鹿沼市樅山町 樅山　⃝卍（上ｰ71・奉納額〔上文司〕ー71） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 塩山　⃝卍（奉納額〔上〕ー48） 奉納額（上ｰ53） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 ⃝卍 扶桑教（紙30〔鳥居室〕ー2） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 ⃝卍（奉納額〔上文司〕ー46） 塩山　⃝卍（奉納額〔上文司〕ー47） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 ⃝卍（奉納額〔上文司〕ー8） ⃝定神徳教会太々講社（布30〔鳥居室〕ー539・

434）
『マネキ』

鹿沼市塩山町 奉納額（上ｰ20） ⃝定神徳教会本部（布30〔鳥居室〕ー436） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 奉納額（上ｰ51） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 ⃝定（奉納額5〔上文司〕ー57） 『マネキ』
鹿沼市塩山町 奉納額（上ｰ52・5〔上文司〕ー52） 『マネキ』
鹿沼市西沢町 （浅間神社） 西沢　浅間神社 ⑧
鹿沼市酒野谷 酒野谷　奉納額（上ｰ21・5〔上文司〕ー21） 酒野谷　⃝卍（奉納額〔上文司〕ー71・5ｰ71） 『マネキ』
鹿沼市酒野谷 奉納額（5〔上文司〕ー21） ⃝卍（奉納額〔上文司〕ー63・5ｰ63） 『マネキ』
鹿沼市酒野谷 奉納額（上ｰ54・5〔上文司〕ー54） 『マネキ』
鹿沼市酒野谷 ⃝卍（奉納額（上ｰ65・5〔上文司〕ー65） 『マネキ』
日光市原宿 原宿初15村　佐藤出羽 ⑨298文書
日光市塩野室 塩野室2村　佐藤備後 ⑨299文書
日光市塩野室 □　（佐藤備後） ⑨299文書
国分寺町柴 柴初2村　雁丸豊前 ⑨299文書
国分寺町柴 □　（雁丸豊前） ⑨299文書
壬生町 壬生町初42村　梅谷上総 ⑨298文書
壬生町上田 南犬飼村　⃝定（奉納額〔上文司〕ー16、5－16） 『マネキ』
壬生町表町西高野 西高野　西高野古墳
壬生町羽生田 羽生田　富士山古墳 ⑧
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行方市手賀 手ケ　（吉田）上文司 ⑧
行方市麻生 麻生初18村　羽田長門 ⑨299文書
潮来市牛堀 （権現山）
潮来市潮来
玉里村高崎 富士峰（富士峰館）
出島村柏崎 柏崎　富士見塚古墳 ⑧
出島村深谷八千代台
石岡市太田
石岡市柿岡
石岡市金指 富士山（古代祭祀）
石岡市総社 府中　（吉田）改所 府中宿10村　小菊駿河 ⑨258・299文書

（不明・土浦市） 藤津初10村　幡野豊前 ⑨299文書
土浦市中央 土浦町初36村　川口坊土佐 ⑨298文書
土浦市 木田余初61村　小菊駿河 ⑨299文書
土浦市真鍋 真鍋　幡野豊前 ⑨299文書
土浦市上高津 上高津初15村　川口坊土佐 ⑨298文書
土浦市小岩田
筑西市門井富士山
桜川市真壁
桜川市山尾
桜川市下谷貝峯
筑西市黒子 黒子初18村　大竹下総 ⑨299文書
筑西市下館甲
筑西市久下田 久下田初44村　小猿伊予 ⑨299文書
筑西市久下田 久下田初4村　雁丸豊前 ⑨299文書
筑西市久下田 富士東古墳群
筑西市蒔田 真木田　（吉田）雁丸豊後 ⑧
筑西市小川 富士神社（旧村社）
筑西市下妻
下妻市坂井 坂井初50村　大竹下総 ⑨299文書
下妻市下木戸 富士神社（旧村社） （旧村社富士神社）
下妻市今泉 今泉初38村　小猿伊予 ⑨299文書
つくば市上大島 大島初8村　川口坊土佐 ⑨299文書
つくば市山木 山木2村　大竹下総 ⑨299文書
つくば市玉取 玉取　佐藤越中 ⑨299文書
つくば市要中根 中根3村　幡野豊前 ⑨299文書
つくば市上郷 上郷18村　佐藤越中 ⑨299文書
つくば市高田 高田初152村　雁丸豊前 ⑨299文書
つくばみらい市稲田
つくばみらい市小張 小張初41村　大竹下総 ⑨299文書
つくばみらい市城中 浅間神社
つくばみらい市豊体 豊体初84村　田辺伊賀 ⑨298文書
つくばみらい市青木 青木初13村　大雁丸筑前 ⑨298文書
つくばみらい市弥柳 弥柳初5村　外河筑後 ⑨298文書
つくばみらい市下平柳 下平柳初6村　渡辺安房 ⑨298文書
つくばみらい市箕和 富士神社（浅間さま）
阿見町荒川本郷 本郷2村　小菊駿河 ⑨299文書
稲敷市江戸崎
稲敷市下君山富士台
稲敷市羽生 浅間神社
稲敷市上須田 新川初27村　上文司淡路守 ⑨299文書
稲敷市幸田 富士山（浅間神社）
稲敷市柴崎 柴崎初7村　小林山城 ⑨298文書
河内町平川 平川初33村　小林山城 ⑨298文書
河内町田川 田川初9村　上文司淡路守 ⑨298文書
河内町宮渕 鍋子新田初3村　外河筑後 ⑨298文書
河内町宮渕 （生板鍋子新田）　（外河筑後） ⑨298文書
河内町宮渕 （大徳鍋子新田）　（外河筑後） ⑨298文書
牛久市牛久 牛久宿初12村　小菊駿河 ⑨298文書
牛久市小坂 小坂初11村　羽田長門 ⑨298文書
牛久市奥原 奥原初55村　雁丸豊後 ⑨298文書
つくば市大井 上太田初9村　羽田長門 ⑨298文書
つくば市高崎 高崎　佐藤越中 ⑨299文書
龍ケ崎市八原
龍ケ崎市大塚町
龍ケ崎市八代町 （富士神社） 富士神社（旧郷社） （旧郷社富士神社）
龍ケ崎市羽原町 羽原初60村　雁丸豊後 ⑨299文書
龍ケ崎市須藤堀町 須藤堀　佐藤越中 ⑨299文書
龍ケ崎市豊田町 元豊田2村　佐藤越中 ⑨299文書
八千代町高崎
下妻市長萱 浅間神社
結城市結城 結城講（布マネギ、30ｰ578） 『マネキ』
結城市鹿窪 向原浅間塚古墳

（結城市） 結城郡　小猿伊予 ⑨299文書
（常総市） 岡田郡　小猿伊予 ⑨299文書
常総市大生郷 大生郷　佐藤越中 ⑨299文書
常総市大崎 大崎初33村　大竹下総 ⑨299文書
常総市水海道 水海道初5村　大雁丸筑前 ⑨298文書
常総市坂手 坂手初21村　大雁丸筑前 ⑨298文書
古河市諸川 諸川初4村　小猿伊予 ⑨299文書
古河市西牛谷 西牛谷初22村　佐藤出羽 ⑨299文書
古河市磯部 浅間神社（釈迦沼）
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行方市手賀 手ケ　（吉田）上文司 ⑧
行方市麻生 麻生初18村　羽田長門 ⑨299文書
潮来市牛堀 （権現山）
潮来市潮来
玉里村高崎 富士峰（富士峰館）
出島村柏崎 柏崎　富士見塚古墳 ⑧
出島村深谷八千代台
石岡市太田
石岡市柿岡
石岡市金指 富士山（古代祭祀）
石岡市総社 府中　（吉田）改所 府中宿10村　小菊駿河 ⑨258・299文書

（不明・土浦市） 藤津初10村　幡野豊前 ⑨299文書
土浦市中央 土浦町初36村　川口坊土佐 ⑨298文書
土浦市 木田余初61村　小菊駿河 ⑨299文書
土浦市真鍋 真鍋　幡野豊前 ⑨299文書
土浦市上高津 上高津初15村　川口坊土佐 ⑨298文書
土浦市小岩田
筑西市門井富士山
桜川市真壁
桜川市山尾
桜川市下谷貝峯
筑西市黒子 黒子初18村　大竹下総 ⑨299文書
筑西市下館甲
筑西市久下田 久下田初44村　小猿伊予 ⑨299文書
筑西市久下田 久下田初4村　雁丸豊前 ⑨299文書
筑西市久下田 富士東古墳群
筑西市蒔田 真木田　（吉田）雁丸豊後 ⑧
筑西市小川 富士神社（旧村社）
筑西市下妻
下妻市坂井 坂井初50村　大竹下総 ⑨299文書
下妻市下木戸 富士神社（旧村社） （旧村社富士神社）
下妻市今泉 今泉初38村　小猿伊予 ⑨299文書
つくば市上大島 大島初8村　川口坊土佐 ⑨299文書
つくば市山木 山木2村　大竹下総 ⑨299文書
つくば市玉取 玉取　佐藤越中 ⑨299文書
つくば市要中根 中根3村　幡野豊前 ⑨299文書
つくば市上郷 上郷18村　佐藤越中 ⑨299文書
つくば市高田 高田初152村　雁丸豊前 ⑨299文書
つくばみらい市稲田
つくばみらい市小張 小張初41村　大竹下総 ⑨299文書
つくばみらい市城中 浅間神社
つくばみらい市豊体 豊体初84村　田辺伊賀 ⑨298文書
つくばみらい市青木 青木初13村　大雁丸筑前 ⑨298文書
つくばみらい市弥柳 弥柳初5村　外河筑後 ⑨298文書
つくばみらい市下平柳 下平柳初6村　渡辺安房 ⑨298文書
つくばみらい市箕和 富士神社（浅間さま）
阿見町荒川本郷 本郷2村　小菊駿河 ⑨299文書
稲敷市江戸崎
稲敷市下君山富士台
稲敷市羽生 浅間神社
稲敷市上須田 新川初27村　上文司淡路守 ⑨299文書
稲敷市幸田 富士山（浅間神社）
稲敷市柴崎 柴崎初7村　小林山城 ⑨298文書
河内町平川 平川初33村　小林山城 ⑨298文書
河内町田川 田川初9村　上文司淡路守 ⑨298文書
河内町宮渕 鍋子新田初3村　外河筑後 ⑨298文書
河内町宮渕 （生板鍋子新田）　（外河筑後） ⑨298文書
河内町宮渕 （大徳鍋子新田）　（外河筑後） ⑨298文書
牛久市牛久 牛久宿初12村　小菊駿河 ⑨298文書
牛久市小坂 小坂初11村　羽田長門 ⑨298文書
牛久市奥原 奥原初55村　雁丸豊後 ⑨298文書
つくば市大井 上太田初9村　羽田長門 ⑨298文書
つくば市高崎 高崎　佐藤越中 ⑨299文書
龍ケ崎市八原
龍ケ崎市大塚町
龍ケ崎市八代町 （富士神社） 富士神社（旧郷社） （旧郷社富士神社）
龍ケ崎市羽原町 羽原初60村　雁丸豊後 ⑨299文書
龍ケ崎市須藤堀町 須藤堀　佐藤越中 ⑨299文書
龍ケ崎市豊田町 元豊田2村　佐藤越中 ⑨299文書
八千代町高崎
下妻市長萱 浅間神社
結城市結城 結城講（布マネギ、30ｰ578） 『マネキ』
結城市鹿窪 向原浅間塚古墳

（結城市） 結城郡　小猿伊予 ⑨299文書
（常総市） 岡田郡　小猿伊予 ⑨299文書
常総市大生郷 大生郷　佐藤越中 ⑨299文書
常総市大崎 大崎初33村　大竹下総 ⑨299文書
常総市水海道 水海道初5村　大雁丸筑前 ⑨298文書
常総市坂手 坂手初21村　大雁丸筑前 ⑨298文書
古河市諸川 諸川初4村　小猿伊予 ⑨299文書
古河市西牛谷 西牛谷初22村　佐藤出羽 ⑨299文書
古河市磯部 浅間神社（釈迦沼）
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8〔茨城県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

日立市伊師 伊師 ⑤258文書
日立市伊師 あたご ⑤258文書
日立市友部 友部 ⑤258文書
日立市山辺 山部 ⑤258文書
日立市 富士の越山（富士神社） ⑤258文書
日立市川尻町 川尻 ⑤258文書
日立市折笠町 折笠 ⑤258文書
日立市砂沢町 砂沢 ⑤258文書
日立市日高町 荻津 ⑤258文書
日立市田尻町 田尻 ⑤258文書
日立市滑川町 滑川 ⑤258文書
日立市宮田町 宮田 ⑤258文書
日立市助川町 助川 ⑤258文書
日立市会瀬町 会瀬 ⑤258文書
日立市成沢町 成沢 ⑤258文書
日立市鮎沢町 油縄子 ⑤258文書
日立市諏訪町 諏訪 ⑤258文書
日立市末広町 大窪 ⑤258文書
日立市鮎沢町 下孫 ⑤258文書
日立市金沢町 金沢 ⑤258文書
日立市河原子町 河原子 ⑤258文書
日立市水木町 水木 水木初　上小沢若狭 ⑤258文書
日立市大沼町 大沼 87村 ⑤258文書
日立市森山町 森山 ⑤258文書
日立市久慈町 久慈 久慈初7村　上小沢若狭 ⑤258文書
日立市石名坂町 石名坂 （石名坂）　（上小沢若狭） ⑤258文書
上小川村頃藤 頃藤　本

一一自然石碑（540） 頃藤　本
一自然石碑（543） 三合目、『石造物』

大子町小生瀬 小生瀬地区
常陸太田市国安 ふじ山
常陸太田市東連地 富士山
常陸太田市金砂郷 竹合初93村　上文司淡路守 ⑨299文書
常陸太田市亀作 亀作 （亀作）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸太田市真弓町 真弓 （真弓）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸太田市真弓町 瀬谷 （瀬谷）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸太田市大森町 大森 （大森）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸太田市大森町 手縄 （手縄）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸大宮市大宮 大宮初50村　上文司淡路守 ⑨299文書
常陸大宮市下村田 富士山古墳群
那珂市古徳 下村田富士山東　富士神社 ⑧
那珂市額田南郷
那珂市豊喰 鳥屋脇（鳥喰新田ヵ） ⑤258文書
東海村石神内宿 石神 ⑤258文書
東海村舟石川 富士神社（慶長15年〔1610〕） 舟石川　富士神社 ⑧
ひたちなか市佐和 沢 ⑤258文書
ひたちなか市田彦 旅子 ⑤258文書
ひたちなか市高野 高野富士山　富士山（館跡） ⑧
ひたちなか市長砂 長砂初76村　大小沢坊丹波 ⑨299文書
ひたちなか市馬渡 馬渡 ⑤258文書
ひたちなか市中根 中部中根 ⑤258文書
ひたちなか市金上 金山 ⑤258文書
ひたちなか市東大島
ひたちなか市勝倉 勝倉初59村　上小沢若狭 ⑨299文書
ひたちなか市富士ノ上 富士ノ上　富士（社、橿原神宮境内社）
ひたちなか市平磯 平磯　板マネギ（17ｰ41） 『マネキ』
ひたちなか市前浜 水戸前浜　奉納額（板、7ｰ1）
大洗町磯浜町 祝町　上小沢若狭 ⑨299文書
大洗町大貫町 大貫 ⑧
大洗町松川 松川　燈籠（116、上小沢旧蔵） 『石造物』
水戸市内原五平
水戸市内原鯉渕
茨城町石崎 石崎　富士・大山参り 『民俗地図』
茨城町若宮 若宮初17村　羽田長門 ⑨298文書
小美玉市世楽 世楽初36村　大小沢坊丹波 ⑨298文書
小美玉市幡谷 富士神社 富士神社（湯殿権現）
水戸市富士山町 富士山町　（富士権現） 水戸町初10村　上小沢若狭 ⑨299文書
水戸市下国井町 富士山古墳群（権現山下横穴群）
笠間市下郷 岩間富士 吉岡新田初13村　羽田長門 ⑨299文書
桜川市友部 友部
桜川市上城 橋本初16村　雁丸豊前 ⑨299文書
桜川市長方 小幡初24村　上文司淡路守 ⑨299文書
笠間市 笠間町初39村　上文司淡路守 ⑨299文書
笠間市大郷戸 浅間神社 （旧村社浅間神社）
鉾田市田崎 富士神社（旧村社）
鉾田市大戸 大戸初6村　大小沢坊丹波 ⑨299文書
鉾田市 オフジヤマ（富士峰古墳群）
鹿嶋市大船津 大船津初188村　上文司淡路守 ⑨299文書
神栖市矢田部 矢田初3村　佐藤加賀 ⑨299文書

第二部　資料編
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8〔茨城県〕
場　所 中世末 近世初頭 近世前期 近世中期 近世後期 幕末期 明治時代 大正時代 昭和時代 出典・備考

日立市伊師 伊師 ⑤258文書
日立市伊師 あたご ⑤258文書
日立市友部 友部 ⑤258文書
日立市山辺 山部 ⑤258文書
日立市 富士の越山（富士神社） ⑤258文書
日立市川尻町 川尻 ⑤258文書
日立市折笠町 折笠 ⑤258文書
日立市砂沢町 砂沢 ⑤258文書
日立市日高町 荻津 ⑤258文書
日立市田尻町 田尻 ⑤258文書
日立市滑川町 滑川 ⑤258文書
日立市宮田町 宮田 ⑤258文書
日立市助川町 助川 ⑤258文書
日立市会瀬町 会瀬 ⑤258文書
日立市成沢町 成沢 ⑤258文書
日立市鮎沢町 油縄子 ⑤258文書
日立市諏訪町 諏訪 ⑤258文書
日立市末広町 大窪 ⑤258文書
日立市鮎沢町 下孫 ⑤258文書
日立市金沢町 金沢 ⑤258文書
日立市河原子町 河原子 ⑤258文書
日立市水木町 水木 水木初　上小沢若狭 ⑤258文書
日立市大沼町 大沼 87村 ⑤258文書
日立市森山町 森山 ⑤258文書
日立市久慈町 久慈 久慈初7村　上小沢若狭 ⑤258文書
日立市石名坂町 石名坂 （石名坂）　（上小沢若狭） ⑤258文書
上小川村頃藤 頃藤　本

一一自然石碑（540） 頃藤　本
一自然石碑（543） 三合目、『石造物』

大子町小生瀬 小生瀬地区
常陸太田市国安 ふじ山
常陸太田市東連地 富士山
常陸太田市金砂郷 竹合初93村　上文司淡路守 ⑨299文書
常陸太田市亀作 亀作 （亀作）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸太田市真弓町 真弓 （真弓）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸太田市真弓町 瀬谷 （瀬谷）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸太田市大森町 大森 （大森）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸太田市大森町 手縄 （手縄）　（上小沢若狭） ⑤258文書、⑨299文書
常陸大宮市大宮 大宮初50村　上文司淡路守 ⑨299文書
常陸大宮市下村田 富士山古墳群
那珂市古徳 下村田富士山東　富士神社 ⑧
那珂市額田南郷
那珂市豊喰 鳥屋脇（鳥喰新田ヵ） ⑤258文書
東海村石神内宿 石神 ⑤258文書
東海村舟石川 富士神社（慶長15年〔1610〕） 舟石川　富士神社 ⑧
ひたちなか市佐和 沢 ⑤258文書
ひたちなか市田彦 旅子 ⑤258文書
ひたちなか市高野 高野富士山　富士山（館跡） ⑧
ひたちなか市長砂 長砂初76村　大小沢坊丹波 ⑨299文書
ひたちなか市馬渡 馬渡 ⑤258文書
ひたちなか市中根 中部中根 ⑤258文書
ひたちなか市金上 金山 ⑤258文書
ひたちなか市東大島
ひたちなか市勝倉 勝倉初59村　上小沢若狭 ⑨299文書
ひたちなか市富士ノ上 富士ノ上　富士（社、橿原神宮境内社）
ひたちなか市平磯 平磯　板マネギ（17ｰ41） 『マネキ』
ひたちなか市前浜 水戸前浜　奉納額（板、7ｰ1）
大洗町磯浜町 祝町　上小沢若狭 ⑨299文書
大洗町大貫町 大貫 ⑧
大洗町松川 松川　燈籠（116、上小沢旧蔵） 『石造物』
水戸市内原五平
水戸市内原鯉渕
茨城町石崎 石崎　富士・大山参り 『民俗地図』
茨城町若宮 若宮初17村　羽田長門 ⑨298文書
小美玉市世楽 世楽初36村　大小沢坊丹波 ⑨298文書
小美玉市幡谷 富士神社 富士神社（湯殿権現）
水戸市富士山町 富士山町　（富士権現） 水戸町初10村　上小沢若狭 ⑨299文書
水戸市下国井町 富士山古墳群（権現山下横穴群）
笠間市下郷 岩間富士 吉岡新田初13村　羽田長門 ⑨299文書
桜川市友部 友部
桜川市上城 橋本初16村　雁丸豊前 ⑨299文書
桜川市長方 小幡初24村　上文司淡路守 ⑨299文書
笠間市 笠間町初39村　上文司淡路守 ⑨299文書
笠間市大郷戸 浅間神社 （旧村社浅間神社）
鉾田市田崎 富士神社（旧村社）
鉾田市大戸 大戸初6村　大小沢坊丹波 ⑨299文書
鉾田市 オフジヤマ（富士峰古墳群）
鹿嶋市大船津 大船津初188村　上文司淡路守 ⑨299文書
神栖市矢田部 矢田初3村　佐藤加賀 ⑨299文書

大沢室奉納物　一覧
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部
　
資
料
編

　　　凡　　例

１　『山梨県富士山総合学術調査研究報告書２』に報告した「御中道（大沢室）周辺の石造物・奉納物一覧」を中心に、富士信

仰とりわけ富士講の展開を知る基礎的な資料とするために、地域ごとに再整理したものを、それ以前のデータに組み合わせ

て一覧表にした。この表では、富士に到着した道者（登拝者）の居住地、檀那所（道者場）について、従来の資料を基に整理・

配列し、そこに中道大沢室の奉納物を加えて構成した。大沢の資料は、富士講に即したものが主体を占めるため、ここでは

関東地方について網羅的に掲げ、それ以外の地域は資料の所在の記述にとどめた（第１部　第４章参照）。

２　表の出典の中で、中世末については、『山梨県史』（資料篇4　中世１　1999年）〔①〕、『浅間文書纂』（第４　公文富士氏記録

３　御炊坊道者帳写、名著刊行会　1995年）〔②〕、「旦那所江状越申候覚」（『河口湖の古文書と歴史』その２　甲州史料調査

会調査成果報告書　2005年）〔③〕、近世初頭は、『浅間文書纂』（第４　公文富士氏記録５　道者帳）〔④〕、同前期は、『富士吉

田市史』（史料編　第５巻　1997年、258文書）〔⑤〕、同中期は、「富士に集う心　－表口と北口の富士信仰」（『境界と鄙に生き

る人々』新人物往来社　1995年、所収資料）〔⑥〕、とこれ以降、主に『富士塚報告書』（富士市立博物館　1995年）〔⑦〕の報

告内容を分解して時期ごとに配列し、また、近世後期の括りで天保９年・同12年の川口御師の改帳を掲げた（『河口集落の歴

史民俗的研究』〔天保９年分「冨士登山人改帳」〕（山梨県立博物館調査・研究報告７　2014年〕、『山梨県富士山総合学術調査

研究報告書　２』〔天保12年「冨士登山導者人別改帳」資料篇Ⅴ　富士参詣関連資料－１〕（山梨県　2016年）、『富士御師の檀

那所と御山参詣』〔両年の一覧表「８　茨城県」から「14　神奈川県」分〕（山梨県立博物館調査・研究報告書12　2016年）〔⑧〕。

幕末期に、「東側・西側惣御師持旦家取調帳」（『富士吉田市史』史料編　第５巻　1997年、298・299文書）〔⑨〕、昭和・戦前

期には、御中道の奉納物のデータ（『山梨県富士山総合学術調査研究報告書　２』資料篇　Ⅲ御中道資料－2・3）〔⑩〕、この

ほか文化庁編『日本民俗地図Ⅲ』（信仰・社会生活　日本地理協会　1972年、『民俗地図』と省略）、『上吉田の石造物』（富士吉

田市史編さん室　1991年、『石造物』と省略）、『マネキ』（同室　1996年）の内容を引用して全体を整理した。
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萩
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史
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、
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木
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